
績
、

築
業
産
の
聖

水
者
相

咽
林
賞
附

和
農
受
聞

a量産 ，・園芸 R 宙産部門







;;" 

発刊のことば

農林水産祭は、全国民の農林水産業に対する認識を深め、農林水濠業者の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を園るための国民的な祭典として、昭和 3 7 年、

農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に、従来の新穀感謝祭を発展的

に拡充して始められたものです。

この農林水産祭は、農林水産省と日本農林漁、業振興会との共催のもとに、各方

面の協力を得て、毎年 11 月 23 13 .勤労感謝の日を中心に開催され、農林水産業

者に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展

などきわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和 55 年度は、その 19 由自に当たりますが、本年度の天皇杯などの選賞審査

の結果は、次のとおりです。

すなわち、従来からの農産等の 6 部門については、第四回農林水産祭に参加し

た各種表彰行事( 349 件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 553 点の中

から、天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)、内閣総理大臣賞を授

与されるもの 6 点(同)、日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(畜

産部門 2 点、その他の部門 l 点)がそれぞれ選考されました。また、昨年度から

設けられたむらづくりの部門については、 44 都府県から各 1 点、推薦のあったむ

らづく 9 事例の中から、天長杯、内閣総理大臣賞を授与されるもの各 1 点、農林

水産大臣賞を授与されるもの 15 点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は、農林水産業の

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として、関係各方聞の方

々に大いに樽益することと思います。ここに、これらの業績の概要(むらづくり

部門は別冊)をとりまとめて発行することと致した次第です。

終わりに、 の編集に御協力をどいただいた執筆者その他の関係各伎に対し、

深甚の謝意を表します。

昭和 5 6 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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費.m. Jι 杯皐天

さとうきび栽培

成

(鹿児島県大鳥郡知名町田皆)

キ誼平山

品財

受賞者

出

盟受賞者の略歴

山平構成氏の住む鹿児島県

大島郡知名町は，鹿児島本土受賞者の所在地第 l 図

の南方 5 2 4 kmの洋上に浮か

ぷ周囲 4 9 km，面積 9 5km2 

の沖永良部島にある。島を結

ぶ交通は，~路が鹿児島空港

と約 1 時間 4 0 分で結ばれて

おり，海路は沖縄と鹿児島を

結ぶ定期航路があり，沖永良

部島から，鹿児島までの所要

時間は約 1 2 時間 3 0 分であ

ぶ り，交易条件は厳しいものがd 

ある。

島は，温暖な気候K恵まれ

。
、
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台風，干ばつ等の気象災害の
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上空から見た沖永良群島

常童基地域で厳しい条件にあるため，適地作目は限定され，そのため，さとうきび

が最も基幹的な作物として農業経営の中心になっている。これK加えて 7 0 年の

歴史をもっ「えらぶゆり(球根) J が輸出品として，台風通過後の秋から翌年 6

月頃までの間栽培され，ゆ b がさとうきび κ輪作作物として組み入れられた形

態が島の主要な作付体系となっている。

山王子氏は，明治 3 8 年知名町(当時・知名村)に生れ，小学校卒業後の大正

1 0 年 VL 1 6 才の若さで父の後を継ぎ 1 8 才でミツ夫人と結婚し，以来 6 0 年

κわたり「さとうきび」と「えらぶゆり」の栽培を手がけてきている。

この間，経営耕地の規模を拡大しつつ，さとうきぴの生産改善きに積磁的に取む

など，自らの農業技術の向上に努めることはもとぷり，地域の農業のリーダーと

して活躍し，昭和 39-----43 年 Uては，第 1 次農業構造改善事業白皆地匹構造改善

推進委員として，土地碁盤盤備のため関係農家との協議の中心的役割を果たすと

ともに，昭和 4 6 年以降現在まで，知名農協臼皆1也監百合生産出荷組合長を勤め，

健全無病な「えらぶゆり j の生産量，出荷を指導し，輸出品であるゆり球根の名声

を高めるため業献している。

また，氏は沖永良部差もに住み，島の農業を愛して農業振興への情熱は，非常に

強く，今臼まで，町役場や農協などへ多くの提言を行\"，特K鳥の宿命とも言う

べき，台風，季節風などによる潮風寄の防止策にカをそそいでいる。茨在，知名

町においては，氏の提言κ よって，防災営農推進を農政の大きな課題として掲げ，
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育林用の土堰堤の建設を計画しているが，これの試験施工として回皆岬花町単独

事業として実施中である。

このように氏の地域農業発展への情熱は，多くの困難な条件をかかえる南西諸

島の農業の安定に影響を与えつつあるということが出来る。

f\:の活躍と笑霞さ，ひたむきな勤勉さは，地域の農家はもとより，沖永良部島全

体に認められ，大きな信頼を得ており，今日まで，さとうきびをはじめ，ゆり，

和牛共進会等で模範農家として数多くの表彰を受けている。

氏はまた，立派な後継者にも恵まれ，現在長男義一 (5 1 才〉夫妻ととも K毎

日農作業に従事しており，近い将来には，孫にあたる義一氏の長男も島陀帰って

農業を受け継ぐことが決定している。

翻受賞者の経営概況

山平氏は，島の西部の回皆と呼ぶ農業集落(農家戸数 284 戸，耕地面積 344

h a )に住み，経営耕地面積 4 3 0 a (うち借地 3 0 a )を有し， さとうきび

2 8 3 a (うち採苗ほ 1 0 a ) ，花き 8 2 a (うち種球 1 0 a ) ，緑肥作物 3 5 

a ，飼料作物 3 0 a を栽培し，肉用和牛 3 頭(うち子牛 l 頭〉を餌育する複合経

営の専業農家である。

家族は稲成氏夫妻，長男夫妻の 4人で，農業従事者は様成氏本人と長男夫妻の

3人であるが，栽培管理については， さとうきびと和牛は主として績成氏が分担

し，ゆりは主として長男が担当し，家族でそれぞれ責任を明確にして経営を行っ

ている(第 l 表，第 2 表)。

農業機械については 4 7 年tisて仲り合引農家 8 戸の共間利用組合を組織し，

農用トラクター (28PS)1 台を導入ーさとうきび及びゆりの植付時の耕転，

整地作業を中心に行ってきたが 5 4 年度 kては「花き中核産地育成整備事業J (rて

より，農用トラクター (32PS)1 台を導入し，深耕を中心に利用しているO

このトラクターの運営及び保守管'理の責任者として山平氏は，共同利用の円滑な

推進κ努めている。深耕用トラクターの年間使用日数は 150 日間で効家的稼動

がなされている一方，年間の修理費が 1 5 万円と低く，保守管理の徹底さを見る
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第 l 表家族人員及び農業従事日数

氏 名 続柄 年令 労働能力
年間 従事日数換算
農業従事白数

山平槌成 本人 75 才 0.5 320 160人日

H 、、、 ツ 受 75 。 。 。

H 義一
長男 51 1.0 320 320 

グ ゆ皇宮こ
嫁 50 0.8 250 200 

計 2.3 890 (5,4 4 0。 時間 j
68 

(注) 5, 4 4 0 時間は 1 臼 8 時間換算

第 2 表経営耕地状況及び土地利用

再=
面積( a ) 土地利用状況

自作地 借地 作 自 面積 (a ) 

さとうきび 273 
通畑 400 30 430 11 採苗ほ 10 

ゆり球根 52 
11 (様根〉 20 

原 野 40 。 40 グラジオラス(奴府) 10 
飼料作物 30 
緑肥作物 35 

440 30 470 430 

第 3 表 家蓄導入状況

必ミ 入 昭和 5 4~5 5 年(月)
王手 令 頭数

王手 fl 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

A 昭 48. 11 7 1 。会

B 53. 10 2 1 

C (育成) 55. 6 1 1 a哲也

言十 3 生草案牛 2顕 子牛 1 頭

0滋付 ム分娩 題懇育成開始 x 出荷(せり)子牛 2頭を販売



ことができる。

第 4 表農業機械の所有状況

農業機械名 PS 台数 購入年月 年間使用臼数 備考(修理費)

農用トラクター
32 1/8台 昭 54. 12 

本 人 30 日 グノレープ和
(ロータリー付) ク、ノレーフ。 150 日 用(1 5万円〉

H 
28 1/8 47. 12 

本 人 10 臼 グノレープ利
11 クソレーフ. 30 日 用 ( 8 十万円〕

動力耕転機(トレー
7.5 1 53. 12 80 臼 ( 1 万円)ラ-，ロータリ→す〕

11 
7.5 1 47. 12 10 日

(培土専用)

管理機
4 1 54. 12 10 日

(中耕培土用〉

動 噴 2 1 49. 12 15 日

カッター 1/2 1 47. 12 10 臼

7 
本 人 1658
クソレープ 180 β 

農業生産額は，さとうきび 3， 2 4 5 千円，ゆり 2， 2 4 1 千円，グラジオラス切

花 603 千円，生産牛 6 4 0 千円，総額 6 ， 7 2 9 千円となっている。所得面では，

さとうきび 2， 5 6 1 千円(所得率 7 9 %)，ゆり(同 5 3 %)，グラジオラス切

詑(同 4 5 %)等で総所得額は 4， 468 千円(同 66%) となっており，磁めて

高い所得を確保している。

臨受賞財の特色

(1隣地条件の特色及び改善

沖永良部島は，年平均気温 22"C， 年間降雨量 2， 1 0 0 醐と亜熱帯の高混多湿

な気候であれまた台風の常製地帯であるため，降悶量の季節変動が大きく 6

~8 月には千ばつの被害を受けやすい。

-12-



第 6表農業所得 (5 4 年)

(単位:千円〕

作目名 さとうきび ゆり グラジオラス 肉用牛 銅料作物 緑ØE作物 合計

生産額 3,245 2,241 603 640 。 。 6,729 

経営費 684 1,057 333 92 68 27 2,261 

所 得 2,561 1,184 270 548 ム68 ム27 4,468 

県平均所得 667 

全国平均所得 1,1 27 

土壌は，第 4 紀琉球腐若手(降起珊瑚礁)石灰岩を母岩とする最終の多い暗赤色土

で，保水力が弱く，土壌流亡の激しいこ仁である。

また，島全体が乎却で，比較的耕地主ては怒まれている(耕地準 3 5.%，全国の

耕地率 1 2.% )が，水資源Uてとぼしく，飲料水は地下水で十分まかなえるが，農

業用水の確保は困難な状況である。このように沖永良部島の自然条件は農業にと

って厳しいものである。

こうした毅境下κ おいて，島の農業は比較的台風や季節風，二子ばっ等liC強いさ

とうきびと，秋から泰の穏やかな時期に栽培される「えらぶゆり」を基幹作物と

し まれてきたが，近年，輸送やさいと言われる早出しさといも，罵鈴

しよなどの栽培も行われている。また，和牛の餌資も

くの農家で行われている(第 6 表，第 7 表)。

第 a表知名町の農家戸数及び耕地頭積

-13 
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第 7 表知名町の作物栽培状況

(5 4 年度)

山平氏の所有する耕地 4 0 0 a は，自宅から約 3km離れた回皆岬の東部沿岸に

あるが，同地は昭和41~4~咋の第 1 次農業構造改善事業によって，それまで点在

していた畑 1 7 0 a ，水田 6 0 a ，原野 2 0 0 a の 3 0 筆余のものを畑地 2 団

地 8 筆に集団化，整備したものであり，すべてのほ場が大型トラクターの耕転を

可能にしている(第 2 図)。

第 2 図 さとうきびほ場の整備前と整備後
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山平さんのさとうきびほ場

また ， vま場は島の台地から 30m程度落差のある東部海岸に面した低地である

ため，苓節風などにより特に塩害を受けやすいところであるが，海岸沿線には，

そてつやアグンの防潮林があり，畦畔 Uては木麻黄が植林してあるなど，防潮対策

が施してある。

(2)地力の増強

沖永良部島は，高温多湿な気候であり，地力の消耗，土壌の流亡が激しいため

有機質の投入は極めて大切なことであるが，山平氏は土づくり κ最もカを注いで

L 、る。

二仁づくりに重要な堆肥の投入を行い易くするため，畑の一角 Uて牛舎を設霞して

牛を飼育し，畑の管理と牛の管理を一体的に行えるように工夫し，また，緊急、時

には寝泊り出来るようにしている。

牛の餌料を自給して経費の節減を翻るため，冬期間は，さとうきびの梢頭部を

主体とし，その他の期間は，エロージョン防止をかねて畦畔κ植付たネピヤグラ

ス，借地に栽培するイタリアンライグラス，青刈とうもろこしを供給しており，

また，さとうきびの枯葉を牛の敷わらとして活用するなど，土地の有効利用と和

牛との有機的な結合は，農業の基本を的確κ笑行している手本とも言うべきもの

で，近代的農業を目ざす者にとっても忘れてはならないものであろう。

(3糠培技術

①さとうきびは，わい化病，モザイク病などのウィルス病K よ b 大幅主主減収と

なるが， クィノレス病は，栄養体で増殖するさとうきびκ とって薬剤κ よる防除は
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困難であり，健全無病種苗の使用が極めて震安である。

氏は，採æほを 1 0 a 設置し，原料用さとうきび畑と可能な~良り隔離して栽培

し，特に入念な管理を行って健全無病種苗の生産を心がけている。また，槌付時

には，全種苗について薬液による消毒を実施しており，このため牛舎の一角には，

薬液槽を設置している。

@温暖なとの地域は，筈虫の発生もまた多く，カンシャコバネナガカ

メムシをはじめ，バッタ類の筈虫妨除の徹底が重要であるが，氏は，この面kてお

いても適期紡除を励行しており，害虫の被害は皆無と言える状態である。

①地力づくり Uてついては前記のごとく 1 0 a 当たり 2 t 程度の堆肥を投入し

ているが，さとうきびは，扱肥性の高い作物であるため，目標としては 1 0 a 当

たり 4 t の堆肥投入を考えており，今後和牛の増援が必要であるが，当面は夏槌

新植畑vc特 Uて堆肥を増投するようにしている。

また，近年各地で問題となっている新植及び株出の不萌芽の発生については，

株数の確保はさとうきび収量の向上にとって重要であることから，氏は欠株の補

植を丹念に行っており，横付株数 1 0 a 当たり 3， 3 0 0 本，抹出ほ場の茎数 1 0 

a 当たり I 万本を確保し，高収量を確実にしていることも見過すことのできない

大切な技術である。

(4)作付体系の確立

さとうきびは，夏植えの場合，橋付から収穫までに約 1 8 カ月を必要とするた

め作で廃耕して新植することは，経営的に得策ではなL 、。従って，収穫後κ

発生する務芽を生育させて，これを収穫する，いわゆる株出栽培を行うことが一

般的である。

しかしながら，永い年月 κわたる株出栽培は，地力の淑退と株自体の老化を招

き，年々収量が減少してくる。すなわち，夏槌新績が最も収量が高く 1 年株出，

2 王手株出と漸次減少するのが一般的である。

近年，労働力の減少等諸事情により，長い年数の株出，いわゆる永年株出栽培

も多くみられ，このことが，単位収量の低滞の要閣ともなっており，関係者の指

導は株出栽培を 2~3 囲で中止し更新を奨励しているところである。
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F 

したさとうきび(左〉と植付け〈石〉

山平氏は，このような指導を確笑I!C笑行し，さとうきび 4 王手作(夏草i宣，株出 2

王手) ，ゆり 1 年作の作付体系を全ほ場について励行し，さとうきびの単位収:畿の

向上とゆりの連作障害の毘避K努めている。

また，さとうきび，ゆりの植付時には，大型トラクタ -v亡よる深耕を笑施し，

土壌管湿の徹底を期している。

(5洪周作業

さとうきびの栽培は，その収穫I!C多くの労働時開を必姿としており，この点の

省、力化が最も大きな課題となっている。

山平氏の場合もさとうきぴ収穫の省力化は，収穫機械の導入が皆無の状況であ

り，今後の最大の課題である。

しかしながら，滋では，その条件の厳しさの中から生れた共同作業組織が存在

してお‘丸主主投 ζれが大きなカとなっている。

すなわち， r ゆい作業.t!1fJ の組織である。さとうきびは，単位当たり

:誌が大きく，また，主主丈も 2~3 mvておよぶもので収機作業は援労働である。

現在， さとうきびの i以後機械は，試験研究機関を中心1!C';5起用化のための誌験をど

実施中であり，その笑用化も近い将来Kは期待されるものと考えられるが，まだ，

務&段階K笠っていないことから，入力κ よる作業が中心となっている。

このような状況の中で， LLJ平氏は悶皆m 1 3 刈取ゆい作業班κ所属している。

この班は 1 1 戸の農家から成り，稼動人員 1 2 名(労 6 人，女 6人)で王手間

700 t5J~のさとうきびを収機している。
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1 臼当たりの刈取能力は，約 8 t であるから 1 月 ~4 月まで約 9 0 日間共同で

刈取りをするため，農家簡の労力の調整，共同，協力のきづなを保つことは，非

常 Uて重要なことである。

山平氏は，この組織の中K あって，?吉 U亡中核的役割を泉し，栽培の技術指導κ

よる技術水準の向上。て努めるととも VC ， 農家間の助け合いK心がけて親睦を深め

ること Uて努力なはらっており，多くの信頼を得ている。

(6)出品財の特色

山平氏のさとうきび栽培の立地条件は，自宅から遼弱地にあること，塩害を受

けやすいことなど，必ずしも窓まれてL、ないが，地力の増強，適正な輪作の実施，

防潮林の設置，無病穏箇の確保等，常U亡栽域改善Uて努力を払っている。

このような結果，氏のさとうきびは，主事丈 28 Ocm (町平均 250cm) ，節数

2 2~2 3 節(町平均 2 0 節)と生育が良く，町及び県平均を 3 0~6 0 %もよ

眠る高いi収量をあげ，しかも機分合有率も町平均より 1 割程度高いという|褒れた

ものとなっている。(第 8 表，第 9 表)

第 8 表 さとうきび栽培状況

言古一一一一~ 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 

夏植新植 (a) 90a 80a 109a 70a 70a 
栽

夏
培

綴 (b) 80 90 80 109 70 

株出(l ~2 年) (c ) 100 105 91 103 133 
型
栽培面積 (d) 270 275 280 282 273 

収機函 (b十c) 180 195 17 1 212 203 

新横面積割合(み/d) 例) 33 29 39 25 26 

願受賞者の技術.経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1)受食者の技術

山平氏の技術は，前述のどとし島の農業を愛し，厳 l い自然条件念克服して，
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第 9 表 さとうきびの生産状況

子〈:
o ド 5 i 王手

5之総事f椴 $l 綴 f'" 性j i択後詰1 l1l級新iìfi 現. t立 務t 出 収穫言|

rl!� 総 (a ) 90 80 100 180 80 90 105 195 

ilR Hi: (t) 88.9 81.2 170.1 85.1 65.5 150.6 

ア ノレたり
11 ,113 8 ,120 9.4 50 9 ,456 6 ,238 7,723 (kg) 

1 0 アーノレ
9.598 ゑ843 7,875 7, 271 5 ,053 5,931 ~."l たり (kg) 

町平均 1 0 アールお
8.787 6 ,550 7,253 7,040 5 ,049 5 ,582 たり J!又i，:: (kg) 

収ちt tßi筈士、JJ土(Y6) 120 130 

指数 師]対比(Y6) 130 138 

2 '1' '1' 

町村1新 f(< 持、 il: QZI盤 ilt ;}.f(<lJfi直 1ft 株 tll l[l(!払 新lf! {拠 朝、 111 l[l(!静，11

J 09 80 9 I 171 70 109 J 03 212 70 70 J 33 203 

1) 3.0 75,7 158.7 126.3 87.6 2 J 3.9 65.2 102.5 167.7 

I 札375 8311) 9,29 1) 1 1.583 8,500 10.085 9,314 7,707 8,26 J 

7,168 5.:172 6,022 8,7" 7 7,170 7,818 7,642 5.0 B 2 6,011 

6.995 5,296 5,673 8,a 81 6,698 7,050 7,480 5.402 6,\ 2:1 

l~d 129 J 37 

16.1 1.1 :1 135 

着笑かつ的篠κ農業の基本を実行していること κっきるものである。

換言すれば，高度な技術を修得した者ーにのみ可能なさとうきび栽培ではなく，

一般農家κ十分実現可能な技術の臼々の積み重ねが，今日の成果をもたらしてい
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るものであるということが出来ょう。

(2)さとうさびの生産饗と収益性

山王子氏のさとうきびの生産費は 1 0 a 当たり 131 ，099 円で，鹿児島県の平

均 148，034 円の 8996である。索El }jIJでみると，肥料愛が 10，887 円と県平均

の 13，624 円より 2， 7 3 7 円低く，賃借料，土地改良等の費用が県平均では

6, 3 6 1 円を要しているが，共同作業を行っていること及び土地改良が 1 3 年前

に完了していることによりこれが必要でない利点がある。

労働時間は 1 0 a 当たり 125 時間と県平均の 1 3 8 時間の 9196である。作

業別労働時間が不明であるため，どの作業が省力化されているか不明であるが，

共同作業による刈取によりかなり能率的に作業が行われているためではなL 、かと

考えられる。

労働時間が少いため労働費は 1 0 a 当たり 84，625 円と県平均の 93，547 円

より 8 ， 9 2 2 円低くなっている。労働J費のうち庭用労賃は 4， 926 円と県平均の

16,11 5 円の V3程度であり，所得向上の婆閣ともなっている。
収益性の面からみると，粗収益では 1 0 a 当たり収最が県平均K比べ 1 ，0 33kg 

高いため，県平均より 23，1 5 8 円高い 159，852 円をあげている。

所得でも県平均より 42，360 円高い 125，309 円となり 1 日当たり家族労働

報酬は 7， 3 5 3 丹と県平均値より大幅に高くなっていることはもちろん島の平均

賃金(男 4， 5 0 0 円，女 3， 000 円)よりも相当な高水準にある(第 1 0 表〉。

<山平氏の生産授の算定にさ当つての考え方〉

①種B'ï費 vcついては，山平氏の設置する採苗ほの諸経費(直接経費 16，278 円十

労働霊堂 17， 602 円)を収穫箇積 2 0 3 a で徐して算出した。

①憂植きびの費用は，全栽培期間の費用が算出されていないため，新植夏植の費

用及び]"l績の合計額とみなして算出した。

③労働j費の算出は 5 4 年度生産変調査(統計情報部)の鹿児島県平均値の 1 持

たり主幹傾 6 7 7 円を使用した。

④資本利子，地代は 5 4 と同額とした0

@その他の諸材料費は， ・修繕，農用衣服資及びその他の合計額とした。
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第 1 0 表 さとうきびの 1 0 a 当たり生産費 (5 4 年度)

農薬剤業費 光熱
その他 賃借料 建物及び

燥機~分 種苗愛 肥料費 の諸材 及び料 土地改良
動力資 料費 金 設備費

兵愛

円 円 円 円 円 円 円 円
山平氏 1,669 10,887 1,242 5,671 3,123 。 。 7,025 

鹿児島県 4,617 13,624 1,149 1,156 2,177 5,073 1,288 8,382 

県比較との 出2，948 ム2，737 93 4,515 946 ム5，073 ム1 ，288 ム1 ， 357

区分

山平氏

鹿児島県

県との
比較

労働費 費用
資本; 2 次

労働時間

うち
合計

利子
地代

生産費 一

家族
十拠主 家う族ち
産資)

円 円 円 円 円 円 時間 時間
84.625 79,699 114,242 4,528 12,329 131 ,099 125 118 

93 ,547 77,432 131 ,177 4,528 12,329 148,034 138 110 

ム8，922 2,267 
(8796) 

。
(8996) (91%) 

8 
ム16，935 0146,9::(5 ム13

第 1 1:表収益性( 1 0 a 当たり)

区 分 総収主主 所 得
1 日当たり

家族労働報酬

山平氏 159，852円 125，309円 7， 353円

鹿児島県 136,694 82,949 4.81 1 

県との比較 23 ,1 58 42 ,360 2,542 

(法〕 さとうきび価格は奨励金丸 100 円を含む 1 t 

さきたり 1 9, 3 5 0 円で算出した。
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円
。

164 

ム164
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(3)経営の分析

山平氏の農業従事者は，本人を含め 3人であるが，労働能力を換算すれば，年

間稼動日数は約 680 人目 1 日 8 時間換算で 5， 440 時間となっている(第 1

表参照〉

山平氏は，さとうきび，ゆり，和牛のため年間 5， 1 1 0 時間が必要であること

から，一応バランスのとれた労働時間となっている。

また，年聞の雇用賃金が 3 0 万円程度要していることから約 6 0 人程度の雇用

があるものと推定されるが，この面からも無理のない労働配分がなされているも

のと考えられる。

労働時聞は，さとうきび(緑肥を含む〕が 2， 580 時間10 a 当たり 8 1 時開，

花き 1 ， 651 時時 1 0 a 当たり 201 時間，和牛(飼料作物を含む) 879 時間，

I 頭当たり 2 9 3 時間となっており，花きが労働集約的作物として，また，和牛

は周年的労働を要していることから，比較的多くの労力を要している。

季節的にみれば，さとうきびの収穫最盛期である 2~4 月が最も多く，次Uてゆ

りの穏付作業の始まる 9 月となっている。特 lrC 3 Jj は 1 ， 0 0 0 時間以上となって

おり，相当なオーバーヲークであり，今後収穫機の導入等改善が必要であるO

農業の経営収支は，粗収入 6， 7 2 9 千円，経営費 2， 261 千円，所得 4， 468

千円で所得率 66%と安定した収支パランスと考えられるO

作目部門別の所得率は，さとうきび(緑肥作物を含む)が 78%，花きが 5 1 

%，和牛が 75% となっており，さとうきびが最も高い(第 1 2 表，第 1 3 表)。

(3)普及性と今後の発展方向

沖永良部島は，さとうきびを基幹として，花き，野菜等の作物と肉用牛の組み

合せによる複合経営を今後とも普及して行くため，知名，和治岡町合同の沖永良

部技術連絡会議が組織され，活発な活動が進められている。

技連会議の構成は，役場，農協，農業委員会，農業共済組合，農業改良普及所，

南栄給業株式会社，たばこ耕作組合，専売公社，家畜衛生保健所とすべての農業

関係組織が参画してしている。会議は月 1 回定期的K開催され，統一的方針が決

定されて，無線放送，印刷物，区長会を通じて全島民に知らされる。
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第 1 2表農業生産及び所得状況

問}繍 G，) 最〈磁， 級生主主主級 秀子常食 所得 説得本 10 且当た

f¥ u 的
w (B) 

終2設住向縁 労働時間
獄数(Øl) 主g ， t. ~t; ) 仏)倫Hc) (cl/ ω り労働時間

さとうさぴ!!!議lIi徽 70 。 OfIJ WJ J3自.121内 A138.121円 349時間 時lB

グ株1ll 133 I02.5t 19.3 号。 1.983.375 328,521 1.654,854 1,526 

m 後徽 70 652t 19.350 1,261 ,620 200.715 1,060.905 66 5 

t1. ffilま '0 2 ,1,000-',; 。 16.27tl 凸 16，278 24.000本 26 

ゑぷ 35 IOJ 。 。 26.8 曲。 626,880 101 14 

さとうさび筒I'j 318 3 ， 2-1 11 ， 9 骨 5 710,515 2.534,480 78 2,580 8J 

ゆり rttt! 52 7.1,69!:U]: 30 丸240.古"" 973,719 1 ， 2 品 7， 221 i¥ 905 

¥ 怜，1) 20 。 。 。 昌弘552 L.¥8 :~，5 5 2 ¥ 120.000.Ej; 291 
グブ;，うえ (OJlt) '0 1 0.0 5 O.i~ 60 603.000 333.35.! 269,64 1> ¥ t55 

花き Fぷ門 " 
2.843,940 l，3 9 札6 2:~ 1.,153,317 51 1.651 201 

問料 f) 物 30 。 。 。 67..196 ム67， .196

¥¥j 
12t 3:i1 ¥ 2 32 札000 640.000 D! 世 00 548,100 548 

れjtjo I"J 30 6 ,10.000 159,396 4 昌白$岳 01 75 819 (1 儲2f9gた3 り)

1:¥Oa 6,728.93:) 2,260.53 ,t 4..1 68.40 I 66 5,110 ¥¥  
一一一一

一方，技連会議には各作物毎κ漁業部会，選5産部会，花き部会，野菜部会が置

かれ，それぞれの部会が，作物毎の専門的統一指導方針を決定している。この技

連会議の指導のもとに，15-集落U亡は，複合生産総織が確立されている。

このように，島の統一的指導のもとに，山平氏は後合経営の模範農家として，

その普及活動κ今後とも活躍することは，さ当然であり，島の農業が今後大きく発

展するものと考えられるO
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t,:, 
仏

TT\\とど
面積又は説数

産 1 0 a 当たり\'\(鼠

担 鼠

出 *偽 (1，支払私頭)

ヨ産額

肥料費

投
11，臣 賞

農薬 j，

ノ、
手数料

( 〆j、盤以ー修搭

[ft Jt熱費

接 鰐科技

fを 抵抗ト
)jj 

その他

農業機械憤却費

，{十

ff.出 投入

9 月

10 

11 

!J 1 2 

引l
1 

つ

テ7
3 

告h
4 

弘干 , 
lin 6 

7 

8 

さとうきび

採百恰

10 , 

24 ，0004入

8,96 4f!j 
。

1,000 

。

923 

4.216 

。

。

トー
。

1,175 

。

16,278 

ム16.2 78

12 

2 

12 

26 

さとうきび さとうきび

事f 組担能 史描

70 , 70 , 
9.3 � ,1 

65.2 t 

19，350ドl

1.261 ,620 

50.890 50,890 

。 。

6,-150 6.4 5 0 

。 。

6,4 6 t 6 ,.1 51 

2 札520 29,51 ﾖ 

。 。

。 60,000 

8.232 8.230 

←一一 。 2,608 

36,568 36,568 

138,121 200,715 

ゐ1 :-1 8.121 1,060,905 

t 7 0 

う 5

2.15 

56 280 

140 

60 

28 

3.19 665 

第 1 3 表 経営費，労働時間
(5 4.9---5 5.8 月)

さとうきび さとうきび グラジ 1 ラス

株出 ぷ十
ゆり段球 ゆり球根

ザj花
同料作物 生産牛 生産f+~計 結紀 合計

133a 283a 20a 52 , 10 , 30 , 2lﾍil 35 , 430a 

7,707 6 Q,QOO.Ef 14， 365昂 10.050ヰ入 4,00 Qkg 320.000円

102.5 t - ! 120,00 O.B.R 74，698球 10.050本 12.000kg 101 

19.350f-lJ 30f11 60 

1,983 ,375 3,244.995 2,2 <1 0,94 01斗 603，000円 640，000円 640.000 - 16,728.935 

119.220 229,96 <1 25.900 78,000 9.350 18，700ドi 。 18,700 。 361.914 

。 。 。 o I 100,000 12,000 。 12,000 10.500 122,500 

12,316 26.216 12,000 30,000 札100 。 。 。 。 76,216 

。 。 。 5 <1 0,0 00 84,4 20 。 38,4 00 38,4 0 0 。 662 ,820 

12,276 26,111 2.378 6.183 1.189 3,812 。 3 ,1:1 12 2,000 41 ,673 

.5 6,0 8 6 119,340 8,-13 <1 21 ,928 4,217 13,497 。 13 ,4 97 10,000 177,416 

。 。 。 。 。 。 35,500 35,500 。 35,500 

.10唱。。。 100.000 。 200.000 。 。 。 。 。 300,000 

15,6.10 32,102 2,352 6,\ 15 1.1 76 3,755 。 3,755 4,380 49,880 

3,504 7,287 2τ000 12 ,224 125,000 。 18,000 18,000 。 164,511 

69A 7 9 142,615 30,,188 79,269 。 15,732 。 15.732 。 268,104 

328,521 683,635 83,552 973,719 33 :1 ,3 5 2 67.4 9 6 91 ,900 159,396 26,880 2 ，260会534

1.55-1,854 2,561 ,360 683 ,552 1,267,221 269,6.18 ι67.496 548,100 480,604 ~26.880 4,468,4 01 

182 60 150 30 27 52 79 4 505 

37 120 30 24 33 57 2 <1 4 

16 40 45 36 56 92 193 

10 40 48 60 140 

15 30 10 12 48 60 115 

300 
S8436 8 

10 130 1 ,\ 67 81 776 
ト一一一一

500 10 150 ,13 38 81 1,097 

500 640 20 65 20 39 52 9! 836 
トー

105 166 5 35 45 80 251 

120 148 200 
237 1 333 8 トー← 660 9 

6 414 

1 ,1 0 165 374 

12 20 50 31 38 69 4 155 

1.526 2.566 291 905 .155 331 548 879 14 5.110 



土づくりと複合化で安定した経営

山平植成

私は，大正 64ド高等小学校卒者三後，

幾三定K従若手し 1 6 款の頃から今日ま

で約 6 0年間さとうきびを主幹とする

農業経営K取り総んでまいりました。

就E主将の農地は 150a緩皮でしたが，

その後，許可次綴核拡大を図り，現在は，

総節機 400a で，さとうきび 282a ，

えらぶゆり llOa 及び飼料作物 8 a 合

作付けするとともに ， ~Efflf二 3~置を飼

主きしておりま.す。

私のf足場は，沖永良部ぬのj七世耳海洋

の沿録十亡あり，銀年， ~益予託する台風や

冬の季節l!t~ による峨容で農作物に大き

なも度三塁を受け， また，土燦もお日〈討を

母主計とする fT~粘土のため，保水伎に乏

しく，干ばつを受けやすいという隠し

い条件 FVC ありました。

そのため， f=tづくりと防風対策及

び作8 の主主合化による/!lo*終営の笈淀J

K ついて取り組み，ほ場後鉛，jVC際 L ，

防風対策として. 1:H1の絢聞にそクマオ

ーな総樹するとともに，牛若?を畑の一

角K磁喜起し， きびのハカマ(給:渓)を

やのしきわら K して土佐 m~づくりに努め，

さらに総IJ!.':作物を積徽的に裁縫してこl:

づくりを関り，肥沃な…t~認に作りかえ

まし 7こO

また，えらぷ;ゆりな導入し，さとう

きびと主主主l!:'ドと組み合わせて，安定し

た後紫綬営を飼ってまいりました。

なお，地域の tk'~;;i~f.少年とえま見を交

換できる機会があるたびに，私が今ま

で綴験してまいりました政繋技術等を

言語しております。

今{むiの脅さえある天@.杯の受設な契機

VC ，ますます常災技術な研さんし，絞

営の安定と地域淡殺の保興のために，

努力してまいる 'J't flfであります。
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内閣総理大臣賞受賞

出品財みそ

受 者側柴 中
Jじ点

(代表者柴田錬太郎)

(秋田県秋郎市土的浴中央 4-1-28)

悶受賞者の略歴
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昭和 2 4 年に亡妻テエと錬太郎氏( 2 7 才)が養子縁組をし，錬太郎氏は株式

会社柴忠の経営に参加し，積極的 U亡事業の振興を行うことになった。昭和 2 8 

農林省食品総合研究所主催の長期躍進講習会を受講し， また技手j(Jの実習にも参加

した。このようにして，震変造技術な身 Uてつけた錬太郎氏は，帰国後，従業員に卒

先して，醸場現場合指導し，かたわら減塩みそ製造の研究にも着手し，品質の向

上K も努めた。

また経理箇では，従来の単式簿記を複式簿記に移行させ，醗造簿記を取り入れ

る寄与，経王製砲での合理性に尽力した。

昭和 2 8 年 8 月には代表取締役社長に就任し，昭和 3 6 年には秋郎県味噌，醤

f由工業協同組合理事長に就任し 5 1 年 5 月に辞任するまで 1 5 年間に亙って，

県内味噌醤泌総合員の繁栄のため尽力した。

理事長在任中は業界指導も綴様的K進め，業界の意志、疎通による団結を計り，

秋田味噌の指導向上と品質安定のため諸事業を実施し，秋間味噌の名声を高める

ことに努力した。特に昭和 3 6 年には，県内業界の合理的労務管理による経営近

代化の一環として，最低賃金制度を県内K卒先して導入，実施した。

秋田県産大豆による高級秋岡みそ醸造については，特別jな努力を重ね，問組合

内の若手技術者女中心とする，みそ・しょうゆ醸造技術研究会(紫研会)で，秋

田県産大交によるみそ醸造技術の恭礎を閉め，原料入手実現の臼に備えた。それ

らの研究成果は「高級秋間味階関係資料 J (昭 5 1. 4) と題して，残されている。

この研究と立走行して，みそ， しょうゆの発群促進のために有用微生物の培養物

の添加を計画し，県試験場の指導を得て，組合内K培養装鐙を設け，組合員に配

布して，秋田みその香味の改良K尽力した。

自らの家業については， まず旧工場が食品工場としての立地条件に適さぬこと

などの理由で移転を計画し，昭和 4 7 年に敷地 11 ， 345 m'，建物 2，1 4 9肘の小規

模ながらも最新鋭の装備を有する新工場を完成させた。みそ工場， しょうゆ工場

の 2 棟を中心とする新工場は，そのレイアウト，装備ともに俊れているが曾

すべきは，仕込用水の品質が，磁めて醸造に適していることと， また環境が風光

明鮒の上，食品工場として湿想的な新鮮な空気に包まれていることである。

ヴ
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柴
忠
の
役
員

柴忠味噌醤 j商工場

千葉県の代この新工場は現社長誠治氏(大阪大学工学部発酵工学科を卒業後，

帰国した)の専門的知識を最大表的工場である.ちは醤油株式会社で技術修業し，

これまでにも多くの見学者に参考となってきた。限V亡発揮したもので，

昭和 5 3 年制土錬太郎氏子息の照、太郎氏を食品総合研究所の長期研修を受けさ

直ちに工場Kおけ醸造技術の基礎と応用を勉強させた。昭太郎氏は帰国後，ぜ，

る発酵管理を中心とする製造現場のりーダ として活躍している。

臨受賞者の経営概要

合名会社柴忠商店が株式会社柴忠となったのは 1 926年(大正 1 5 年)であり，

製造過程の近代化は 1972年(昭和 4 7 年)土崎港の経営の近代化に努めたが，

小規模ながら特旧工場より秋由市仁井田新工場に移転以降である。これにより，

色ある味噌醤油の醸造を行っている。

出荷高総売上高約 1 億円資産台帳では 1 億 5，000万円，柴忠は向族会社で，

f¥ 
豆Z営業利益は 5 3 年度約 500 万円，償却費，は味噌 1 5 0 t，醤油 4 1 1 kl , 

極めて堅実な経営である。利等を去をヲ 1 1.、た経営利益は 1 2 1 万円で，

と記資本金の殆どは自己役員 5 名(常務 4 名)従事作業員 1 7 名，従業員中，

借入金は 5 3 年度で僅か1，513万円(約 10% )と L、う高い自己資本率

を示している。

資本で，

醸造タンク等施設費K多くの資本投資を必要

それら施設費で占められて固定資本の約 70% は，
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いる。このことが，仕込みから製品まで畷醇に長期間を要する技術的条件と重な

り，経営の弱点となったが，当工場では，施設の合理化によってこれを補ってい

る。

柴忠の方針は県内産大豆，米を原料とし，特に天然、醸造を継続することで，秋

間味噌の品質向上に努めているが，割安な輸入大豆を用川短期的に畷鮮を行う

大規模業者の圧迫はさけがたL、。そのため，減塩味婚の技術開発など新製品の開

拓に務め，市場の拡大に努力している。その結果，生産量は昭和 5 0 年度( 100 ) 

K比較し 5 4 年度は 141 と，著しく増加してL倍。

近年，味噌の悶内需給は生産過剰傾向をみせている。生産量の増大と消費の停

滞が原躍である。それに加えて，原料大豆，米，域，副原料，燃料等の上昇から，

小規模経営の将来は不安祝される。従って， この対策が大切であるO

柴忠は経営責任者，技術責任者及び作業従業員共優秀な人材をもち，割高な器

内産大更を原料として利用するにもかかわらず，燃料費の節約，経営経理の合理

化省力化をはかる一方，県内大豆の確保には，秋田県行政，試験研究機関が生

産者団体と協力することによって，解決に努力している。

以上の諸点の努力により傍秀な秋田味噌の躍進K成功し，農林大臣賞，食糧庁

秋田県知事賞等，多くの表彰を受けたものと考える。

園出品財の特色

(1)品質上の特色

出品財のみそは，分類上米辛みそに属すもので，色調は鮮やかで，香気はすっ

きりとした芳香があり， 味は五味調和した申し分のない逸品であった。銘柄は

ヤママノレと呼び， その製造の概要は次の通りである。 原料配合は大豆 1 ，20 Okg, 

米1，080kg，食境 5 7 0 kg (麹歩合 9 )の米辛みそで，秋回みその製法によれば

(第 2 号方式)によるものであるO 東北地方の米辛みそは概して，麹歩合が低く

( 6 分位)，犠切歩合の高い傾向があるが，秋田みそは麹歩合を高くして，米麹

からの鮮素供給量を大きくし，それによって，原料成分の加水分解速度を高め，

熟成を促進する効果がある。さらに米澱粉から供給される糖分は適度のちー味を
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与え，かつ有用微生物K よる発酵を促進する。

製品の分析結果は，水分 4 9.4%，食塩 1 2.3%，総窒素1. 9 4 %.粗蛋白質

1 1. 1 %，糖分 1 6.4%，戸5目 1 8 ，酸度 1 9.2 ，酸度1I 9.9 ，損IJ色Y (%) 8.8 , 

対水食塩濃度 19.99% である。

出品対のみそは 102 点の出品みその中から厳選された優秀品であること， し

かも，秋田県産みそが全菌味噌鐙評会で極めて高い品質の評価がなされているこ

とから， この秋田みそ(ヤママノレ印)は品質的にも緩めて仏外、ことが裳議きされ

るのである。その原料配合に見られるよう VC，大豆を十分K精選し，洗浄したも

のを用いていることが，製品みその品位を高めたことは確かで，分析直はliVC よ

くバランスがとれていて，安定した品質を示めしていあ。特に対水食主主濃度を

19.99% としたことは，その仕込技術の卓越したことを示している。その他の成

分値も理想的な数値を示している。

なお，本品にはしばしば，みその食品添加物として問題にされる漂白剤(次箆

硫酸ナトリウム)や防湧斉正 ソノレピン酸ナトリウムは含まれていない。

(2) 生産技術上の特色

①食品衛生直の艶慮と対策

原料の精選に対しては，普通の ffi~選機以外に仕上げは人力をもって，最高の

精選を行っている。原料保管倉庫は鼠や昆虫の侵入を防止するための対策がとら

れ，内部も清潔K維持されている。大豆の洗浄は向流，撹持操作の繰り返し K よ

って，完全に康挨の除去がなされるよう Kなっている。洗浄終了以後，7.k切，蒸

煮，冷却，仕込混合， タンク輸送， タンク内発酵の工程Kおいて，汚染を受ける

心配は全くなかったo ややもすれば，汚染源となりやすい木製品，木檎は努めて，

ステンレス， プラスチック等清潔な材質で置換されており，一部はその過程にあ

った。工場内径十亡汚染するデマチューム， プノレラリヤ等の汚染微生物は肉眼的観

察では認められなかった。米麹の輸送K用いるニュ マチックコンベアーの内部

は汚染の最大危険箆所であるが，洗浄と乾燥によって清潔K維持されていた。

@製品の品質向上と生産性の向上

みその品質向上のためには，考えうるあらゆる対策を実施している。原料の精
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選，洗浄は上述の通りであるが，

回転式蒸煮纏〈左上)

自動製趨装護(右上)

味噌仕込装寵(左中)

リフトで移動する味噌仕込桶(右下)

味噌掘起しと調整(左下)

Kついては，特別の方法がとられて

いる。大立の蒸煮はみそ製造技術上最大のポイントの 1 つであるが，ここでは，

回転式の蒸煮緩を設鐙し， このやで吸水大豆は高!モ(高温)短時間の処玉県ーを行っ

ていた。具体的K は1. 5 kg/ cnl の EE力で僚かVc: 8~lO 分蒸すのである。この技

術はキーコマンやマノレテン醤泌KK の画期的研究として， しょうゆ醸造用K応用

され，その結果，大裂の迷統蒸煮機が開発されたが，本装置早大裂しょうゆ工場

でしか利府できない欠点があった。 では潟EE， 短時間j処理法を丸大立の蒸
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煮に応用すべく研究し，従来のNK式回転会主を改造し，上の条件での蒸煮操作を

可能とし，かつ小規模蒸煮法に適用しうることを明らかにしたのである。この方

法によると，大豆の蒸煮がみそ仕込大豆として理想的であり，かつ省エネノレギー，

省時間にも貢献した。

みそ醸造において，大豆の蒸煮とともに米の蒸しも，後の米麹の品質の良否を

決定する重要なポイントである。最近，機械化された蒸米機が多く試作されたカミ

その大部分は見捌け上の良さとは逆に蒸米機能は従来の甑(コシキ)に劣るものが

多い。その点本工場では，従来の甑を改良し，抜け掛け法と L、う伝統的技術K

よって，立派な蒸米をつくっている。徒ら K機械導入加工しらず，あくまでも品

質本位に蒸米を行うことのできるのはつKはその生産主晃模が小さいことのぜ

いであって， ここでは小規模生産のメリッ卜を把握して，他の大型工場と品質で

勝負して優位に立っているのである。

自動製麹機も普通の自動化の機能を備えているので， タイムスクジューノレ製麹

法を実施しようとすれば，可能であるが，生物の育成K対する細心の配慮、から，

麹の生育を観察し，それK合わせた温湿度管理を行っている。したがって，製麹

は優れた成果を挙げ，この点でも大型工場のものに較べ一段と優位K立っている。

仕込んだみその発酵を促進するための，培養酵母や培養乳酸菌の種は現在，組

合で一括調製されたものを使っているので，菌そのものは，他の工場と共通であ

るが，その添加・培養発酵を比較的，低温で行い，それだけ時間はやや長くかか

るが，本格的K発酵した赤みそが得られている。仕込後の発群管理で主主要なのは，

切返し操作といって，一種の撹持を行う作業がある。従来はスコップを用い人力

で堀り起していたが，ステンレス製のパクット方式のクレ ンを特注し， これに

よって，特別K清潔な部屋内で切返しを行っている。この方法は他K も，いろい

ろ考案されている切返し法の中で最も優れている。

また，}j[期の高温のため，品温が上昇し，そのためK残留酵母の再発や，

中の酸素による褐変が起り，品質の低下を来たすことが，従来の工場の通幣であ

った。この工場では，そのような事態、を避けるために 1 5 0C まで急冷しうる特

殊冷却保存室を備えていることも大きな特色である。
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以上のように， この工場では小規模生援に適した最新の高能率の装置を傍え，

みそ・しょうゆ藤造原理に基いて，小規模発弊K適した独自の技術をつくりだし

ている。それにより，大規模生産工場にはみられぬ， きめの細い庇慮、がなされ，

製品の品質の向上に努力しているのである。昭和 4 8 年 1 0 月 ι 日本番池技術

会研究発表会が秋回市で開催され，その際の見学工場に指定され，全国から集っ

た 150 名のみそ@しょうゆ鍛造技術者が見学したのも， この工場の技術聞での

優秀さを物語るものであろう。

園受賞者の技術と経営

上述のようにこの会社は小規模ながら，技術面Kおいて特徴を有しているこ

とがわかる。会長の錬太郎氏もその子患の照太郎氏もともに，農林水産省食品総

合研究所において醸造技術の基礎と応用とを篠実に身 Kつけており，現社長の誠

治氏も大阪大学工学部発鮮工学科を卒業後，千葉県のトップクラスのメーカーで

現場技術を修得している。この程度の規模の工場で， これほど高水準の技術を持

っている醸造工場は他には見当らな L 、。

従来の醸造工場の通幣として，狭い町中の古い工場に次から次へと継き足した

ものが多いが， この会社で、は，理想的な郊外に新工場の建設，移転K踏み切った

のは卓見であった。しかも，工場建設と内部装備には，一つ一つに縮心の注意の

もとに，創意工夫が絞り込まれており，醸造機械メーカーに任せっきりと Lづ新

工場が多いなかで，一段と光っているといえよう。欝泊技術会が，この片田舎の

小規模工場をモデノレ工場として，見学工場に指定したのも，そのユニークな特徴

を認めたーとでのことである。

この企業の生産最は第 1 表，第 2 表十ζ示されるように，緩めて低いのは事実で

ある。しかしながら新工場の竣工以後は，みそ e しょうゆとも K活突に上昇カ

ブを画いている。比較対照のために掲げ と較べてみると，その伸び

率のよさが目立つのである。

大型工場の生産授のコストダウン，大量販売の功勢K立向う小規模工場の経営

が圧迫を受けているのは， この業界でも大問題となっている。そして，その対策
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第 l 表味噌出荷数量と伸び率

年度 出荷量(トン) 伸び率 全国の出荷量(千トン) 伸び率

5 0 120 100 591 100 

5 1 157 131 602 101 

5 2 161 134 604 102 

5 3 147 122 583 98 

54 143 119 592 100 

第 2表 醤油出荷数量と伸び芸名

年度 出荷量 (Kl ) 伸び率 全国の出荷量(官U) 伸び率

5 0 272 100 1,127 100 

5 1 348 128 1,230 1 () 7 

5 2 389 143 1,156 93 

5 3 391 144 1,1 97 103 

5 4 411 151 1,250 106 

が練られているが，実効の挙がる方法が仲々見当らないのである。一つの方法と

して，小規模工場のメリッ卜，つまり小廻りのきく運用を活用して，着実，健全

な経営を行うことが挙げられる。

受賞者は，かねがね秋田県産大立による秋田みその醸造を願っていたが，稲作

転換による県産大豆の生産が増大することが権実となり，今後は，これまで研究

してきた技術を活用して，品質では日本一の秋田みその生産に主力安傾注すべき

であろう。

昭和 5 5 年 1 月以後，役員の若返りを行って，代表取締役社長に弟の誠治氏を

当て，取締役常務に長男照太郎氏を抜擢し，これからの経営K取組まうとしてい

る。あくまでも，技術を中心とした経営宏推進し，益々の発展が期待されるので

ある。
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醸造食品味噌の基本を忠実に
株式会社 柴 忠

(代表者 柴田錬太郎)

私共の味憾の産量五をは， 文久 3 年([Il 政のカが必~であると存じます。この

駁 186 3 年) VC開始して以ぅiE，今お こと Kついては，現在，すでK各務の

迄 1 1 7 年を経激しております。この 対策を綴じているものと認、議しており

問地道κ努力してきたことが認められ， ますが，今後ともなおー綴，その充災

このたびの受賞 Vてなったものと存じて K努めていただきたいと思います。

おります。今後もこのことを励みとし また， 1災度物と t主主主加工とは，議の

て君主らぬ努力な続けていく所存であり ぬ翰でなければならないと湾えており，

ます。 原料K国産段jlfi~おを使用するというこ

匹長野舎は，日本の気倹 I!Ì\\土 κEたまれ資 とは ， jJ;主主主物の緩給の均衡を図るうえ

ち， :I乏い阪の米を中心とする食生協を からも，大きな主主主義があるものと存じ

i返して，そのÃ1憶を認められてきた後 ております。

れた食品であると存じております。 私は '{ßVL味噌と L 、う醸造食品が毎日

食品はすべて人間の生命 VCi直接深く の食生活をま設か tてするととも(rC，人間

関っております。味格 tてついても例外 の終践を保つこと κ寄与することを，

ではなく，その保健上霊祭な役割をまE こいねがっております。このためKは

っております。 霊童迭の基本をf占、三宅』て守ることが，稚

このようなことから，味H舎の綴進κ の iさであると信じています。

当たっては，保健衛生llílVC総心の自己感 匹長崎， ~幸治の綴t:'fj綴巡業が，今後も

をするととも VC，原料の製品K与える 長く統くため(rC も，この滋は，必須条

影後もまた大きいことから ， J.!主iSlの i撃 的ニであると篠イ言いたしております。

定K も心を配っております。

現住では ， J1主将Kは間君主大豆，国産

米及び国主R:f:âが放も i堕していると考え

ておりますが，これを使用するうえで

の問題点の一つは，1Üfi終と f去の問題で

あります。

この間足立解決のため VCは，強力な行
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二二日本農林漁業振興会長賞受賞二二

出品財麦作

受賞者山中文雄

(茨城県結城市結城5968- 2 ) 

髄受富者の略歴

山中氏の居住する結城市は茨城県南西部の県境K位置し，栃木県小山市と接し

ている(第 1 図)。海抜 30m前後の洪

第 1 図受賞者の所在地 積台地を中心とし，東側には鬼怒川沿い

の沖積地が開けている。年間平均気温

1 4.5 .C，年間降雨量 1 ， 2 0 0 皿という

比較的温暖寡雨の地帯であり，排水良好

な土壌条件とあいまって，麦作K適した

立地条件をそなえている。従来より，茨

城県の麦作産地のーっとして知られてい

るところであるO また近隣の養蚕業を背

景として生産される「結城紬J は，全国

的 Uても著名なものとなっている。

東京より 8 0 km圏内 K位置するこの地

域Kおいては，近年隣接する小山市を中

核とする内陸工業の進展に伴\"，都市化，

混住化の進行が顕著である。山中氏の盾
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住する集落は結城市街地に近接していることもあって，住居のある高台地区には，

住宅団地の造成をはじめ非農家の住宅がふえ(農家 2 2 戸，非農家 8 0 戸) ，混

住イヒは今後さらに強まるであろうと予測される。周辺農家の兼業化もまたこの間

大いに進み，総じて，農業を継続しようとする農家にとって，きびしい制約条件

がふえつつあるO

こうした中 κ あって，山中氏は戦前からの自作農ーとして，一貸して水島義作の

麦裁縫κ努力を積重ねてきた。近年はすぐれた後継者を得，尉間借地によって規

模拡大をはかるととも κ，耕援部門の他 U亡畜臣家部門をも加え，複合的な経営のな

かでより効率的な機械化一貫体系が追求されている。このような努力に対し，昭

和 5 4 年度全国麦作共励会表彰毒薬業κ おいて，農林水産大臣賞が贈られているO

山中氏は温厚誠笑な人物であり， vc.新技術を主導入して行く計画性と，これ

Uて創意工夫を織り込んで，自らの経営の中 K生かして行く笑行力とに恵、まれてい

る。このような人柄K対し，周殴の信裂はまことに厚しこのことが期間借ー地な

どに際しての人間関係を円滑κ進める滋泉となっている。同氏の笑綴は近隣農家

の模範となるものであり，その経営を見習う者が近年増加しつつある。地域農業

の振興κ大きな賞献をなしているといえる。

関蛍建者の経営概況

(1)家族構成と労働状況

山中氏の経営は従来，会IE:麦作を中心として発展してきたが，昭和 4 0 年代後半

より，長男の学卒就農を契機として，新たに養豚(現在， 200~300 頭規模)

を主とする蜜産部門の導入をはかつてきた。山中氏夫婦は，もっぱら耕穏部門を

担当して米麦作および野菜栽培を行い(第 1 表) ，長男夫婦は養豚部門を担当し，

肥育琢の主主主主出荷と堆肥作りを行い， また農繁期には大型機械のオペレーターと

しても活躍する。農繁期には会社勤めの次男も会社を休み，オベレーターその他

として作業補助に参加しているO

以上，家族相互の有機的な連携のもと κ複合経営が営まれているが，耕樋部門

から供給される稲ワラや表枠は，護産主部門において数料として利用された後，再

-37-



山中さん(中央)と家族

第 1 表家族構成と労働状況

統柄 王手 令 就 音日 F守 労種泊目〕 年間従事日数

本 人 54 才 米麦，やさい 1.0 300 日

奏 50 米麦，やさい O. 7 200 

長 男 27 養豚，オペレーター 1.0 300 

長男 25 養豚 O. 5 100 

孫 I 

次 男 23 会社勤務，農繁期にオペレーター 1.0 10 

6 人家族 4.2 910 

び堆肥化して耕地陀戻るというリサイクノレ・システムが完結している。

(2期地の規模

山中氏の自己所有地は水田 2 3 1 a ，畑 3 9 a の合計 2 7 0 a であるが，畜産

部門の経営が軌道にのることと歩調を合わせ，昭和 5 0 年代初頭よれ水田裏の

期間借地によって麦作の規模の拡大をはかつてきている(第 2 表)。昭和 5 4 年

度には，期間借地の水田 5 5 0 a を加え，合計 8 2 0 a において表作を実施して

いる。現在，期間借地K より年々約 2 0 0 a の麦作拡大をはかつており，当面の

麦作目標面積を 1 ， 2 0 0 a においている。 6 月の麦刈りと田植えの労働のピーク
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第 2 表 生産の推移

5 3 年産 5 4 年産 5 5 年目標

水田 t田 水田 畑 水田 畑

作付面積 (a) 605 
(385) 

820 
(550 ) 

39 1,000 
(730) 

39 605 781 961 

麦仏) 110 110 180 180 
内

了一ノレ麦ら) 605 605 702 663 39 670 631 39 
訳

大 麦い) 8 8 150 150 

10a 麦 農林 6 1 号 543 570 
当た

り収 ビーノレ還を 447 アツマゴーノレデン 501 550 
量
(kg) 大 2受 カシマムギ 437 500 

(注) ( )内の数字は期間借地面積

が解決されれば，さらに函績を拡大する方針であると L づ。

これら期開借地のうち 4 6 0 a Vておいては，水稲の作業受託をも笑施しており，

この他にも水稲の全面受託 1 5 0 a を行っている。また差益関期には養蚕農家より

4 0 a を期間借地して，コカブ，ホクレンソワなどの野菜作も行っている。

(3操業機械の保有利用状況

これら耕援部門の経営のうち，麦作のためK向氏が保有利用している機誠類は

第 3 表の通りであり，各種の大型機械がとりそろえられている。そのほとんどは

自己資金κ よって調達されたものであるO これら大型機械の多くはまた，稲作に

も共通して利用されるものであり，機械の稼動率を高める上で，稲作の作業受託

が大きな意味をもっている。

(4)麦作の収支

山中氏一家では部門別κ会計がまとめられているが，耕極部門の収益の約 7 0 

%vc およぶ麦作について，その収支の明細をみてみると，第 4 表のよう κ なる。
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作業名 担問機楠名

耕起 トラク ß-

整地

時切り

?雷栂 口 _}'I)_γーダー

J;:.ふみ 動力点ふみ機

ß)j 数
動力ふんむ機

U除草剤』制石)

刈取り
白眼コンパイン

税輯

運搬 トラノク

乾燥 循桜5世乾敵機

ワヲ担納 へイベイラー

自脱型コンパイン(左上)

ロータジーシーダ(左下)

乾燥機の前て山中さん夫妻

(右上)

第 3 表農業機械の保有利用状況

台数 同動期間1 Ji稼動

裂式，規格，時 1) 持動面積 協 考

$1人1j J生手I Jlfl- お 日数

ン〆"ウラ 4 0 P S i 
8.2ha 

I lJll 白~
48 

4 0 P S ~1- 5 2 年主導入

" 3SPS i 11月 4 日 3 8 P S 11-1¥ 6 年導入

ロー， ')田耕

8 条(1. 7 m) l 8.2 
11月 5仕~ 48 施5肥播9機 人ふく土，

7 日 ちん EEを i司時K行う

L5m 6PS 1 8. 2 x 4 回
12}十v

5日
3)1 

1 8.2 
11月 10日~ 3El 

l Z[う

ヰセキ HD-2.000(4 条) l 3.0 5月 25 fl-
7日 日 D 4 83 平半導導入入

fI HL-3.5 00(5 条) 1 5,2 6月 158 日 L5

ミ Y ピ、s/ 2 t ;?"ンフ l 8.2 
5月 25 日~

78 
6月 15 日

25.{j 大山本品式式 2 5月 25[:干』 大山S 本島3 式式年44l 台38 4年 世, 8.2 15U 
20 {� l 6月 30 日 台導入

スター THB- 2,000 I 8.2 
5月 25日~

5 日 5 3 年導入
6月 15B
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ここには，水田裏作麦奨励補助金は含まれていないので，これを加味すれば，収

益は吏κ高くなる。いずれにしても，生産物価格がなかなか生産費を倹い得ない

王子均的な麦作と比較して格段の相違があり，麦作としては抜群の収益性を発揮し

ているといえよう。

第 4 表 笈収益の明細書

羽 目|総金綴 内 品t o.当たり整燦 倫 :考

者i 収益 93，619伺

202,160 

経営佼 l 山 600 1 磁 片岡 ~< 1836801224018W80Z2240 

四巴 fヰ 940,5401 11 ,470 1 i& カル 10 Okgx 1 5 之上500
ょうりん 40kgX45=I.800 
ビール化成 9 Okg-x 51 =4,5 9 0 
NK 化成 lOkgx50= 500 
イヲ 訳 N 2伀gx 8 7 認し740

i品 イ凸 20kgx 67""-1 ,340 
43町050 525 シマジン 150kgx 3.50= 525 

188,600 2,300 
73,800 900 

550,000 b,707 
65,600 800 

936,330 11 ,418 

ムι』 2,981 ,600 36,360 

6 1 96 57,259 

盤受賞財の特色

(1)大型機械一貫体系

山中氏の麦作の第 2 の特色は， 期間借地や作業受託/1[よって規模の拡大をは

かることと併せて，主として自力κ よって各緩の大型機械を導入し，機械化一貫

体系の確立を追求してきたところにある。すなわち，耕起・播種から収後・調裂

に至るまでの各極の作業(第 5表)を，可能な限り機械化することが検討され，

笑施K移されている。現在，手作業κ依存しなければならないのは，選極・

追m~および調袋・包装の諸過程κ限られており，しかも，これら作業の全体K 占
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第 6 表耕種概要

前作の栽 作物名稲 I 収10穫月郷l 側(l叶捌及び土壌改良酬の酬と施峨(l Oa)lffi771~ "，illí -t~i6'" (5附
培状況 水 08........31 臼 450kg 盗刻j取後托中熱堆肥 5 t 絡用。(クイカル lOQkg ょうりん 4 0 kg) 

耕地，整 母子-f-j告の万法 風呂湯校法 f霊極 方 法

地矯極 耕起5農地J立び畦立の有無 トラクj'-Ot:て 2 岱耕起，畦立はなし 議 IHI 2 8 四

矯機時期 1 l}j 5 日 ~7 8 f番感僚式 株間

播栂最 1 0 a 当たり8kg ドリル矯 播幅

肥料名 堆肥 rr:lTl-l 重過石
ビール化成以外は耕起前代

元肥 施用封 (1 0 a 当たり) 全部散布。

t ) 40k~ J l00kJ:! 90kg ! 20kg I 20 同 ピ…ル化成は播極向時務用o

作業名 実施時期及び方法

管理
(中耕・除革主ふみ等) 中耕土人れ実施せず。

徐草剤散布 干高極後 1 0 a 当たり CAT水和剤 1 5 0 g を動力噴霧機κて散布

主ふみ 1 2 月 2 回. 2 月 1 閲. 3 月 1 回. Jt4回，テ ラー型まふみ機利用。

続用時期 施Itl方法

ill 促肥料名 NK化成 (16. O. 16 F まき全面散布

路用量( 1 0 a 当たり) 1 0 kg 

病虫害防 対象絹'"'害 病…ーめ防蜘ましな、|
除 前 名

める割合は極めて僅かなものとなっている(第 6 表)。その結果，麦作 1 0 a 当

第 6 表 1 0 a 当たりの機械及び労働時間明細書

二入
作 業

機名
機 械 人 力 備 考

作
使用時間 作業時間

選種，消毒 分 20分

耕起，整地 トラクター，芝浦 4 0 P S 30 

施肥，播種 ドリノレ 8 条 30 

追 E゚ (手まき) 20 

中耕，除草 動力噴霧機 20 

麦 ふ、 弓ぇ 動力麦ふみ機 1.5m 6PS 40 4 回

刈り取り脱穀 自脱コンパイン，ヰセキHL3500 30 

乾 燥 循環裂乾燥機 130 予備乾胤本乾燥

調製，包装 アイスグレ/ーダー 30 50 

言十 310 90 

合計 6 時間 4 0 分
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たりの所要労働時間は 6 時間 4 0 分にまで短縮されると L、う驚異的な成果が上げ

られている。

これら大型機械の多くが，稲作κ も転帰され，稼動慈の向上が問時に追求され

ていることは先κ も述べた通りである。また，米麦とも κ ヮラの収納にはヘイベ

ーラーが利用されるなど，独自の工夫がこらされていることも注目されるところ

である。

(2)期間借地等による規模の綜大

以上述べた大型機械化一貫体系を可能にしているものは，崩間借地や作業受託

による規模の拡大以外の何ものでもないが，山中氏はこの点花関しても，以下の

ような方針にもとづいて，人間関係の円滑化をはかつている。

①期間借地は水稲の収機後から受年の水稲作に支障を来たさない時期までの期

間とする。

@借地料の代償として，麦の収穫後堆厩肥を 1 0 a 当たり 2 t 投入し，代かき

をして返却する。これに要する経費がおよそ 1 万円と見積られる。

@貸主の季望にしたがって，さらに育笛や回植の作業受託κ も応ずる。

@委託者分のものの作業は，自分のものより優先することを旨とする。

以上の万針を着実に笑施し， しかも同氏の作芸誌は了寧でごまかしがないため，

安心して耕地や作業をまかせることができると L、う人間関係が器禁成されてきてい

る。間氏一家κ対する委託者の信望はきわめて高く，期間借地および作業委託は，

年々増加の傾向が認められている。

(3).周到な土作り

山中氏一家の複合経営の中で，耕極昔日門で得られる稲ワラおよび麦稗の 50%

は収集して養豚の敷料として利用され，堆肥化された後，麦作前の躍場に選元さ

れている。そのま設は 1 0 a 主主り隔年施用で 5 t vc還しているが， また堆肥を施用

しない王手 U亡は，その圃場で生産される稲ワラの金量が，そのまま鋤き込まれてい

るO

このような大量の有機物投入と格まって，熔リン，クイカノレなどの土壌改良資

材が大震に投入され，しかも大型機械による深耕が繰返されるため，麦作にも稲
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{乍 Uても好適な土壌環境が作り出されてきている。

(4)きめこまかな麦作り

大製機械による省力の麦作りが追求されながらも，個々の作業K当つては，以

下に示すような細心の注意が払われており，このことがよ述した土作りと相まっ

て，県平均をはるかに上回る収量水準が維持されていることも，同氏の麦作の大

きな特色といえるだろう。

制和 5 4 年度産麦の成積をみてみると(第 7 表)， 1 0 a 当り収量は小麦は県

王子均の1. 6 倍， ビーノレ麦は問1. 4 倍，六条大麦は向1. 2倍と L 、う高水準が確保さ

第 7 表麦の収量と品質

麦の面積 1 0 a 当収量 検査等級
表の極類

うち日 収量 県平均 1 等 2 等 3 等 等外上

小麦(農林
110
a 
110
a kg kg kg kg kg 

6 1 号) 543 336 5,970 

ビーノレ麦(ア
702 663 501 353 28,725 6,4 0 0 50 

ズマコ」ルグン)

大麦(カシマ
8 8 437 363 350 

ムギ)

計 820 781 34,695 6,4 0 0 350 50 

れている。また，検査等級でみると，小麦はすべてが 1 等に格付けされ， ビーノレ

麦についても 1 等が 82%， 2 等が 1 8 %と，それぞれ高品質のものが出荷され

ている。

耕榎概要(第 5 表)から以下いくつかの点を拾い出し，技術の特質について触

れてみることにしよう。

①i還期播穏を心がけると同時に，優良種子の確保ーに努めている。このために，

とく K 自家採種間 3 0 a を設け，ここで更新種子を矯殖して使用しているO 種子

更新の励行を低廉なコストで笑施していることになる。

@播極前の徐草剤の散布 vc当つては，耕地の土壌水分K よって薬剤の稀釈率を
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遜読調節し，除幕効果の増進をはかる一方，薬害を防止して斉一な商立ちを確保

するなど，独自の工夫がこらされている。

@笈ふみを十分に行い強耐な作物体の育成κ努めている。とくに 3 月中匂以降

VL，作物体がかなり してからの最後の麦ふみは独創的なもので，倒伏防止に

大きな威力を発捧している。この麦ふみにより，中耕やこ仁入れなどの作業を行う

ことなし倒伏に抵抗力の強い作物体が育成されている。

@収援後の乾燥・諦製に当つては 2段階の乾燥方式が採用されている。すなわ

ち，第 1 次乾燥で水分を 18%以下とし，第 2 次乾燥は他作業との関連で調整し

つつ行L、，仕上げ水分にまで乾燥するのである。この方式κより，優良な品質を

保持しつつ，しかも作業よの鵡整に配慮し，労働のピークを軽減する工夫が行わ

れている。

(5)3 麦の組合わせ

これだけの娩模で表作を行う場合，作業上の競合は避けられない問題となる。

これに対処するため，作期の異なる小麦， ビーノレ麦，六条大麦を適誼組合わせ栽

培する方式を採用し，作期の競合を可能な限り排除する方向を探るとともに，適

期刈取りを励行し，品質の保持をはかつている。また 3 君主を組合わせ作付けする

ことによって，迷作障害の屈避も同時に追求されている。

画受賞者の技術@経営の評価と今後の問題点

以上，山中氏の技術・経営は，農地の流動のまま Kならない渓在の農業情勢の

中 K あって，期間借地あるいは作業受託の形式をとりながら，規模の拡大と機械

化一貫体系を追求してきたものであって，しかも高度と有機的に結びついたその

内容は，時代の先取り的な技術の 1 つの模範を示すものとして，高く評価されあべ

きものである。

同氏の誠実な人柄は，安定した貸借関係を維持する源泉となるものであるが，

さらに広心地域の中核的なリーダーとしての信E援にもつながり，自治体や農協

にとってのよき相談相手として自他ともに許すものとなっている。また，高度な

技術に裏づけられた向氏の発言や行動は，周辺の意欲ある若い農業者の注目する

-45-



ところとなっており，期間借地の進め方をはじめ，麦作そのものにおいても同氏

K見習おうと Lづ動きが強まっている。各種表彰事業の入賞者が同氏の周辺K次

第に増加していると L 、う事実は，氏の技術が決して個人的な特殊技能K もとづく

ものではなく，広く一般化しうる性質のものであること示すものであれ同氏の

地域農業K対する大きな貢献を如実K物語っているものといえよう。

ただし，同氏の経営の中 VC，なお問題がないわけではなL 、。以下，今後の発展

方向ともからみ合わせながら，ニ，三の点に触れておこう。

①現在，期間借地および作業受託は，委託者との信頼関係の上に立って，個々

の相対の中で結ぼれている。このような関係は，現状では支障なく進行している

とはいえ，なお不安定要素に転化するおそれがないとはいえなL 、。経営を長期K

安定的K維持するため Kは，農業委員会などしかるべき機関を介しての明確な貸

借関係の設定が望まれるところであろう。

現に年次を重ねるにしたがL、，委託者の要求が増加し，また，その要求も多岐

に亘ってきている状況が生まれつつある。このような状況に対処すべき特段の配

慮、が必要であろう。

② 3 麦の組合わせ作付けは，同氏の技術の特色の 1 つとしてすでK指摘してき

たところであるが，その内容をみるとどーノレ麦に編っている点 VC，なお問題が残

るであろう。ビーノレ麦の連作樟警である素化萎縮病の対策 Uじさらに一段の配慮

が望まれるところである。

この場合，六条大変は価格上K問題があj) ，ノト麦は麦作水稲との作期の競合と

いう難点をかかえている。とくに期間借地の水尽には委託者の安詰もあって，小

麦を導入し難いと L 、う困難な状況もある 6 月下匂の労働のピークを矧何K解消

するかと L、う問題ととも VC，今後解決すべき大きな技術的な問題点といえるだろ

う。

①首都 8 0 km器内の当地において，混住化が進行しつつあることは先K述べた

ところである。このような地域Kおいては，惑臭などの放に養脇経営の存立は著

しく毘難な状況K追い込まれているO 現在，より悪臭の少ない肥育牛の生産への

方向転換が模索されているが，その成否は耕種部門へも少なからぬ影響を与える
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ものと予想される。

このような各穏の臨難な状況の中にあって，同氏の経営の今後さらなる発展が

期待されるところである。
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麦作の拡大で所得増大めざす

山中文雄

私の住む結城市東部地区は，鬼怒川

流域の二毛作地穫でありますが，水稲

の早期栽培の普及や，兼業化の進展十て

より裏作麦の作付が減退しました。し

かし，昭和 5 0 年以降，水回基盤が整

備されますと，また，麦作が多くなっ

てきまし 7こ。

私は米，麦を柱に経営を進めてきま

したが，米のjfii1剰など見通しが踏くな

ってきましたので， 息子の幾君主主奇校卒

業を契機K，息子の希認も入れ，経営

K養豚を加え複合イヒし，息子K担当さ

せました。一方，経営K対する考え方

も，過去の反省の中から，重労働から

の解放，休みをつくる，所得を向上さ

せる，の三点を改普113 襟とし，これを

逮成させるため麦作の拡大を考えまし

た。

昭和 5 0 年 K水聞の恭重量が盤備され，

大型機械の利用が可能となりましたが，

自作地が 200a と限りがありますので，

近隣の人文章からの借地K よる鉱大を考

えました。まず，親しい隣人から 80a

を表作期憶だけ借り 2 条大変を栽培し

ました。借地の条件としては r代か

きして返すJ でありました。返す V亡き当

りましては，豚に路、ぜた堆肥を十分K

投入し，地力増強K努めてきたのが好

評であったのか，その後，年々借地iìíï

積が増加し，昭和 5 4 年産の愛では，

550a となりました。なお，大型機械

の若手入Kつきましては 5 0 年以降計

繭的K トラックター， コンパイン等整

備してきました。

私の麦作りは，奨を豚K 踏ませ耳主犯

を増設し，ほ場K還元し土っくりをす

ることです。耕起，砕土を丁寧K し，

は稔能率を{.;\'jめ除草剤の効果を認める，

麦踏みを 4 間以上実施し倒!伏を防ぐ，

3 ~( 6 条， 2 条，小変〕を組合せて

作付し，収穫労力の集中化をさける，

借地の地力維持K努め，健主の米の生

産K支障ないよう Uてすることを栽培条

件の慕本として進めてきました。

結果としては， 1 0 a 当り i収録が，

6 条大変で 437kg， 2 条大麦 501 kg , 

小麦 543kgの好成綴を得ることができ，

経営も麦を主力ι 米と冬期の小かぶ

栽培，それに息子担当の養豚を加え，

8桁の収穫を得ることができました。

今後は，家族の協調と，貸主との信

頼関係を大事V亡し，更κ麦作を拡大し，

所得の増大を図ってまいります。
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園昭二九匿

二二二二二天皇杯受賞

出品財かんさつ

受賞者内田利幸

(熊本県字土郡三角町大字波多3075)

内因さん( 5 3 才)は自分のみかん園経営を「昭二九閤」と名付けている。内

田さん夫婦が， まだ 3 才の長男を抱いて， ここ熊本県三角町の台地に拡がる開拓

第 l 図受賞者の所在地 跡地K体一つで補充入植したのが，昭和 2 9 年

のことであったからである。祷を招くという

味も込められているのであろう。

今でこそ照閉も開けて一望のみかん山となっ

ており，道路もよく整備されて三角漁港のある

町場から主義で 1 0 分位の道程(第 1 陸)だが，

当時の開拓跡地 5 5 a は荒れ果てて雑木林を切

り開いたあとに桃・みかんが僅かに生えている

状態だったと Lづ。水も不便で日 K3 由， 600 

1m も運んだし，人里はなれたこの地では夕方に

はキツネが鳴く位であった。そこ K内田さんは

向じ熊本県ではある杭 ここから数 1 0 k田離れ

た旧小天村(現天水町)のみかん 2 ha, 7.k回

0.8haの自小作農から分家して入ったのである。
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天皇杯受焚の

ネーブ，1，.高接劉

分家の時 U亡本家からもらった 1 万円と小遣銭を貯めた 4，351円，合計 14，351 円

を懐に入れていた。

この金と 5 5 a の荒地が内閲さん夫婦の出発点であった。それから 2 5 年，内

出さんは園地 2 1 7 a で1.200万円

農業の先頭K立っている。

を示すみかん専業経営として三三角町

三角町の耕地 1 ， 592haのうち 1 ， 4 2 4 haがみかん陣地だから，三角町農業は

そのままみかん農業だといってよいだろう。しかもそのみかん掴も昭和 3 5 年当

時 K は 300laVC充たない面積であった。 ζ の 2 0 年間 VC5 倍近く伸び

たことになる。だから，内田さんの経営の成長は，そのまま三角町のみかん農業

の成長の姿であったといってよいだろう。 しかも，昭和 3 2 年には早くも

町第 1 罰果樹品評会で 1 等入賞(普通温州の部)し 3 9 年には熊本県園芸品評

会で 3 等入賞(同じく普通温州の部)するなど，多くの貨を得てきている。現在，

内田さんは三角農協果樹部運営委員生産担当部長として活躍している。名実とも

みかんと共に歩き，三角みかんを引張って， ここまで来たといってよ L 、。

内田さんの言動にハデさはな L、。文字通り滋厚徳突の人である。人々が信頼し

て内田さん Kついていく理由であろう。現在みかん農業は，昭和 4 3 年の第一次

暴落 4 7 年の第二次暴落のあと市場の低迷になやむ f みかん危機 J のさなかに

ある。しかも 5 3 年の日米貿易交渉ではオレンジの季節自由化が兵体化して， こ

の「危機 Jvc追い打ちをかけられることとなった。 5 8 &j三 Kは改めて協議をする

ことになっている。その見通しは，決して明るいものではなし、。だが，そうした
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状況のなかでこそ，内田さんが 2 5 年かかって地道に計画的に築きあげてきた

その経営のありかた，その人柄が光を放つのだと思う。

留経営のありかた

(I)労働力

内出さんの家族は 8 名である。そのうち大学在学中の次男( 2 2 才)と会社勤

務の長女( 2 5 才)が熊本市K他出している。それにお孫さんが 2 名。そこで家

族労働力は内閲さん夫婦と長男夫婦の 4 名ということになる。第 1 表K54 年度

の農作業時間を個人}jIJ K出しておいた。合計で 4， 3 9 0 時間 2 0 分である。この

2 0 分という集計K注回してほし L、。それほど綿密な日々の記帳を内田さんはし

ているのである。この細かL、記帳は作業時間だけではない。農業経営の収入・支

出，家計費，その他財産台帳のすべてに及んでいる。それが昭和 2 9 年 2 月 5 日

の入植以来，現在まで 1 日も欠かさず続けられているのである。

第 l 表農業労働力の構成 (昭 54 年度)

氏 名 続柄 年令 労働能力 農作業時間
左換算
日数

才 人 時分 日

内田利 世帯主 53 1.0 1,4 7 9 . 25 185.0 

トシエ 妻 49 0.8 233.40 30.0 

敏則 長男 29 1.0 1,586 . 05 198.5 

高日 子 長男委 25 1.0 1,091 . 1 0 136.5 

自家労力言十 4,390020 550.0 I 

履 用米 577.30 72.0 

計 お和 4,967.50 622.0 

(注)米雇用は 1 区改檎閣の整地および石垣築造作業への雇用である。

米手軽家族には他 tて孫 2 名( 4 才と 2 才) ，熊本市に居住する長女

( 2 5 才)次男( 2 2 才)がある。
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第 2表渓在の綴栽状況 (昭 55.10)

I 区 2 毘 3125: 4 区 言十

a a a a a % 
9.0 9.0 (4) 

混州極早生 2.0 2.0 ( 1) 

みかん 生 8.0 2.0 30.0 40.0 ( 18) 

普通 25.0 25.0 ( 11 ) 

不 ブ ノレ 20.0 40.0 60.0 (28) 

一段 夏 柑 15.0 60.0 75.0 ( 35) 

争特
試作間 (ハウス) 4.0 4.0 ( 2) 

その他来持モ 1.2 0.4 0.4 2.0 

言十 56.2 15.0 85.4 60.4 217.0 (100) 

当初入植地 昭 30 昭 36-37 aB47 
(隣接して 寅入 真入 寅入
宅地3 a ) (自宅より (自宅より (自宅より

150m) 300m) 3,400m) 
一一

(注) 来試作間では大谷伊予柑，マーコット，アンコームナペリーナ，パイアカブ

ラが試作されている。

字転〉告その他は八朔， ポンカンである。

(2) 経営地

その来機騒は，購入

拡大の時期K したがっ

て 1 区から 4 125: までの

4 団地に分かれている

(第 2 表，第 2 閣)。

その作付の構成は第 2

表のよう Kなっている

が，いま過剰で問題に

なっている普通温州は

1 1 %にまで減らされ

ている。

第 2 図 関場の分布状況
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が 35%だから，みかん危機に対応しての内問さんの経営再編成は，透かK先を

歩んでいるといってよいだろう。

内田さんは昭和 4 9 年以来，着実に闘地の品種更新を進めてきた。その経過は

第 3 表にみる通りである。 4 9 年にハウス加温栽培 6 a を開始し 5 1 年Kはこ

れに 7 a を追加した。その他 4 9 年から現在までの普通温州の改植 4 1 a ，高

接 4 0 a となっている。合計して 8 1 a だから，園地 2 1 7 a の 5 6%が更新さ

れたこと Kなる。

第 3 表品種更新の状況

昭 49 50 5 1 5 2 53 54 55 

a a a a a a a 

ハ(ワ2ス区E手)主主 6 7 (滅)4

(宮)1 惇主主) (宮川主再生)

極 生
2 (高倭)

(杉弘「歩
北口)

10 (改健)
早 生

(杉山→( 3 [三)
輿禄)

耳、 ブル
20(酎重)

( 1 区) (康俊+
森凶)

6 (高接) 4 (高接) 7 (高援) 3 (潟接)

(杉肘今 (杉止令 (杉μ円 (杉批+

平一アノレ 吉田) ワシントン) 森田) ワシントン)

( 3 区) 2(改植) 18 (義援)

(杉LLt-→ (杉山→
宮間) 当選)

甘 sl 宇甘
5 (改植)

( 4 区) (南柑 20号
より)

試作図 新創設(|改|よ)施4りサ)# ) ( 2 ゚:) 

言1 6 10 15 22 7 27 3 米

(主主) 米1ltl 5 5 へ更新はハウス阜主主を試作溺K転換( 4 a )しているので実質は 7 a の
受章rrである。

料試作品穏の内訳は第 2 ま誌を参照。
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だが， この品種更新も無閣に高値の品穫にとびっくと L、う，みかん産地でしば

しばみられる「めくら更新 J ではなL、。さきの第 1 表のようにみかんの栽培労

働K全く雇用労働をいれていなL、。家族 4 名でこなせるように作付構成が配慮さ

れているのである。労働のピークは，みかん経営の場合，収穫期にくるのだが，

内田さんの経営では，早中晩柑品種の適正な組合せによって収穫期をずらして労

力配分をうまく処理している。その収穫労働の分散の仕方は第 3 閣のようになっ

ている。そこで労働j ピークの 1 2 月でも家族 3 名で十分に対応が可能であること

を， この圏は示している。

第 8 悶収穫労働時間の分散 (54 年度)

ふわh ゐミ 8 月 I 10 月 I 11 ~ I 12 ~ I 1 
a 

ハウ λ 1 3 1 4.5 日

平':t 4 2 53.9 臼

野i1主 2 5 

IJ !dL 7 5 23.8 B 

ネー7ノレ 62 庄司

う:ýfji);j l (119.1 日〕 3 1. 5 日 I 2 1. 4 B I 4 6.9 日 l 3.8 B 

12 月の収務樹働日数 4 6. 9 Elで 1 名あたりにしても 1 5.6 日となるからであ

る。まだ十分経営拡大の余地を残しているといってよいだろう。こうした正確な

計算が出来，適正な品種更新が出来るのも，内田さんの臼頃の綿衡な記l援のおか

げであるO そこから確信をもった潜笑な計踊性も生み出されてくるのである。内

閉さんは年間の労働日数，時期を作業種別に記録してあるので，それをもとに毎

年前年度の労働Jな季節別，作業別に区分し，それを参考にして今年の労働計画を

つくるのである。
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こうした経営の組立てかたは，世間でみかん危機が大きく騒がれるようになる

前からの内田さんのやりかたであった。品種更新を始める前年の 4 8 年をとって

みても，内田さんの普通温州の生産割合は 38%であったが，そのとき三角町で

は 5 3 %vc達していたのである。

そのような内田流の経営組立てだから，危機にも十分対応できるし，危機だか

らと右往左往したりもしなくてすむのである。後の第 6 表で昭和 6 0 年K向つて

の生産計画についてみても，普通混州は現在の 2 5 a から 6 0 年加工 45aVC増

大させることとなっている。優良系統の普通温州の導入である。一般では高値の

ハワスみかんや娩柑に熱をいれる余り， I日来からの普通狙州は手抜きされ， ます

ます収量の後J!&品質の低下を招いている状況と対照的だといってよいだろう。

もう一つ内固さんの着実さはその試作画(ハワス) 4 a の新設Kあらわれてい

る。そのためにハウス栽培は 9 a vc減らされた。そうしてでも，適地適産の新し

い品種を見つけよという内田さんの研究心だといってよいだろう。それが 6 0 年

計画をいっそう確実なものにしていくのである。現在，この試作癌では大谷伊予

柑，マーコット，アンコール，ナペリーナ，パイアカブラが試作されている。

(3) 機械・施設

内田さんの経営装備の主なものは，貯蔵庫 3棟 (177 m') ，農道・作業道延

長 3 5 0 m，動力噴霧機 3 台，全開定震配管，水槽 2 基，発動機 4 台，カ口組機 4

合}1草刈機 2 合， トラック l 台， などである。

国経営の発展温桂

内閉さんが当地K入植して以来 2 6 年K及ぶ経営の展開の途筋を第一 4 図 K ま

とめてみた。縦軸は対数表示になっているので，成長の大きさ(絶対値)よりも

伸び方(成長率)に法自してほし L 、。

入植地はブラジル移住者の開拓跡地 5 5 a であった。そこには桃 1 5 a ，普通

混州 2 2 a が植えられていた。他K普通畑が 1 8 a あった。さきにも記したよう

に周囲は雑木林，オくくみK も 600m の道のりを臼 VC3 度はかよわなければなら

ない人史はなれた土地であった。夕方にはキツネが鳴くほどで，奥さんからこん
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なところで一生暮すのかといわれたとともあったと Lづ。その返事に胸を痛めな

がらも，内留さんは自分の人生はこれから始まるのだと自分にいい聞かせるので

あった。幾たびか，ひとり男泣きする夜もあったと Lづ。内閲さんは誠実の人で

あった。

第 4 図 内田家農業の発展過程
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入稿した 2 9 年の春 3 月，町の助成によるみかん苗木 200 本と本家から持参

した苗木をあわせて仮植する一方で，当座しのぎの野菜をあらゆる空地に播いた

が，酸性が強いため生育がわるく，その結果，肥料代・農薬代も支払えないまま

一部設年払いにしてもらったりして 3 1 年まで赤字決済が続いているO

永年作物で経営を行うからというので，突さんと相談しながら内田さんは当初

から 1 0 カ年計画令たてている。早期K収量をあげるための計磁密槌( 1 0 a , 

120 本) ，堆肥づくりのための赤牛 3 頭の飼育，梨・野菜の栽培の導入などで

あった。当初は奥さんが三角の町まで野菜のひき売り K出かけて家計を支えたと

L 、う。

入植以来の苦節の成果は予定よりも 1 く，昭和 3 8 年に 7 桁農業に到達す

ることが出来た。みかん収入が 9 割を超えたのが 3 6 年，その年には所得率も 8

割合にのせるようになった。

この簡に当初の 56aVC加えて昭和 3 0 年に普通畑 1 5 a ( 2 区)を本家か

らの借金(年利 1 割)で購入( 6 2 千円)， 36 年にも同じく本家からの借金

1 0 万円で普通畑 1 6 a ，翌 3 7 年十亡普通畑 6 9 a ( 562 千円)を売主からの

借入(年利 1 部)で購入している。この負債は 4 1 年K農地取得資金(年利 5%)

借入で肩替りさせている。この 36- 7 年の鶏入分が 3 区である。 4 3 年には

潜水用水源地として水間 2 a を干害対策として購入( 3 万円)し，最後に 4 7 年

VC60a の甘夏園を 9 0 万円で農協共済還元資金(年利 8.5% )の借入K より取

得した( 4 区)。このようにして当初の 55a(la 拡張 )VC161a を加えて

2 1 7 a の経営K拡大されたのである。

このような，結送対拡大κ併9./;，さき K ものべたよう vc， 内田さんは普通濁州の比率を徐

々κ低下させていった。(第4表)。代って早生・甘笈・八朔など却はされ家族労働力だ

けで出来る柑橘周与経営化を笑現していったのである。その間VCIOa あた b収量も着実K

増大していったし，その一方で労働投入量の合理的な省力化も王ラたされてきた。第 5表Kみ

るように内田さんの作業輸は lOa あたり 131 時間t 県の標準 172時間にく

らべて 76%に省力化されている。しかも防除は 92%，摘果は 122% という

ように管玉虫の集約化ポイントは県標準を超えてすらいる。このような集約化ポイ
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ントをキチンと押さえたうえでの，土地生産性と労働生産性の併進が内田さんの

経営の特徴点だといってよいだろう。

第 4 表みかん販売構成の推移

給延長磁t みかん僚! 総収長i 10a あたり
平生潟州 部庄槌州 1t1íl柑 幸産 紺 耳、ーフノレ 首I 4提 l灰 議t

計 (A) (B) (B/A) 

% % % % % % a kg kg 

昭 30 11.6 88.4 100,0 55 2,501 455 

35 17,7 75,2 5,8 1.3 100,0 70 6,827 975 

40 30,8 59,7 6.4 3,0 100,0 147 27,299 1,857 

45 46,0 44,5 8.6 0,9 100,0 147 51,760 3,521 

50 41.5 37,8 19,6 L1 100,0 217 104 ,432 4,813 

54 49,3 15.4 29、9 1.0 4,5 100,0 217 88.1 00 4,060 

三角町平均 ha t 

(総54)
31.3 34,9 26,1 7,7 100,0 1,4 24 38,400 2,697 

4 3 年には， 入梅時 3 オーであった

長男敏只Ij君が高卒後就農するように

なり，労働力は一挙に充実すること

になる。これは内国さんK とって大

きな喜びであり，仕事にも一層精が

出るというものであった。 4 9 年か

ら始めたハクスみかん栽培もこの敏

郎君の提案であった。 4 9 年には念

願の 8桁農業売上 1 ，000万円をこ

えたc みかん不況のなかでのこの成

長ぶりは十分K注目されることであ

ろう。翌 5 0 年には敏則君が結婚し

て内国家の一層の充笑期を迎えるこ

とになる。 6 0 6:j三に向って第三次，

第 5 表臨地 10a あたり作業時間

(54 年度)

内国家の J奈の標準

九 1作 名 作業時間
(A) (B) 

時間 時鰐 %1 
関 9.2 15.1 61 

j 施 m~ 4.1 8.2 50 

紡 除 24.0 26.2 92 

摘 果 20.3 16.6 122 

中耕除主主 17,3 27.6 63 

収 者婆 48,1 66.1 73 

連 搬 4.0 3.1 129 

園地整理 4.0 4.2 95 

そのft!t琵浬 5,0 

131.0 172,1 76 
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新品種導入の見本題

と長男敏則君

1 0 カ年計舗が踏み出されることになるのである。

翻将来の発展に向って一一農業{こ卒業はない

(1)管理の充実

現在，柑橘閣の管理はその徹底した観察と防除のもとな今年の冷夏で各地K

多発した高接ネーブノレ闘， tr夏園のエカキ虫，演協病の発生が全く見られず， ま

た普通・早生混州に多い黒点病の被害来も出ていない。見事な管理ぷりと L 、うべ

きであろう。

また土機管理にも燐町の大矢野町の養豚家から定期的にその排池物を遂搬して

いる。第 5 表の運搬労働時間の多いのはそのためである。また下主主，棄などの投

入も行っている。加えて，三角農協は柑橘類の高品質化をめざして大規模果樹地

域事業を導入して 8 千万円かけた土壌・業分析器材をいれているが，内田さんは

これを全面的に利用して土壌管理と施肥改善K努めている。

(2) 6 0 年計筒

こうした管理の充実のうえに内田さんは昭和 6 0 年までに園地を現在の 217

a から 300aVL拡大し 1 0 a あたり収量を現在の 4，000kgから 5，00 Okg VL 引

きあげ， さら κ売上げな1，230万円から 2，1 10万円に飛躍させる計画を実行K移

しつつある。そのための作付言十繭を第 6 表K示した。これが家族 4 名でこなして

L 、ける計画として考えられているO そのための具体的な対策として，石;恒・ブロ

ァク構築K よる土犠流亡防止，堆肥舎の建設，訪風林の整備，貯蔵庫の拡充，ネ
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昭二九寵(招福)の

記念碑と諦査員

ーブノレの屋根掛け栽培，甘夏掴へのモノレールの設邑 さらに全園スプリンクラ

ー防除体系の導入が計画されている。そのための品種統一，集団化が課題で，そ

れK向つての作付構成が設計されているわけである。

第 6表生産主計画

昭 55 (現在) 思 60 (言十磁)

問機 収最 単価 金額 街穣 収 fま 単価 金額

a t 月/kg 万円 a t 丹"kg 万円
主手 主主 9 6 500 300 9 6 500 300 
(ハウス)

磁王手生 2 1 32 1 4 

早 生 43 25 240 43 26 600 

立日』乙 i盈 25 1 4 45 20 

大谷伊予柑 4 4 2 
(ハウス)

" 1 0 5 
1 4 0 

(滋地)

ネーフノレ 60 9 300 270 60 21 200 420 

甘笈柑 75 35 1 20 420 75 45 1 0 0 450 

試作品種 20 1 0 200 200 

その他試作 2 2 1 

言十 220 90 1 3 7 1,230 300 150 141 2,110 

10aあたり
主g 万円 kg 万円

4,091 56 5,000 70 
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(3) 将来の発展に向って

昭和 4 9 年K内田さんは入植 2 0 周年を迎えて柑橘習の最上段の一角に「昭二

九闇」記念碑を建立した。その碑文は，こういっている。

「園主利幸は玉名郡天水町湯之浦父三八の三男として出生昭和二十九年

二月五日二十八歳Kて向山開拓に分家入植し耕地七反余K温州蜜柑を植

栽す。爾来苦節二十年経営規模拡大に努め現在柑橘閤二町五反余を経営

するに至る。これ偏えに本家長男一幸氏の物心に亘る助カと臣民有志、の

温い御同情K併せて町役場農協等関係機関の御支援の賜であり，ままに王室

心より感謝の意を表し開園二十周年を迎えるに当り今後昭二九闘が益々

発展することを祈念し記念碑を建立する

昭和四十九年十月昔日」

この記念碑の建立者には家族 4~ろがとも K名を連ねている。内田さんの人柄を

物語るものであろう。との家族 4 名の和が今後ともの昭二九閣の発展を約束して

いよう。三角農協組合長の岩崎さんが座右の言葉としているように「智恵の差は

小さいが，実行力の差は大きい J のである。内田さんはそれをそのままに実践し

た。そして内田さんは，いまも「農業には卒業はありません J といっている。内

田さんは白分にそう L 九、きかせて音節 2 0 年を超えてきたし， これからも家族と

ともに超えていくことであろう。
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さらに「みかんづくり」に情熱
内田利幸

私は. n自和 2 9 年 2 f.l. 姿と 3 才一 K

なる長男と 3 人で 6 0 km綴れた関拓地

K入綴しました。当時は，夕方κは狐

が鳴くような淋しい所で，飲用水K も

若手欠く土地でした。

入総I待，みかん経営の五五む15向を持

病ßVC知るため記録を始めました。併せ

て自擦を立て，長短期計画をつくり，

短期κは単位i収益の向上を，長期κは

5 5 a しかない鋭綴を鉱げること VCEl 

f惑をおきましたO

しかし，劣怒な農業立地と，わずか

な手持ちの金ではt苦労することが多く，

èJiI:ーからこんなj演で~-!4.:~t7話するのかと

tMj われ，熱いものがこみあげることが

何度もありました。このようなことで，

昭和 3 1 年ーまで赤字決算が統きました。

昭和 3 6 &ìミ，農業基本法制定K とも

ない制度災金をf即日し規綴鉱大念行い，

4 8 年i'C 2 1 7 a の続筏となりました

が，この年みかん偶然の暴洛で，みか

ん農家は打1換を受けまからPXの符代

へと変化したが，さì"い私は，入手菌以来

の記録をもと K経営管理ーと校~~j改惑を

行っていましたので，品評会主字でも良

いli!Z綴な I以め， 一方では家族労働のみ

で経営できるような裁縫製，品殺の総
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合わせを自分なり K創出した紡糸，現

状では比率史的パランスのとれた経営と

なっています。

また私は. 4 1 &ì三から「①みかんっ

くりはみんなでつくらなければの友っ

くり，②家族も j湾問も働き良い綴境づ

くり，③f肉 E若者一の好む品質の災いみか

んづくり J と淑り組んでいます。

入穏当時，後K等しかった状態から

今日まで米られたのは，芸きの協力があ

ったればこそで，これからは，みかん

え主総 κf青熱を燃やす長1ì:l夫(Ijj}'lど湾むこ

とが， これからの仕事と考え，長1ì:l vて

は主主主主技術の修得と終営感党の養成の

ため，活きた研修をさせて行きたいと

考えています。

私が常κさFせ VC/'ぷじますことは，私

が努力をすることを，周泌が協力をし

てくれることです。これからも三角町

i位協泉綴部長として， みかん子主主主主警の

ためK一位懸命頑張って行きたいと考

えますO



内閣総理大臣繋受賞

出品財リーガーズ@ベゴニア

受賞者篠原 茂

(千葉県正!11i議郡印西町大字t1袋4704 ) 

翻受賞者の略歴

千葉県印西町は県北部，利根川if[接し，首都から 4 0 krnのところに位置する。

利根川，手賀沼にかけての水団地帯と標高 20~30 m の関東ローム層の台地から

なる。最高気混 3 4.C， 最低気混マイナス g.C，年間降雨量1.127阻で典型的な

内陸気候の特徴を示している。

交通は国鉄成回線と国道 356 号が田Tを横切り，東京都市まで1. 5 時間で達し

第 1 図受賞者の所在地

茨域 j桑

印、?君E
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至便である。そのため，東京のベッ

トタワンとしての住宅開発が進んで

いる。

この地域は従来から，都市近郊的

立地条件を活かした野菜作が感んで

あり，カラス部隊と呼ばれる鉄道通

勤による野菜行商も，この附近が中

J心である。

対象農家もその例にもれず，野菜

作が中心であり，昭和 4 4 年当時，

水田 150 a，畑 9 0 a を経営し，野



菜類は小型トラックに積み，近隣住宅由地への引き売りをしていた。消費者への

直接販売であるから，多品目周年供給が必要であり，そのためκ ビニーノレハウス

の導入も，この地域では竿ぃ方であり，畑地かんが L 、も他に先んじて実施したO

そのころ高校生であった当人は，炎天下のかん水作業や夜半までかかる野菜の調

整作業を手伝いながら，専業的なハウス野梁縦営への転換を夢見ていた。

だから，農家の後継者として，さら κ勉強するために入学した千葉県農村青年

中堅養成所でも，農家研修は先進地である静岡県のハクス野菜農家κ入札野菜

専業経営の笑態を肌で学んだ。その結果，野菜専業経営は定礎，収穫などの労働

集中が激しいこと，市場Uておいて有利な販売をするためには，産地としてのまと

まりが必要であることなどま知り，行腐を中心とするこのよ也方でしかも都市化が

進んでいるなかで，新たな野菜の築関産地を形成することは，大変困難であると

感じた。また，季節的な労力ピークも苦痛であり，野菜の行商だけでの経営の充

実ははかれないと判断した。

学生時代は野菜専作経営をめざしたものの，また，父親もそれ していた

のだが，さき養成所卒業の昭和 4 6 年，鉢花生践を開始した。その理由は，①個人

経営でも市場登手が出来る。@都市近郊の有利性がいかせる。告季節的な労働lの

集中が比較的少な L 、。@新しい作物，経営部門なので将来性があるなどであった。

もちろん肉親がすぐ賛成したわけではなかった。何度かの親子の話し合いがもた

れ， r成功しても失敗しても，それは，自分の亥任でやるJ ， r抵当物件は出す

が資金援助はしなし、。すべて借入金でやれJ ，ということで出発した。親として

冷めたいようであったが，そのことが当人の意欲と独創性をかりたてること κ な

り，今日の成功κ導いた。

父親でめる一郎氏( 5 7 才)は「私も 3 3 才の時に経営をまかせられた。

の将来を夢みていろいろなことを試みた。若い者の気持はよくわかるj と理解を

示し，陰κ なり臼向になって媛かく見守ってきた。こうして，鉢花部門は茂氏が，

耕種部門は両親が担当することになった。分担を決めたからといって同じ家族経

営である。耕種部門の大型機械の使用は茂氏が担当し，朝夕の臼常的な温度管理

などは茂氏が留守でも両親がちゃんと代行できる。この家族鴎の相互理解があっ
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たから鉢花経営も着実に発展したといえよう。

家庭は茂氏も良き伴侶を得て，三世代そろった家族構成である。租父は池絵を

趣味とし，素人の域を越えている。父は写真やビデオに凝り，当人はスキーと水

泳を得意としている。奥さんは，かつてはスチュワーデスを夢みたというだけあ

って英語に堪能であり，外国からの穏苗の導入など外屈との交信を受けもってお

り，それに趣味をいかしながらゆとりある家庭を築いている。

第 1 表家族構成

氏 名 続柄 満年令 労働能力
農業従事概略

日数

才 日
篠原 茂 本人 28 1 300 

英子 委 28 0.8 280 

家 一郎 父 56 l 100 

教子 母 55 0.8 5 0 

広 租父 82 

せ L 、 租母 78 

族 恵理子 長女 4 

千恵子 二女 1 

家族員数計 8 人

臨受賞者の経営概況

初年度の昭和 4 6 年はガラス温室 1 9 8 rn2 lrC シクラメンを 1 ，800鉢を導入した。

その後，第 2表に示すように，シクラメンを基幹作自として，前後作十てゼラニク

ム，プザムラ，アザレア， ミニチュアローズ，ハイビスカス，球根ベコ・ニア，ク

チナシなどを取り上げ，輪作体系を修正しつつ収益の向上K努めた。

昭和 4 9 竿，ヨーロシパ先進地視察K参加した。その際，もっとも興味をヲ!\，、
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第 2 表栽培作自及び出荷数の変化

(J学位:鉢)

/タラ ゼラニ
7 リムラ ミよなヂ

ノ吋ピ
)3j(根 リーガ プリム リーガー

ポリアン アずVア ~アロ ベゴニ クチナγ ーへζコ ラオプ ベコて己7 言十

次名
メン ューム

ース
スカス ア � サλ ニア つニカ

J協和

46.1f-1,800 1,800 

47 3,000 2,000 3,000 8,000 

48 2,4 50 8,000 3,000 3,000 2,000 700 19,150 

49 3,000 4,500 5,500 2,000 1,500 3,000 19,500 

50 5,000 5,000 10,000 3,000 3,000 2,000 28,000 

51 10,000 3,000 3,000 2,000 13,000 31,000 

52 1,000 40,000 41 ,000 

53 1,000 40,000 

54 70,000 40 ,000 40,000 114,00 

たのは， リーガーズ・ベゴニアであった。ヨーロ 3パの鉢花生産量ではシクラメ

ンを抜き，アザレアに次いで第 2位であった。日本でもシクラメンに続く品種と

して市場から婆E還され，すでUて種苗荷主ど通じて導入され，一部試作されていたが，

高温多様の気象条件κある我が国では，経済栽培は不可能とされていた。

しかし，①花色が鮮明で，花数も多く大衆向きである。@開花期が長く，室内

装飾κ適している。③シクラメンより作期が短かく，周年出荷が可能であるなど

の特徴があり，昭和 5 0 年にオランダから取り寄せ試作をした。幸いκ管内の農

業改良普及所。て， リーガーズ・ベゴニアの裁培をオランダで一年間学んで帰国し

たばかりの小竹寿子農業改良普及員が赴任してきたO 当人の意欲と普及色のもつ

オランダ留学のフレッシ品な技術とによって，ほぼ現地U亡あった裁培技術の見通

しがつき，昭和 5 1 年から大滅後栽培K踏み切った。初めての試みであるから試

行錯誤が続色研究会メンパーとの夜を徹した議論もあった。それだけにそう長

L 、 g 時を経ないでも，独創的な技術が開発され， ることができた。

リーガーズ・ベゴニア専作経営と大規模量産体策IJは，作業能率や販売対策から

は有利であるが，経営的Uては不安定な要素が加わる。昭和 5 4 年の石油高騰を機
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会κ ， リーガーズ・ベゴニアの 1 1 月 ~3 月出しの作裂は取り止めて， F1 シク

ラメン，プリムラオブコニカ念採用し，さらに観葉植物の試作を開始した。毒事作

経営から少品目複合経営へ転換し，安定的な発展の方向をめざしている。

昭和 5 4 年の施設面積はガラス温室 1 ，898 m2 フ?イロン温室 1，795 m2 ，ビ

ニーノレハウス 3，300 m2 で， リーガーズ・ベゴニア 70，000 鉢，プリムラオブコ

ニカ 40，000 鉢，リ…ガーズ・ベゴニア苗 40，000 鉢を出荷し，粗収入約 4，800

万円，農業所得約 1 ，500万円の成果をあげている。

なお， この農家の経営耕地面積は水田 230 a，普通畑 90aで，このほかκ山林

450aを所有している。

画受賞者の特徴

(1)計画性ある決断力と着

実な規模拡大

野菜経営から鉢花経営へ，

多品目鉢花経営からリーガー

ズ・ベゴニアの王手作経営へ，

さらに高冷地を含めた少品目

複合経営へと経営内容の充実

を図りながら，着実な規模拡

大をしている(第 3 表)。

我が躍での経済栽培は不可

能とされたりーガーズ・ベゴ

第 2 図施設配置図

イ日目岳
山日 日

'¥n I 1M 杭 1 0J '0i- 11¥¥1 1 I(!i総 i 内容

時:íjMlイヒ仕上2;~

ニアを導入，定着させた決断 ouこのイ也尚冷地(胤!f ) VL 3,30 0 mヤ〉ビニールハウスがある。

カは，若さ以上vc その先見性

が高く評価できる。夏期の高混多湿を避けた高冷地利用は， リレ 栽培といわれ，

他κ例な見る事が出来るが，多くの場合，あまり成功していなし、。逮踊地である

ため，栽培管理が十分K出来ないためである。廃止された小学校の校庭を借地し

常震の技術者と茂氏が交代で出張し，現地雇用のパ…ト 5 人によって管理してい
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栽培状況

第 3表経営面穣の変化

日 ガラス
フ 71 ピニー

混室
ロン滋 ノレハウ | イ蔚 考

室 Jミ

汀]2 1112 m2 

昭和 4 6 i 増-加面積 198 近代化資金利用

合計面積 198 

4 7 i 増加面積 297 

合計面積 198 297 

4 8 i 増加面積 528 

合計 ffiî積 726 総合資金

49 1 増加面積
-è予苦↓ f日華長 i 726 297 

495 495 

1,221 792 近代化資金

1,221 ピニ ノレハクス廃棄

677 541 

1,898 541 

1,254 パイプハクス廃棄

1,898 
3,300 

1,898 1,795 3,300 

冷涼土色 制度資金利用額
メEL3 1,898 I 1,795 3,300 27， 950 ，000 円
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る。

(2) 旺盛な研究心と技術革新

リーガーズ・ベコーニアは，我が固で初めての大規模な経済栽培であるから，技

術のひとつひとつが創意工夫である。その主なものを列挙するとつぎのとおりで

ある。

①品種の選択と施設利用

リーガーズ・ベゴニアの品穫は 3 0 種類程度ある。この生産環境κ適したもの

で，消費者の好みK合うものを導入した。経済栽培をするまでは，その品種の適

性と性質をみるために，試作栽培を繰り返している。現在の裁培品種は，シュワ

ツベンランド系 3 096，エノレフ，ニクセを 2 096，バラライカ，マノレコ，タラコ，

アイーダ，アフロダイト系を 4 096 , ミニ系を 1 096採用している。ウィノレス汚

染防止のため，毅株更新用の笛は直接オランダから輸入している。

また，親株主主や繁殖室κはガラス室，赤色系品種Kはガラス室， ピンク系品種

Kはフアイロン室といったように，品種本来の特質が十分発揮できるように施設

利用も計画的κ進めている。

①繁殖・育苗技術

繁殖・脊百方法も試験報告や視察の経験から地域Uてあった方法を開発しなけれ

十まならなし、。

繁殖培地はピートモス 7 ，粗\，、) 11砂 1 ，ノf ーミキュライト 2 の容量比が適切で、

あることを究明した。百鉢は混湯綬房と電熱温床を併用し， 23.Cを保つこと，

親株はワイノレスなどに感染していない健全株を選ぶこと，挿し葉は親株の第 1 ，

第 2葉の厚い良い葉を用い，挿し禁後 2週間は短臼 (8 時間)処理，その後は長

日( 1 4 時間)処理を行うこと K より 8096以上は 3本以上の健全苗の育苗に成

功している。

この繁殖・育苗技術は，まだ我が国では普及していな L 、。また，技術的κ も高

度であることから，全国から苗の注文が多 L 、。 5 5 年には 1 0 万本もの注文があ

り，経営K惑影響を及ぼさなし、かぎり，苗の販売も経営の主要な柱のひとつとし

ている。
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③用土づくり

冷涼地裁矯

{出荷E霊前)

良質の鉢花生産には，用土づくりがポイントである。入手しやすい資材を利用

して周二仁づくりに努めてきた。

リーガーズ・ベゴニアの基準用ニ仁は，赤土(ローム層の心土 )40~50%，

ピートモス(カナダ注) 1 0~20% ， )11砂 10%及び l 平時十分十亡生徒積発酵さ

せた堆肥(落花生がら，もみがら，オガクズと牛糞の混合物) 30%のものが適

切であることを確認し，それを利用している。

④冷涼地利用ての仕上げ生産

9JJ から 1 0 月末までは鉢花の端境期であり，この期間， リーガーズ・ベゴニ

アは比較的高値で取引きされている。しかし，関東以南の王子組地での栽地は長日，

高温など托より，株の老化，花数の減少，輸の小型化，落花など良質生産は儲難

であった。そこで，昭和 5 4 王手軽井沢附近κ借地をして冷涼地利用の仕上げ生産

を開始した。利用期間は 7 月上勾から 1 0 月上匂まで 3 3 a のパイプハウスでリ

ーガーズ・ベゴニアを主体κ，近年市場人気の高まっているプりムラオブコニカ

を裁培した。また，王室f白鳥居懇 Uて対処し無暖房期の温室の回転を早めるため VL ，最

近ヨーロシパで注目されている F， シクラメンを導入したO このシクラメンの特

徴は，従来のものK比べ，花色が彩かで業紋も美くしい，高温と病気に強く，裁

培管理が容易である。栽培期間が短かく( 9 カ月)まだ，小鉢作り VL適している

などの特徴があるが，まだ日本での栽培例は少なし、。これを昭和 5 4 年 1 1 月，

オランダより 2万球輸入した。夏期の生育を順調κ進めるため，冷涼地Uてあげて
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( 6 月中匂から 9 月中匂) ，その後山から下して出荷してし、る。第3盟は3訴日54

年の作付体系である。高冷地利用と組み合わせ，年閣の労働1配分の平準化を図

っている。

第 3 図作付体系(昭和 54 年〕

生旦室 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 , 11 , 12 

リーガーベゴニア 咽
-n 

リーガーベゴニアロ
一

、r

リプリガリーJムガqラプニー・ァオベqフゴコFニニ宮アカ) 世

とトm岨0---G 
冷糊併問

国ロ鉢品~T冷溺.r-...r-..訴A嗣出 山おろし(冷涼点跡りffj)
@葉挿 @は種 荷

。作業の省力化

(植付方法) 鉢上げ待，育苗用ポットからの抜きとり作業κ時間がかかる。

ビニーノレポグトを網目ポットに代え，鉢上げは，このポットをつけたままで行っ

ている。網目なので，根の伸長は妨げられず，その後の生育にも悪影響がなし、。

これによってかなりの省力化ができた。

(かん氷方法の工夫) 鉢花生産でもっともむずかしく，また労力を必要とす

る作業は，かん水である。生産鉢数が 3万鉢を越えたころから，自動かん水装霞

Uてよる省力化を考え工夫してきたO 最初はチューブ。かん水方式を行ったO この方

式は欧米でも広く普及しているが，チューブの配分作業，鉢間隔を広げる移動作

に待問がかかること，用土 Uてよっては鉢全体κ水が浸み通らないことなどの欠

点が多いので中止した。

昭和 52 年からはマットを利用して底部から給水させる方式を採用し，かなり

の省力化をみたが，マタトの表街Uて藻が発生し鉢が汚れる，夏期の管理がむづか

しく根が痛み易いなどの欠点があり，これも約 2 年間の使用に終った。現代のか

ん水方式は，テープ利用 Uてよる底部かん水方式を採用した。この方式は家庭用の

給水装霞として開発されたもので，岐阜県農業試験場でも鋒花へのテストが行わ
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底部吸入装績の鉢の内部

れていたが，実用裁培への適用例はなかった。施設費はかさむが，磁めて有力的

であること(従来の Ylû )，夏期の根痛みもなく，主主育が順調であること，心

配されていた病菌の水中伝播もみられないことなどから，昭和 5 4 年暮には，育

苗繁殖室を除く 73%をこの方式とした。高冷地のパイプハクス 3，300 m2 も，

全街積この方式を採用した。

(ベンチ配列の工夫)

述棟の大型温室の谷の部分

は光線、が弱く，他の伎鑑に

比べ従長して良品の生産が

むづかしし、。そこで第 4 図

のように谷の部分VC172

cmの通絡をとり経副総E与が 叫
1.980 

入れるよう十亡した。 また

施設の棟方向と底角にベン

チを配践し，作業をしやす

くすると同時κ，施設内の

利用実函綴Z与を 70%VC向

上させた。

(農機具の導入) 省力

第 4 図温室利用回

60-
45αl 

cm 
155 

的な農機具の導入K も積極的である(第 4 表〉。最近はメーカ 試作品の現地テ
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第 4 表作業別機械・器兵の導入状況

作業名 利用機械名 作業名 利用機械名

用 土 作 り トラクター，パク切ト，砕土機 綾房 君主i湯・温風暖房機

土壌 消 毒 蒸気消毒機 遮光
自動カーテン開閉

装置
運搬

軽四輪自動車，一輪車 電照 2 4 時間式サーモ
(吉5 ・用土・鉢)

苗床 作 り ポヴトラー スェタ η ト

鉢 上 げ 鉢上げ機

ヵ、 ん 水 テープ式底部給水装置

換 気 自動天窓開閉装量

室内換気扇，強制l換気装置

病虫 防除 大型動力防除機

ストを依頼され，それが省力技術として定着したものが多 L、。ポットラー，鉢上

げ機，テープ利用の給水装置などが，その例である。

(3)労務体制の漸新性

労働力は，茂氏夫婦K 常震男子 2人及びパート女子 6 人である。高冷地利用は，

別途女子パートを 5 人現地採用している。挿し葉，採葉，苔床のポット作り，枯

葉とり，鉢上げなど手作業で根気のいる仕事は主として女子trc ， 培養土づくり，

薬剤散布，施肥，運搬など力仕事及び機械を用いる作業は，主として男子が実施

している。

農業生産の雇用は臨時雇いが多く，常雇とする場合でも単なる労働力である場

合が多い。この経営の 2人の男子常震は，技術者として雇っている。 1 人は，ま

だ雇用して日が浅いが，他の 1 人はさき初からの協力者で，高校時代の問級生でも

ある。地区の鉢物研究会の会員であり，先進地等での技術研修にも積極的に参加

している。 í有能な若い技術者を養成し， リーガーズ・ベコニア部門 F， シク

ラメン部門，プリムラオブコニカ部門，観葉植物部門κ分け，部門責任体制をと

り，それぞれが専門技術者によって遂営されるよう K した Lづと誇っているO
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(4)出荷・販売の合理化

リーガーズ・ベゴニアは，薦品名と生産者名を記したダンボーノレ出荷をし，

「ハノレデノレ篠原J の銘柄を市場に定着させた。イ色の品侵はフラコンシステム(出

荷容器共通利用制度，都内卸売市場対象)をいち早く採用し，出荷労力の省力化

とコスト低減に努めている。

また，出荷者がまとまるよう Kなったので，生産地へ市場の家がきて集荷する

方式が全面的に採用されるよう κなった。従来のよう κ偶人で市場へ持ち込む方

式であると，往復 4~5 時間かかり，しかも基幹男子労働力が年間 1 5 0 回も荷

の運搬vc費やされること κ なる。それは，労力的な損失であるだけでなく，交通

事故の危険もともなっていた。

(5)記帳による科学的経営管理

記帳は奥さんの仕率である。昭和 5 0 年から青色申告を採用し，経営記帳結果

を分析し，経営合理化のための点検を実施している。

経営記帳κ基づく経営成果は，第 5 表のとおりである。

主色

E長

原

価

第 5 表経営成果(昭和 5 4 年)

鉢花 1 43，772，360 円

苗 4，000，000

計 I 4 7,7 7 2,3 6 0 

極 百 資 1 ，030 ，282 円

日E 料 資 768,629 

鉢 代 2,617,500 

農薬 受 449,280 

燃 料 霊堂 2,4 41 ,064 

材 料 資 10,295,464 

交 i盈 費 137,770 

主主!縞 i鶏係費 822,550 

減側償却費 4,026,843 

自|濯 用 7,774,875 

家 4,220,000 

計 34,584,257 

長反
荷造運搬鐙

32 支払地代
保 険 ヰS

般
負債利子

組税公課

そ の イ也
f受

費用合計

差 51 利益
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360,000 

148,246 

704,752 

361 ,755 

933,581 

3,115,428 

37,699,685 

10,072,675 



昭和 5 4 年からは有限会社として法人化し，さらに経営の充実に努力している。

(6地域社会ての先導的役割

当地域での鉢花研究会発足以来，リ ダーとしてその役割を果し，同時κ千葉

県花き生産者連合会鉢物部会の副都会長であり，また，千葉県農業土 trc も認証さ

れている。

鉢花生産者とし、ぅ同業者仲間だけの活動だけではなし、。町内野球チームの主要

なメンバーであり，消防団員としての活動もめざまし L、。最近は父親K代って，

集落での部集会K参加し，水田の碁盤整備や生活環境整備などむらづくりへの関

心も高い。農業生産である以上，土地にしっかりと足を据え，地域社会の発展

のなかに自分の経営を位置づけることの重要性を認識している。

騒普及性と今後の課題

この経営のように，特殊な品目と独創的な技術K支えられているものは，一般

に閉鎖的 Uてなり，一匹狼となることが多 L、。そのためκ地域社会との関連が関わ

れ，その普及性が問題となる。たしかκ，我が闇で初めてのリーガーズ・ベゴニ

アの裁培である。市場でも稀少価値があるから，これまで順調κ伸びたともいえ

る。時を得た技術指導者の存在も大き L、。しかし，だからといって，この経営が，

単なるリーガーズ・ベゴニアの優良事例κ終っているわけではな L、。鉢花経営を

越えた農業経営一般のあり方に通じる経営の内容をもっている。その第 1 は，情

報の収集とその分析についてであるO 農業経営の改善は，情報の量とその的篠な

意志決定κ大きく左右される。西欧の鉢花経営の動向を把握 (2 回の渡欧と日常

的な交信)とし、う世界的な情報集収と的確な判断(例えば Fl シクラメンの導入〉

は特筆すべきであり，さら K経営内部でも，記帳とその分析による経営管理を行

っている。氏のもっている技術情報の公開も積極的である。 r 自分もあちこちの

先輩に指導してもらって今日になった。だから自分の技術も必要とする人遂に公

開している」といっている。

第 2 は，独創的な技術革新である。この新しい技術への挑戦が，若者の特権で

あり，経営を興味あるものにしている。

第 3 は，総合的なマークッティングである。鉢花市場の消費動向を踏まえ作目，
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作期の選択がされている。

そして第 4 は，共VL28 才という若い夫婦の意欲に満ちた経営行動である。著

い人還が，とかく農業から離れる風潮にある時 VL ，この 2人の行動は，後に統く

人達に多くの希望を与える事になろう。

この経営は，者L 、 2 人のバイタリティによってまさに成長期bてある。この時期

は強気の経営行動でも比較的順調に推移する。問題はこれからである。経営のラ

イフステージが成熟期を迎えた時，経営のバランスと安定をどう確保するか，こ

れを機会に経営規模，部門構成，労務管理，販売戦略の後点検をし，さらに是膝

の強い経営へ展開する必要があろう。
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消費者の動向見極め良品質生産を

篠原 茂

今，改めてふり返ってみますと，あ

っという湖 VC 1 0 年が過ぎたようです。

ただ，がむしゃら K ここまできて思い

返せば，反省ばかりです。私の今まで

の総決算として 1 0 年目(rC，このよう

な賞を受けさせていただいたのは幸運

であったと，つくづく家族や私を取り

まく人々(rC，感謝しております。

これからは，鉢花絞営K とっても，

大変むずかしい時期κきております。

生産すれば，死れると L、う時代は過ぎ

ました。\，、か Vι消費の拡大をするか，

これからは，消費者の動向を見様め，

良い品質の話盗品を作る， これが，最大

のポイントだろうと思います。一般家

庭の中 tてやすらぎのある花とグリ ン

を，が私の夢です。

これからの私の鉢花経営は，次のよ

うなことを課題として取り級んでいき

たいと忠、います。まずはじめにまだ

2 年目ですが，冷主主地利用栽培の充主主，

これは植物κあった栽培潔境を作ると

いう点で，非常K良い条件で，これか

らも，進めていきたL 、と恩います。

次Vζ，底部給水方式の円潟利用です。

鉢花栽培を企業的K押し進めるため Vζ

は，理主水が， \，、か Vζ適切K コント口

ノレできるかが役大のホ。イン卜であり，

今のところ故おの濯水方法であると思

われるので， この方法を究径なものK

していきたいと忠、います。

次(rC，省エネルギ対策Kついてで

すが， f援房経交の節減， もちろんこれ

のみでなく，ベンチの有効利用方法，

回転主主のアップ， また， ZE間利用など

も積徳的K考えていきたL 、と恩、います。

次に労務体制の質的安定ですが，

今年から男子従業員も 4 ムKなります

ので，社会保倹，厚生年金など諸設俄

の完備，作業時間等{動きやすい安定し

た職場作り K努力していきたいと怠い

ます。私は，まだようやく第一段階を

過ぎたばかりです。これからは，なお

-)認の勉強を怠らず，一歩一歩7Z75長 K

進んでいきたL 、と忠、いますO
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関受賞者の略歴

二二二日本藤林漁業接興会長賞受繋二二二

出品財露地野菜

受賞者宮林正美

(岩手県岩手郡滝沢村大f予約締*2 .1也刻字安達194)

宮林iE美氏は第 1 図で示したよう VC ， 滝沢村の西北，岩手山の南麗で小岩井農

場の東北κ接して L、る位罷に住み，長華街市までイ端労調主l道路経由で 1 7 Km，滝沢村

役場経由で 1 2 krnの所にある。住宅の周辺K集団して 7 haのほ場があり，標高約

350mで，レタス，ナガイモ，キュクりなどを組み合わせた野菜辱作経営者であ

る。

第 1 図 受笈者の所在地
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居住地は盛岡を南北κ走る国道 4号線K近い上VC， 東北自動車道の盛岡 ICVC

も近く，交通の使はよし、。

気象は内陸性で寒緩の差が大き L、。特に岩手山の影響 Uてよる変動がはげしく，

年平均気温 7.5.C，万平均気混の最高は 8 月で 3 3.C，最低は 1 月下勾- 2 O.C 

である O 初宣言は 1 1 月 1 0 日，初霜 1 0 月 1 臼，晩霜は 5 月 30 日で，雨量は約

1,4 0 0皿，積雪 6 O~7 0 cm，根雪期間は 1 2 月上匂~4 月上匂である。

宮林氏は昭和 2 7 年 VC 2 2 才で山形県から現地K入植し， 7.3ha (耕地 5.0 ha , 

宅地 0.3ha，付帯地 2ha)の土地の配分を受け，鍬闘墾による畑主穀生産から始

まったが，標高 350mで気象的にも土壌条件K も恵まれなかったため，生産性は

低く，家計は大工などの賃労働IVC 多くを依存していた。一待期は養鶏を試みたが，

立地K適した隣差是を志向し，昭和 4 5 年には乳牛 1 0 頭にまで達したが，委の入

院K より自活農経営が国難となり，附和 4 6 年κ気象立地 VC適した高冷地野菜作へ

の転換を試み，以後困苦を重ねた結果，現在の野菜作専業経営K到達し，家族労

働力 4 人で， 1,4 0 0万円の所得をあげている。

この結営成果は驚巽的であん野菜農家のみならず開拓農家K対しても啓発する

ところが大きい。

宮林氏と同時κ入植した農家は 1 2 戸であったが，現在は 2 戸が離農し 1 0 戸

となっている。このうち 7 戸が酪農 3 戸が野菜専作経営となっているが，ナ

ガイモ，ダイコンが主幹で冬期間は出稼ぎκ でている。

宮林氏は勤勉，質素，研究熱心で素直な人柄であり，師農経営から野菜作経営

への転換が示すよう K決断力をも備えている。また，だれからも親しまれる人柄

であるとともに，献身性もきわだっている。それは，妻が入院したことが野菜作

経営へ転換する契機ではあったが，元来牛が嫌いであったこと κ対する配慮から

であったし，養子との関係にしても血肉をわけた親子以上K親密であることや，

i日満州開拓からの引揚κ際しての献身的な活動，あるいは年間 3，000人を越える

見学者への対応にみられる。

宮林氏は昭和 5 4 年に岩手農業賞を受賞し，昭和 5 5 年K第 9 回日本農業賞を

受賞している O
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掴受賞者の経営概況

宮林氏の家庭は本人夫妻κ養子，長女，孫 2人の計 6人家族で繕成され，年間

農業労働時聞は男 I 人が 2，40 0時間で 4.800時間，委は 1，000 時間，長女が1，920

時時で女子は 2，920 時間，麗用労カとして女子 1 人を契約して濯し、，年間 1，600

時間で合計 9，300 時間である。

経営耕地は水田 31 a，畑 674a ，牧野 120a 計 825a である。畑 674a のうち，

160a は居住地から 4 km離れ， 550m の所主てあり，農地等取得資金 (200万

円 )κ 自己資金を加え 450万円で，昭和 5 3 年に購入し野菜畑にしたものである。

この経営の主な農業用施設としては次のような施設がある。

鉄骨ハクス 1 棟、 200 m2 (春期は育苗，冬期はクド軟化) ，ノ〈イプハクス 2 棟

1.000m2 春期の脊笛 ) ，幾会 3 棟 210m2 (農機具4格納，肥料庫，作業場) , 

軟化案 1 棟 70m2 (クド，ミョウガ，ミツパ軟化)，堆EE盤 330 mヘ野菜予冷

66m2 (地下軟化窒 64 m九レタス，キュクリの予冷，ナガイモの保混貯蔵，

クドの株冷，軟化)。

主な農業用機搬は第 1 表のとおりである。

第 1 表 農業用機械の所有と利用状況

機 械 名 ぷ口ヘ 数 ム自h 己 カ 年商科用時間

ト フ クタ 2 L口¥ 27HP ・ 40 HP 8 0 0 II寺 j場

耕 転 機 1 4仁コ二、 7 H P 3 0 

ア ブ 1 ぷEコ3、 4 H P 3 0 

トレンチャ 2 J口ム\ 4HP 掘取Jf.I 1, 3 0 0 

!I 1 ぷ仁主コ、 2 連用耕転用 100 

ト フ "' ク 1 Jに乙コ¥ 2, 5 0 0 C C 1 5, 0 0 0 km 

湯水ポンプ 2 JE乙コ¥ 2. 5φ 市 時

動力噴 機 2 台 4HP , 7HP 150 時間

81-



レタスの栽培状況 夏秋キュウリの栽培状況

宮林氏の経営 Uておける基幹作自はレタス，ナガイモ，麦秋キ ι クワで，その他

にウトコゴポク， ミョワガ，キャベツ， ミツパ等である。主要な作自の経営規模

の推移は第 2表のとおりであるO

畑利用はキャベツのみ 2 毛作で他は l 毛作である。

第 2 表 主要作目の経営規模の推移

注とt 水稲 レタス ナガイモ キュウリ ワ ド ゴボ" ? 

昭 5 2 年 3 1 a 300a 240a 30a 20 a 30a 

昭 5 3 年 転作 300 200 20 60 20 

昭 5 4 年 H 300 140 25 120 20 
日叩J一一ー 一一一一一一一

生産物は岩手青果級売株式会社に出荷していたが，昭和 5 4 年度からは，

県経済連と岩手青果販売株式会社との統合κ より，岩手県経済連を通じての系統

出荷K乗せ，滝沢村農協に全量出荷している。

54 年度の粗収益は3，021万円，経営費は1，625万円で，農業所得は1，395 万円

と主主り， 4 6 係の所得率をあげている。
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回受賞財の特急

(1)基幹作自の良品，多収を支える高い技術水準

野菜専作経営Uておける作自については，気象，土質，労働力からみて，レタス，

ナガイモ，夏秋キュウ J) :を基幹としている。その他野菜を組み合わせて，輪作，

土壌改良 UてよるE宮崎十てよって収量，品質の向上をはかつている。輪作にさきたって

は，ナガイモ，ゴボワによる深耕を活用するとともに，キク，ヤマノイモ，クリ，

アブラナ各科の組み合わせを考慮して笑施している。この結果 1 0 a 当たり収

量は県平均比でレタス1. 6 倍，キュクり 2.4 倍，ナガイモ1. 8 倍κ達し，技術水

準が高く安定的κ生産している。

(2) 積極的な土づくり

耕地は岩手山火山灰の堆積した黒色火山灰土壌(黒ボク)で，燐酸吸収係数が

2,0 0 O~ 2,5 0 0 と高く，典型的な燐酸欠乏土壌である。このため野菜導入当初か

ら，土壌の化学分析を依頼し，その結果K もとづき土壌改良資材の多投を活実κ

笑行している。とく κ，ナガイモ焔は深耕により下層土がでてくるので， f乍毎U亡

熔:燐を多投し深層までの改良をはかつている。燐駿吸収係数は 1 ，500 ぐらいに低

下してきているが，野菜栽地の拡大とともに，現在でも熔燐を毎年 1，000 袋以上，

過石 200 袋を施用している。

また，無畜化したことにより堆肥不足となったので，蓄を鶏農家と提携してオガ

クズ鶏糞の施用で補ったが，肥効が充分でないことから，完熟堆肥確保のため堆

肥盤を設置し，完熟土佐肥を 1 0 a 当たり 2~3 t 施F脅している。さらに緑肥作物

を作付して有機物をすき込み，化学肥料の偏愛をさけ，畑地のne:沃化をすすめて

いる。輪作も作闘の吸ne:カ，施肥の残効など

(3) 合理的な労働配分と省力化

して行っている。

野菜栽培では収穫，出荷期が設も繁忙な時期となるので，平均した労働l配分に

なるよう作目の組み合わせが必要であり，レタス，ナガイモ，夏秋キュクリ等の

基幹作図も，その観点から採用し，他の野菜の組み合わせも，とくにこのことを

して導入している。
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トレンチャ一利用によるナガイモ

の収穫

崎句偽、

軟白したウドの収穫状況

野菜専作で 1 作目の栽培面積も大きいので，各作目とも極力，作栄の省力イヒを

すすめている。例えばレタスは 3 月下勾から 7 月下勾まで 7~8 回にわけて矯極

して作型会分化させ，収穫時の労働のピ…クを避けている。またレタスの全作裂

を移植栽培とし，開引，除草労力を節減している。ナガイモでは除主主剤利用 Uてよ

る一貫除草方式を確立する一方， トレンチャ一利用κ よって掘取り作業の労力を大

幅に節減している。キュウリのつぎオゼ労力の宣械のため断根さしっき、方法を採用している。

(4) 冬期詞生産の作目を導入

冬期間労力の利用として，ワトコ ミョクガ， ミツバの軟化栽培を導入し，株養

成の栽培を行っている。

株養成畑は管理労力も少なく，基幹作目との作業競合が少ない利点があるO 軟

化操作，収穫，出荷の各作業は集約的であるが，冬期間労働力の完全燃焼化をす

すめている。

(5) 堅実で質素な経営姿勢

ナガイモ， ウド， ミョウガの援苗は自給して，支出の低減をはかつている。と

くに，ナガイモについてはウイルスフリー株の厳選に努め，優良な極イモを自給

して生産技術を高めている。また， レタスの作型を多作型化すること κ よって危

険分散をはかるなど，経営は堅実であり，無駄な投資がなく借金も殆どな L 、。住
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宅も簡素であり，農業，家計についての記帳もよくなされている。

(6) 密林氏の経営事例の特徴的なことは，土壌分析結果κ よる徹底した土壌改

造と有機質肥料(堆肥)の多投κ よる土づくりであり，また平均した労働l配分に

なるよう合理的な作闘の組み合わせを行っていることである。

大臣績を経営するためκ省力化できる部分についてはトレンチャ一等の導入な

ど大幅な合理化を進めている一方，営農体系は冬期間の所得確保も含め多作目を

導入し，周年栽培を行L、，ずばぬけた高所得を確保している。

また，販売に当たっても一次時的な価格低落や高値などにとらわれゐことなく，

長期的営農計画のもとで経営の安定を囲っている。

受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展

方向

(1)技術，経営の分析

'8林氏の耕地利用 κ当たっては，昭和 5 3 年以降水田 3 1 a を全面積を大立に

転作している。なお，昭和 5 3 年に居住地周辺より標高の高い所に熔 160aを購

入し，レタスとナガイそを作付している。この結果，これまでやや不安定であっ

た 8fi 中~下匂採りのレタスの生産設を安定化させることが可能lrCなった。また，

ナガイモの俊良様留生産主て大ぃK効果をあげるようになった。冬期間の作医とし

てワド， ミョウガの選定は，根株の養成。て十分な畑面積があり，生育も良好な上

K陵地κ比べて休眠覚せいが早いので，平く促成(軟化 ) v亡とりかかれることと，

促成に格別の高温を必昔話としない利点があげられるととも1rC，生産品の品質が高

く，高収益をあげている。

主要な作自の作裂を第 2 閣に示したO レタス，ナガイモ，キュウリ，ワドの (11=

型 Uてみられるよう1rC，収穫作業は周年 IrC lまっており，家族労働力を年中無理のな

いよう K 消化させることができる結采となっている。

主要作自の年次別生産状況は第 3 表Uて示したとおり，各作目とも合理的なしか

も永年のこ仁壊改造と輪作の結果κ より，単位さきたり生産量が高く安定している。

昭和 5 4 年κは 66m2の野菜予冷康を新営し，夏期はレタス出荷前の予冷と一
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野菜の予冷庫

第 2 園野菜作付体系

;?に 10 11 12 

f高橋 .ft 苗・定納( 7@) 20 臼 l • 下勾

i i i zoaj 明後 ll 中旬 :J 却収撞 FIUレタス

i H=【『【

H轄日-J--I
ナガイモ ヒ ;'J 収後 l jfj 下判! 収 j 掩 下 1iJ I

6~J--:9 月"'".師、J3 il  
~\f\~ 

キ品ウ')
20~日f高下崎旬1 下旬-7Li楠上旬 11~ i収 d控 1 1 0 臼

1-倣上旬fr 特鵠上!?Z三日戸Fム1 i1l.見竺と:t'" I ウ ト'

一一

時貯蔵 VC ， 冬期はブーガ

イモの貯蔵(余暇をみ

て順次に出荷)に利用

し，出荷の省力化，計

画化と有利な販売κ効

果をあげている。予冷

蔵の地下室は冬期のウ

ドの軟化に利用してい

る。

経営収支と経営成果

は第 4 表に示したとお

第 3表年次別生産状況

h思旦 作付面積

レ 52 300a 69t 
タ 53 300 66 
Fミ 54 300 71 

52 240 96 

? 53 200 80 
54 140 33 

52 30 27 
キ
53 20 23 

7 54 25 29 

ワ 53 30 3.5 
ド 54 50 5.8 
コ手 53 25 6 

ぢ 54 20 5 
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り，粗収入は昭和 5 3 年で 25，338 千円，昭和 5 4 年で 30，206 千円をあげ，支

出がそれぞれ 14.539 千円と 16，252 千円である。このうち流通経営が両年とも

54%を示している。農業所得は 10，799 千丹と 1 3，954 千円で所得率は 42.6

%と 4 6.2 %である。この結果， 家族従業1人当たり所得が270万円と 35 0 万円

となっているO これは野菜等学作経営農家として，極めて高い収益をあげているこ

とを示している。

第 4 表 年次別経営収支と経営成果(単位:千円)

v部門\閤Utf午 昭和 5 3 年 昭和 5 4 正手

収入支出 収 入 支 出

白金額項目銭額 作 自 金額 Z質問 金額

ナガイモ 7,980 自酔ト燦策 2,512 レタス 1 2,1 1 9 肥料・長操 2,4 5 9 

レタス 7,767 :資材 750 ク ド 4,560 生産資材 1,000 

キュクり 4.256 極 � 217 ナブjイモ 4,387 堆肥原料 300 

野 ? トe 1,985 :段、 料 240 キュクリ 4.192 !種苗・湾高 265 

キャベツ 866 労 賃 700 ミョワガ 1,530 燃 料 492 

ミョウガ 690 却費 2,150 ミツノ《 1,245 労 策 690 

ゴボウ 659 その他 7 キャベツ 739 |依却資 2,302 

その他 1,135 小言t 6,576 ゴボウ 601 小計 7,508 
• , 

菜 器代 1,751 そのイ也 833 容器代 1;950 

運送受 2,786 i護送受 2,669 

手数料 3,4 2 6 手数料 4,125 

小計 7,963 !J、 言十 8,744 

合計 25,338 14,539 30,206 16,252 

{ィ普 1 0 ，799 千円 1 3,9 54 千円

所得芸名 42.f�% 46.2% 

家族 1 人当函て 2，700 千円 3,488 i二月
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(2) 普及性と今後の発展方向

宮林氏の経営成果は，厳しい自然環境のもとでの野菜等作経営の確立を来した

ものである。この成果は，低位な段階に止まっている東北北部畑作地帯の農業展

開のあり方を示唆したものであり，今後同地帯における野菜作の振興が期待され

ている。

東北北部の畑作地帯は一部κ南部カンランなどの野菜作もみられたが，ヒエ

ムギ一大立など自給的な色彩の強い畑作生産が行われていた。この振興にはテ

ンサイや乳牛などの畜産の導入，あるいは葉タパコ，加工野菜など極々な作呂 κ

よって試みられてきた。しかし，全般的には低位な水準Kあるので，その改善十て

は土地と労働力を効率的κ活用し，地域κ適合した作物の組み合わせκ より，集

約皮の高い畑作経営を篠立すべきである。宮林氏の経営はその指針として，極め

て適切であり，普及性の高いものといえよう。

周辺の旧開拓農家の大半は隣農経営を行ってきたが，最近の牛乳の過剰傾向 K

対応、した合理化路線が著しい施設の拡大を主主求していることから，野菜作へ志向

する農家もみられるよう K なったため，新差益構事業 Uてより，周辺農家 7 戸と共同

利用の青苗施設 350 m2 を現在鐘設中である。また，昭和 5 4 年K建設した野菜

予冷庫も周辺農家との共同利沼を考えている。開拓地で共同化が進みにくい地形

であるが，これを拠点として周辺農家との連繋を深め，集出初，運搬の組織的な

省力イヒ，有利販売を図り，より強聞な野菜産地を組織化しようと計画している。

また，連作障害Kはとくに留意し，レタスあとの休関地を利用して，ソノレゴー

などを青刈り，すき込み用として作付する計画であるなど，今後は規俣の拡大と

いうよりも，野菜作専作経営として安定性の追求を目指して L 、る。
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土づくりと労働力に見合った経営

宮林正美

当岩手山燦の線高 3 50 m，内経性で

怒i援のををは大きく，年平均気在誌は 7.5

J:lt。宇刀ネ自主 1 0 yl 1 日， 根三雪 j告別は 12

月 t匂から 4 月上勾まで。火山氏二仁嬢

でリン自主欠乏の務しい1自信である。

このJ:i!J Vc私が人総したのはi昭和 2 7 

4三， 5 1 a の配分を受け，文字どなり

!篠 -l'tのI開+151鍛え苦 J として開拓営J1JJ:

K取り組んできた。 開拓者の捻れもが

?苦労したよう κ. 低いヨゴ君主的とI:fJかせ

ざ K航る伎tí5， 控ti E!Eを品、持Ul 4 5 年κ

はþll乳牛日鋭の経営;1<<ζなったが，議の

総務で総長ミを新念。主主 4 6 年 tてレタス

lOa ，);l秋キュウリ 1 0 a のmn与さ殺

ほから，気象:s'i::t也を ~Eかした向冷地野

業への転換。 11日和 5 5 i]三 Vζはレタス，

ながL 、も， ウド，キュウリ，みつばさ手

を~l=. V(7ha の野菜専?との Jlt!:;住宅ど経営

してきた。

その経営の中で私が!I'H"iζ子百;なしたぷL

Kついて記してみると，つぎのとおり

である。

①先ず二l二づくり

。火山以 i:で 1) /~波吸収係数がiffI く，

典f←目的なリン綬欠乏土機で， :t.!:養分析

の紡J長κ もとづくこと感改造を行うと何

時 ?ζ深~Yfをした( 1 0 a ょうりん 600

-89 -

kg, j品石 1 6 0 l塔)

。ォガクズやそミ殺の完然数j把づくり

と一作 1 0 a 3 t の施H'l o

。 作物の i及肥カ，施!J巴の残効を考成し

た単語作をする。

②労働力(rc~合った経営

。レタ7. ( 8 作君主)，ながL 、も(採草ffi

・一般) ，キュウリ， ?トを主とし，

1 6 ，給自のj主主査で 4 人の労働配分をエ

デえしたi'~~。

01哲カイヒの工夫として， レタスの脊凶

務総j主主査，ながL 、もの除草体系， E1li'F 

3長機械の効議利刻。

。周年Iil l符休ílJりとして，冬j線百]ハウス，

貯草案施設K よるワト: ミツノミ等の軟化殺

培。

今後の抱負は現復の経営の光災と向

日寺 Vc. 野菜の弓:.Jilk組合を給成して日が

浅いので，仲間と《κ先進校術の研修，

T守浴施設の共lfi)利用をはかるなど，こ

の地の特色ある!m主役旅団地をつくっ

ていきた L 、。
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天皇杯受賞

出品財体系的土地利用

受賞者芳 ロ
ヨ
、

カ
J

(北海道野付郡別海町豊原13- 1 ) 

関受賞者の略歴

(1)地域の概況

別海町は北海道の東部K位置し，北は標津町，中標津町K接し，南は根室市，

西は標茶町および厚岸町K閉まれており，標高 20~80mの平垣あるいは緩傾

斜の波状台地からなっている。町は東西約 5 0 km，南北約 4 0 kmの範聞にあり，

総面積 1 ， 333.98 km 2 の広大さを有しているO

気候は冷涼で年間平均気温 5.4"Cであり，夏はまれκ3 O"Cをこえ，冬は氷点

下 3 O"ClrL達する。降水量は年間 1 ，200mm前後とやや少な L、。積雪は 1 1 月中匂

から 4 月中匂までの期間κあり，無霜期間が 120 日程度という厳しい気象条件

のためκ農作物の生育期間は非常K短く，土地生産性はきわめて低 L 、。

別海町は酪農と水産業K支えられた第 1 次産業の町であるO 町の農業は，戦後

の緊急、開拓制度の終わりを転機として全町をあげて鴎農専業に転換を闘った。高

度集約指定地域，原料乳主産地域の指定を受けながら機械力を導入し，急速なる

草地開発によって発展を遂げている。昭和 5 5 年度κ完成宏白指している根室地

域新酪農村建設事業も着々と進行し，近代的な施設を備えた本格的な飴農郷へと

地域全体が活気に満ちている。

田7の人口は約 9，000人で，ここ 3 0 年間あまり変動がなし、。農業人口は昭和
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第 1 図受賞者の所在地

町、

3 0 年に 7， 200人であったが，昭和 5 0 年Kは 4，800人となり，約 3 分の 2 l1:減

少している。

農家戸数は 1，48 8戸， うち白色農家は 1 ， 380戸であり，乳牛頭数は約 80，000 頭，

肉用牛 5，200頭余念地域として鰐認している。

出産達家の飼養規模は 75%以上の農家が 3 0 頭以上の乳牛を飼養しており 1

戸さきり平均でも 5 L 5 頭の乳牛と 37.1 h a の牧草地を活用する大規模脳走塁経営が

多数議出されている。

(2) 芳賀信一氏の略歴

芳貨さんは近くの上春別地区の農家の息子として生まれ，多くの兄姉達κ固ま

れて大自然の恵みκ湾まれ，たくましい別海の青年として成長した。その青年崩

l1:，農村における青年の生き方を模索し悩んでいたが，野焼の郎農学校の通信教
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育での勉強の過程で. 4 H クラフゃ活動 Uて共鳴し，考えぬいた末VC ， 将来，飴農家

として自立し大地K生きる決意をする。昭和 3 3 年K根釧パイロットフ?ームの

床丹第 2地区豊原VC25 才の若さで入植したO

その後，多くの離農・脱溶を出すと L、う過陸自な条件を克服しつつ，離農跡地の

購入と交換分合K よって飼料基換を造成してきたo 4 2 年Kは草地コンク ノレ北

海道最優秀賞を受け 4 6 王手には豊原酪農振興会長， 47~53 年の間には根鋭|

パイロットフ 7 ーム中春郎農協理事をつとめて u 、る。 5 0 年には糞尿の土地還元

のためのスラリー管理委員会を酪農家 1 3 戸 κ よって結成するなど，地域自首農家

のザーダーとして信望を集め，地域酪農の発展K大きく貢献している。

受賞者の経営概況

( 1) 酪農経営の概況

①労働プjの構成家族は経営主夫

婦と 2人の息子の合計 4 人である。

労働力は経営主 (4 5 才)と委

(4 2 才〉の 2人であり，長男

(1 8 才)と次男(1 5 才)が朝夕

の飼養管理の手伝いをしている。

@経営農用地の概況農用地面積

は現在 41haの自作地と 6 h a の借

地の言十 4 7h aを経営地として利用し

ている。これらは採草地として 22

h a (うち 6 h a は借地) ，放牧地

受賞者と

の続柄

本人

委

長男

次男

第 1 :表家族の構成

年令
飴差是従事

備考
の程度

4 5 才 10096 

4 2 100 

1 8 高校生

1 5 中学生

一

16h a，兼用地として 9 h a としづ区分で利用されている。また，未利用地とし

て 1 3.5h a の原野を保有しているが， うち 4 h a は土地改良進行中であり，粗飼

料調達基盤の維持強化のための農用地の確保 Uては常に力を注いでいる。

③建物施設および機械の所有状況 牛舎は昭和 4 9 年K ワンフロアのスラット

方式によるものを建設し，飼養管理の合理化に努めている。現在，所有している
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第 2 表機械の所有と利用

機械 粂 J、、 ノ、 ピ ア ア T フ フ 寸四 ブ 口 Jミ ス

器具 用 イ ツ ツ イ Jミ ロ イ フ フ

名 ノ、ザ J¥  e グ タ.
ツ ク フ 三毛 A フ

フ イ エミ 〆\場 ピ モ ド ソ

ク ン 二戸 レ ニノ ア キ ク ク ク ポ タ

所有 タ ブ グ l' ン ン

キ ワ ス フ カ

区分 コ、， タ

ン

個人有 3 台 1 1 1 1 1 1 1 

共時有 1/3 Y3 ν3 Y3 
賃借利用 。 。

農機具は第 2 表のよう U亡トラクター 3 台(うち 2 台は 4 輪駆動 ) ，ヘイパイン 1

合，フォーレージハーベスター 1 台，ピッグベーラ -1 テッダーレーキー 1

ティッピングワゴン 1 台，ダンプトラックなどが.:tなもので， 47haの草地

の大規模経営としては意外に投資が少な L、。更新用機械類は共同所有によって投

資の節減を図ろうとの考えから，プラク，ディスクハロー，ライムソワー，ロー

ラなどを 3 戸による共伺利用を行なっている。

このほか，スラリーポンプ，スラリータンカーは賃借の利用となっている。こ

れはスラリー管理委員会の所属で，利用笑綴Uて町、じて料金が支払われる。また，

芳賀さんは熔接の技術vc もすぐれ，機械類の改造も巧みK行っている。大裂のテ

ィッピングワゴンや 2輪車κ改造したトレーラーも，

討してきた芳賀さんならではの出米ばえである。

の合理化を真剣U亡検

(2) 経営発展の経過北海道のt糊III京野と L 、う低位生産地帯において[会困と

過重な労働]からの脱却J とし、う Z思想、をかかげて酪農経営K取り組んだ c 芳賀さん

の人様後の経営は当初，乳牛はジャージー滋，経営地は 12.3h a であった。 3 8 

年以降，離食跡地等の土地の集績を行し、 4 9 年頃から主主用地の集団化(交換分

合)が行われ，現在の 47h a (うち借地 6 h a )となっている。

tJi:j和 4 8 i:f三以降の経営発展の経過は第 3 表の通りであるが，それ以前はスタン
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飴農経営の年次別変遷

ト\ミ 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 

草地品1 積 42 ha 42 52 52 52 52 47 

経@t牛車員数 29頭 35 46 46 46 46 48 

11 頭当り乳設 5,1 OOkg 5,200 5,200 5,700 6,300 6,300 6,240 

販売乳量 148t 180 232 235 262 287 295 

収 入 1 1 ， 240刑 10,943 20,084 23,226 27,215 38,395 33,341 

支 出 5,4 8 7ず刊 6,529 1 1,661 13,229 16,1 38 2 3,379 19,968 

重量業所得 5，753村ラ 4,414 8 ,4 2 3 9,997 11,077 15,016 13,373 

償還金/収入 10.596 6.1 2.5 4.3 3.6 

備 呈壬4 ハーベスター ワンフ口了一 スラワ ~，ii司 若牛のフワー アルフ 71レ

機微購入 システム施設 散布関陣ぽL牛 スト ル続i設 ファ混縫菊

残設 経済検定 設置 始

第 3 表

施設の配置関第 2 図
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チョン牛舎で 2 0 頭台の経営で推移していた。 4 9 年から 1 ，340万円の総合施設

資金(農林漁業金融公庫 1 0 年据置 2 5 年償還)を導入し，牛舎をワンフロ

アのスラット方式κ改造し，ヘザングボン式のミノレキングパーラーを新築して餌

養方式の刷新を図った。この牛舎によって経度牛頭数が 14 6 頭へと増加した。そ

の後，経産牛頭数には変化がみられないが， 1 íí:員当りの産乳議の増加十て見られる

ように，たゆまぬ努力と創意工夫と Uてよって生産性の向上が罷られている。

関受賞財の特色

(1) 技術的特色

①農地の鉱大と土地主喜盤の整備

厳重量 Uておける経営規模の拡大と大規模の草地を省力的に管理するため，農地の

鱗入と交換分合を積極的κ進め，土地基盤の整備を行った。芳賀氏が昭和 3 3 年

に入績した時の農地は 2 1.3ha (可耕地 1 2.3 h a )であったが，その後，姻難な

条件のもとで，増1文地や離農跡地などをj願次取得して，現毛E41haの自己所有地

1 団地と 6 h a の借地 l 団地，言l' 4 7 h a の農地を 2 団地にまとめている。農

地の取得した経過は第 3 図と第 4 表κ示した通りであるO

間場番号①@@および 第 3 図重量地取得の経過

@は附和 3 3 年の入植時

の農地であるが， @@)の

10haは昭和 3 8 年K鱗

入，現在畜舎の建ってい

る@の 5 h a は昭和 4 3 

年K購入した。 地区]1tCは

示していないが，昭和

4 3 i'ドに住居から 2 0 km 

離れた農地 5 h a を購入

し，昭和 5 5 年κ@と交

換分会を行い，また昭和

、!旬
¥ 
¥ 

"恕
¥ 
¥ 
¥ 

¥ 

¥ 
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第ヰ表 年次尉幾用地面積の推移(土地拡大の経過)

(昭和 5 4 年 1 2 月1)1在 J

的地区分 ~ 

4 2143-45146-47i4 ト50 151-5315 4| 

人総枠組!当地 12.3ha 

由己 E詩人地 10.0 

終士出Jé主聖地 〈交分組合) 5.0 

自 E三 E詩人地 5.0 

I持地ッrC聖地 4.6 

mr 有払下J1h 5.0 

fl! 人 地
10.0 
へ'5.0

車}十 1息詰i 綴 46.9 12.3ha 22.3 27.3 32.3 36.9 

(i主) 1 土地E詩人資金は.mr有払下げ地以外は自己資金による。

2. mr有払下地のfl!入資金は基地取得資金(俄入額 4 5 0 千円) 'tある。
3 俗人地は民有地で，地代は h a おり 50-65 千円である。

41.9 51.9 46.9 

i首地拡詩人金額

170 千円

250 

180 

550 

400 

450 

{借L入8地75代) 
2.0 0 0 
(1.875 ) 

4 8 年 vc 2krn離れている町有払下地を取得し，①と交換分合し，住居の周辺κ農

地をまとめ，大額積の農地の省力管理が実施されている。また家畜の頭数に比べ

て草地が不足しているので， 1 0 krn離れた牧草地 6 h a を借地として利用してい

るが，①@の周辺の泥炭地を牧草地主て改良し，借地を返還する方向で農地の集団

化と拡大を関っている。

φ誕尿処理，穏館料給与，乳牛管理における省力管理システム

このシステムは草地，止や，施設の問κ有機的な結合をもたせ， さら κ飼料生産量

と貯蔵，給与と糞尿処理等の一連の機械化体系を組み込み，従来，人間が行って

きたことで，牛自身で処理できるものは，すべて牛自身によって行わせるという

牛の自由行動に恭づく独得な管理システムとなっている。

芳賀氏の経営は家族数 4 人， うち農業従事者 2人で，経産牛 5 0 頭，未経度牛

9 頭，育成牛 3 0 頭を飼慈しており，約 50haの牧築地を管理していくうえで，

この省力管涯システムは最も重姿な方式である。

(ァ)翼尿の処理足立牛舎は第 4 図のようにフリストーんとスラット式フロアを採

用し，ストーノレは 5 4 頭収容できるよう K している。ストーノレ Uては常時ノコクズ
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フリストーj!，- とスラット

式フロア採用の成牛舎

(D 

b 作業場

が数かれ快適な寝

床kてなっているが，

糞尿でこれを汚さ

ないようネックノミ

ーンと呼ばれる 1

本のワイヤロープ

カミストーノレの前面

vc ij I かれている。

第 4 図 施設の平衝図

パンカーサイロ (32似6.3x3.5=7 14Amう
長巾深

第 5 殴施設断街図(換気機造)
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牛が起き上がる時 Uてロープが牛の白から奥の位置に保たれ，牛が起きあがった時

κ排糞をする習性と，自と奥の位置K物体が近づくと，これを嫌って一歩後退す

る習性を生かしている。したがって牛の排世物はスラット上K落下し，そのま L

スラット直下の尿溜 trc入り，議尿の液化処理に連携している仕組。である。牛は自

分で排世物を始末し，牛体は常κ統廃K保たれており，スラット上κ貯って落ち

ない糞も，フ口ア内の牛の歩行によって尿溜κ落ちるので，フロア内も労力をか

けずK 常に掃除されている。

この施設の横断笛は第 5 鴎K示す構造で，片側ストーノレとフロアーの下が，す

べて糞尿の貯溜構になっているため，メタンガスが発生する。この除去のため，

サーモスタット利用κ よる自動換気装置で 5~6 分で換気ができる。北海道の冬

は実家いので，外気が直接入らないよう Kパンカーサイロ1JìIJから導かれている点，

厳寒期の配慮がなされている。

(1闘料給与 このシステムの次の特色は，飼料の給与作業がまこと κ省力化さ

れてし倍。粗鋼料Kついては，放牧期間( 5 月下匂~l 0 月下匂)は放牧地と畜

とが常に開放されており，搾乳時間以外は放牧草でも乾単でも牛が自由主亡採食

できるようにしてある。会飼期は予乾サイレージの単一給与で朝晩 2 田補給して

いる。予乾サイレージは畜舎と同じ鹿内 trc500t詰められるパンカーサイロに詰

められており，取り出しはロータ・パクットで行うため自の取り出し K要する

作業時間は， 6~ 1 6 分しか要しない省力作業体系となって L倍。

濃厚銅料の給与は， 自動給偶者告がミノレキングパーラ内 Uてセットされ，搾乳時 trc

乳量 trc応、じて 2~8 kgの濃厚飼料が与えられるが，この作業もパーラのピット内

のロ プ操作によって行われている。筒養牛群には 9，000kg台の搾乳牛もおり，

搾乳待問内K必要最を摂取するのができないことや係食口スを少なくし，貯蔵庫

がらの飼料の流れをよくするため，濃厚飼料は特別注文でベレット状U亡するなど

工夫されている。

(ゥ牌乳作業 ノごーラ…施設はヘザングボーンストーノレで，向時 8 頭搾乳である。

搾乳時間は前後作業を含めて 1 閉Kっき約1. 5 人で 60~70 分の作業時間であっ

たが，近年メーカと共同考案でミノレカーの自動離脱装置を開発装備し 1 人で搾
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乳作業が行われるようになった。また搾乳時の乳牛のストーノレへの出入やパーラ

一室内から屋外への誘導も，ロープの上下VL よりドアが開閉され，ピット内で操

作ができるよう工夫され，作業する者の倶ijからの徹底した省力が図られている。

また産乳能力の検定器具が備えられ，毎月 1 回の乳量測定を笑施し，乳牛の経済

検定K積極的に取り組んでいる。

以上が糞尿処理，飼料給与，搾乳作業などの省力管理システムの概要であるが，

これを略態化すると第 6 図のようである。

省力管理システム Kする前後

の飼養管理労力の比較は第 5 表

K示した通 b である。 ζ れK よ

ると搾乳牛頭数が約1. 5 倍に増

加したK もかかわらず，年間労

働時間は半分以下 VC， 1 演さき b

時間は 3 分の 1VC省力化されて

いる。ななかっ第 7 毘托みられ

るよう Kシステム化の実施K よ

b 経産牛 1 頭当 b平均君主乳量は

6，240k'l と著しい向上を示して

いる。

@土壌の改良と地力維持

牧草の生産を安定向上するに

は，土壌改良と地力維持の必要

性を痛感し，古くから火山灰土

壌の改良Kつとめてきた。草地

の更新は概ね 7 年計画で実施し

てなん更新時K地元の肉牛農

家よ b 大量の堆肥を購入し，ね

第 6 笥省刀管理システム作業図

一一司ω令人均外色

ーーー-71 の nf!lli釣

第 7~ 頭当たり平均産手L盤

的制

球

唱

曲

、

町

f 

n 
R 
切

切

J
R
4
7
A
代
演
持
、
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第 5 表 1 日当り飼養管理労働時間 (単位日，頭，人，分)

i日施設 (4 8 年) 新施設 (5 1 年) 新飴フリータイプ
区 分

放牧期 会飼期 放牧期 合鰐期 放牧期 舎飼期

日 数 155 210 155 210 1 57 208 

搾乳牛頭数 29 29 42 42 37へ，44 57 

作業人員 2 2 2 2 2 3 

搾 手L 256 216 140 135 312 296 

飼料給与 30 114 。 32 49 147 

乳牛出入 20 32 。 。 14 18 

清 掃 78 111 23 23 64 106 

そ の 他 14 10 9 

時間合計 384 473 163 204 449 576 

時期別労働時間 714 

年間労働時間 2,715 1,159.5 

1士1
年間 1 人当り 1,357.5 579.8 

年間 I 頭当り 93.6 27.6 

さ当j) 7 0 七投入し 2 段耕のプラワで深耕を行い，有機物の補給と雑草の絶滅に効

果をあげている。

さら K地方の培養のためには石灰と燐酸肥料の施用が必要であるとし 3 年k

l 度は熔燐 6 0 kg/10a，炭カル 6 0 kg/1 Oaを土壌改良剤として投入している。

これに加えて特色のーっとして，液状態草肥の草地への完全還元を共同作業およ

び個人作業で年VL1~2 由実施している。これらの総合的地方培養 Uてより土壌お

よび牧草の養分バランスの保持K努め，王手生の維持を図っている。この効果とし

て第 6 表に示したよう VL，牧草の収量は 4. 5 ~ 5. 0 t/1 0 a で，この地帯として

は多収で安定した生産をあげている。またこの地帯では裁培脳難なアノレフプノレフ

7 の導入K成功し，牧草の栄養間での改善κ着手し，購入飼料の節減を図ろうと
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している。液状厩肥の完全還元は地力の維持増進ばかりではなく，購入肥料畿の

第 6 表土地利用と飼料生産 (単位: kg) 

よぞ
面積 10a さきり 生主主総収量 利 用 状 況

ha 収量 kg kg 放牧 サイレージ 乾 主主

放牧地 12.7 4,500 57 1,500 
(10096) 

428,625 

兼用地 8.2 5,000 410,000 (40%.0 0 ) 
(6096) 

123.000 1 59,900 

採草地① 10.0 5,000 500,000 
(10096) 
325,000 

H @ 9.5 
(1番のみ

228,000 (10 ,0290 6J 0 
2,4 0 0 148 

H 窃 1 1.0 4,500 495,000 (10 0%0 0 ) 
89,0 

15コh 51.4 2,159,500 551 ,625 633 ,1 00 89,000 

注)原材料利用率:乾草 1 896，サイレージ(中水分) 6 596，放牧 7596

( )内は利用割合。

パンカーサイロ (成牛用) 65 Om' 650 nl x 7 0 okg= 455,00 Okg 

/1 (育成用) 30 onl 300m' x 7 0 Okg= 210,00 Okg 

計 665，000kg

節減K大きな役割を来している。

④予乾サイレージの大翠貯蔵と省力的作業体系

粗鋼料の給与は，放牧と予乾サイレージ とした省力的草地利用の体系で

ある。昭和 3 5 年頃の;倒鰐料生産の形態は，この地域κ一般的であった牧草と根

菜の混合であったが，昭和 4 0 年頃より夏季放牧ー冬期潟水分サイレージ(牧乾

) {![，昭和 4 8 年頃より現在の予乾サイレージ主体に切り替えた。このよう

K冬期貯蔵飼料を単純化させることにより駒場作業の省力化が関られ，予車í:!!イ

レージは潟水分サイレージより品質がよく， しているので， 十て

大いに役立っている。また予乾サイレージの調製作業体系は第 8 図 κ示したよう

に作業能率合認めるための刈取と集草，綿断・吹上げ，集積，遂搬の各機械を巧
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サイレージと牧草の収穫作業風景

みvc組み合わせて省力を図っている。とくに集積の機械であるテッピングワゴン

は，芳賀氏自身の考案と設計によって安価(市販の 3 分の 1 )で製作されたもの

で，選鍛用のタ・ンプの容量 vc合せて作ってあるO このテッピングワコ守ンのタ・アール

けん引 K よって，収穫作業は従来の半分K短縮されている。

第 8 図予乾サイレ ジ調製作業図

ダブルけん引 (4駅トラクター)

ヘイパイン フォーレージハーベスタ テ y ピングワゴJ ダ〆プトラック

i 刈取集落トイ干乾

4!Y住トラクタ一、
ローダーハケット

1 人
1 人

(2) 経営経済的特色

①資本構成の合理性

第 7 表の貸借対照表をみてもわかるよう VC ， 自己資本の蓄積が充分K図られて

おり，自己資本比率も高く，健全な財務構成を示している。

とく K注目される点は，経営規模の拡大過程で借入金K多くを依存していない

AA 
n
U
 



第 7 表 貸借対照表

昭和 5 4 年 1 1 月 3 0 日 芳賀牧場

資産の部 金額 負債・資本の部 金額

さ話 現 金 285廿う 流 干丹

流 @i 預 貯 ぷ二E乞h 21,839 動
負

動
資 組合 勘定 2,202 負

E主 言十 24,326 告主 。

資
育成家資 9,090 土地改良資金 2,329 槻

産
多p

熔 入 口口口 25 間 自作農資金 109 資
産 言十 9,115 

定
農地取得資金 391 倹 余

大 家 畜 9,743 僚 閥拓資金 604 
有

建物・施設 17,257 総合施設資金 12,995 形
姐

儲
定 機械器具 8,416 

定 資 土 土也 21 ,235 
臣室

資 言十 56,651 言十 1 6,4 28 

出 資 金 2,690 資 資 本 金 65,167 
産

株券・債券他 1,164 ヱド 当期純利益 1 2,35 1 

言十 3,854 

メ口~ 言十 93,946 メにb3h 言十 93,946 

(注) 土地の評価額は近傍取引価格の 50%で評価した。

(h a 当り評価額，草地 400 千円，その他 5 0 千円)

ことである。現在，負債残高が 1，624万円程度(計算特期の違いκ より借入金一

覧表(第 8 表)の数値とは若干異なる)であるが，民海町における一般の農家と

比較した場合にもかなり少ない額といえるO 借入金のうち一番大きなものは，昭

和 4 9 年 8 月十亡牛舎を新たK建設するためκ要した総合施設資金の 1 ， 340万円で
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第 8表昭和 5 4 年度借入金一覧表 (単位:千丹)

最終 5 4 年度償還額
資金名 貸付金額 貸付年月 元金残高

償還期 元金 利息 合計

畜産改善 750 52.8 57.8 189 40 229 561 

土地改良資金 2,579 43.4 73.11 88 131 219 2,365 

主務大臣 320 42.2 53.12 45 3 48 

総合施設 1 3,4 0 0 49.8 73.11 405 670 1,075 12,995 

自作農資金 190 43;7 62.11 11 6 17 109 

農地取得資金 450 48.3 72.11 15 14 29 391 

開拓者資金 2,317 45.12 59.1 217 31 248 604 

メに23h 言十 20,006 970 895 1,865 17,025 

あるが，これも一部はすでに元金の償還は行われている。昭和 5 4 年度の元金償

還額は 9 7 万円であるが，所得が 1 ，337万円あることからその負担は重いもので

はな L、。さらに現在の経営水準ならば，償還期限の満了を待つことなく，負債の

償還は終了する ζ とが見込まれる。

@餌料費の低減

芳賀さんの経営では，粒飼料生産とその貯蔵，給与の合理化，省力化という観

点から，夏は放牧中心(昼夜放牧) ，冬は良質予乾サイレージの不断給与という

単一給与方式が採られている。この方式と粗飼料獲得のための土地面積の拡充の

上に立脚して飼料費の節約と低減が図られている(第 9 表)。昭和 5 4 年K おけ

る経産牛 1 頭当りの飼料費総額は約 2 8 万円である。このうち購入飼料費は

1 0 ， 8 万円と非常に低くなっている。自給飼料費は 1 7， 4 万円であるが，牛乳 1

k9さ怒りでは 28.3円となっている。また主主草 1k9当 9trc換算すると 3.9 円となっている。

③牛乳 1 kg当りの生産原価

飴差是経営を安定的に発展させるため Uては足腰の強い経営体質を築きょげなけれ

ばならな L、。具体的には牛乳の生産原価の低減を図らねばならないことを意味し
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ている。芳賀さんの経営では，

牛乳 1 kg当りの生産原価が

4 3.3 円と非常に低廉である。

経度牛 1 頭当りでも 2 6. 6 万

円と極めて低L、。その要国と

しては，先κ指摘した飼料費

の節約と，建物施設( 1 kg当

り 2.3 円)と機械器具( 1 kg 

主主り1. 5 円)の減価償却費，

および労働受( 1 kg当り 2.4

円)の節減によるところが大

であるO これは機械類の最小

限度の保有と，省力管理シス

テム体系の確立による労働時

間の大巾な減少により実現さ

れている(第 1 0 表)。

④乳牛!頭当りの所得の増大

芳賀さんの飴差是経営の実綴は，昭和 5 4 年で乳量 2 9 5 t (牛乳 1 kg当り単価

第 9 表 自給鶴料費 (単位:千円， %) 

不} 自 金 額 構成比率

肥料購入費 3,348 40.0 

様子 薬資 416 5.0 

燃 料 愛 95 1.1 

労 {軍h 費 323 3.9 I 

建物・施設 397 (4.7 ) 
減価

機 械 1,372 (l 6.4 ) 
償却費

計 1,769 21.1 

諸 材 料 霊堂 732 8.8 

イ彦 繕 費 439 5.3 

賃 業i 料 金 1,239 14.8 

メ口主h 言十 8,361 100.0 

9 3. 2 円) ，宮古農収益 3，334万円という高い収益をあげている。その成果として

の当期純利益は，直接生産原備が 1 ， 596万円(対売上高比 47.9%) と低減され

ていることから， 1 ，235万円を待ている(第 1 1 表〕。これに家族労働費を加え

た飴農所得では 1 ，337万円(所得率 4 0.1 % )となっている。これは 5 3 年の笑

績には及ばないものの，自立経営水準をはるかに上回る高収益を笑渡しているO

すなわち人の労働力で 4 8 頭の成牛を管理できる省力体系を確立し，なおか

つ経産牛 I 頭当り平均産乳設が 6.240kgと，著しい向上を示しており，このこと

が経度牛 i 頭さおりの所得を 2 9 万円へと引き上げている。

また，収益を牛乳販売収入だけに依存するのでなく，乳牛の個体販売収入(対

売上高比 1 3 % )にも力を注いでいる(第 1 2 表〉。 とく K初舵牛の有利販売と
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老廃牛の売却益の増大が実現

されている。このように酪農

経営を牛乳販売収入，イ固体販

売収入，子牛販売収入などを

総合した形で，乳牛 1 頭当り

の所得の増大を図っている。

。生活・文化函における人

間性の擁立

芳賀さん一家の生活面は，

臼本酪農のトップクラスの経

営・経済的成果の裏打ちにも

とづいて，都市勤労者の生活

水準と互角ないしは，それ以

上の家計費を計上している。

家計費の内訳をみると(第 1

3 表)， 2人の息子が現在，

就学中であることから学校教

育費が大きくなっているが，

他にも教養・娯楽費，交際費

などにも多くを割 L 、ており，

教育・文化活動を通して精神

的豊かさの追求，すなわち家

族全体として人間性の確立が

なされている。

とくた飴農経営にとって婦

人は過重労働に陥りやすいが，

その面でも芳賀さんの経営で

は省力管理システムの確立に

第 1 0 表牛乳生産原価 (単位:千円， %) 

科 目 金 額 構成比

購 入 5,225 (26.6 ) 

飼料費 自 給 8,361 (42.6 ) 

言十 13,586 69.2 

震 用 。

労働費 家 族 694 (3.5 ) 

計 694 3.5 

診療衛生費 65 0.3 

種 付 費 588 3.0 

水道・光熱費 453 2.3 

手L 牛 2,280 (11.6 ) 
滅 価

建物施設 700 (3.6 ) 
償却費

機械器具 458 (2.3 ) 

言十 3,4 3 8 17.5 

諸 材 料 費 433 2.2 

イ彦 繕 費 188 1.0 

賃 料 料 金 187 1.0 

雑 受 。

当期総生産費用 1 9,6 3 2 100.0 

期首育成牛評価額 5,4 2 2 

A日h 25,054 

期末育成牛評価額 9,090 

育成牛・副産物価格 3,1 7 0 

差引生産原価 1 2,794 
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第 I I 表損益計算書 (5 3.1 2.1~5 4.11.3 0 )単位:千円， %) 

科 自 金 額 対売上高比

牛乳販売収入 27, 497 (82.5 ) 

イ間体販売収入 4, 3 4 0 (13.0 ) 

飴農収益 初生子牛販売収入 700 ( 2.1) 

その他奨励金 804 ( 2.4) 

言十 3 3, 3 4 1 100.0 

期首育成牛評価額 5, 4 2 2 (16.3 ) 

生産原価
当期総生産費用 19,63 2 (58.9 ) 

期末育成牛評価額 9,0 9 0 (27.3 ) 

言十 1 5, 9 6 4 47.9 

売 よ 絵: 不リ 益 1 7, 3 7 7 52.1 

販 7市B 五葉 主堂 1,364 ( 4.1) 
販売経費

共 済 接} 金 1,282 ( 3.9) 

般管理費 粗税公謀諸負担 478 ( 1.4) 

そ の イ也 雑 資 381 ( l.J.) 

言十 3,505 10.5 

主義 業 来リ 益 1 3,8 7 2 41.6 

受 耳立 利 息 5 ( 0.0) 

主葬 外収益 そ の 他 1, 123 ( 3.4) 

言十 1,1 28 3.4 

さ当 期 総 利 益 1 5,00 0 45.0 

支 払 利 J息 909 ( 2.7) 

支 払 士也 代 1, 1 3 5 ( 3.4) 
外資用

そ の 他 ( 1.8) 600 

言十 2, 6 4 4 7.9 

さ話 期 純 利 主主 1 2,3 5 6 37.1 

所 千尋 1 3,373 40.1 
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第 12表乳牛個体販売の明細 (昭和 5 4 年)

種 芳Ij 頭数 価 格 備 考

未経産牛 8頭 488万円 25 カ月 60]j 45万， 42万

26 カ月 63万， 58万

27カ月 55万， 85万

28カ月 80万

交雑種(自己育) 1 27万円 20カ月 27万

初 生 犠 1 0 5 2.3万円 <�> 5 2,3 0 0 円(生後 5 El ) 

1 9 567.3万円

老 廃 牛 5 131万円 7 才 3 4 万 4 4 万

フ士ロ 去H 益 1 0 才 2 1 万

1 1 才 1 7 万 1 5 万

-fr 2 4 6 9 8.3万円

第 1 3表家計費 (昭和 5 4 年)

項 目 金 額 1 ク月当り 1 ク月 1人当り

飲 食 費 450，000 円 37， 500 円 9 ，375 円

噌 好 費 285,000 23,750 5,938 

衣服・身剖り品 265,000 22,083 5,521 

住居・家府費
水道光熱

600,000 50,000 12,500 

保健衛生資 1 1 5,000 9,583 2,396 

学校教育費 1,250,000 104,1 67 26,042 

教養文化費 185,000 15,4 1 7 3,854 

雑
使 し、

215,000 1 7,9 1 7 4,479 
受

交 際 費 510,000 42,500 1 0,625 

生命，火災，車
1,000,000 83,333 20,833 

保 険 接} 金

4,875,000 406,250 101,563 



よって，婦人労働の軽減がなされている(第 9 閤)。食事の部でも規則正しし

充実した食生活ができるような時間的配慮、もなされている。また 2人の息子逮

は幼い頃から全人教育の場として，それぞれの能力κ応じて牛の世話を手伝って

きた。

第 9 国 主婦の作業日

陸霊 限

以上のよう κ ，芳賀さん夫婦が経営面・生活面において主体性

をもち，人間性愛かな生活の実現に心掛けたことにより，長男は

別海高校の儲差是科に在学し，後継者としての道を歩み出している

( 5 6 年春，高校卒業後，酪農に従事する予定)。

圏受賞者の経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

(1)経営分析

脳和 5 4 年度の鍛務諸表をもとに簡単な経営分析を行なってみると次のようで

ある。

当期純利益

総資本利益率 z期主主総資本十端末総資本 x 1 0 0 = 1 3. 1 96 

2 

当期純利益
自己資本利益冬山 x 1 0 0 = 1 9. 0 96 

資本金

主主期純烈J益
売上高利益率 _____x 100 = 37.196 

飴差是収益

-111-



売上高
資本回転率 x 1 0 0 = 3 5.5% 

総資本

固定資産回転率
売上高

x 1 0 0 = 5 8.9% 

固定比率 z

経営固定資産

自己資本
xlOO=107.7% 

国定資産

以上の経営分析指標をみてもわかるように，いずれの指標も全国のトップクラ

スの酪農経営と対比した場合VC ， 極めて高い数値を示している。(流動負債がゼ

ロであるため流動比率，さき座比率は導き出せないが)資金繰りの状態も極めて良

く，収益性の高さはもちろんのこと，経営の安全性が格段に高いことを示してい

る。

(2) グループ活動と地域社会への貢献

芳賀さんは入植以来，自己の経営の拡充・発展κ力を注いできたが，そればか

りでなく地域の酪農発展K も貢献し，地域とともにその発展を実現している。と

く K草地を主体とする酪農経営として，地力の維持・向上を図るため，糞尿の土

地還元のためのスラリー管理委員会を昭和 5 0 年κ1 3 戸の仲間たちと結成した

(第 1 4 表)。この委員会は平均年令 4 7 才，土地面積 5 5h a，成牛頭数 5 1 頭

の規模を有する地域の飴農経営の中核的担い手となっている人々で総繊されてい

る。

経営収支の平均では粗収入が約 2，600万円，経営費が約 2，000万円，農業所得

で約 600 万円を実現しており，経営的 Uても全体としてかなりの高水準に到達し

ている。この委員会のメンバーは，この笑績をもと VC ， より一層の研鎌K努めて

いる。また後継者も，この実績と仲間づくりのなかで全戸で順調に育っている。

このように芳賀さんは地域のリ グーとして，自己の開発した技術の普及に積極

的κ取り組み，地域の酪農水準の向上，ならびに若い飴農青年還の良き相談相手

として活躍している。

。
中



「

第 1 4 表 スラリー研究会構成員の経営概況

土地面談 乳牛関数 後継者 研究会 経営の特徴

氏 名 年令 磁器b力

(うち利殿閥横) 成 手ま の有無 での役割 凝議粗収入 経営者 長量5器所得

芳 長引富一 45オ 人 ha 綴 主翼
組合長 明各ぽ弓 子符

渡辺栄l!i1 46 1.8 59.7 (51.5) 58 54 有 幽1I N 27,742 19,222 9,520 

井上問主陸 51 2.8 53.7 (37.0) 52 35 有 28,301 21,061 7,240 

天俗j武志 47 1.8 62.9(49.4) 54 25 省 28,868 22,736 6,132 

山 根主主主義 50 2.8 49.5 (35.3 ) 40 49 平石 会計 24,564 21,699 2,865 

佐々木幸一 45 1.8 62.9 (48.2 ) 52 36 有 26,367 18,586 7,781 

日週 間調:夫 43 1.8 65.4 (50.2 ) 53 31 有 26,014 20,343 5,671 

芯凶i専明 53 2.8 58.4 (42.7 ) 50 28 有 18,339 17,465 874 

伊藤和夫 56 :3.6 40.2 (30.0 ) 45 25 有 27,063 20,640 6,4 2 3 

宮 館長章一 40 1.8 72.4 (60.7) 70 30 有 36,250 27,804 8,4 4 6 

t宮原正問 41 1.8 41.8 (35.5 ) 50 40 有 2 6,4 51 19,503 6,948 

久 保遺産治 48 2.8 51.0 (36.6 ) 51 14 有 30,508 22,663 7,845 

片岡iE 46 2.6 62.5 (49.1 ) 53 38 有 監察 24.147 19.4 4 2 4,705 

�l� !fJ. 新 52 1.8 42.7 (33.4 ) 36 28 平ま 盤主 星野 17,962 13.4 90 4.4 7 2 

画普及性と今後の方向

日本酪農はここ 1 0 数年の問，規模の拡大を進め，機械化K よって生産性の向

上および経営の合理化と省力化を図り，生産コストの低減会大きな目標として進

められてきた。しかし，その大規模化，機械化が生産性の向上と生産コストの低

減に結びつかず，むしろ施設，機械への過剰投資が生産費の増大となり，経営を

圧迫している例が多い。

このような麟燦情勢のもと κあって，芳賀氏は永年の経験と創造性を発簿し，
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乳牛の飼去を管理，鋼業i 生産および給与，ふん尿処玉虫を中心κ総合的な省力管理シ

ステムを確立している。このことは当地域が日本でも有名な大規模飴農地帯であ

り，芳賀氏と経営内容が，類似している新酪農村における経営者κ対して，今後

の土地利用を中心とした経営の改善κ大きな示唆と素材を提供している。

芳賀氏の省、力管理システムはふん尿の液化処理，粗飼料の単一給与方式，フリ

一方式による乳牛管理を相互に密接に関連させ，機械化体系κ組み込ませたもの

であり，大~飴農経営の合理化と省カイとには欠せないものである。今後の普及に

あたって，その特徴をあげれば次の 3 点にしぼられる。

第 I は，ふん尿た液状j既肥の形で草地に還元し，有機質の補給により地力の維

持向上と化学肥料の節約た図っている。このことは問時比土地生産性の向上κ よ

る粗飼料の量および質の篠保となり，液化K よって尿処理作業が省力化されてい

る。

第 2 は，根釧と L、う地域条件と気象条件のきびしいなかで，労働l函た考慮した

粗錦料の生産，貯蔵，給与の合理化，省力化ざと悶るため，夏は放牧中心，冬は良

質は予乾サイレージの不断給与という単一給与方式にしている。

第 3 は，第 1 と第 2 た最大限 Uて生かし，かっ有機的に結びつけ，機能させるた

めの乳牛の管理方式としてフリ一方式の乳牛管理た採用している。これは多頭銅

脊への対応と牛の生理行動ざと十分 ltC生かし，労働生産性の向上が函られている。
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地域の理解と協力に感謝する

芳賀信

飴i没は，室長夜のふん尿をこ仁壊κiな冗

ずる王理想、的な徽磁波数と i言われるが，

この北自主のやせた火山氏地では，私κ

とって難しい肉慾のひとつであった。

経'Eぎが拡大する κつれて化学肥料への

依jJIJr.が i潟まり， また，牧1ji.の単位ゐお

たり i灰i誌の土己主加 Vζ伴い :r:i科と禾ヱド科

のアンバランスが111l l'fi V<ζなってくる。

石灰や熔燐など土猿改良資材を入れる

のはもちろんだが，家訟のふん鼠を少

しでも効率的K使うため，液肥κ して

こi二主義滋7亡をしようと考えた。

しかし，災際絞営Vととり入れるとな

ると，多くの|対述する問題があった。

うもず，乳牛の施設から巡りかえなけれ

ばならないし，そのほか，機械の間総，

労働!の fJJ綴など全体がパランス災く γ

ステム化されなければ，本おの経営効

采はよ白ないわけで. 2 年怨=考えたけれ

ど自信の持てる fi\'i[j{(jが lli米なかった。

そこで，資料のi収集などで普及ぷのブJ

K ごそ苦労頂き， また自分のよ主でtJj来る

だけ見開 l. 数年を絞てたどりついた

のが，筋設をワンア口プ のλ ラット

方式Kすることであった。

しかし，念願の俗図在家族K説明し

た時. r 父さん，いくら説明を 1ft] \，、て

も出来たのを見なければわからないよj

という答。サンプノレがないのでは1~ J]lー

からぬことであったO 私は，草地自主燦

の[拶を食べる1，忠いで狐JSIな決断を

したが， … III等，私の脳忍&0ζ冷たく定る

ものを感じた。

それは，このも11;防災施段階で失敗し

たら，家族も巻き込んで， 自分の尊造業

依命が終わることを君主知したからであ

る。しかし，さ宇いκ して農協も部落の

人達も家主主も， この災絡を然認してく

れた。そして， これ κI対i息して仲間と

スラリ 機械利沼総合なっくり，総合

の指導もあって機械主主用の低減を区i る

ことがtJj米たのである。一つの仕談合

する時，それがL 、かKその地域との協

調，相互疋Hj'好が必要か，改めて泌総し，

長率五日目する次第である。

地球K命ある限り，在、途もまた，こ

の~t~績の僚\lltkを愛していきたいものと

思う。
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悶受費者の略歴

(1)津山市地域の概況

一一一一一内閣総理大臣歯受賞

出品財肉

受賞者池

用牛

田 寛

(岡山県w山 f1J i水E1:1 397)

池田氏の肉用牛繁殖経営は，向山県の中北部，中国山地と吉備高原の中聞にあ

る津山盆地の中心に位置する津山市林EI:I K所在する。主な作包としては， 71<.稲の

他には，ぶどう， もも，いぐさ，畜産がある。とくにマスカット， もも，いぐさ，

そして和牛は全国有数の生産を誇っている。

第 1 [辺受賞者の所在地 年平均気温は 1 3.1 oC , 

……一 一広日; ー「年王子均降雨量は1.515臨

1 20m で，季節の移

り変りによる気温の差はか

なり大きいが，気象条件は

比較的怒まれている。

1 戸さ怒り耕地面積が 1 ha 

未満の農家が過半を占めて

おり， 、

。

したがって営農類型も水稲

を中心として，選'fg霊，調主主との複合経営が大部分である。
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肉用牛の飼養 tて欝しては，津山市が肉用牛振興計画を樹立し，津山市農業協同

組合和牛部が中心に肉用牛の改良増殖と安定経営の確立のために努力している。

(2) 池田氏の略歴

池田寛氏は，昭和 4 2 年 3 fJ VC 間山県立津山東高等学校農業科を卒業し，問時

に当経営を引継いだ。当時は水回 2 6 0 a ，畑 20aVC肉用牛 1 0 頭鶴育する中

規模経営であった。昭和 4 3 年度に農業改良資金(農業後継者育成資金) 5 0 万

円を借り受けて肉用牛 2 頭を主導入し，以後，経営の収益金を積み立て，言十商的k

7)(田 7 0 a を購入し，その土地を最高度に活用した肉用牛経営を確立するに歪っ

ている。

池田氏は，常に土地から子牛を生産すると L、う基本理念を賞き， 7)(回を最高度

に利用して飼料生産を行い，生産量販f肢の切り下げに努力したことが，今日の経営

確立K至ったもの，と忠、われる。

池間氏の牛を見る般は抜群であり，それは高校在学中から発揮され，経営を引

き継いでからも続いている。

仲間づくりにおいても津山地方肉用牛経営研究会のりーダーとして， また，

山市林団地症肉用牛グループのリ ダーとして地域の肉用牛振興K貢献している。

このように自分の経営の発展はもちろん，地域の仲間づくりにも努力し，肉

用牛繁殖経営の発艇につくした功綴は緩めて大きいといえよう。

臨受賞者の経営概況

治郎氏の経営は，一首で表現するならば水稲プラス肉用牛繁殖経営であるが，

その内容は，非常に合理的な複合経営であるといえよう O 以下で池閃氏の経営概

況を紹介する。

(l)経営耕地の所有状況

土地基盤は，第 1 表K示した如く，自作地として水間 3 3 0 a ，畑 2 0 a を碁

畿としている。さらに牧草地として 2 5 0 a を借り入れている。これは，津山市

内の非農家のこと地を無料で借り入れているのであるが，地主が土地の維持・管理

しているためである。との他に野草地約 2 0 0 a を利用しているが， これ
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池田寛さんの家族

は池田氏宅の近くを流れる吉井}， Iの河川敷 4 カ所を利用しているものであり，利

用料は無料である。

第 i 表経営耕地面積

「L稜
また，水田 3 3 0 a のうち 7 0 a は，昭和 4 4 , 4 5 年の両年K購入したもの

である。

(2) 労働力

現在の家族労働力は，池田氏夫妻と両親の 4 名であり，第 2 表の通りであるO

第 2表家族構成及び労働力

氏 名 続柄 年令 年間農業従事日数 作業分担

池 回 寛 本人 31人 2 8 0 日 飼作，牧草，水稲，牛管理

31 180 日 飼作，牧車，水稲

利男 父 53 250 日 牛管理

昌子 母 54 3 0 日

人司 長男 8 

晴美 長女 5 

健一 次男 3 
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しかも，若夫婦は体力を必要とする飼料作物，牧箪作業および水稲作を担当し，

毎日の中の管濯については，池田氏自身と牛飼い奈~殺の重量寓な父が担当するとい

う合理的な分業体制をとっている。

(3) 肉用牛飼養

肉用牛は成牛 2 2 頭，育成牛 1 頭，子牛 1 4 頭を鯛養している。この頭数構成

に至った過程は第 3 表に示したとおりである。地遂に，着実 K拡大した跡が見受

けられる。

第 3 苦笑 肉用牛の頭数変遷(購入・販売)

飼霊安 E買運主 主革 入 牛 販売老廃牛

成守二 育成牛 u詩人関数 価 格 E茸
f阪 格数

40年 自家態 1 鎖 (40 年 2月)

42 10 富良 1 自家裁 1 涯1 (42年 1 月)

43 11 

44 13 1!lri 185 万円 185 万円

45 14 2 380 • 190 570 l 150 150 

46 14 。 3 250+200 
830 3 160 十 140 = 480 

十380 十 180

47 14 。 2+自家m'n (47 年 11 月) 600十 180 780 2 310十 170 480 

48 15 。 2 500十500 1000 2 400 ト 420 = 820 
49 15 。 2 470+550 = 1020 3 360十450 810 

50 15 。 2 ( 47 年 4月)
600十350 950 2 470+260 = 730 (48 5手 1 IJl) 

51 16 2 2 ( 4 7 年年 2Jl) 
(49"F 2月)

600十 350 950 。

52 17 l 自家政 1 躍1 (52 年 1 lJl) 

53 20 1 1 ~買 (50 年 2月) 600 = 600 
54 22 l 1 (45 5ド 4)ヲ) 800 之 800
」 L一……

肉用牛の資質については第 4 表に示した如く，県共進会においても，毎年，上

位入賞しており，その上，昭和 5 2 年度は全国共進会に 2 頭出品し，いづれも俊

を獲得すると L 、う栄誉を受けている。
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第 4表共進会入賞状況

年度 49 50 51 52 53 54 

種別 成牛の昔日 子牛の部
子牛 成4- 成牛 成牛

成牛の部 子牛の部の部 の部 の部 の部

県 1 等 県 l 等

等位 県 1 等 県 2 等 県 1 等 県 1 等 全共 全共 県優等賞 県優等賞

優等賞 優等主主

(4) 機械及び施設の所有状態

機械及び施設の所有状況

は第 5 ， 6 表K示した。こ

こで特筆すべきは，総て自

己資金によって導入したと

いう点である。とく K施設

については，単 tて費用を費

した施設ではなく，本人の

創意工夫と努力によって古

材を利用し，出来るだけ金

をかけずK充実を計ってき

ている。

(f))経営収支

昭和 5 4 年度の所得の構

成及び同年の肉用牛部門の

損主主計算書を第 7 ， 8 表 Uて

示した。

第 5 表機械の取得状況

機械名 台数 取得年次 価 格 資金

トラックタ 1 台 54年 1 ， 950千円 自巳資金

ドッキングロータ二一 1 54 500 1/ 

ディスクモアー 1 54 650 '1 

マニアスフνブター 45 650 '1 

へーメーカ I 54 420 1/ 

カ y タ 1 52 60 1/ 

ト フ ツ ク 1 51 290 Fノ

ダンプカー 1 50 660 1/ 

ブロードキャスター 1i0 H 44 12 'ノ

フ フ ワヤ 44 6 1/ 

ぷ口h 言十 5,198 

第 6 表施設の取得状況

施設名 数量，親族 取得年次 価 格 資金

牛 会 l棟 80m' 36年 600千円 自白資金

" 1 1/ 40m
2 45 560 '1 

堆肥会 1" 19.8m' 36 150 1/ 

農機呉。庫 1υ 40m2 48 80 fノ

サイロ 1碁 9.8m3 43 90 九F

11 1 1/ 40m3 45 140 11 

グ 2095d50300 i 
(合計 問。

nu 

q,“ 



一
一
一
一
一
一
計

所得額 i 所得構成比

印 17千円 67.7%

出 70千円 32.3%

8，887千円 100 % 

第 8 表 肉用牛経営損益計算書

(自昭和54年 1 月 1 B 
歪昭和54年12月 31 日)

区 分 金 首翠 4蔚 三考

子牛販売収入 8.454，000 円 子牛 20頭

組 土佐 HE 交換収入 210,000 350a( うち自作地 280a)

収 子牛主主稜振興補助金 600,000 子牛 20 堂貿

益 の イ出 210,000 廃牛処分主主

詰十 9,4 74,000 (A) 

期主主宮司革審牛評価額 3,449 ,4 6 0 (a)子牛評価額

i隣人飼料終 1,348,350 

局長吉飼料後 502,785 

1) 差益場物産物 168,000 イナワラ 280a 分

2 )綴 自5 塁塁 98,650 

主若 さ当 3) HE 事↓ ま者 236,135 

wl 
数料袋 102,000 イナワラ 170a 分

診料衛生塁塁 95,000 

生 "ﾌ¥'; 薬品 水 重苦 48,000 

gg 機械用燃料霊堂 138,769 

f霊 付 辛} 104,500 
見1

長選 霊安Jミ 51.400 

f面 建物，機器具修 t善後 14,300 定額法

建物，機怒tU賞去n 塁塁 457,000 'ノ

!:iX 4ニ f政部長を 552,000 '〆

その他殺霊堂 22 ,000 

3.4 36,104 (b) 

Jt司末宮帯設整牛 2平和E 護軍 3,899.4 80 ( c )子牛， 予手成牛許Z飾義直

F円 n反 づ7じ7 原 飾 2,985,624 (B)=(a) 十( b )…( c ) 

叫費用そのの1 販共子租牛 売 終 食
334 ,160 

済掛金 79,750 (牛の共済J軒並)

税公認 13,650 

他i腕制1金協余控除 44 ,000 

言↑ 471 ,560 (C) 

合 言十 3,4 5 7,1 84 (D )=(B) ト (C)

所 f寺 6,016,816 (E)=(A) 十 (D)

ワ
ム
“



所得の約 890 万円のうち 68%を肉用牛部門で占めている。これは最初から

肉用牛部門の比重が重かったのではなく，池田氏が高校卒業と同時に経営を引き

継いでから徐々に築きあげたものである。とくに池田氏は，経営の安定化のため

に土地の必要牲を痛感し，前記の如く. 7 0 a の水田を自己資金で購入しているo

肉用牛と L、う収益性の比較的不安定な作自宅ピ支え， しかも拡大させてきた要因の

一端がうかがえる。

国受賞財の特色

牛肉需要が順調に伸びている事情のもとで，良質かつ安定価格の国産牛肉を供

給することは， 日本農業K とって最も重要な課題である。その基礎となる肉用牛

繁殖経営において，その再生産のための繁殖用めす子牛の生産・供給と，適正価

格の肥育用もと牛の(量的，質的な)コンスタントな供給が急務となっている。

池田氏は，水田の高度利用のもとに，創意工夫をはかつて建物，施設などにほ

とんど金をかけず， とくに借金を可能な担りしないようにして，地道な経営活動

を続けて，牛群資質の向上をはかりつつ，一歩一歩，頭数規模を拡大して，肉用

牛繁殖経営として，採算のとれる安定的規模に到達している。池田氏が 3 1 才と

いう若さも父および地域の指導者の言を忠実に守り，堅実な肉用牛と水稲作と

の複合経営を築きあげてきたことは，今後の肉用牛繁殖経営の育成・推進にあた

って，極めて普通性の高い優秀な経営であると，高く評価するものである。以下

池田氏の経営の特色を述べる。

(1)水稲との複合経営による自巴資金の蓄積

①土地から子牛を生産すると L、う基本構想、のもとに 44 年と 4 5 年VC70a

の水田を自己資金 160 万円で購入し， 71<田面積を 3 3 0 a とした。比較的収益

性の安定している水田を拡大したということは，不安定な肉用牛部門を維持・拡

大さぜていく上で非常に重要な点である。さら VC7Jて回裏作面積の拡大も実現し，

自給飼料基盤を充実させることにも結びついている。水稲部門 Vておいては，肉用

牛との結びつききどもとに地力合増進して，水稲収益の向上をはかった。

②優良肉用牛の導入による質的向上
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牛舎内部(左)と，けい留された牛の手入れ佑7

上述の水稲収益を財源とし

て， 4 5 年から 5 0 年Vてかけ

て，優良慕礎牛の主導入を行い，

前掲第 3 表に示した如く，頭

数規模は 1 5 頭程度に押えな

がら徹底した肉用牛の質的向

上をはかつてきた。岡山県は

おくからの肉用牛繁殖産地で

あり，地元から優良牛を入手

できた。

@肉用牛の高収益による規

模拡大

俊良な繁殖牛を鋼養するこ

とによって 5 0 年以降，

に肉用牛からの所得が，大巾

に増大してきたので，それら

を財源、として健全な形で，無

浬なく頭数規模の拡大をはか

ってきた。

第 2 図 額場および施設の配置図(模式関)

っ
d

q
'臼



(2) 創意工夫による建物・施設投資の節減と無借金経営

4 5 年以降K建てた牛舎，サイロ及び農機具ーなどは，古材を利用し， 自分の労

働力によって創意工夫のもとに斜面を利用した育成牛のつなぎ場温度計と連動

する蕊舎の扇風機など合理的かつ，安い価格で建設されており，全く借金をせず

に， 自己資金のみでまかなってきた。

(3) 肉用牛の産次の高さと子牛生産率 90%以上の実績

第 9 表K示した如く，最高 1 3 産 7 産以上が約 64%，平均産次 7.2 ïl主とい

う高さを示しており，子牛の生産率も毎年 90-93% という高さを維持してい

るO

第 9表繁殖成

53 年 54 年
番

産 分 産 分 分 種 分額
名 4ラ 娩 娩 1収 付 娩 付

号 月 月 間 月 日
次 日 次 日 続 日 後数

1 第四おかの
産 月 日 産 月 臼 ケ月 月 日 日
1 2 10. 22 1 3 1 1. 1 7 12.8 

2 ふ く や ま 10 7. 15 1 1 8. 14 13.0 1 1. 1 0 88 

3 I \，、 け J¥a 、 10 6. 20 1 1 7 3 12.4 10 I 90 

4 み や 五ラ じ 1 0 10. 28 1 1 1 1. 1 1 1 2.4 12. 21 40 

5 な 古1 す 8 10. 1 5 9 9. 2 1 1.4 10. 25 53 

6 こ L 、 わ 8 7. 10 9 8. 14 1 3.1 9. 21 38 

7 と み 1 8 3. 30 9 3. 25 1 1.8 4. 28 34 

8 第 1 さと う 8 8. 20 9 10 6 14.1 1 2守 25 80 

9 し ん た 力主 7 5. 12 8 7. 10 13.9 9. 18 70 

10 お カ当 の 5 7 2 6 8 2. 10 1 2.1 3. 26 44 

11 き み 8 7 10. 27 8 1 1. 23 12.9 

12 し ば 7こ 12 6 8 1 7 9. 16 13.5 1 1 4 50 

13 第 2 まつもり 6 1 1. 20 7 12. 5 12.5 

14 た 由、 』主 7ょ 6 6. 20 7 6. 20 12.0 9 2 74 

15 第 2 はなや 4 12. 25 5 1. 27 13.0 3 1 33 

16 第 1 0 きたとみなが 4 5. 20 5 5 3 1 1.4 6 7 35 

17 一第 47 おかの 4 6. 20 5 8. 13 13.8 10. 29 77 

18 さ わ ひ め 3 7. 15 4 7. 13 1 1.6 9. 10 69 

19 しんてる 7 3 1. 8 4 1. 1 5 12.2 3 8 52 

20 第 4 いけだしんもり 3 10. 15 4 1 1. 1 3 12.9 12. 30 47 

21 第 9 ながもと 2 12. 25 3 1 1. 23 1 1.9 12. 31 38 

22 き・きみ 1 0 。 1 10 3 11. 6 34 

平 均 6.2 7.2 12.6 55.1 
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放牧地(注〉と牧草地

(4) 良震粗錦料の確保と鯖料費の節減

第 1 0 表に示した如く，水回 5 0 a と畑 2 0 a ，計 7 0 a を飼料専用闘とし，

牧草地 5 0 a ，水忠義作 2 7 0 a を活用して延 4 6 0 a (成牛 1 頭当り 2 1 a ) 

の飼料生産を行うほか VC，河川敷の野草地約 2 0 0 a からも採慈しているので，

成牛 1 頭当り 15，545 kgの組飼料給与量となっている。与くに河川敷利用につい

ては，質の問題は男IJ として長期的展望のもてる利用形態、と考えられる。その結果，

成牛 1 頭当り飼料費を 8 万 4 千円と低めている。

第 1 0 表粗飼料の生産と利用状況

区分 f宣 m i� f}l 
10a当り

総収
利用区分

収対: 主主 1,1. 五!t :41: 事z 事
TDN 

水EB災fp イタリアシタイタヲス 270a 6,000kg 162,000kg 10,000kg 104,000kg 48,000kg 10,306kg 

飼料
トウモロコ』ン 40 6,000 24,000 24,000 。 。 3,048 

持 fjj 鱗l
ソノレコ.… 50 乱500 42,500 42,500 。 。 5,398 

イタリアノライクラス 70 8,000 56,000 31 ,000 。 25,000 6,328 

牧1;!:地 ぉ;番牧 1ii 50 5,500 27,500 21,500 。 6,000 3,795 

'FT 主主 Jili 'ff 1手 200 1,500 30,000 30,000 。 。 4,050 
メ口h 詰十 680 342,000 159,000 104,000 79,000 32,925 

成牛換算 1 í1Ji 鳴り
( 100%) (46.5%) ( 30.4%) ( 231%) 

31 15,545 7,227 4,727 3,591 1,497 

tu 

つ
臼



閉経営の高収益を実現

繁殖成績は平均分娩間隔 1 2.6 カ月，平均種付回数も1. 5 回であり，好成績を

残している。母牛の耐用年数が長く(平均産次は 7.2 産，最高 1 3 産) ，成牛の

減価償却費を軽減している。子牛の管理もよく，第 1 1 表K示した如く，めすの

販売価格は平均 4 9 万円，おす 3 5 万円であって，市場価格に対する価格比は

1 30% と高くなっているO

(6) 池田氏の牛を見る眼の確かさ

池田氏は父祖三代の牛飼いであり，父の代V亡すでにその基礎が築かれており，

肉用牛の頭数も 1 0 頭になっていた。子供の頃から牛と共に大きくなり，牛 Uて愛

第 I I 表子牛の発育と販売成績

子牛
生年月日 性 母牛名号

奴 売 時
日令

番号 年月日 体重 販売価格

年月日 年月日 kg 円 日 kg 
1 53. 6.20 9 第 47 おかの 54. 2. 8 270 415,000 233 1.1 5 9 136.3 

2 7.10 g 」ト L 、 わ 2. 8 245 431,000 213 1.1 50 141.5 

3 8. 2 9 第 1 さとう 3. 4 255 356,000 204 1.250 123.9 

4 10.22 牢 第 4 おかの 5.22 245 361,000 212 1.1 56 124.6 

5 10.27 空 き :J;. 8 5.22 235 587,000 207 1.1 35 202.6 

6 10.28 空 みやふじ 5.22 230 359,000 206 1.1 17 123.9 

7 54. 3.25 0 ・ヤ と み 1 1 1. 7 260 650,000 227 1.1 45 164.2 

8 6.20 g 7こ由、』主 t.r. 1 1. 7 205 715,000 140 1.464 179β 

9 7. 3 g L 、 け J¥  A 12. 5 180 473,000 155 1.1 6 1 130.4 

1 0 7.10 牢 しんたか 12. 5 190 642,000 148 1.284 177.0 

平均 231.5 498,900 195 1.187 150.4 

1 1 53.7. 8 8 き・きみ 10 54. 2. 8 320 348,000 215 1.488 115.2 

12 7.15 8 ふくやま 2. 8 260 363,000 208 1.250 120.2 

1 3 8. 1 8 しばた 12 3. 8 255 292,000 219 1.] 64 99.3 

14 10.15 s 第4\，けだしんもり 5.22 250 364,000 219 1.142 1 11.1 

15 10.15 8 な 由主 す 5.22 275 352,000 219 1.256 107.4 

16 12.25 8 第 2 はなや 7. 7 255 364,000 194 1.314 124.1 

17 12.25 8 事~ 9 ながもと 7. 7 240 287,000 194 1.237 97.9 

18 54. 1.15 8 しんてる 7 9. 4 275 371,000 232 1.185 1 1 0.4 

1 9 2.10 8 おかの 5 9. 4 260 363,000 206 1.262 108.0 

20 5. 3 8 鎚0きたとみなが 12. 5 210 36 1,000 217 0.968 106.4 

平均 260.0 346,500 212 1.226 110.0 

if 言十 8,4 5 4,0 0 0 

王子 均 245.8 422,700 204 1.207 130.2 

au 

守
山



もっていた池自民は牛を見る限を養い続けていた。幾業高校在学中の 4 1 年

に臼本農業高等学校全国大会の家苔審査競技Kおいて優秀賞を獲得している。と

のように牛を見る限は経営を引き継いでからも，その能力を発揮し続けている。

それは 4 5 年から 5 0 年にかけて増頭を押さえながら優秀な基礎牛を導入し，

現在の経営を築きあげたととで証明されている。

醸受賞者の技術，経営の分析と今後の発展方向

(1)水田との合理的，有機的結合

池部氏の経営が今日の成果を収めるにいたった要関の第 I 点として，水聞との

結合があげられる。第 1 2 表の経営の年次別推移に示した如く，池也氏が経営を

引き継いだ当時は，稲作が 6 割を占めていた。つまり水稲収益K よって自己資本

を蓄積し，肉用牛部門の拡大宅どはかつているということである。しかも，最初か

ら基礎牛を導入するのではなく，自分の経営の足腰を強くするために， まづ水切

を購入している点である。そして，拡大された水稲部門の収益によって，初めて

基礎止やが導入されていくのである。

第 I 2 表経営の年次期j推移

I真毘 年度 42 45 50 51 52 53 54 

主見 絞(立自) 10 14 1 5 16 1 7 20 22 

ド持 販売鼠 (YJ'Ü 9 13 14 14 17 18 22 

用 賛成牛 2 立高 100 万級 2験

牛 籾収入(千円) ],260 2,210 4,900 5,188 百，850 9,035 9,4 7 4 
千重牡牛

所得(千円) 756 1,320 2,940 3,024 6,769 5,525 6,017 

71< 
波紋( a) 310 330 330 330 330 280 280 

i灰 (kg) 14,260 15,51 0 15,840 1 6,434 16,335 ] 4,392 14,700 

稲
務l収入(千円) 1668 2,063 3,960 4552 4,704 4,174 4,410 

所得(千円) 1,668 1,444 2,772 2,959 3,058 2,713 2,870 

合 籾収入(千円) 2,928 4,273 8,860 9,740 14,554 13,209 13,884 

言十 所得(千円) 1,924 2,764 5,712 5,983 9,827 8,238 8,887 

率直比 肉F自牛(%) 43.0 51.7 55.3 53.3 67.7 68.4 68.2 
収
人主事 水稲(%) 57.0 48.3 44.7 46.7 32.3 3 1. 6 31.8 

所比 内F百牛(%) 39.3 47.8 51.5 50.5 68.9 67.1 67.7 

得芸名 71<稲(%) 60.7 52.2 48.5 49.5 31.1 32.9 32.3 

ヴ4ワ
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(2) 繁殖成績の向上

このように積極的に土地との結合をはかること K よって，子牛生産主事も 91%，

分娩間隔 1 2.6 カ月となり非常に良好な成績を得ている。しかも，平均産次が

7.2 産と繁殖牛の寿命も長く，経済的合理性 Uてもかなった飼養方法といえるO ま

た，池田氏の牛を見る限の穣かさによって，牛の選定のポイントを登録点数を参

考にし，体積が大きく，資質および乳器のよい将来性のある牛を選定している。

その結果，子牛販売成績においても，めす 4 9 万 9 千円，おす 3 4 万 7 千円と市

場の平均価格よりも 3舗も高く販売しているO

肉用牛繁殖経営Vておいては， とくに日常の観察，管理がホ。イソトとなってくる

が，池田氏の場合，父という経験農かな管理部門担当者を得ており， この合理的

な作業の分業体制も評価できる。

(3) 粗鱈料の生産と給与

合理的な土地の利用によって延続料作間積 6 8 0 a ，成牛換算 1 頭当り:3 1 a , 

野主主地を除いても 2 1 a と充分な商績を保有している。したがって成牛換算 l 頭

当りの籾飼料給与量は 1 5，う 45 kgで TDN量で1. 497kg となり， TDN 自給

率も 7.4% と非常に高い成果を得ている。しかも， この自給率の高さによって成

牛 1 頭当り鋼料費も 84， 1 40 丹と，節減を来たしている。

(4) 経営収支

第 1 3 表の経営成果をみると，昭和 5 4 年度の売りよげ 949 万 4 千円総費

用 3 4 5 万 7 千円肉用牛経営所得 6 0 1 万 7 千円，所得率 6 3.5% となってい

る。子牛 1 頭当りの生産原価が 1 4 万 9 千円と非常に低く，それが成牛 1 頭当り

所得で 2 7 万 3 千円を実現させた。

このような高収益を実現した要因は，

①繁殖成績が非常 K良好であり，ほぼ 1 年産を達成していること。

@平均産次も 7.2 産と高く，減価償却費の節減に寄与していること。

③豊富な粗飼料K よって飼料費の節減を果たしたこと。

@母牛の能力，子牛の管理が良く，子牛の販売においても市場平均の 30%高

で販売していること。
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「

@借入金がないため，元金イ賞

選前所得と元金償還後所得が同

じであり，その分，次期経営へ

の繰越金，家計イ土向分を増大で

きるようになったことである。

以上のように，池田氏は「土

地から子牛を生産する J を装本

理念 VC，高能力牛を導入し，水

EB との結合によって，

を低L してきた。

今後とも，一層の高収益を維

持していくためには，以上のよ

うな飼育管理の他に市場対応と

して，池田氏の銘柄牛の叙出の

道が考えられる。そのために，

現在の導入塁走礎牛をもと U亡した

自 -育成によってさら K

高能力牛K改良されることを期

待する。

(~)今後の肉用牛繁殖経営の農

開方向

従来，繁殖肉用牛経営におい

ては，多頭経営はEl9難とされて

きた。したがって繁矯肉用牛頭

数の維持@増大のために貸付牛

制度があるが，それは， もっぱ

ら零細飼養頭数規模の経営を対

象に進められてきた。また， こ

第 1 3 表経営の成果

氏 名 池田 究

年 令 3 1 才

経 霊会 年 数 1 3 年

労 {�JJ 者 数 2.B 人

頭 f丞 産量 ヰユ 頭数 2 2 頭

数 米経産牛皇賞数

去見 資 成牛 頭数 J ß資

模 計 2 3 頭

技
登 録 点 数 7 9. 6 4 

術
平 均 E主 次 7.2 産

m 
分 娩 間 隠 1 2.6 カ月

襟
平均穫付回数 1. 5 回

子 牛主主 喜霊 芸名 9 0.9% 

子牛奴売頭数空 1 0 頭

子 。 8 1 0 鎖

牛 計 2 0 頚

P反 子牛販売価額♀ 4 98,90 0 内

iJC '〆 8 34 6 ， 500 円

成 王子 均 4 22,7 0 0 P:J 

綴 市 場 f問 格 3 25， 000 円

側 格 上七 1 3 O. 2 

長基 用 地面 綴
耕地 350a

空母 主主地 50 a(借地)

料 成牛llí良さ当り飼辛+flp延蕗綴 3 O. 9 a 

芸者 " 購入飼料星空 6 1, 3 0 0 円

" 飼料望号 8 4,1 4 0 P:J 

E長 生産後(販売原級) 2 9,8 5 4 fIl 
喜左 子守二 j 史認当り生産原価 1 4 9 千円原
{阪 " 総、原価 1 73 千円

iJC 上 高 9474 千円

所 所 得 2区 63.5% 

肉 m éド経営所得 60 1 7 千円

手専 経産牛 l 頭当り所得 273 千円

成4' " 273 千円

他その 借 入 ぎ主 額 。

1 年間元金償還額
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の趣旨に並行的K進められてきたのが，高令者 t亡対する 1- 2 頭の繁溜牛の貸付

制度であった。

これらの政策も一応の成果を得て，繁箔肉用牛頭数の維持には役立っているし，

また社会問題としての高令者対策としても意義のあることである。

しかしながら 3- 4 顕竣模以下にとどまった繁強肉用牛経営では，低価格の肥

育もと牛を，需婆K見合った形で，一定量を常時，供給していくことは，不可能

に近いといわざるをえない。

すなわち肉用牛繁殖経営が，低コストのもと VC，俊良なßE苦手もと牛を， コンス

タントに供給していくためには，経営採算のとれた頭数規模をもつことが必要で

ある。具体的Kは，最低，成牛 1 8 - 2 0 頭以上を飼養し，毎月 1- 2 頭の子

止やが販売できると L 、う規模が望ましいといえよう。

しかし問題は，現状の 1- 2 頭ないし 3-4 頭規模の段階から，如何にして

1 0 頭規模段階への墜を破って，拡大を進めうるか， さらに， また 1 0 猿規模か

から 1 5 頭 2 0 頭士見模への拡大の擦を如何にして絞らせていくかということで

ある。

そのための条件の第 1 は，北海道の白老町Kみられるような放牧条件をもつか，

さもなければ，都県の例をみるよう VC，土地基盤として耕地 2.5- 3ha以上宏も

ち，それらを7.k午前または安定的な商品作物の生産K利用すると共札者干の飼料

畑または、河川敷などの探草地をもつことであろう。

第 2 は，繁殖牛育成センターの設置と貸付牛制度の拡充と，その貸付牛を 4-

5 鎖規模の経営から 1 0 顕規模以上への指向を積極的 Uてもっている経営にき量

点、的K貸付けていくことであろう。

第 3 VC , 1 0 頭規模に到達するまでは，池田氏が行ってきたよう VC，水稲収益

をもと K経営・生活維持と自己資本の務綴を行って，内用牛の耐用年数な可能な

限り，延長して，貸付牛ともども，成牛を手ばなさないよう VC，それらの維持・

拡大をはかつていくことであろう。

第 4 VC, 1 0 頭段階から 1 5 顔段階または 2 0 頭支え僕段階への飛騨のためK も，

前段階と同様に稲作または他の商品作物からの収益の増大と共 VC，肉用牛その

つ
d



ものの改良をはかり，質的向上を中心に進めるべきであろう。

すなわち池間氏のように淘辺地域から俊良牛を求めて，改良を関っていくか，

鹿児島県東串良町の新青木氏のように周辺に優良牛を求め難い時Kは，白から

系統的な自家繁殖・育成を行って，品種改良と共(tC，頭数規模の拡大を徐々に進

めていくことである。

第 5 (tC，肉用牛の改良が進み，頭数規模が 1 5 頭前後に介った段階においては，

肉用牛自体からの収益も期待できるようになるので，それを契機として，水田(

または商品作物)からの飼料作物への転換を， より積極的に進めて，飼料費の節

減をはかり，子牛 1 頭当りの生産原価を低減させて， ~えに足腰の強い経営を確立

していくことが必要である。

その後の頭数規模拡大は，所得増大目標K合ぜて進めなければならないが，そ

の際，飼料基盤の拡充を，経営の器かれた条件(tCþt;、じて，多i:ìiï的に対応し，借地

の増大，河川敷の利用，契約裁培，交換耕作など，労働力の許す限り，積極的な

活用を図っていく必要があろう。

以上のような経営対応を 3 1 才と L 、う若い青年が 1 0 年間という短い簡に

笑現したということは，将来の肉用牛繁殖経営の展開方向を示したものとして，

極めて普遍性の高い事例とし く評価されるものと忠われる。
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無駄を省いた草づくり、牛づくり
池田 寛

私の芸誌では租父の代から肉用牛の飼

符を行っておりまして，私が牧めつい

た頃から牛は家族のー災となっていま

した。したがって， 自然itL4ニが店y. き κ

なり自ら淡淡高校合選び，伝学中から

よ符 tζ苦手 till.VC!重点をお L 、て勉強し ， LI二の

後主主競技会などは絞も関心をもったも

のですo f協和 4 2 年 κ高校卒業と同時

Vq司m牛経;f?;と取り総み，その後約 1

3 年間，肉パ~Lドと水稲の後会κ よる自

立経営の品主主主をめざしてがi振って参り

まし Tこ。

事ut!1 さ!3 rr寄の経憶は水凶 2 6 () a と内

m牛 1 ()耳目でしたが，後作業はほとん

ど手作業で肉体を駆佼してffVJ きました。

特K度考書の組飼料lì{1i保は河川敷やllif草

地が主体で，初は 41待頃から父と 2 人

でf-{!刈り κ行っていました。その当時

の 1 EI として欠かすことのできない忍

総力が，主見伐の絞;:ktを支えていると読

っても過ぎではありません。

経営-1，;: 安定させるため Kは，まずj

I血が必裂でめりますので，経営の収主主

ぎ住宅.:f.li んで言|幽i ó'J '"ζ水間 7 0 a を 11詩人

し :l 3 () a としまし TこO そして，こ 0コ

ニiニ1也君r: j泣応i交 vCI活用した内ffJ Ltニ経営を

行ってきました。そのことが，子牛佃l

絡の安い時κ も耐えることができ，自

力で言十画約K増長話することができたの

だと忍いますo

私の経rg改慈のポイントは Wiづくり，

牛づくりと無駄をはぶくことでした。

ぷづくりドζは特 VC)Jを入れ，品百1'~転換

聞や水凶主義作君主活用して機械化K よる

省力主主主告を行L 、， 良質の粗餓料を十分

権保してL 、ます。

牛づくりは，まず自分の鼠を益うこ

とがÇf~ 1 と考え， í話年芸名i包会K出品し

てのf~賛念総むと共 VCJ立い牛を揃えてき

まし TこO

縦営f;{を安くするためκは設依投資

を綴カおさえなければならないと考え，

牛舎は簡易なものとし，サイ口， j色目巴

~，五基機具fJ)!は古材を利用して良分で

つくりました。

校総の中で 1 :l ~FIH]が経過しました

が，その IH] VC!iZ牛 2 3 鎖とし水稲との

複合経営Kよって，ょうやく経営が軌

滋 VCoJT~りました。今後は地域の仲間と

そfーをよ以りあってm'H\; v<ζ対応した牛づく

り Vζ粉巡し，牛と共κ't きた L 、と忠、い

ます。
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二二日本農林漁業振興会長歯受賞二二二

出品財酪農

受賞者矢野笹義

(;'認知県長問君ß本山町木能津3746)

図受賞者の略腰

経営主矢野笹義氏は，箪隊より復員後昭和 2 1 年高知市内の開拓地K入植した

のが農業経営のはじまりであった。昭和 2 4 年より養豚をはじめたが， 27 年K

E家コレラで全滅したので， これに見切りをつけ， 2 9 年に乳牛を 1 ïï:資導入したの

が酪農の第一歩であり，以後 2 5 年間酪農一筋K主役きて来た。

第 I~ 受賞者の所在地 現在地は第 1 図のとおり

一一「 一一一…ーァー…-;r.rで甘口市 で，高知市から汽車，パス

を乗りつぎさら K 山道を登

りつめたところで，所要時

間 1 時間 3 0 分である。牧

場の所在する東山町は四国

山地十てあり，土地面積の80

%は急峻な山岳で，耕地は

山々の中腹と麓に槻状に

在しているO 矢野氏の牧場

は，標高約 80 0 m の山頂附近の雑木林を隠懇して草地造成したものである。こ

の地 VC ， いわゆる山地酪農を定策させたのであるが，その経過を簡単に紹介すれ
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牧場金景

いわゆる「マンジューj 型草地

ば次のよう K なる。

。 昭和 4 3 年，市街地Uておける酪農は糞尿処理にも事欠く状態であった。た

またま渡米実習中の長男が帰閤後，務農をやると伝えて来たので移転を決意。

。 昭和 4 4~ 本山町 K雑木林 3 2 h a を購入。

昭和 4 5-4 6 年，牧場の具体的配置計画樹立，道路開設. 5 h a の草地

造成， 90 rri'の倉庫兼住宅建設。

。 昭和 4 7 年， 7 h a の草地造成，電気主導入，用水施設設置，管理会・避難

舎建設，牧禰設襲。

o 昭和 4 8 年， 1 3 h a の草地造成，牧道完成。

。 昭和 4 9 年，移転。成牛 1 0 頭.若牛 1 0 頭の規模で黒松牧場(黒松は所

在地の大字名)を開設，専用飼料固として水田 0.8 h a を地元で追加購入。

。 昭和 5 0 年，移転K伴い産乳量低下，受胎不良牛続出し飼養管理の洗い直

しに迫られ，その目標を通年サイレージ給与とするO サ 4 口建設。

o 昭和 5 1 - 5 3 年， 1手不足のため雑木林を寅い足し， 6.7 h a の採草習を

開墾造成，省力のため大型機械化体系を採用。

。 紹和 5 4 年度所得 1 ， 2 0 0 万円。
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との閤入棟地の開拓組合長女つとめ，昭和 2 3 年の農協設立K 際しては地元朝

念農協の設立に貢献するなど農協運動K尽した。また筋農を開始すると共(rC，組

和 3 1 年 Kは酪農青年 7 名で研究会を組織し，主主っくり，牛っくりから畜会構造

等々 K ついてまで毎月研究会君主開いた。この研究会は昭和 4 9 年の移転時まで続

けられた。現在も非常勤コンサノレタントとして県下の賂農家とくまなく接触し，

互K研銭安つむなど非常κ研究心が旺盛である。

受賞者の経営概況

昭和 54 年度の経営の規模は，土地出放牧地 2 5.5 h a ，採草地(山 6.7 h a , 

水田1. 5ha) ，雑木林 1 8町 o h a の計 4 1. 7hao 牛は成牛 4 3 頭，子牛 1 9 

E認の言十 6 2 顕である。

労働力は本人夫婦，長男夫婦の計 4 人である。

まず乳震であるが，牧場開設の紹和 4 9 年には，搾乳牛 1 頭当り 4， 2 4 7 kgと

いう状態であったが，次第 K 回復して昭和 5 4 年度は 6， 4 9 7 kgとなった。ここ

の基礎牛は昭和 3 9 年K 高等登録をうけたノごラダイス号と L 、う牛で，乳:邸主 8， 1 

o 2 kg，乳脂芸名 3.59%であった。この系統が現在 2 6 頭いて最も働いている。

しかし史に牛群の改良を進めるため，昭和 5 4 年K は岡山県，香川県， カナダ，

北海道から子牛または初妊牛を導入している。

1ii の生産畿は冬はイタリアンライグラス中心(rC 2 囲刈で 1 0 a さおり 8 t ，夏

はソノレゴ , トウモロコシ中心で 8 t の生援をあげている。サイレ ジは取扱い

が容易なだけでなく，場所をとらず，乾物:匿を多く確保するために梱包サイレ

ジ(:'\ OcmX 3 OcmX 6 Ocm'=ミ 2 5 kg) をや心K調製している。サイレージは変

は i 日当り 6 kg，冬は 1 2 kg給与するだけ確保され，通年サイレージ中心の銅料

体系をとっている。夏期は昼夜放牧である。

乳牛 1 頚当り管玉泉労働時間は 126 時間で，立地条件を るとき極めて省

力的である。経営の発展の足どりおよび昭和 5 4 年震における経営成采は第 1

から第 3 表のとおりである。

R
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給 自可 場 放牧場風景

第 1 表規模拡大の経過
単位:頭， ha 

過ご 昭48年 49 50 51 52 53 54 備考

子 10 10 1 1 14 16 13 19 
乳牛

成 。 1 3 15 33 36 40 43 

雑木林 28 13 1 4 17 18 18.7 18 

放牧地 12 25 25 25 25 25.5 25.5 

採草地 。 。 。 2 6 6.7 6.7 

7.k 回 0.7 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 

第 2表経営発展の足どり

l米 総乳量 搾乳延日数
搾乳牛 1 頭 平均分娩 集約採草

放牧延面積
平均産乳量間隔 延面積

昭 49年 67， J誌 4， 825頭 4 ， 247均 1 1. 6か月 水田裏作1.5ha 25 ha 

50 187,048 10,650 5,356 12.4 !I 1.5 25 

!I 1.5 51 192 ,806 1 1.4 0 2 5,1 57 12.3 
山 2.0 

25 

!I l.5 
52 195,286 11.1 35 5,349 12.0 

山 6.0 
25 

!I 1.5 
53 216 ,850 1 1,548 5,743 11.8 

山 6.7 
25.5 

!I 1.5 54 269 ,530 1 2,63 1 6.4 97 12.4 
山 6.7 

25.5 
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第 3表昭和54年度経営成果

組 収 主主 経 ρ昂同 費

生 産 三X三1L 269,5 � ~g) ，074b~6 購入飼料資 ,744 ,2 )円。)

粗鰐料費 660ρ00 
生 販売量 267,705 3 1,856,8 95 
産 種 菌 資 315.000 

fま
「消費量 1,825 217,175 

の
8E 料 資 2 ,1 77,000 

内
経営内部

薬 斉。 愛
訳 仕向け量

。 。

衛 生 塁塁 285200 
出世子 4.2 頭 2 ,2 80,0 00 

家畜増殖 雇用労賃 612 ,542 

成長子 4 li真 240ρ00 傍z 険 資 515,002 

厩 ~E 
(kg) (円)

三b金百, t卦 り 6,721 ,4 0 3 

家畜償却費 1,689,636 
そ の 他

機具償却費 1,1 89,363 

家密売却主主 6 1,440 .0 00 畜会償却費 1,548,838 

(円) 芸家畜売却損 。

負倹利子 1ρ99，8 9 3 

言十 360340(7円0 ) 言十 23,558,087 

差ヲ i家畜部門純収益(+)ぐ) 12,475,983 円

と価額 6h)11jjbU)出割8 7~ I mq吋♂

第 3 表にみられるとおり所得は高いが多くの人々は矢野氏の負債K関心がある

と思う。一口 K言ってこの牧場の癌定資産僚は土地の 1 ， 7 0 0 万円合筆頭に約 5，

000 万円であるO この謂遼は借入金と自己資金が半々である。借入金は第 n突

のとおりであるO この借入金の元利返済額が昭和 5 4 年度は 250 万円であった

が， ピ…ク持Kは 300 万円を越える。これは牛乳販売代金の l 割だから充分返
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春視舎，避難舎，倉庫

済可能である。このよ

う K 資金計画がしっか

りしているその計画性

もこの経営のすぐれた

点である。この背景と

して経営の経理が明確

であることが，まず推

奨されるべきである。

経玉虫の形式は複式簿記

体系をとっているが，

種類

草地造成

近代化

fI 

fI 

fI 

後継者

合計

魚型サイロ

第 4表借入金の概況

原資 金額(千円) 借入年 用途

中金 7,300 E自 49 草地造成

信連 9,500 46 用地取得

fI 1,000 49 fI 

fI 2,840 54 牛舎，サイロ

fI 584 fI 乳牛導入

県 5,000 50 fI 

26,220 

元帳の記帳，補助簿の整理，決算手続き等完盛である。現在は友人の税理士K多

くをたよっているが.長男が慣れる Kつれて全部自力でこなすよう Kなるはずで

ある。

経営の概況のしめくくりとして第 3 表の牛乳 kg 当り生産費 8 7 円 K ついて若

干補足しておく。この生産費はかなり高いが， これは一つには減価償却を定率法

で実施しているため，償却費が割高K算出されていることがあるが，諸掛りに高

額が計上されていること K よる。この諸掛りは雑多な科包であるが，機械関係を

中心K経費の節減をはかる余地が多分 Vてあるよう K判断される。
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餓受賞財の特色

矢野氏の経営の特色は伺といっても，四国の脊梁山脈K 山地酪援を定着させた

こと Kっきる。そのためK照年サイレージ給与方式を軸とするこ K腐心している

のであるが，そのため Uては館料作物の収穫が前提となる。との点で飼料作物栽培

における工夫が技術的特色として指摘できる。この地帝は多雨地権K属するので

エロ ジョンが危倶される。その対策として，採草地造成 Uてあたり特殊な工夫が

必姿であるO その方法はテラス状K開墾された土地の中央部なやや高くし，排水

を良くするとともに流水がーケ所，一方向に進まないよう K造成した。また流水

が滝のよう K激流しないよう vc ， 流水の落下速度を減ずるため落流の勾配K特異

な配慮、を行った。

また他の範とする K足る点として前述した如く，経理の面で完獲な言帥長，決算

がなされている点を特色としてあげることができる。一般に飴農経営の経理は，

他の種類の経営vc J:七べ整っているのであるが，それは税務対策が主要因擦であり

経営分析K役立てることは少し、。矢野氏が経営分析のための経理と L、う位置づけ

で，綴記を把握している点は立派である。例えば長男が， r 勘定科包で飼料費が

一本になっている点K 問題があるから，来年からは牛群別の飼料勘定料El vc した

い j と言っているが， このような点K反省、が生ずるのは，経営分析に役立つ簿記

を意識している証拠である。

臨受資者の技術の普及性と今後の発展方向

矢野氏の経営は特殊な経営で，全く普及{設にかけるのではないかと Lづ議論が

多い。これ Kは一理ある。現vc本山町についてみても，酪農家は矢野氏 l 戸に過

ぎなL 、。また前述したように矢野氏規模の酪農家を創設するとすれば，最低 5， 0 

o 0 万円の投資を必要とする。その資金のいくばくかを借入れるとしても，それ

だけの信用を得る能力が一般Kあるかと Lづ疑問もある。また黒松牧場のような

立地条件を他に多く，今後見出し得るだろうかと L寸意見もあるO それらの議論，

意見は鎖隠すべきであるが，やはり見逃せないのは四閣の急傾地において務農技
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術を定着させた点であるo

すなわち，冬型放牧王手を定着させたこと，飼料作物栽培のための耕地造成法の

確立，周年サイレージ給与方式の確立，大型機械化体系の導入などの個別技術体

系は西日本の山地では， どこでも応用可能であると判断される。それらは未完成

のものもあり，矢野氏が今すべて満足しているわけではなL、。例えば矢野氏の周

年サイレ ジ給与方式の一例は，

変期の基礎飼料( 1 日 1 頭当り)

イタリアン低水分サイレージ 6.0 k g 

稲わら 1.0 

ピ トノ〈ノレフ。1. 0

牧草(放牧中推定採食 1 5 - 2 0 

となっているが， この放牧中採食量は推定量であるO 否，むしろ願望量かもしれ

な L、。科学的(tt:，それだけ採食していると確定しなければ， この給与例は完全な

ものではないことは前述したとおりである。

これらの反省を含めた今後の発展方向としては次の諸点が留意されるべきであ

る。

標高約 8 0 0 m であるので四国とはL 、え厳冬期K発育遅退と主主乳量の低下があ

る。やはり厳冬期対策としてセミノレ スノζーン方式による周年昼夜放牧には問題

があるのではな L、。答合問題が検討課題である。つぎK乳量が欲を言えばまだ低

い感じがする。乳牛の改良と子牛育成技術の向上が今後の改善点であるO またさ

き K牛乳生産費K関し機械関係の費用が高いと指摘したが， この一国として道路

の不備K よる機械の損耗が大きいことがあげられる。道路は私道であり，その援

備Uてはかなりの投資を要するが，ヰê.(tt:機械資の節減のみでなく労働能率の向上，

更には安全性の確保の窃からその必要性は大き L 、。

最後にソフトの聞からは，今後とも搾乳一点で進むのかどうかも，そろそろ検

討すべきではないか。すなわち，牡子牛は今後とも現在のようにぬれ子で、売却す

るのかどうか，乳肉-~経営(個人としての一貫のみでなく地域一寅が考えられ

ないか)な検討したらどうか。また，特殊な自然条件を生かした劣惑な自然、に願
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応性の強い系統牛の生産というブリーダー的要素を経営に導入できないものだろ

うか，など経営の自擦にかかわる検討事項もあるようである。そのためにはどう

しても偶人としての限界もあり，仲間づくりが必要であるが，幸い隣村の俊秀な

酪農家群との交流もはじまったようなので，相互に研究し盟国の醗霊長の発展に寄

与されることを期待したL 、。
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髄欝謹罷盟関

自家生産の粗飼料確保に重点
矢野笹義

私は終戦後丸裸で夫婦が I つ Vてなり，

高知市朝倉の|日軍用地の一部 2 5 a の

j京野を払い下げてもら，"十字鍬 1 本

で開拓者の仲間入りをしました。その

間，土づくりと現金収入の目的で， nま

と赤牛を飼育し，昭和 2 9 年Kは田畑

合わぜて 1 h a の農業者となりました。

この開拓中は会くの手開墾で，月夜の

娩など Kは夜通し開墾したものでした。

今，当侍を忠、い出すKぞっとするほど

です。よくも頑張ったものだなあと。

昭和 2 9 年Kは，豚と赤牛を光 þ 乳牛

I 主買を買い，水田M~を始めました。

車づくり，牛づくりと仲間が集り研究

を重ねたものでした。昭和 4 5 年頃に

は朝倉tても住宅の波がおしょせ，公答

を耳Kするよう Kなり，当時私は 1 5 

頭の成牛を飼育していましたが，長男

が大学を進学するのを止めて，酪援の

後継者Kなると自分からゆしますので，

公害のやかましい現地よりも，ひと思

い K山地酪農K移行すべく，知人の世

話で奥土佐の本山町木能津の標高 8 0 

Om の雑木林を昭和 4 5 年K良L 、， 46

年から 4 9 年春まてイζ牧野改良K成功

主主しました。この間の苦労は並大鋸な

惑ではありまぜんでした。朝倉から本

山町まで 7 0 km も離れていたものです

から，それこそ苦労の連続でした。し

かしながら後継者がアメリカから帰る

までKはと，全力を投球， 2 5 h a の

放牧場， 7 h a の採草地を造成致しま

した。殊vc 7 h a の採草地は，降雨量

3 ， 000 四といわれる現在もエ口ージ

ョンのな"，マンジュウ裂採草地を造

成し，目下県内外から見学vc見Vて米ら

れます。

昭和 5 5 年 Vζは成牛 5 5 頭，若牛 1

5 頭 Vてなり，鐸乳 fT2年間 2 8 万kgをよl:l

荷するよう Vてなりました。現在 1 II員

当たり 305 日，王子均乳 w: 6, 4 6 9 kg 

の出荷乳没です。

飼料の r窃勝する折，出来るだけ自家

主主設の粗飼料の縫保が大事と思い， 笥

下通年サイレ ジ給与方式を取り入れ

ております。そして県内の飴農家K推

奨しています。このたびの受賞K恥な

いよう K努力ぜねばと思っています。

長男は将来を考え目 F~也子酪農K 日夜

研鈴κ務めています。

講を胸vc大いなるまIいだき義山
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器本農林漁業振興会長歯受賞

出品財生活改善

受賞者小平岱生活改善実行グループ

(代表者 自土セイ)

(秋間際河辺郡河辺町岩見字小王子岱44)

関受賞者の略歴

小王子岱生活改善実行グノレープの所在する河辺町は，秋回県の中央部κ位置し，

奥羽山脈と出3JSJ丘陵K阻まれ，総人口 11，4 98 人のうち農家人口 7， 836人の農山

村地帯である。

図工の総面積のうち森林原野が 9 096を占めており，未利用山林原野が多く耕地

の割合は少なL、。年平均気温は 1 0.8 .C，年時降雨量は 2，5 0 0""'2,6 0 0 皿で多く，

降雪崩閣も 1 1 月中勾から 3 月上匂までと長く，最大積意深は平年で約 6 0 cm く

らいである。このよう κ，いわゆる積雪寒冷地帯であり，稲作以外 Uてみるべき作

物はなかったところである。

交通的κは国鉄奥羽本線が本lllTの中心部を東西に走り，田道 1 3 号線が，これ

に王子行しているO

グノレープ所在の集落，岩見三内の小王子岱地区は秋臼市まで主義で 5 0 分の距離』て

あり，秋間市との生活関連の往来は，農山村K位置しながらも比較的便利である。

農業生産額全体K 占める米の割合は 6 196であり，やはり稲作が主要な所得源

であるが，近年 f繁菊肉用牛J の鵠養が主義んになってきた。

グループは務在 3 7 名の主婦で構成され，平均等三令は 4 5 オーである。経営耕地

面積は 3 0 a 規模のものから， 3 0 0 a 規模のものと規僕の大小があるが 1 戸
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小平岱生活改義実行

グループのメンノ〈ー

当たり平均経営耕地面積は約 1 8 0 a である。肉用牛飼養農家は 2 1 戸，少いも

のは僅か 1 頭，多いものは 4 2 頭と巾があるが，穣めて熱心 UてとりくんでL 、る。

グノレープの発足は昭和 4 1 年 1 1 月である。小平岱集務は農家の大部分が零細

な稲単作経営であり，冬季開は不安定な出稼ぎ常習地帯であったこと，また，水

利条件が悪く「ずり出し」と称する春先の用水路の作業が，婦人達に課せられた

過酷な労働であったこと等から，婦人達の自らの手で「豊かな村づくり」を目標

(1[，出稼ぎを解消し， Iずり出し」作業から解放された\"，ということからグル

ープ。を結成し，生活改善運動 Uてとりくむこと κ なったものである。

生活改善通動を起点とした「農かな村づくり」への努力が，やがて繁殖肉牛部

門の拡大，定着となり，出稼ぎも解消され，離農もなく，後継者の流出にも歯止

めがかかり， I嫁不足」の心記のない集洛となっている。

盟受賞者の経営・生活概況

小平岱の集落は小高い丘綾台地に位筆記し，耕地は台地上に比較的平坦に開けて

いる。当初は水の使がなかったことを思わせる。周辺の傾斜地は林地，部分的κ

草地が見受けられる。この集溶は明治 5 年(1[ 1 0 戸の闘拓農家の入植から始まっ

た。士族授産Uてよるものとのことである。昭和 3 5 年ころまで、は，電気もなく，

道路も感心日常生活を営むためにはすべてが不便の状態であった。

現在では，電線もひかれ，簡易水道も完成し，道路も改善されていることは当

然であるが.冬季の積雪崩間子供達の通学に支障を来すこともあり，特 kて中学通
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学の子弟は全員霊祭生活を余儀なくされることもあるとのことであった。

住宅は殆どが建て替えられ近代的な建築主てなっており，台所なども清潔で明る

し衛生的でよく整備されている。牛舎は家庭とは離れたところに建っており，

蚊や蝿の発生 Uては気をつかっている。

構成員 3 7 ~るのうち肉用牛を飼養する農家の主婦は 2 2 名， 7jq'静d錦日噛家で

作付けられているO 専兼業別で言えば，やはり兼業が多L 、。 I稲十肉用牛繁頒J

だけでは，家計授をまかなうのに矢張り兼業は11::.むを得ないものだろう。肉用牛

銅義援数の多い農家は耕地面積の大きい農家に眼られており，耕地面積の小さい

農家は，自給飼料の制約から儒義頭数はi浪られるし，また， しない農家もか

なりある。牧草地を含む耕地面積は 3 h a 以上の農家が 5 戸 2ha'"'"'5ha

家 5 戸 lha'"'"'2ha 1 3 戸 1 h a 以下の幾君主 1 2 戸と L 、う状況である。

ちなみに 1 h a 以下の農家は肉用牛は飼養していない。 lha'"'"'3ha の農家

についても 5 頭以下の鯛養が一般である。 3 h a 以上の農家のみが 2 0 頭以上の

飼養規模をもっている。しかしながら，大規模飼養農家を中心I!C，よくまとまっ

て f肉牛生産団地育成事業J vてとりくみ，肉用牛部門の拡大・娠輿Uて努めている。

このよう陀繁嫡肉用牛の飼獲が行われているためI!C，その堆厩肥は水聞に還元

されている。また，自給飼料，シキ簸として補給するために，稲刈はノミインダー

で行われるが，これが，主主集落程度の水田規模では，逆K過剰投資の防止となっ

ている。肉用牛の鶴養が肥背中心にゆかず， ら始まったのも，この地帯が

菅から繁殖牛生産地帯であったこともあるが，あくまで自給生産の資源を活用し

てゆこうということで，上記者吉祥のほか，牧Z丸野主主を利用しての繁殖肉用牛鋼

慈となったものである。 I稲十肉用牛J の複合経営が土佐甑IJE，自給飼料の利用を

通して， f間期経営をこえて集落として結合している。

稲作の収量水燃は平均して 1 0 a 主主たり 6 0 0 kg前後，所要投下労働 7 4 時間

であれいづれも低くはなL 、。繁綴成牛の分娩間隔も O. 9 4 平均であり正常であ

る。なお，飼料作Uては牧草のほか管刈デントコーンが作付けられている。

グノレープの組識は，会長，副会長，迷絡係，会計:fJ:!当があり 4

班 Uてわかれているが，定例会のさ話番は，班にかかわらず 4 人が 1 組になって，
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作付作業もグループて キャベツの栽培

これ Uてあたっている。なお，グループ 3 7 名全員が地域婦人会員，農協婦人部員

である。

聞受賞財の特色

小平岱生活改善実行グループ。は，山寄りの農山村地帯に位置しながら， I嫁不

足」のない集落として今日に至っているが，そもそもグループ結成の動機は，開

拓地として台地上 Uてあるがための農業用水篠保の困難な作業を解消したいという

ことからであった。

農業用水は韓道を掘削して沢水を誘水し，それを水稲作に利用していたが，回

干i室時期が遅れるため，収量は常 Uて不安定であった。その上，雪消えと同時Uて行わ

れる韓道の「ずり出しJ 作業は婦人達の仕事とされ，それは極めて過酷な労働で

あった。これから解放されたいと L寸婦人遂の頗いがグループ結成となり，集落

全体の意志となって町当局K働きかけ，農業用水路の整備となった(昭 4 1 年着

工 4 3 年完成〉。このように，グノレープ結成の当初から「豊かな村つe くり」の

一翼をになっていたのである。

(1 注婦労働の軽減と食生活の改善

日常の生活用品や食料品の購入は，かつては行商人の背負ってくるわずかな品

物のなかで賄うしかなかった。 I山間地において， \，、かに家庭を守り，家族の健
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康を維持してゆくかJ ， r後継者が積極的比小平岱集落に住みついてくれるよう

になるにはどうしたらよ L、か」は，一家の柱である主婦遠の真剣に考える諜越で

あった。

昭和 4 4):手に，共同炊事，集会，文化娯楽の機能を備えた「生活給:合センタ -J

を設置し，これを拠点としての活動が始まった。

東北水田農村に見られる貧血，高風庄はさ当集落も同じであり，その対策のため

に不足食料品の共同購入，料理講習など食生活の改善にとりくんできたが，昭和

4 4 年から 4 7 年にかけて実施した共開炊事は，食生活の改善を一層促進すると

共κ，農繁期における主婦労働の軽減に効果をもたらした。

また，水回転作が推進されてきた近年では転作大豆を利用した食品加工κ力を

入れている。センター施設を利用し，毎月 ISJ のつく日を「大豆デ -J と決め，

ミソ，豆腐，納豆，厚揚，がんもどき，凍豆腐などを共同で作っている。

山菜や野菜の貯蔵加工としては，ユクガォ，茄子，山菜の塩蔵，サヤイングン，

小豆，山菜等を水煮その他加工したもののピン詰，各穣野菜の冷凍，乾燥，そし

て高血圧予防のための自家用低壊しょう油やソース作りなど，食品加工に励ん

でいる。

最近では脳卒中の発生がほとんどなくなり，また，寝たきり考人が 1 人もいな

いということなど，このグループの絶えざる臼常の健康管理と，その改養への努

力が生みだした賜物と雲えるであろう。大豆ならびにその加工食品の自給利用な

どは，かつて，わが国の農村においては当然のことであり，そのさ当然のことが捨

て忘れられている現在だけに，それを実践してゆくことの意味は大き L、。大立は

横物蛋自の主要補給源として，栄養上のノミランスからも極めて重要であり一過

度の動物蛋白摂取にならないためにー，基本的な食生活のありかたから言って，

グループが f大立デーJ として普及をはかつている大立食品が，自給生産量，加工

の延長線上に定着してゆくことは望まし L 、。

(2)繁殖!殉用牛導入による出稼ぎの解消

水稲作単一経営で，しかも耕地面積もさほど大きくないとすれば，家計費が上

昇してゆく κつれて，米作収入のみでは賄い切れなくなり，当然、冬季開の出稼ぎ
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繁殖肉用牛の世話

をするグループ員

vc頼らざるを得なくなる。小平岱集落についても，このことは例外ではない。

出稼ぎが，いかに現金収入獲得のために止むを得ないとは云え，どのような社

会的問題，家庭的問題を持つかは説明を委しないことである。グループUてとって，

この「出稼ぎj をどのように解消するかは，永い間話し合われてきたことであっ

た。そうした話し合いの結果，周年労働を必要とする「畜産部門」の導入の方向

にもってゆくこと，そして銅養経験があり，かっ自給資源、の活用をはかるという

ことで「繁殖肉用牛J VC決定された。

この考え方が，生産の担当者である経営者そして行政当局を動かし，肉用牛鯛

養頭数も農家も徐々に増え 4 8 年κは「肉牛生産団地育成事業」実施へと発展

していった。しかも，それは集落化農場方式をとり入れて，稲作の共同育苗κ取

りくみ，稲作との総合経営が実現してゆくように計画されている。

第 1 表は 4 8 年から 5 4 年までのさ当集港での肉用牛出荷頭数および売上額の推

移を見たものである。出街頭数は 2 9 頭より 106 頭へと 3 倍以上K伸び，売上

額もまたそれに比例して増大している。したがって，農業粗生産額に占める割合

は (A)/ (B) で示されているが，これは肉用牛部門が複合経営としての比重を

高めてきた経過を示している。 4 8 年には 2 6 %, 4 9 年 5 0 年には 15%前

後であったものが 5 4 年には約 40% となり，当集落の農業生産にとって重要

な地位を占めてきたことがわかる。

それκつれて「出稼ぎ」がどのよう κ減少してきたかは，第 I 図が明瞭κ示し

てくれる。 4 4 年 4 6 年当時Uては経営主が 4 0 人以上であり，主婦Kついても
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第 1 表 肉用牛出荷頭数

年次 出荷頭数 主挙 価 売上額 (A) 農業粗生産額 (B) (A) / (B) 

48 29 頭 391 ， 100 円 11 ，342 干丹 43，594 干筒 26.0 % 

49 32 209,900 6,717 50,207 13.4 

50 64 182,000 11,648 63,617 18.3 

51 87 238,560 20,755 66,556 31.2 

52 86 275,000 23,650 73,868 32.0 

53 96 296,850 28,498 82,769 34.4 

54 106 347,300 36,814 93,783 39.3 

6~8人であったのが提訴次「出稼ぎJ VL 出るものが少なくなり 5 4 年 Uては経営

主では 7人，主婦は皆無

となっている。 r出稼ぎJ 第 1 園 出稼ぎの動向

のないムラ K向かつて，肉

用牛部門の導入・拡大は，
50 人 zg 4 4 人

この 1 0 年間のうちに，そ
4 2人

4 0 人
続車

の効果を見事にあげてきた
2主主 繭

歓ち5 
30 人 30 人

ものと言えよう。 ~ 

(3)その他
20人

共同炊事の笑施に踏み切 E持 開 開 1 6人

った際，水質検査の結果，
1 0 人

センターを含め集落の 9 0 44 勾 46"1 4 8"'f. 5 O~f 5 2 勾一 54~ 

%は欽料水としては不適当

とされ，共同炊事は一時中

.L!:.せざるを得念いとともあった。

こうした「水j の実情を，グループは部落会に訴え部落会は周囲の 4 集落、κ働
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グループをあげて運動会

きかけるとともに，町当局K要望し簡易水道が完成した。グループではこの日に

備えて計画的に「水道貯金」をしてきた。その他，グループが中心となっての畜

舎を中心としたハエの駆除等の環境衛生の改善， rみえJ rむり J rむだ」の追

放のためのリフォーム運動，活発なコミュニクーション形成の場としてのグラン

ドの造成および，それを利用した運動会の開催等，明るく豊かな村づくりの原動

力として活動している。

以上述べてきたように，この生活改善笑行グノレープは，つねに乏人世代，後継

者世代の中核となって経営者を助け，心身とも κ健康な生活を確立することを基

本 VL，農業経営の改善にまで踏みこみ，さらに明るく豊かな「村づくり j にまで，

集落全体を発展させるまでに運営されてきた。

その活動は，松互の理解を深めることを基本に十分な話し合いの上にたち，慎

重K しかも計画的K行われている。たとえば， r水道貯金」にしても， r食品加

工j にしてもそうであるし，肉用牛の導入 tてついても，その収入の配分を 3 ・ 3

・ 3 方式( 3 ー素牛. 3 一飼料 3 一生活費〕として配分するように定着化を図

っている。そのために，計闘の実行は決して無理がなく，問題点の解決は話し合

いのなかから全体的に生まれてくる。こんどの一層の発展が期待される。
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豊かな農村生活の確をめざし

小平笛生活改善実行グループ

(代表者 白土セイ)

私たちの食む f 小平岱 j は，山怒り をいかした肉用牛の昔話交，さら κru主

の典盟約な山村集溶で，明治 5 年 1 0 洛決場イヒ築業 j の災施主事もあって後会

戸の開拓政霊友が住みついた時から始ま 絞営を終くこと κ成功し，綴!，j三 3 7 戸

りましたo で 40 i:，以よもいた出稼ぎを，ほぼ解

昭和 3 5 t芋ころまでは電灯もなく， 約することができました。このことが

馬車も巡れないようなi道路，そして高 若い人の流凶K歯止めをかけ，集落内

合のため水の伎が恐いなど陸の孤島と 農家Kはすべて後継者がL 、るよう Vてな

いわれ，臼常生活を営むためKは，す り，線不足等もみられず，老若男女の

べてが不{更な状1mであり，必と身体K 笑顔が絶えない集務tてなることができ

健康隊警を在住じることが，しばしばで ました。

した。 自分速の生活を~~るため κ活動して

このようなことから. r 山間地十てお きたこと κ対し，この皮思いがけない

いて L 、か κ家庭を守り家族の健康を維 1ltをいただき，とまどっている私たち

持するかいまた f 後綴者が務機的K ですが，災K恥ないよう奥地開発振興

住みついてくれるよう κなる κはどう の先述グノレ フーとして，イ中間の総をカ

したらよ L 、か j 等を J'ï剣!tC;考え，これ 強く大きく広げ，今後とも明るい:後か

ら合解決するため Vι昭和 4 l !，j三 3 3 戸 なJ1!1村生活の存在立をめざして， 限努

の主的iで生活改答実行グノレ プを結成 力してまいりたL 、と，思います。

しました。

グノレ プの活動を促進するため. 44 

年，色々な機iiEを兼ね備えた f 主主(6総

合センタ J を設佼し，これを活綬!の

拠点として住みよいやJづくりをめ 1ざし

て活動を続けてきました。

1位大の悩みであった出稼ぎを解消す

るための予段として，経営三Eや吉日洛会

Vζ倒j きかけ. 4 8!~ V<ひ士山間地の条件
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第 19Eï!/農林水産祭受賞者の業績
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発刊のことば

農林水産祭は、会関誌の農林水産業に対する認識を深め、農林水産業者の技術

改善及ひず経営発展の意欲の高携を図るための国民的な祭典として、昭和 3 7 年、

農林水産業者に天皇杯が御下賜になqたのをと機会に、従来の新穀感謝祭を発展的

に拡充して始められたものです。

この幾林水産祭は、農林水産省、と日本農林漁業振興会との共催のもとに、各方

面の協力を得て、毎年 11 月 23 S ・勤労感謝の日を中心に開催され、農林水産業

者に天皇杯などの授与念行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展

などきわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和 55 年度は、その 19 間関に当たりますが、本年度の天皇杯などの選質審資

の結果は、次のとおりです。

すなわち、従来からの農産等の 6 部門については、第 19 @]農林水産祭に参加し

た各種表彩行事( 349 f牛)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 553 点の中

から、天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)、内閣総理大臣賞を授

与されるもの 6 点(問)、日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(

産部門 2 点、その他の部門 I 点)がそれぞれ選考されました。また、昨年度から

設けられたむらづくりの部門については、 44 都府県から各 1 点推薦のあったむ

らづくり事例の中から、天皇杯、内閣総理大臣賞を授与されるもの各 1 点、農林

水産大臣賞を授与されるもの 15 点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は、農林水産業の

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として、関係各方面の方

々に大いに禅益することと思います。ここに、これらの業績の概要(むらづくり

部門は別冊)をとりまとめて発行することと致した次第です。

終わりに、本舎の繍集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し、

深甚の謝意を表します。

昭和 5 6 年 3 月

財臨法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

出品財養 蚕

受賞者南沢養蚕組合

(代表者石塚喜久夫)

(福島県岩瀬郡天栄村大学大泉字南沢139)

園受賞者の略歴

古くから東北地方の玄関とされる自海市付近の山地をすぎ，東北本線にそって

さら K北上すると，鏡石町・須賀川市などのある盆地が開けてくる。梅島県中通

り地方の南部κあるヌ網拡この盆地の西方叫がる山村である。村域は東西に

第 i 図 受賞者の所在地

ポ
悶
初

日
怠
白
河

-6 ー

長く 3 6 km~ も及び，

西部は会津地方に援す

る山岳地帯で積雪期間

も長L、。しかし南沢集

落を含む村の東部は，

穣高 300-600m

の丘陵が起伏し，この

聞を流れる小河川 I ~てそ

った若干の平坦地が水

田として利用されてい

る。東部の気候は中通

り地方K共通して積雪

の少ない冬期乾燥裂で



ある。

南沢養蚕組合

のメンバー

村の人口は昭和 3 0 年に約 1 万人であったが，その後は減少が続き，昭和 5 0 

年には 5， 980 人となった。総t世帯数は 1 ， 3 9 0 戸， うち農家世衛数 1 ， 1 0 0 戸

である(第 1 表)。村では工場の誘致や西部地域の観光資源の開発など K もカを

そそぎ，最近では，ょうやく人口減少家も鈍化している。しかし，村政の基本方

針にもかかげられているように，天耕すの産業の重姿な基盤が幾林業にあること

は，今日も将来も変りはないであろう。

第!表 天栄村の人口・農家人口の年次推移

総 人 口 農家人口 主として農業に従事した人

人口 指数 人口 指数 人口 指数

昭和35年 9，318 人 100 7， 836 人 100 2，644 人 100 

40 8,197 88 7,1 59 91 2.1 5 1 81 

45 7,192 77 6,395 82 1,744 66 

50 6,919 74 5,979 76 71 3 27 

南沢集落は天栄村の東南端 Uてるり，鏡石町，大信村に近接している。国道 294

号線が集落内を通過しており， 自動車で白河市まで 2 0 分，郡山市までは 3 0 分

前後の距離である。

南沢集落の農家戸数は 2 0 戸， うち 1 8 戸の義援農家で南沢養蚕組合が構成さ

れている。南沢の養蚕は戦後まもなく開始されたもので，昭和 2 3 年に農協法に

もとづいて南沢養蚕組合を結成した。
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去を蚕を始めてまもない昭和 3 0 年代当初までは，蚕の作柄不良が多く， 1 0 a 

当たり収議室ーも 20 均K達しないことすらあった。組合員は結束して設の違作防

止にあたるかたわら，青年 4 名を蚕業中堅青年として選出し，養蚕技術の恭礎知

識を学習させると同時に将来の集落の指導者として育成すべく組合員全員が協

力支援した。このときの青年が現在の組合の中核となっていることはいうまで

もないが，後継者育成に最大の努力をする伝統が守られ， 1 8 戸の農家すべて K

農業経営の後継者が確定している。

昭和 3 9 年に県単事業で集落内に稚蚕共同調育所が設置され，それ以降蚕の

作柄は安定し飼育規模の拡大が進み始めた。この頃になると，既耕地の桑閣だけ

では桑棄の生産量が不十分となり，組合員の自は集落の背後にある丘陵の利用に

むけられた。若干の試行的利用を経て昭和 4 7 年からは本格的K集団桑盟造成 Uて

とりくみ 5 1 年までに 1 8 h a VC達した。これにより 1 戸きちたり収繭最が 2 t 

k近い大規模な養蚕農家の集落を作りあげた。全戸が農業以外の就業にほとんど

依存することなく，養蚕所得を中心として自立経営以上の所得水準に達している

のは，全国でも数少ない例である。この関の発展は当初の 1 8 戸の農家が今日ま

で I 戸も欠けることなく，一致して協力した結果によるものであるO

のちにのべるように天栄村の農業は山村でありながら畑の適地Uてめぐまれず，

1 戸当たり 1 h a 弱の稲作が中心になっているO 村の農業の発展は広大な山村・

原野などをどのよう K活用していくかにかかっている。南沢集落が全員の協力で

収益性の低い丘陵を開発し，生産性の高い桑園となっていったことは，この地域

の農業にとって明るい展望を与えるものである。

このような組織的な活動と顕著な発展の実績K対して，昭和 5 4 年には第 1 3 

回東北地方議生産性向上コンクーノレにおいて農林水産大臣賞が授与された。

臨受賞者の経営概況

(1) 地域農業の概況

南沢集落を含む天栄村の東部一帯は，起伏に富んだ丘陵地帯で，年間平均気温

11. 7 00C，長津う平均~雨量1， 1 6 0 mm，晩籍や夏期のひょう筈ーなど局部的な気象災害
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が生じやすL、。土壌は，石英安山岩を母岩とする洪積層からなり，砂質壌土が大

部分である。小河川にそって 7J< æが開かれているが，背後にはただちに丘陵がせ

まり，焔の適地が少なし、。総耕地面積は1， 490ha で戸当たり 1 3 6 a で

あるO 耕地の内訳は水田 69%，普通畑 1 6%，桑関 1 3 %，その他 2%である。

第 2 茨は作物月!J vてみた農業概況である。耕地条件を反映して水稲収入が 52%

をしめ， このイ也κは養蚕の 1 6 %を除くと特色ある農産物産地を形成するような

第 2 表 作目別{何寸前績と粗生産額(天栄村)

昭和;>4年度

作物名 作付部務 組生産額 左の構成費

手話 899 h a 1,2 1 5,275 千円 5240山1 

桑 184 380,880 1 6.4 

野 菜 58 48 ,4 6 3 2.0 

果 格j 7 3 1,0 50 1.3 

た ば L〉戸- 6 1 9,846 0.9 

雑穀・ R 82 248,1 64 10.7 

変 類 53 20,829 0.9 

L 、 も 1 9 12,439 0.5 

花 き 5 25,000 1.1 

3εg ζ 乳牛 59 鎖) 33,630 1.5 

肉牛 ( 289 11 ) 147,610 6.4 

i?F. J~ ( 3,3 7 1 11 ) 1 3 5,600 5.9 

計 1,31 3 2,318,786 100.0 

作自に乏しL 、。天栄村の農業振興計画では， りんご， きゅうり，たばこなど畑科

用 K透点をおいた作自の振興が企留されているが，これに加えて南沢組合の成

功に触発されて，遣を設を主号室な振興作図として位置づけ，他町村にみられないよ

うな手浮い脊成策がとられている。
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(2) 組合の事業の概況

組合は組合長のもと vc 1 班が 4-5 戸からなる四つの班Kわかれ，各班長が役

員を兼ねている。組合の事業の第 1 は手段蚕共同飼育である。昭和 3 9 年に設立し

た飼育所は篭床式で，最大蚕期 600 箱( 2 齢)収容の規模であるが，他町村 Vて

みられる新鋭施設の大型飼育所に比較すると見ばえがしなL 、。しかし，集落全員

で直接運営される南沢の飼育所は，組合員の協調と融和の生まれる場であるO

共同飼育につぐ重要な事業は，第 3 表 第 3 表共同利用の施設・機械

κかかげた多種の施設，機械の共同利用

である。利用κあたっては詳細な規程が

もうけられ，主主任体制が明確にされてい

るのが当組合の特色の一つである。また

5 5 年度からは壮蚕自動筒育装置 6 セッ

トを中心とした諸施設が導入され，共同

利用が開始されている。

南沢組合は後継者と配偶者κ恵まれて

いるのが特色であるが， このため組合の

事業の一環としての蚕業中堅青年( 3 0 

才未満)じ養蚕婦人学級(主に後継者

の若妻)の活躍が盛んである。しいたけ

部会が養蚕組合のなかにもうけられてい

るのは，組合員のうち 1 6 戸がしいたけ，

なめこの栽培農家と L、う事情κ よるもの

で，個別経営の複合化が養蚕組合に反映

したものである。

(3) 組合員の経営概況

稚蚕共同飼育施設 | 電床 10 基

スチームクワーナ-1 台

蚕会 1 1 棟

上族室 6 " 

壮蚕自動飼育機械

(BX-V-l-lO) 1 6 台

トラクタ 20PS 3" 

パックホー 1 " 

トレンチャ 1 " 

格納庫 棟

堆肥会 1 " 

専用運搬車 合

ブロードキャスター 1 " 

トレーラー 1 " 

防除機 2 " 

カッタ 1 " 

組合員の経営概況は第 4 表κ しめした。特徴的な点κふれると，後継者がそろ

っていることもあって農業従事者が多いことであり，労力的κ発展の余力がある。

水田の一部Kは桑苗掴などに転換されているものが含まれる。桑百自給はこの地
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方一予言の特色で，蚕業

中盤青年の活動の一部

κ もなっている。桑簡

は 1 戸さきたり約 1 h a 

が 4 7 年以降の出林造

成によるもので，残り

が既耕地である。

所得は 59%が養蚕κ

よるものであり，養後

.稲作・菌茸類の複合

経営である。家畜は全

戸~ 1 ないし 2 頭の HE

育牛あるいは繁殖豚が

鯛育されており，有機

質肥料源として賢建で

あるが，所得κ大きな

割合をしめるにはいた

っていない。

農業以外への就業は

わずかで農外所得は務

第 4 表組合員の経営概況

総 数

戸 数 18 F' 

家 族 員 数 107 名
r〆

男 32 
長差 従 者

11 

女 30 

71< 間 22.2 h a 

普ー 通 t密
fノ

1.1 

桑 関
11 

27.9 

そ 他
グ

の 。

fノ

言十 51.2 

山林・原野など 71.7 
fノ

養 蚕 5.290 万円
農

稲
11 

農 作 2.700 
業

菌 茸 類
ノ/

家
594 

所
11 

得
その他(畜建物) 360 

所 Fノ

ノj、 言十 8.914 

干等 農 外 所
Fノ

得 144 

i同~ 9.088 
fノ

l 戸当たり

5.9 名

1.8 

1.7 

123 a 

11 

6 

11 

155 

11 
。

11 

284 
Fノ

398 

294 万円
11 

1 50 

11 

33 
Fノ

20 

Fノ

496 

11 

8 

11 

504 

しく少なL、。ほとんどの農家が農業専業といって差支えなL 、。なお同表は 5 4 

度の実績であるが.55 年度は冷夏の影響による 71<穏の作柄不良で農業所得は前

年度よりやや低下した。

鶴受賞財の特色

(1) 1 戸も欠けずに協力発展

戦前の南沢の農業は規模が小さく，経営は木炭生産κ依存していた。道路条件

の劣悪なこともあり，木炭の生産と搬出は難渋をきわめた。終戦直後κ集落の農
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組合員の桑園

家は将来の経営κついて真剣な話し合いを重

ねた。おりから国では戦後の蚕糸業復興計画

が進められており，組合員は生産物の販売が

容易で，価格も支持されている養蚕をとり入

れること κ一致した。集落の逮 O 戸の農家の

うち， 自営兼業の 2 戸を除く 1 8 戸が養蚕を

柱 tてした農業経営κ とりくむこと K なったの

である。

第 2 図は組合の養蚕発展の足どりを戸 吟

" 当たり i奴繭量の年次推移でみたものである。

~fj和 3 0 年代までは飼育・栽桑の技術も未熟 収

でy 必ずしも順調な足どりとはいえなかった。

組合員は病筈虫の防除や蚕桑樹首の蓄特K全員で

とりくんだO この苦しい時代に育った協調の

気風が，後 t亡大きな共同事業を成功させる重

要な条件となった。

組合員の協調の力は，第 1 lfC稚蚕共同飼育

所の設立と運営K発揮されている。飼育所は

集落の一端にあり，付近κは，現在は飼育所

敵

第 2図組合員 1 戸当たり
収務量の年次推移

" 2ρ00 

I.~OO 

500 

一一ーー街沢平均

ー 金的平均

--
---一-

-~ , 
/ 

ノ
J 

f 
.--, 

" 

r J , 
F 

, 
ノ
J 

の休替、室など K使用されている旧小学校の分校舎や，新しい自動壮蚕銅育装置の
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ある 6 様の鵠育室などが集まり，養蚕集落にふさわしい飼育施設田地をなしてい

る。

昭和 4 7 年から開始した山林開墾κ よる桑圏造成も共問事業で進めたものであ

るが，さら κ重要なのは従来は経験のない広い傾斜地桑圏をどのよう κ管理して

いくかであった。ここでも組合員の協調のカが発揮された。すなわち，関・泉・

村などの助成を核として導入した桑園管理用の各種の機械弘巧みな利用組織を

作って有効に活用して L、る。一般には共有機械の利用は無資任κなり，保守管理

の惑い例も多いのだが，南沢では利用資任者を明確'{cし，利用の時間当たり，蘭

積当たり K積立てた金額を言十磁的に管理して，機械の維持と依却が進められてい

る。南沢Kは多数の若い後継者があり，蚕業中堅青年研究会を構成しているが，

この青年グノレ プが管理機械のオペレーターとして活躍している。

造成した桑廟は傾斜が 1 0 度から 20 度以上の部分もあり，条件Kは決して窓

まれていなL、。これが高反収桑潤となっているのは，桑閤管理κ機械が非常K活

用され，有機質の多投・土壌流失の防止などK十分の対策が進められているから

である。これも機械の共間利用組織を核K した緊密な相互協力の成果である。

1 8 戸の農家が戦後一貸して I 戸も欠けることなく，一致団結し，その結果が

I 戸当たり 2 t '{c近い全国でも例の少ない大規模養護主農家の集落を作りあげたの

である。

(2) 会戸の努力て‘後継者づくり

南沢組合の特色は，単に全戸がそろって大きな霊審議農家に発展したと L 、うだけ

ではなL 、。組合の発足と同時κ後継者育成が進められたが， これが次代κ受けつ

がれ第 5 表 tてみるよう κ組合員の全戸κ若い農業後継者があり，さらに将来への

発展が約束されているのである。

南沢の組合員は広大な山林を所有しているわけでもなく，都市近郊のよう κ地

価の高い土地を所有しているわけでもなL、。このようなところで，全国でも珍ら

しく後継者がそろい，配偶者がつぎつぎκ得られるというのは伺故だろうか。こ

れKは組合員会戸の涙ぐましい努力が隠、されている。古い待代の養蚕は早朝から

深夜まで作業が続き，いわゆる嫁汝かぜの作自と L 、う{陶芸百があったことは事実で
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ある。大きく作業方法 第 5表農業後継者の状況

も変化した今日でも (1) すでK若い後継者K経営権が移譲されている農家

古い時代の観念が一般

の人びと κのこされて

いる。南沢では，この

ような観念を破らなけ

れば嫁κ くる娘はいな

いということで，早朝

・夜間など電灯を要す

るような時間帯での作

業は一切中止した。一

方では，飼育規模を拡

大して農業所得で生活

できるような発展κつ

とめ，他方では作業の

あらゆる面での省力化

κ努力した。お嫁さん

が農作業と家事の板ば

男子年齢

3 4 才 i 昭和 4 0 
3 4 4 0 

3 4 5 1 

(お既婚の後継者 (10戸)

組合員 男子年齢 結婚年次

D 2 5 才 昭和 5 2 年

E 3 0 5 1 

F 3 3 4 5 

G 3 3 4 3 

H 3 4 4 0 

I 2 5 5 4 

J 2 4 5 2 

K 2 4 5 2 

L 2 5 5 4 

M 2 5 5 1 

さみK ならないよう κ 同未婚の後継者( 5 戸)

農業と生活の改善Vてと

りくんだのである。

また以上の努力のほ

かκ座していてはお嫁

さんは見つからないと

して，会員、の協力体制

組合員 年

N 

。

P 

Q 

R 

齢 性 Bリ

2 4 才 男

1 9 5号

1 9 女

2 3 男

2 3 男

で良縁を求めた。その一つは取引先の製糸工場から多数の女子職員をまねき，集

落あげて交歓会をもよおしたことである。この会が縁Kなって新夫婦が生まれる

と，従来はまったく知らなかった他県の集落と村向志の交際が開け，つぎの良縁
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κつながっていった。

(3) 若いカの活醸

南沢の農業後継者は文字どおり農業専従であり，規模の大きな養蚕中心の経営

発践を生きがL、として活躍している。 3 0 才以下で構成される蚕業中堅青年研究

会の会員は，各種機械のオペレ タ としての役割を始め，新技術主導入の先駆と

なっている。また71<泊転換κ よる耕地を利用した桑苔生産をグノレーフ・の事業とし，

毎年 4 万本κ達している。

将来の農業の:fi!1，、手が確定していることは，忠、いきって先をみた農業投資を進

めるよK大きな婆閣となっている。昭和 5 4 年度 Vては総事業費 8， 9 7 6 万円に逮

する壮蚕自動飼育装置などの投資Kふみきったのも，その一つである。また後に

ふれるよう κ国営事業κ よる山村の開発事業が計弱されているが，この挙業を利

用して若い後継者たちは大きな発展 tてとりくもうとしている。

(4) 高反収の桑趨と省力的な桑収穫の両立

一般に東北地方は関東以西κ比較して，桑栽培の自然、条件にめぐまれていなL 、。

このため潟島を始めとする古い東北の養蚕地帯では，交互法などj湾到な管理を要

する桑の仕立，収獲法が発達した。しかし，南沢のよう κ大規模な桑闘を経営し

ていくためKは，全伐法などの省力的な方法をとり入れるほかはなL、。南沢では

恵まれない自然条件下Kおいて多収穫と省力的なi収機・管理法を両立させる唯一

の方法として，桑揺の土づくり κ解決の道を求めた。

造成した桑閣のなかで傾斜が 1 0 度前後までは山成りの畦方向とし 1 5 度を

越える部分はテラス式の千鳥椴えとした。聴聞は一畦おき K トレンチャーなどを

活用して機を掘り， 1 0 a 当たり有機質 2.5 t tl上を施用している。有機質は全

戸が飼養している繁殖牛などの厩肥や稲わらの外κ，鱗村の大規模牧場から j震肥

を導入している。溝掘施日Eは傾斜地K生じやすい土壌流失の妨i上κ も効果を発揮

している。有機質の多投など，主κ冬期間の土づくり K よって充分な樹勢を維持

し，夏期の収穫には大幅K全伐方式をとり入れて収穫の省力イとをはかつている。

第 6 茨 tては桑留の概要と 1 0 a 当たり収際量をしめしたo 司般に山林・原野な

どの開墾κ よる大規模養蚤経営のなか tては，面積当たりの収量が軽視されている
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例があるが，株当たりの収震が少ないと収穫作業が非能率となり，管浬経費も結

局は高価となる。労働生産性を重視しようとすると， とかく土地生産性が犠牲κ

され，そこから悪循潔が始まって経営全体の収益性が低下する。南沢では労働と

土地との間K生じやすい矛盾を冬期間κおけるこ仁づくりによって大きく打開して

第 6表桑閣の概況

土壌 桑品種 樹 齢 用途男抽預害姶 栽槌距離 平均施肥量

洪積層 5A 改鼠62% 2年未満 7% 春秋兼用 50% 2.4UX 0.5ffi 成分量(均0)
一ノ瀬 32" 2 - 10 65" 夏秋専用 50" N 3 7.2 

その他 6" 10 - 20 24" P205 21.6 

20- 4" K20 22.8 

有機量2，500匂10a 

いる。これらの作業κは各穏管理機械の共同利用，あるいは桑の病虫害の共同防

除など組合の共同事業が大きなカとなっている。

(5) 施設と機械の整備を進める蚕飼育

稚蚕は 2 齢までの共問飼育であるが，夏・初秋については隣接の他の共向飼育

所と相互利用契約をむすび，南沢飼育所は夏蚕期を担当し，初秋蚕は飼育を休ん

でいる。これは施設の有効利用K加えて，飼育施設の蚕病防除の徹底K大きな効

果をもたらしている。このほか娩秋蚕期など fては他地域からの委託飼育もあるが，

成緩が良好で評価も高L 、。

稚議飼育の労務は組合負の出役であるが，飼育量κ比例した出役を義務づけて，

飼育経費と労賃とを相殺計算するのではなしやや弾力的K労務を調達し，労賃

は勤務臼数κ応、じて支出する方法をとっている。もちろん，結果的 tては鯛育量の

大きい農家が平均して勤務日時が多くなっているのはいうまでもな L 、。

飼育施設については収繭量が l 戸当たり 1 t を越えるよう κなった昭和 4 0 年

代後半から，急速K整備が進められた。関東以西K比して春が遅く， また近年の

よう κ9 月下勾 K掃立てる祝柊蚕を飼育するよう K なると，補協が大きな問題とな

る。しかし夏季Kは関東以西 κ劣らぬ高温Kなることもあり， このため最近では
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壮蚕の給桑作業

断熱効果の高いアノレミ加工したどニーノレハウスが建設されている。

{乍柄安定のため1(l. 3 齢飼育の場所を各戸が特別κ設けており，隔離銅脊κ

が払われているO

援会・設兵の共同防徐は設業中堅主青年が中心となって各戸を回る。援会面積 tて

合わせて規定の薬J仮設を完全散布するから，個別の消毒κ生じやすい散布廷の不

足という心配はな L 、。

上族作業κは条払い機がよく普及している。南沢での労働の雇用は上族議日 f(C

親戚・知人などからの 2-3 名のみとし、うのが濠通である。これは後継者が多く，

他地域の農家I(l.比較すると家族労働力が愛富であるということもあるが，簡易な

壮蚕飼育装置の普及や条払い機の活用など，翁カ技術の発遂によるところが大き

\，、。

tてなると安委主雲婦人部は上族改良班を組織して各戸を巡回し，保護管理状

第 7 表飼育の概況

春 ~ 初秋 娩秋 晩々秋 初冬

筋立月日 5月 22El 7月 2 臼 7 月 18El 8月 18 日 8 月 30 日 9 月 8 臼

掃 n・箱数(籍) 213 145 1 2 9 1 4 6 1 6 1 J 4 6 94 1 

総上璃収量 (kg) 7, 9 1 0 5, 1 82 4,1 8 4 5, 7 2 1 5,531 5,321 33,850 

向上1f五平均(kg) 439 288 232 318 307 296 1,880 
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況を検討する。養蚕技術は， とかく独りよがりになりがちであるが，南沢では相

互κ討論して思いきった改善につとめている。

銅育概況は第 7 表 f亡しめした。年間 6 回飼育であるが，最多飼育設期と最小飼

育委期の比率を主盛期別均等化の指標としてみると O. 6 であるから，かなり均等κ

近い例といえよう。作柄は年間平均で箱当たり収繭量 3 6 kgであり，安定をみて

L 、る。

以上のよう κ南沢組合は栽桑・育蚕とも κ施設や機械の整備を進めているが，

さら κ昭和 5 4 年 tては養蚕近代化促進対策事業により，壮蚕自動飼育装置 6 セッ

ト，飼育上族用建物 6 棟が導入され 5 5 年度から利用が開始された。資金のう

ち刷工村費による補助が 1 5 %含まれて.:Þ lJ ，村当局の養蚕V亡対する期待がう

かがわれる。

飼育機械の利用は組合の下部組織として南沢施設利用組合を設立し，全戸共同

利用を原則として 1 戸が 1 セット( 1 0 箱飼育)を年間 2 蚕期利用できるような

方法をとっている。施設の利用経費と借入金の返済は，各戸からの利用料金K よ

る計画である。各組合負は飼育機械の利用できる蚕期K鯛育量を集中して拡大す

るなど，新しい対応、をとっている。南沢組合は桑園管理機械が充分κ装備され，

これを利用して条件の悪い傾斜地桑闘を高反収桑園へと変えてきたが 5 5 年度

からはさら K壮蚕飼育の機械化が進められ，一貫した機械化体系の大規模養蚕へ

と展開しようとしている

(6) 集落ぐるみで農業自立経営へ発展

組合員 1 戸平均の農業所得は約 496 万円である。昭和 5 4 年度の自立経営農

家の下限農業所得は約 3 5 0 万円強と推定されるから，南沢は農業所得水準から

みて，立派な白rL経営農家ぞろいといえる。全国の養蚕農家のなか(!cは個加κ み

ると，さらに高い農業所得水準に達しているものも珍しくないが，南沢のよう κ

集落ぐるみで， このような水準(!c達している例は非常K少なし、。また南沢では農

業外の産業への就業は著しく少なL、。これは冬期間など Kおける桑園管理が十分

Kできることとも表裏の関係Kある。養蚕を中心κ した農業経営で，ほぼ他産業

従事者と向等以上の所得水準κ達し得ることが，例え IJ、地域とはいえ，むらぐる
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みで可能であることを全員の協力で実証した功綴は大き L 、。

翻受賞組合の技者f，j，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

(1)組合員の農業経営の特質

組合員の農家所得は第 4 表tてみるよう VC，農家所得 504 万河のうち農業所得

が 98%をしめている。 5 9%，稲作 30%， 7%, 

など 4%である。義設と稲作を る。

情報部では， 80%以上を瀦販売収入でしめ

る差是家宅ど養蚕挙“経営と呼んでおり，昭和 5 4 年K全国で 60， 470 戸があるとし

ている。南沢では，いずれの農家も溺の販売収入は農産物販売収入の 80%未満

であり，農林水設省のL 、う養蚕単一経営K該当する例はなL 、。

南沢の農家の年内収麟殺の平均である 2 t と L 、うのは， ts. カミ

で収繭;最のよ位から 1%前後κはいる銅予言規模の大きい経営である。このような

なかでは松対的κ大きい飼育規模の経営でも，前記のような意味での

L 、。養設は他の部門， とくに稲作と複合して始めて焼;僚の大

きい経営として成立しており，その好例が南沢である。

第 3 闘』ては南沢組合員の個別の農家所得をしめした。農家所得の総額\'C ft.下位

群と上位群とで約 2. 2 倍の蓋奥があるが，全体としては養蚕所得を中心として稲

作を複合した経営であり，著しい類似性がある。この類似性が相互の協調性を生

みだす碁盤であろう。しかし， より一層の発展念期待すると L、う視点からみると，

問題点が指摘できょう。

指摘の第 1 は農業所得下位農家群の主審議所得の割合は約 50%であるのに比し

て，上位農家群は 60%κ達している点である。これは近年の急速な上位農家群

の養蚕規模拡大ι 小規模農家群の拡大が遅延しがちとなったことを示しており，

類似性の著しい集落のなかでの相対的ではあるが階層の分化を意味するものであ

ろう。今日の養掻の焼撲を不可避的κ規定するのは家族労働力であるが戸な

いし 2 戸の例外を除くと，南沢の小規模農家群でも労働力に大きな差異はなL 、。

したがって小規模農家が小規模である理闘には，養蚕規模を規定する労働力Kつ
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ぐ要因，すなわち

土地の問題がある。

南沢組合は既存の

山林所有形態のも

とで桑闘を造成し，農

飼育規模を拡大し 家

てきた。かかる前

援のもと κ今日ま

での発展をとげた

のであるが，今後

の一層の発展が同

じ路線上で可能か

杏か，検討される

べき問題である。

南沢組合が経営

形態の著しい類似

m 

第 3 函 組合員の農家所得(昭和 54年度)

長必所持

稲作 f灯時

~その山業所得
堅麹最外所得

性を協調の基盤として発展していくためKは， とく κ現在の小規模な農家群を抱

きかかえていくことが重要であるO そのためには施設や機械の共同利用K とどま

らず，土地・資金・労働力としづ経営の基本的要素K まで，協調の力を拡大して

いくことが課題であろう。

指摘の第 2 は複合部門の問題である。養蚕経営の発展 tては養蚕部門が一定の規

模をもち，生産性が高いことが必須の条件であることはいうまでもな L 、。しかし，

さき κ農林水産省調査の養蚕単一経営でふれたように，養蚕は他の部門と複合し

て始めて安定した発展が可能であるO 南沢組合の農業所得上位群の養蚕所得の比

率が，農業所得下位群のそれより高いというのは，反街からみると上位農家群の

複合部門が弱体であることを意味しているともいえる。農業所得上位農家群の複

合部門収入が総額的Kはともかく大きいのは，水田の所有面積が大きいというこ

とによるものであり，他の複合部門である菌茸類や畜重量Kついては，すべての農
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家が大蓋ない規模なのである。

南沢は養蚕中心の経営で自立経営の集落を作りあげた全国でも優れた例であ

るが，将来より一層の発展をとげるためκは，現在の農業所得下位群の養蚕規模

の拡大と，上位規模群を中心として各作物などの副次的部門の充実をはかること

が諜題となるであろう。のちKのべるよう κ南沢は今後κ土地面積の拡大が期待

されるので，今日までの組合員の協調の力が将来κ生かされる条件がととのって

L 、る。

仔取りの牛の飼育農家は 1 3 戸で戸平均成牛1. 5 頭の一規模である。繁殖用

の母豚飼養農家は 7 戸で 1 戸平均1. 6 頭である。全戸が牛と豚または，いずれか

一方を館慈している。銅護規模がノj、きいので，農家所得全体のなかK占める畜渡収

入の比率は大きくな L、。現在では家南のj援肥な桑躍の有機質肥料とする役割が重

視されている。

以上のように南沢の複合部門は養設と労銀上競合が少なく， しいたけ原木の自給

κみられるよう κ生産費の自給率の高い作闘が選定され，経営の安定κ寄与して

いる。しかし反街からみると，室長主役の急激な発展κ比較して複合作箆は規模がノj、

さし、。冬期間の家族労働力の余力などからみて，今後は資金の蔚でもより集約的

な発展が期待される。

(2) 今後の発展方向

南沢の養蚕 tては将来の明るい展望が開かれている。それは昭和 5 5 年度から開

始された国営K よる農地開発事業であるO この事業は 7 年計磁で天栄村全体では

2 2 5 h a が計画面積であるが，このうち南沢関係分は整傍 2 0 h a ，拡猿 5 0 

h a の予定てある。現在と比較すると総間務で 2. 5 倍の拡大となるO 飼育規模の

拡大は桑習の造成K並行して順次進めて L、く計画であるが，第 1 段階の自襟とし

ては 1 戸平均収縮蚤 3 t としている。また開発農地は広大であるから桑園だけで

なく，後合作自としての家it飼養K も結びつく可能性を持って L 、る O

昭和 5 5 年度の全閣の養設は夏期の異常低温の影響もあって，繭生産量はかな

りの減少をしめした。しかし南沢では去を蚕κ立すする意欲はその悪条件のなかでも

衰えることなく，年間総収務量は前年対比 1 02%を達成したO また，盟営農地
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開発事業が開始されるため，当面の桑園拡大は中止ぜざるを得ないが，組合員は

事業の進捗が待ちきれないと L、う状況であるo

農地開発が進めば若い農業後継者群が，整傍された多種類の桑園管理機械を駆

使して，大規模な桑づくりを展開させるであろう。この時点でも南沢の良き伝統

である土づくりが重視されるであろう。また飼育面では本年から導入された壮蚕

飼育機械κ代表される機械化が一層進められよう。

広大な土地と若い活力 tてみちた農業後継者群，その背後にある協調性あふれる

組合員全戸の結集κ よって，新たな大事業を成功さぜ， さらに全国の模範となる

養蚕集落を作りあげていくことが期待される。
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共同精神で築いた大規模養蚕

南沢養蚕組 ぷ:，..
Eコ

(代表者

私主主の詩宮沢慾後総合は，奥州路の白

河のB還を越えて約 1 5 km，期1須i進偽か

ら迷なる山僚の当事付 tてあり，背は長証言誌

な山林宣't il草を淑口の務iとして生活して

おりました。戦後，社会情勢の変化k

ffい，新たな収入君主の選択liCi良られ，

部落内で話し合いを続けた絞泉，;[1.ま

れない土地条件や販売ノレ ト等を考え，

議後三E業経営が殺i趨であるとの結論K

迷し，紹和 2 2 年 1 8 戸で::<.:9 トし，

4 波編成で活動して参りました。

しかし，昭和 3 0 年代までは逃作の

迷絞で，議室監経営Vι疑問を持つ者まで

出る始末でした。打開策として昭和39

年κ稚設共同飼育所を設霞したのがき

っかけとなり，共向精神が高まり，技

術研修の場ともなり，蚤f乍が安定し，

規模拡大K自信がついて参りました。

昭和 4 7 年以降z 終回桑図を 1 8 h a 

造成するとともに 4 8 年から全員で

養蚕簿記念記帳し経営の見渡しを行い，

経営改一審K大きな効果をあげました。

また，後継者のない笈雪量的主将来性

がないと L、う先遂の教えを継ぎ，後継

者が希主還を持って取り組めるような技

術体系の確立をめざして，共同利用の

桑劉管理用機械主幕入や壮蚤自動飼育機

石塚喜久夫)

I 0 箱タイプ 6 セット返事入など K より，

土地及び労働J生滋役向上K改善を重ね

て参りました。さFい全戸後継者1iC，111 ま

れ，無駄や然玉里をなくした経営内容が

広く緩解され，配偶者探しの悩みも解

消し，主主主主力地強の按L 、手として活綴

しております。

技術阪でも土づくりのため全戸家遂

を鈎資して有機物を確保し，平均 1 0 

a 当たり I 23 kgの上綴i伎役をあげる

など， よい桑づくりを五基礎K した管理

体系を爽践しております。このような

総合活動が笑り，昭和 5 4 年度の組合

成綴は総合員 I 人当たり設図醤綴 1 5 

5 a ，上区高収:澄 1 ， 8 8 0 kgの笑綴をl奴

めることができました。

5 5 年度からは国営五基地E告発事芸能に

より生震基盤の盤係拡援が進められつ

つありますので，今回の栄誉ある受賞

を契機κ初心Uてかえって，なお 燦組

合負の磁和を図り，集団的言語能率養蚕

経営の伸径十て努力する所存です。
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第 i 図受賞者の所在地

二二二二ご内閣総理大臣賞受賞

出品財饗 蚕

受賞者長谷川稀

(群馬県勢多郡新里村大学武井346)

臨受賞者の略歴

前橋市内の中央前橋駅か

ら上毛電鉄に乗り新星駅で

下車，約 1 kmほど南下し武

井部落K入り友折して， し

ばらく行くと桑畑に図まれ

て長谷)11稀一氏宅がある。

新里村は人口 1 万余人，

面積 3 6 knlで農業主体の村

であるが，最近，村の東南部を中心に住宅地への転用が進んでおり，産業別就業

人口の推移をみると第 1 ， 2 , 3 次それぞれの比率が昭和 4 1 年当時 4 1 

(総数 5， 120人)であったものが 5 4 年にはほぼ 1 1 (総数 5，816人)

と変化してきている。昭和 5 3 年の農家戸数 1 ， 135戸，耕地は桑園 5 70ha, 

通畑 3 70ha，水田 3 0 0 haで桑園率が 46%を占めている。また 5 3 年度の

農業粗生産額中で上繭は 24%を占めて第 1 位，豚 (18%) ，生乳( 1 5%) , 

野菜のj瞭となっている。

新里村は群馬県の蔽生産量の%を占める赤城山南麓の勢多前橋地区に属し，
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ヨ三産地中の主産地であるが， とくに 1 戸さきたり収繭最は市町村単位で群馬県第 1

位であるのが特徴で 624 戸の養蚕農家中 240 戸の 3 8.5%が 1 t 以上の大

規模養蚕農家で占められている。

第 1:表新箆村の養蚕概況

養蚕戸数 桑歯菌積 上競収量 上磯収量 (kg)
年 次

10 a 当たt 1 戸当't.!J(戸) (ha) (トン)

昭和 5 0 年 736 529 518.9 98.1 705.1 

5 1 719 520 545.3 104.8 811.5 

5 2 654 550 516.9 94.0 790.3 

5 3 629 575 526.0 91.5 886.3 

5 4 624 600 569.1 1 11.6 912.1 

長谷川稀一氏は昭和 20 年復員後，満 2 1 才で父と共に農業経営に従事してき

た。この頃の経営は水穏，養護，野菜で，両殺が養蚕中心，稀一氏は 500 羽の

採卵鶏や繁殖から肥育までの養豚の一貫経営を目指すなど，意欲的K経営改善に

取組んできた。

昭和 3 4 年に稀一氏は父から農業経営を引き継いだが，それ以来，家族労働力

を有効K活用できる養蚕を基幹とした経営への転換をねらってきた。 4 4 年に長

男が後継者として就燥したのを契機VC，本格的に養護規模の拡大を回指した。更

札父子で将来の農業経営のあり方Uてついて検討を重ね，養蚕規模の一層の拡大

のためには施設整備が必要であり，その施設の高度利用のため冬期のプロイラ

飼育を組合わぜることが， もっとも適当であると判断した。昭和 4 8 年に蚕会と

冬期間のブロイラー飼育会との兼用を前提として壮蜜室 1 棟を建て，年 6 間育で

3 t 余の収繭最に逮した。これらの成果の中でブロイラーとの複合K 自信を深め，

借入地も含め 4 1 0 a の桑簡を整備するととも払 5 4 年には兼用大選蚕会 2練

を増設し，養蚕とブロイラーとの複合経営の体系をつくりあげた。

長谷川氏は優秀な後継者に恵まれ，父子で経営のあり方や技術導入について，

積極的K検討すること K よって今日の特色ある経営を築きあげた。養蚕主産地で
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ある新里村にあって，氏の大規模養蚕とその計画性や実行力は注目の的となって

おり，地域の養蚕意欲向上にも大きな役割を果たしている。

本人は農事組合免養蚕組合長等を歴任して人望も厚く，第 2 表の受賞がある。

第 2表おもな表彰経歴

表彰行事名 表彰の種類 (受賞年度)

農林水産大臣賞(昭54)

農蚕園芸局長賞(昭53)

群馬県繭生産合理化
全国繭生産性向上推進協議会長賞(昭53)

大日本蚕糸会総裁賞(昭54)
コンクール

群馬県知事賞(紹54)

群馬県蚕糸振興事業協会長賞(昭53)

群馬県養連会長賞(昭48， 5 2， 5 3, 54) 

勢多前橋養連会長賞(昭54)

そ の 他 日本シノレク K.K. 社長賞(昭54)

島村蚕種K.K. 社長賞(昭54)

園受賞者の経営概況

(1)家族構成

長谷川家は稀一氏夫婦と長男芳一氏夫婦および孫の計 7 名である。養蚕従事者

は 4 名であるが，労働力を能力換算すれば 3. 3 人である。雇用は年間延 383 人

で; 5 - 1 0 月 K女性の麗用 1 名の他，上族から収蔽にかけてが中心である。

第 3表家族構成

氏 名 続 柄 年齢 養蚕従事者 労働能力

長谷川稀一 世帯主 56 才 。 0.80 

喜美枝 妻 58 。 0.65 

芳一 長 男 32 。 1.00 

君江 長男嫁 31 。 0.80 

，忠 孫 5 

誠 孫 3 

J刃'"、 孫 1 

言十 4 人 3.25 
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(2) 経営耕地

桑園面積は昭和 4 5 年VC220a であったが， 4 8 年 2 4 0 a , 5 0 年 260a，

5 1 年 3 1 0 a となり 5 4 年から 4 1 0 a でうち自巴所有地 2 1 0 a ，借入地

2 0 0 a である。地形は平坦で標高 1 30m，土壌は火山灰土洪積層( 101B) 

である。桑園以外VC7.k æ 2 5 a ，普通知 1 0 a ，山林 1 6 0 a がある。

桑閣は第 4 表のように 1 0 主義 K分かれており，桑品種は大部分が改良鼠返で樹

齢はいずれも若く 8 年未満が大部分である。高根刈て畦間1. 8m が多く， 10

a 当たり植付本数は平均 8 2 32ドである。

第 4表桑園の概況

面 樹齢 槌付距離
8 宅より 10a当たり

桑品稜 仕立 の距離 槌付本数
男せ ( a ) (年) (m) (m) (本)

1 40 10 改良鼠返 高根刈 1.8x 0.9 500 61 7 

2 20 4 " " 広F 600 '〆

3 30 5 '1 
10 " 1.5 x 0.6 300 1,1 1 1 

4 20 5 'ノ 'ノ 1.8xO.9 100 617 

5 30 6 'ノ 1/ 1/ 200 'ノ

6 30 5 " " " 300 '1 

7 60 3 1/ 11 1.5 x 0.6 2,000 1,1 1 1 

8 70 8 11 九， 1.8 x 0.75 1,500 740 

9 20 4 λF 11 グ 8,000 11 

10 90 
10 

九'2 
11 1.5xO.6 12,000 1,1 1 1 

言十 410 823 

(3) 資本装備

蚕官舎は稔蚕室， 仁iコ蚕室各 1 篠， 壮益三塁 3 様， 1 棟からなっている(第 5

)。稚溢主主はブ口ック電床 1 セットからなっており，壮蚕~3 棟はブロイラ

(冬期)との兼用で，いずれも母麗からやや綴れているO

差益機兵や蚕具類は第 6 表のようで 2 t 積トラックは速い桑除jからの条桑述搬

に像力を発衛しており， 給桑用ワゴン， リフト等は餌脊作業の省力化
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に， ショベノレローダーは蚕座片付け作業の省力化にそれぞれ役立っている。

第 5表養蚕用施設

施設名 面積 建設年 備 考

稚蚕室 木造カワラ葺 23m' 酬39年

中蚕室 木造 2 階カワラ葺 270 54 農業改良資金

1 号壮蚕室 木造トタン葺 567 54 近代化資金

2号 " 
M 405 54 " 

3 号 。 グ 567 48 '〆

上族室 木造 2 階カワラ茸 165 23 

貯桑主主 木造ブロックトタン葺 110 54 1 号壮蚕室に併設

管理室 木造トタン茸 60 54 M 

計 2,189 

第 6 表養蚕用機械・器具

種 類 数量 備 考

ト フ ア ク 2 台 2 トン積

経 ト フ ア ク 1 

ト フ ク タ 2 乗用型ヤンマー20PS 及び日の本号 8PS

耕 表示 機 2 マメトラ』まカ当

ショベルローダー 1 フォークグラップコレ，ウインタシ之クァト付

緩 E号 機 8 ジヱァトヒーター( 5 台)ほか

動 力 噴 霧 機 2 消毒用 1 台，除草剤用 l 台

台車付飼育装置 4 1 台は1.5mx 39.6m 

給桑用ワゴ ン 4 

給 桑 フ ト 1 

自動収鱗毛羽敬機 4 

(4) 経営収支

昭和 5 4 年度K年 7 間脊で 145 箱を飼育し，上繭5，57 2kg，総l奴繭量 5， 739

kgをあげたが 5 5 年度は 6 t 以上を目指して，がんばっている。

昭和 5 4 年度の経営収支を第 7- 9 表でみると，農家収入の 40%は蔽収入，

60%はブロイラー収入となっているが，ブロイラーの所得率は 10% と低く，
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所得では養護655 万円，

ブロイラー 313 万円で

養蚕は 68%を占めてい

る。

国受賞財の特色

(1)群馬県史上最高の

収璃重量

昭和 4 5 年以降の規模

拡大の推移は第 1 0 表の

ような 5 4 年に上麟収

5.5 t を突破し， これ

までの群馬県における最

高の木暮三四郎氏の

5,2 64kg ( 4 8 年)を超

え，輝かしい記録を達成

した。

(2) フーロイラーとの

複合経営

長谷川氏の経営の大き

な特色は，冬期間のブロ

イラーとの複合経営を最

初から予定して養蚕の規

模拡大を図り，養姿を主

幹としたブロイラーとの

複合経営の技術体系を確

立した点である。ブロイ

ラーは冬期間の労働力を

第 7表農家収入 (54 年)

区 分 金 額 備 考

幾業収入 千円
上競 12，510千円

縞 収 入 12,537 {屑繭 27 
ブロイラー収入 31.320 

幾タい灰入 。

ムロ 計 43,857 

第 8表養蚕経営費 (54 年)

区 分 金 額 内 訳

蚕 穏 費 653 千円 1箱4.44 0-4,5 6 0円
X145箱

轡化成特 2号 137 袋
HE 料 費 844 

32号 205 袋
沓土石氏 205 袋
熔成燐肥 205 袋

差是 薬 費 180 グラモキソユ4 ホルマリユ4
アリノミント;ノ〈フソーjレ

光熱動力費 330 石治，ガソリン，電気

3，000 円 x 55 駄

貝出 桑 費 285 
( 3,300 kg) 

1 ，500 円 x 80 駄
(4，800 埼)

共同餌育費 400 
5，000 円 x 80 絡

(委託分)

農蚕呉費 163 

雇用労働受 1.532 
1 B平均
4，000円×延 383人

償 部 費 848 
桑樹成圏費，建物・機
械償却費

借 地 料 160 1 a 80 0 円 x 20 Oa 

共済掛金 144 

返 済 金 125 農業近代化資金(蚕舎)

そ の 他 328 公穏公課等

15- 計 5,992 所得率 52.2% 
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第 9 表 ブロイラー経営費 (54 年)

芭 分 金 額 備 考

素ひな費 5,4 0 0千円 1 羽 90 円 X 60，000 羽

飼 料 費 20,200 購入飼料 300t

敷 料 費 130 オガクズ

光熱水費 721 石油，電気水道等

医薬品費 550 

農具資材費 177 

償 去p 費 708 建物，機械償却費

返 済 金 125 農業近代化資金

そ の 偽 176 公租公課等

i口L 言十 28,187 所得率 10.0% 

第 1 0 表規模拡大の推移

年次 桑箇面積 鯛育回数 上繭収量
10a当たり 備 考
上繭収量

昭和 45 220a 5 回 2,401 kg 109 kg 

46 220 5 2,455 1 12 

47 220 5 2,529 115 

48 240 6 3,023 126 

49 240 6 2,341 98 ひょう答

50 260 6 2,600 100 

51 310 6 3,372 109 

52 310 6 3,044 98 夏期の長雨

53 310 7 3,927 113* 

54 410 7 5,572 121 来

米は買桑の修正を行ったもの

有効に活用し，収入の増大をねらいとして始められたものであるが，ブロイラー

飼育が事差益の菜作的機能を果たし，労働力，施設，機械器具，廃棄物等の宿で養

蚕と実によく結合している。その結合の内容は以下のようである。

①施設の共用
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長い蚕室に 60mの蚕座設題

壮蚕用蚕舎は 1 号室 567 m' (9mX63m) ， 2 号室 405 m' (9mx45

m) , 3 号室 5 6 7 m' ( 1 2. 6 m X 4 5 m )の 3 練があり，木造トタン査で屋根

には換気扇がつけられている。床はコンク J) ト，側壁は全面に金網が張られ，

腰高より下部 Uては板が張られ，外側へのはね上げが可能である。上部の金網の外

側Uては手動でピニルシートが上下する装置(ノレーマイド)が取付けられていて，

通気や保温が可能である。これらの構造は春から秋にかけての壮蚕飼育と冬期間

のブロイラー鯛育の向者十亡適しており， 5 6 7 m'lfては主主は約 2 0 箱， ブロイラー

は約 1 万 1 千3J5lを儒育することが可能である。

@施設内の設備等の共用

蚕舎内十ては群馬用水からの直接の配管の給水栓が数カ月号に導入されており，高

圧 1 ズノレの使用によって強い水圧の水を出すことも可能で， これは施設内の清掃

時に像力を発僚している。また， この7.kはもちろんブロイラー飼育時十ても使用さ

れる。

一方，暖房機としてジェァトヒータ一等があり，

ブロイラー飼育時の補温に共用されている。

@ショベJ(.. りーダ，トラック等の共用

-上:族持の矯溢や徐ì'iÆ，

ショベノレローダのアタッチメントとしてフォ←クグラァフツレを養蚕分野ーにはじ

めて導入し，蚤座片付けの際の廃条除去を効率的K笑施できるようにした。また，

ウイングパクットを取付けて，廃条除去後の蚕糞益沙の収集を行っている。ウイ

ングパクットは鶏糞パクットともいわれ，鶏糞を集めるのに使われるもので，こ
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ウイングパケットイすショベ

J!--Q ーダ

れらの共用はきわめて有効である。その他 2 t 積トラックなども， もちろん両

方に共用されている。

④鶏糞の桑溜への投入

ブロイラー飼育舎内でオガクズと混用されたものは，乾燥鶏糞として約 6 0 t 

が年間に生産される。これは約 7 0 万円に見積られるが， これを桑閤 1 0 a 当た

り1. 5 t 宛施用し，土地生産性向上に役立てている。

(3) 労働生産性向上への努力

①賀桑の導入と採桑労力の省力化

春，娩々秋，初冬蚕期においては繭収納工場の確実な斡旋による一部の計磁的

な買桑(年間約 8 t )を行い，庭先まで運搬してもらう方法で採桑労力の省カイと

を図っている。

@給桑ワゴン等の活用

大型蚕舎の長い蚕座配置( 1 号壮蚕室の場合の蚕座 1 列の長さ約 6 0 m) をし，

給桑ワゴン( 1 号室 2 台 2 号室 2 合) ，台車付飼育装置( 3 号室) ，給桑リフ

ト( 3 号室)等を活用して， Jl I の字給桑により効率的に給桑作業を行っている。

③組立・分解容易な飼育枠

コンクリート床の数カ所に穴をあけ，そこに鉄製又は合成樹脂製の支柱(高さ

は蚕期により異なるものを用意してある)を立て，支柱先端部を連らねて電話線

用のクープノレワイヤーを張って，そとにネットをかぶせ主主座の側壁としている。

その組立・分解はきわめて容易なため，とくに蚕座片付けの僚に能率的である。
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フォークグラップ}[..付ショベ}[..

口ーダで廃条を運搬し焼却する

蚕座片づけの省力イヒにショベノレローダが活躍していることは前述のとおりである。

@収繭作業の省力化

収繭I'C捺しては透視型謀議選別機数台を主導入して，清麟抜きを能率的かつ徹底し

て実施するとともに自動収繭毛3J5J取機 4 台を活用して作業能率向上に努めてい

る。

@麓府の効率的活用

5 月から 1 0 月にかけて女性 1 人を連続して庭用し，家族の労働過重を防ぐ対

策を構じている。また，主として上族・収摘の時期を中心に年総計 383 人の藤

周導入となっている。上族時の雇用労力を確保するため， ~.付近の養蚕農家より掃

立おを 2 B程度遅らすなどの配慮、も行っている。

臨受賞者の技指，経営の分析およびその普及性と

今後の発展方向

(I)複合経営による年間の合理的労働配分

第 2閣に示すように養蚕の 7 回育は 5 月 1 0 尽から 1 0 月末まで，ほとんど連

続的に行われており，ブロイラーは 1 0 月中匂から 4 月中匂までで，桑園管王製作

業も含めれば年間を通して仕事の絶え間がなく合理的に配分されている。

しかし，冬期間のブロイラーは初期を除いて，あまり手間がかからず余裕は十

分とれるという。
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第 2 図年間の作業日程
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注 1) 各王罰則自点線部分は稚蜜委託

2) フロイラーのAは中級き(中出l出荷)を示す

(2) 等霊に近い多国育若葉蚕

養蚕の 7 回育は第 1 1 表に示すようにほぼ各益期等量に近い飼育量で施設と

労働力の有効利用を図っている。多回育では益作安定が第ーであるが，それには

次のような配慮が行われている。

第 1 1:表養蚕実績(昭和 54 年)

蚕期 掃立月白 飼育箱数 上繭収量 箱当たり収繭量

春 1 5 月 1 0 日 25 箱 1，1 22岨 7kg 44.9 kg 

春 2 5 2 2 25 992.1 39.7 

夏 6 2 3 20 937.8 46.9 

初秋 7 2 8 20 723.0 3 6.2 

晩秋 8 3 0 20 744.8 37.2 

晩々秋 9 1 0 20 546.2 2 7. 3 

初冬 9 1 8 1 5 505.3 33.7 

言十 145 5,57 1.9 38.4 

すなわち，春 2，夏，晩々秋，初冬などの重複蚕期については 2 齢までの稚蚕は

委託K出すとともに，稚益鯛育と壮益飼育の作業者は分離して防疫に努めている。
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なお，蚕室は必らず各蚕期前K消毒を励行しており，それを可能にするため，壮

蚕室に関しては蚕期毎の使用区分を明確にしている。

(3)栽培技術

祭障は 1 0 罰地に分れており，遼ße離のものもあるが 2 t 車などの機動力を

使い悪条件を克服している。樹齢の惹いのが特徴で，土地生産性の向上に大きく

賞献している。稚蚕周桑Kついては専用桑園 3 0 a を用意し，春，初秋，娩秋

期につき残条全芽法である。壮蚕用桑の収機法は第 1 2 表のようで，変切法 4 6 

%，計極残桑浪 1 9%，春切法 27%の配分で会主妥期鎌あるいは現定鉄 Uてよる全

伐i収穣である。

第 J 2 表壮蚕用桑の収穫法

収穫法 面積 春 1 , 2 官。にヨ「 初秋 娩秋 娩々秋 初冬 l

夏切法 190a 都蹴採 元中払う伐採 施中間関采

計磁残桑法 80 法部伐採 中間伐採

春切法 110 腕般採 株再発上伐校採

寅桑の有無 一部有 一部有 一部有

一
第 J 3表施肥内容

資材名 施用時期
10a 当たり

施用量 N 12 05 K20 

乾燥 奨 1 ?，月中勾~ 4 月上勾 1,500 kg 

蚕翌主主妥沙 6 月中匂~ 1 0 月下勾 1,000 

苦土石灰 2 月上勾~ 3 月下匂 100 

熔 燐 2 月上旬~ 3 月中勾 100 19 

毒事特 2 号 3 月下勾~ 6 月下匂 100 15 6 6 

化成 32 号 3 月下匂~ 6 月下匂 150 18 7.5 9 

無機肥料計 450 33 32.5 15 

施ßEは第 1 3 表のような有機質施用を重点とし，ブロイラー飼育からの乾燥
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鶏糞を 1 0 a 主主たり1. 5t 施用している。以前は廃条も施用していたが，病害虫

の繁殖の危険性と搬入労カを考慮し，現在は焼却処分としている。無機質肥料は

春秋兼用桑鹿では春肥と夏肥を半々に分け，夏秋専用桑園では春肥のみである。

除草は 5 月上勾より槌時除草剤(グラモキソン，グラサイド)の散布により実施

し，害虫防除は 2 月下勾-3 月下勾にカイガラムシを対象に 8 月上~中勾にス

キムシ，ハダニを対象K消毒を行っている。

(4) 飼育技術

7 間育のうち，第 2 闘で示したように春 1 ，初仇晩秋の 3 蚤期はブロック電

床の稚蚕室で 2 齢まで稚蚕飼育し，以後条桑育とするが，他の蚕期は農協を通じ

て 2 齢まで委託に出している。

壮蚕飼育は労働生産性向上K もっとも留意し，給桑ワコーン等を利用した) 11の字

給桑を実施し 5 齢期の 1 B の給桑田数は 3 回である。なお 60mの蚕座 I 列

を給桑するのには給桑ワゴン K3 田積み込めば十分であるという。

土張は止最前日か前々自に上族ネットを蚤座に入れ，上族時はそのネットの上

に手作業で条払いし，払った蚕をピニJレシ トに集め，そこに網をかけて蚕沙を

分離し，それを土議室に運搬して回転族に振り込む方式である。

(5) 養鶏技術

飼育室内の天井より借り下げたブルーダーと呼ばれる 6 角形の笠裂育雛器で保

温し，その周囲を高さ 6 0 佃のトタン板で円裂に罰み，オガクズを約 1 0 叩の高

さに敷きつめたところに初生雛を約 1 ，000羽放す。 1 飼育舎にフソレーダーは 1 2 

基セットされる。最初の 2-3 臼間は紙の上で餌付けを行い，さらに 4 臼罰まで

は抗生物質を7.k K混入して投与する。

飼育は 1 遊間毎K1 適齢 2適齢と呼ぶが 1 週齢は 4 O.C , 2 週齢は 3 5~ ， 

3 週齢以降は 20.C 程度の飼育温度とする。そのため 1 週齢はフツレーダ-. 2 

適齢はビニノレシートで上部を覆ってジェットヒーターで媛房 3週齢以降はピニ

ノレシートもはずす。

2 週鈴ではニューカッスノレ病予防のため，生ワクチンを7.k K混ぜて投与するカミ

それ以降は自動的に給餌，給水が行われるようになっているので手間はかからな

-36ー



くなる。

ブロイラー鯖育

l 週鈴(上左)

2週齢(上右)

3週齢(下左)

餌育の途中で雌維を分離し，維は 5 0 百余で約1. 5 切になった時期に(中抜き)，

雄は 6 5 日程度で約 2.5 k習になった時期K経済連K出荷している。

一般に飼料 2.7- 2.8 kgについて肉 1 kgを生産しなければ， もうからないとい

われている。ブロイラーの価格は時期により，かなり変動するが，一応最低保障

価格は決められており 5 4 年は lkg290 円であったと L 、う。

(6) 今後の発展方向

長谷川稀一氏はよい後継者に窓まれ，父子で現在の安定した経営基盤を確立し

たわけであるが，今後ともブロイラーとの複合経営を継続し，将来は更に養蚕規

模の拡大に意欲的である。

養蚕は他イ乍尽との複合経営のよに安定した発展を遂げる場合が多く， とくに群

馬県における養護発展の底力は，安定した複合経営の中に見いだされるといって

も過言ではない。そのような中で長谷川氏の経営は一つの範になりうるものであ

ろう。
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長谷川氏は今後の規模拡大には，桑刈機などの機械力の主導入が必要と考えてい

る。一方，規模拡大の基盤は，なんといっても蚕作安定と考えられるので， とく

にそれに留意するとともに一層の経営の発展が期待されている。
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コストダウン図り余裕ある経営
長谷川稀ー

私は，昭和 2 0 年後長後退金銭κ従磯 拡大しました。

してきました。当時の経営は水稲，幾 4 4 年長努が蕊燥したのを機会札

設K聖子菜を加えたもので，篠宮霊友商業程 親子で将来の淡業経営κついて検討を

が中心に行い，私は露地キュウリ等の 援ね，議室量規模の拡大と冬期間のi収入

野菜栽培を行っていました。その後， の確保を図るため，援護号事の施設を3主

義溺，後豚を導入し持V亡霊姿豚Uてつい 備し，冬期間のブロイラ 飼育を導入

ては，繁婚からij[';T守までのー爽経営を しました。

包括しました。 慾設とブロイラーの複合経営は，冬

しかし，野菜は価格の変動が激しく， 期間の労力が活用され，機械施設の兼

出荷期には毎日の市場通い。また蓄率潟， 用ができ， しかもブロイラー飼育から

養豚Kついては敷地が狭く，道路が米 の鶏畿を桑園K投入し土作りができる

整備のため規模拡大が思雑であったこ など，メリットが多く，私の経営を安

と，購入鈎料の増加，相場変動が務し 定したものκ しています。その給泉，

く，しかも作日間の労働綴合が激しく 5 4 年 vcは年間 5.7 t と群馬県史上最

家族の労働力を有効K活用できないこ 高の収繭f設をあげることができました。

となど問題点も多く，将来の差益言葉経営 長男も主主欲満々 K農薬K取り総んで

の形態を模索しました。 おり，今後ともこの経営の仕組みを継

i没書量殺t設の全てを父より佼されたの 統し，機械化 Uてより労働生産伎を潟め，

を契機に家族の労働力を有効K活用 コストダウンを関りながら余宇宙のある

でき，全員の協力体制がとれる霊審議K 髪室室経営としていきたいと窓、います。

溶思し， 3 5 年より後設を基幹とした 今回，はからずも内閣総王阜大臣賞受

飽き走経営へ転換をはかりました。以後 1遣の栄誉 vc浴し，身の引き締まる忍い

普通焔や水田を桑図K転換するととも がいたしております。談 tてありがとう

ι 遊休桑留を倦り入れ，祭闘の確保 ございました。今後さらK経営改畿を

K努めました。 3 9 年κは箔床式の宇佐 進めるととも札地域差器援の振興K徽

設飼育施設を設援するなど，議室設経営 カを尽してまいる所存であります。

の基金霊作りを行い，徐々 Vて務室量規模を
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二二二日本農林漁業振興会長襲安歯二二二

出品財養 蛮

田健受賞者向

(茨城県結城市大字大木2367)

関受賞者の略歴

岡田健吉氏宅のある結城市は茨城県の西部Uてあり，古くから城下町として栄え，

この地方で生産される「結城紬J は閣の無形文化財として有名である。関東平野

のほぼ中央に位置し，古くから養蚕

の盛んなところで，隣接する栃木県第 1 図受賞者の所在地

下
館
市

小山市ととも κ，かんぴょう，桑苗

の特産地である。鬼怒川の商岸の平

たんな火山灰の農業地待で，米麦・

野菜・繭の生産が多 L 、。この結城市

の市街地から南へ約 6 kmの大木地症

に岡田氏宅がある。

結城市は東京から 8 0 kmの閣内に

あるためベッドタウン化する傾向κ

あるが， 5 3 年Kは総戸数の 4 分の

lVC当たる 2，994戸の農家があり，

耕地面積も約 3，800 ha である。耕

地の約 50%が水回，約 37%が普
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通畑，約 1 296が桑闘であり，農家 1 戸当たりの耕地面積は1.27haVC逢してい

る。 5 4 年度の農産ー物販売高では，脅果物・加工トマトが 1 1 億円 (3 5.6 % ) 

繭が 7 億 7 千万円 (2 4.9% ) ，米が約 6 億円 (1 9.2% )のj院で，養蚕の比重

が非常に高い地域であることが知られよう。

最近における結城市の養蚕は，桑盟顕積の漸増，養蚕戸数の漸減，王子均反収の

維持と L、う傾向にあり，養蚕農家の約 30% ， 197 戸が 5 4 年度においてよ繭

収量 1 t 左越す大規模経営である。この結城市からはすでに，農業祭の蚕糸部門

において北条輝雄氏 (4 6 年)と何回寿一氏( 4 7 年)とが天皇杯を受賞され，

5 3 年には市農協上山) 11支所が内閣総理大臣賞た受賞され，全国の模範となる養

蚕家の多いところといえよう。結城市農協には結城，絹)11，江)1 1，上山川の 4 支

所があるが，絹)11，上山川 Uて繭生援が多く，大木地毘のある江)11は桑苗生産が多

し、。

岡田健省氏は昭和 1 9 年 9 月に結城郡三) 11農業青年学校党中返し，震ち VC兵役

Uて服し 2 0 年 9 月十て復員後，農業に従事した。当時は須藤姓であり，真面呂で

誠実な性格た見込まれて，昭和 2 5 年に問団俊夫氏の長女しげさんと結婚し，岡

田家に入籍した。岡田家は俊夫氏の先代のときに分家し，当時 1 h a の畑地から

出発して王子地林た開こんし，現在の 6.1 haの経営面積まで拡張してきた。昏父の

俊夫氏は永年にわたり農協専務理事，農協長，県養連理事た歴任された方である

が，その関係もあって家業は健省氏が中心となって営まれた。水・陸稲，野菜，

繭，桑苗等，作自は多岐に亘っていたため，健吉氏は農協の役職等には一切就か

ず，昭和 5 2 王手K結城市第 1 稚設共同飼育所運営委員κ就任し，現在まで継続さ

れているだけである。地味な篤笑な性格であるが，昭和 4 4 年に設立された江)11 

遂設機械化級合では中心的存在となって活動した。

そして， ζ￠粗合の活動は近隣地域の養蚕近代化に大きな刺激となった ζ とはい

うまでもない。

そして，この養蚕機械化組合た経営の中心に切替え，昭和 5 4 王手 VCは 3.5 h a 

の桑闘により 5，131kgの上繭収室主党挙げ，茨城県養蚕経営改善競技会κおいて農

林水産大臣賞た受賞した。
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組受賞者の経営概況

(1)家族構成

問団氏の家族は，夫妻と岳父，長男夫妻なよび 2 人の孫の 7 人であるが，昭和

5 4 年度の養蚕従事労力は 4.0 人であった(第 1 表)。岳父の俊夫氏は高齢であ

り，長男の奥さんはお子さんが小さいため，共に能力換算として O. 5 人となって

いる。

第 1 表 家族構成

氏名 続柄 年齢 養蚕従事者
養蚕従事
能力換算

向田健吉 世荷主 5 5 才 。 1 

グしげ 委 5 2 。 1 

グ俊夫 父 7 7 。 O. 5 

If 猛 長男 2 5 。 1 

If 長男の嫁 2 6 。 O. 5 

11 孫 2 

H 浩美 11 。

(2) 経営耕地

昭和 5 4 年 Uては水田 2 8 a , 350 a，野菜畑 182 a，桑苗麟 5 0 a の合計

610aの経営耕地希有している。養蚕中心の経営キビ志向した 4 9 年には，長男の

主主氏が高校た卒業し進学女希望したが，両親の農業への強い情熱にひかれ，農業

後継者として家業K専念することになった。その年から新植た行うととも κ ，

5 1 年から古い桑園 5 5 a の改植ヰピ遂次実施し 5 5 年 vc 全桑園が完成したが，

5 6 年からは再び計画的K改植を行い，新品穫の主導入をはかるというととである

(第 2 表〉。

~j託水回は 5 1 年から休業井してな 9 ，野菜畑では主としてハクサイ，ダイコン

等の春野菜を作付けしている。
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第 2表経営耕地面積の推移 (単位 a ) 

区万一一一~主次 48 
44891108l 51 

52 53 54 55 

水 国 48 28 28 28 28 28 

フ広三じコ 成 125 125 125 235 275 310 320 350 
桑

未 成 125 175 115 75 40 30 

経
国

言十 125 250 300 350 350 350 350 350 
営

陸 :tT� 100 70 
耕

士也 野 3発 118 123 232 182 182 182 182 182 
通

~Bl 
粂 � 50 50 50 50 50 50 50 50 

言十 441 541 610 610 610 610 610 610 

山 林 169 69 

15コh 計 610 610 610 610 610 610 610 610 

(3) 養蚕の実績

組合キピヲ l継いだ 4 9 年以降，長男猿氏の協力所得て年々収繭量殺増加させて，

5 4 年には 5 t ちと越す成綴た収めた。

そのうちでも 5 0 年以降Kは護産廃棄物(牛糞)を多投し，生産性の向上K著

しく貢献してきた(第 3 表)。

{4} 経営収支

昭和 5 4 王手には年間 7 自の飼育た行\"，務格は春 1 が 1 等，春 2 から娩々秋ま

で 2 等，初冬が 3等であり，議代金として 1 1 ， 258 千円た得た。なお，組合の借

入金未償還額 2，845千円 (4 9 年)は 5 1 年までに完済している。大規模の経営

であるが，雇用労力が比較的少なく，上族時党中心としている。経営収支は第 4

表のとおりである。
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第 3 表養蚕の累年成績

~ 
桑闘 掃立 よ繭 10aさきた 箱当たり 1人当た lO a当制収験量上鍛

面積 数量 収量 り収縞長室 収繭量 り収繭最 結城市笑数 対比

昭 48 12.5
a 45箱 1.45写 116.lg 32.3kg 102.0 kg 114 

49 250 50 1.594 127.5 31.9 531 103.8 106 

50 300 55 1.7 1 5 137.2 31.2 572 92.5 148 

51 350 90 3.247 138.2 36.2 1,082 93.3 148 

52 350 1 10 3.616 131.5 32.9 904 91.0 145 

53 350 137 4.4 5 2 143.6 32.5 1,1 13 85.8 167 

54 350 158 5.131 146.6 32.5 1,283 92.4 159 

55 350 152 5.159 147.4 31.9 1,290 

第 4表農業経営収支(昭 5 4 年)

収入の部 支出の部(養蚕)

区 分 金 額 区 分 金 額

瀦 収入① 1 1 ， 257.9 干円 蚕 穏 費 668.1 千円

農
米 H EE 料 費 887.8 

業 畜産 /1 農 薬 費 404.7 

野菜 /1 1,650 光熱動力費 276.4 
収

桑苗 /1 1.400 貝山 桑 費 165.0 

入 計 14,307.9 共同飼育費 478.2 

農外収入 農蚕具費 560.0 

メ口h 言十 14,307.9 震 ffl 労働費 207.0 

(繭の所得率) 共済掛金 160.0 

①一@ 組合負担金 169.3 

一一一一= 6 4.7 (%) 
そ の 他

① 
言十 @ 3,976.5 
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翻受賞者の経営と技部の甥色

岡田氏の養議実績は第 3表にみられるよう κ ， 5 t の収務量事f挙げた大規模経

営Uても拘らず 1 0 a 当たりの収議設が非常vc 高 L 、レベノレ Uてあり 1 人当たりの

みせている。このように高い土地生産性，労働生産性が岡

田氏の経営と技術の特色であるが，以下にその内容た紹介しよう。

(1) 

岡田氏の桑閣は第 2 鴎に示すように，飼育宣言の隣接地から議途で 900m以内

Uてあり 7 築Uて分れている。すべて自家所有の山林聞こん及び水回転換によって

造成されたものである。 圏の概婆ヰピ第 5 表 Uて示す。

第 6 表岡田氏の桑調概要

I\'u(第 2 臨) 鶴湾室 らの距離 面積 口口口 穏 機付距離

① 0~2 Om 40a 一ノ瀬・改良鼠返 3.0 x 0.9m 

⑨ 150 20 しんいセのせ 2.0 XO.6 

@ 300 60 一ノ瀬・改良鼠jß 3.0 x 0.9 

@ 900 75 /1 /1 3.0 XO.9 

@ 900 60 H /1 3.0 x 0.9 

@ 900 65 /1 -しんいちのせ 2.0 x 0.6 

① 900 20 H -改良鼠返 2.0 x 0.6 

請さ劉はおいもの 1 2 年であり，大半が 3~7 年の若い粂で構成されてい

る。桑品穫の主体は一ノ瀬であるが，一部VC ， しんいちの役会人れ，娩々秋・初

冬設用に供すると L、う。うね問が 3mの祭闘が多いが，多幹高根刈又は改良高根

刈の株ざと比較的大きく作ることによっている。 最近では 2mのうね聞として機付

株数本?多くすること Uてしていると i務部氏はいっているが， うね間 2mの粂閣では

6畦おきに 3m のうね間きと設け， トラックヰピ入れられるような工夫がみられる。
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第 2 図 岡田氏の桑園配置

この「トラックうね間」の考え方は，両側の 3畦ずつを伐採収穫してトラックに

投げ入れ，桑儲からの搬出を楽にするためであり，作業手順を頭に置いた，すぐ

れた知恵の現われといえよう。

養蚕施設は機械化組合を利用し 236 m2 の主主室(信光式壮蚕飼育装置を使用 ) , 

150m2 の上族室 50m2 の貯桑室をほぼ倍の規模に拡張するとともにアル

ミハウス 2棟を新設したものである。なお，以前の木造 2 階建てのま愛護 118.8m2

も使用しており，飼育室町コ総面
2

積は約 900 m2 vc達し，すべて自宅敷地内にある

(第 3 園・第 6 表)。

第 6 表養蚕施設

施設名 昭和 4 8 年 昭和 5 5 年

蚕 家 1 棟 236 m2 2 棟 471 m2 

上 族 室 1 150 2 330 

野 菜 室 1 50 2 100 

アルミハウス 2 309 
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トラックうね簡を持つ

“しんいちのせぬの桑園

第 3 殴 向田氏の養蚕施設配霞

吐 ':, 11' 且Y Y Y Y Y 11 
1 • 小千 11 

Y Y Y Y Y: :1'小 l' 11 I I II 

I Y Y Y Y 

Y Y Y 
Y YI I II 

11 I IY Y Y Y 
II , 

Y Y Y Y Y 

I Y Y Y Y Y 

Y Y Y Y ~Yllll 
Y 
Y 

己主J l'1'1'llll 
Y Y Y Y Y Y Y 千ノト/子千小Y よ「や1'1"

y Y Y Y Y i III II 

Y Y Y Y 

設立主が母屋に隣接していることは，あらゆる点ですぐれているが，養護機械化

組合の蚕室花園執せず，アルミハクスを設けて規模の拡大を図っている。このア

ノレミハウスは 2棟を楠で合体させてあり，中央に鉄柱を立てて 2棟のアーチ裂の
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パイプを継ぎ，補強と同時にパイプハウス特有の死角となる部分をなくし，室内

を広くして鯛育作業をやりやすくする工夫が見られる。このよう VC2 棟を横で接

合させたことにより暖房効果が高まる利点があり，省エネノレギーの叫ばれている

昨今では，採用 Uて価する工夫ではなかろうか。なお，このアルミハウスは冬季に

アルミビニーノレをはずし，野菜の育苗κ用い，施設の活用を図っているという。

(2) 土作り

岡田氏の経営の最大の特色は先述のとおり，極めて高い土地生産性である。大

半の桑留が 1 0 a 当たり 370 株程度の疎植で，収穫は基部か中間の全伐方式で

あって，後主主κ述べるように，それほど多い収穫量は望めないはずである。とこ

ろが 140kg/l0a の収繭量を得ていることは，土作り vc成功しているとみてよ

いであろう。

このあたりの土は関東全般と同様な火山灰腐植質埴壌土であり，通常，駿性が

強く， りん酸吸収係数も高L、。この土壌改良には石灰・熔りんの多投と同時に有

機物の多投の必要性があげられよう。問問氏の土作りは，これを地で行ったもの

であり，第 7 表 Uて見られるとおり，有機物として蚕糞蚕沙と堆きゅう肥を大量に

投入し，熔りん，石灰の投入にも意を用いている。このうち蚕糞蚕沙は条桑育の

廃条を用水路(第 2 鴎参照、)の岸の空地 Uて野積みとし年分をまとめて桑閣に

還元するが，そのときはほとんど乾いたものとなっているという。

第 7 表 岡田氏の施肥実績(1カ年)

ﾘE 料 名 施 ØE
成 分 量 (kg) 

N2 P2 05 K2 0 

番号 特 2 下口"] 3 0 0 kg 30.0 kg 12.0 kg 12.0 kg 

重量 1 
。 号 60 7.2 3.6 3.0 

熔 成 燐 ﾘE 40 7.6 

蚕糞蚕沙(千) 300 5.6 1.6 4.4 

堆きゅう肥(牛糞) 3,500 9.5 5.3 10.9 

石 灰 200 

iコL 言十 52.3 30‘ 1 29.9 
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いわゆる金肥だけをとって成分量をみると N2 37.2 kg, P2  05 23.2 kg , 

K2 0 : 15.0kgであり，多収穫養蚕農家の標準とみられよう。堆きゅう肥は肥育

牛農家から搬入する牛糞十数わらの堆積されたものである。有機物の多投は以前

から意識し努力していたが，その篠保がなかなか掴難であった。長男猛氏の友人

が埼玉県の杉戸 bており， ~巴脊牛を経営しているが，宅地 vr近く，近隣で牛糞のヲ l

取り手がなく摺っていたのを知り，昭和 5 0 年からその堆きゅう胞を引受けるこ

ととなった。片道 3 0 kmの道程であるが，無償の利用契約をし年 5~6@引取り

K行くという。その問，牛糞は数わらとともにヒ'ニーノレハクス内に積み込んであ

り，先方ではベルトコンベアも用意して呉れているということである。

有機物および石灰・熔りんの施周は冬期間κ行うが肢おきκ うね問中央を

深さ 3 0 CIII vr 掘り，堆きゅう肥を投入したょに熔りんを散布して麗土を行う。有

機物を入れないうね問には石灰を数布したのちロータリ耕を行い，翌年には堆

きゅう肥を入れ，桑の断根室を少なくする配慮、をしている。また， うね間企てはし

ばしばホーレン主主をまき，その発芽抗態で酸性の程度を知ることも行っている。

以上のことが土地生産性の向上の要因となっていることはいうまでもない。

(3) 多聞育・多級繭

労力をできるだけ均等に配分し，施設の利用皮を高めるために，この経営κ お

いても年 7 回の多居予言が行われている。 2 齢までの稚蚕期はすべて共同鶴脊κ よ

っているため， f積立期臼は春 1 が 5 月 1 4 ~ 1 5 日，春 2 が 5 月 3 1 日，3[蚕が

6 }j 20~27 日，初秋蚕が 7 月 1 7~2 7 日，晩秋設が 8 月 2 8 日，娩々秋が

9 月 1 0 日，初冬設が 9 jJ 14~17 臼と大体決められている。それらの設近 3

か年の実績は第 8 表のとおりである。

配設後 3 ， 4 齢期は信光式の壮設飼育装置により飼育し 5齢には台率式飼育

機により 1 段粂桑脊を突施している。$[.設・初秋蚕期Uて嫡立箱数が少いが，桑の

主主長との関係主亡よるものである。また 5 3 年・ 5 4 王手の春々蚕崩の箱当たり収

繭量が少なかったのは高混による早あがりのためであり， 5 3 年初秋は干ばつ，

5 4 年初秋は夜化病の発生κ よる箱当たり収騎量の減収となったと Lづ。これら

は，すべて全県的な傾向であり，この経営にとく K生じたものではなかった。
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第 8 表最近 3 か年の各蚕期実績

は
昭和 5 3 年 昭和 5 4 年 昭和 5 5 年

掃立よ瀦箱当たり 掃立上繭箱当たり

箱数収 量 箱数収量収 量 箱数収量収

箱 kg kg 箱 kg kg 箱 kg kg 

春 1 25 865, 34.6 22 948.1 43.1 30 1,176.3 39.2 

春 2 24 602.2 25.1 28 797.0 28.5 25 829.0 33.2 

夏 10 369.2 36.9 15 561.8 37.5 18 531.8 29.5 

初秋 6 166.7 27.8 13 237.1 18.2 8 250.2 31.3 

晩秋 27 937.2 34.7 30 1,0 0 1.9 33.4 25 847.5 33.9 

晩々秋 30 1 023.7 34.1 32 1,000.5 31.3 25 (825 ) (33.0 ) 

初冬 15 487.6 32.5 18 584.3 32.5 21 (700) (32.6 ) 

言十 137 4452.4 32.5 158 5,130.7 32.5 152 (5,1 59.8 ) (3 3.8) 

台車式飼育装置は 2 0 セットを保有しているが，コンクリート床に厚さ約 3皿

の鋼材を約 1 佃出るよう κ埋込んで台車のレールとしていた。また，鯖育枠は組

jLて解体の容易な構造で，枠の要所に当たるところに床面K穴があけられ，そこ

に高さ 40cm程度になるよう鉄の棒が立てられている。装置の両端の部分には細

い鉄材で枠組みが出来るように鉄の棒が組まれ，立てられた鉄の棒の聞は細い綱

で黒色ネットをとめるようにしてあったO 以前は両端の棒を針金で出定し，檎枠

も針金で張ったが，混在では両端の棒の鼠定は鉄棒をやや深く差込むことによっ

ており，黒ネットを張るのも綱を用いて，とりはずしを容易K していた。

上族企ては粂払機を用L 、，蚕室から上族案v1:箆ちκ移せるようになっている。蚕

座の後片付けは，飼育枠の鉄棒を抜き，枠組みをはずし，直ちにトラクタのフロ

ント口ーダにより廃条を蚕室の一方に押しだし， トラックによって用水路脇へ持

っていく操作K より，短時間で片付けられると L 、う。このことが多田育を可能κ

する一つの方策といえよう。
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信光式ての 4 齢

給桑まする関田氏

台E葬式錦育装盤

蚕室長・上荻窪の溢湿度管理Uてはフプンが用いられているが 3 ・ 4 齢期の多段

式装置を使用するときには，下向きのファンにどニーノレでタ・クトを付けて暖気を

下vi:送り，循王獲させる装援を作り，在高度の均一イヒがはかられている。愛護の消毒

は徹底して行われるが，随所に消議液を入れた槽(廃物を利用している〉が鐙か

れ，十分な注意が払われているのが見受けられた。

(4) 機械装備と労働生産性

桑閣の管混作業機，養護主機器等，岡田氏の所有している機械を第 9表にとりま

とめた。 4 8 王手と対比してあるが，着々と援偏されているのがみられるであろう。

特殊な機械は表には示さなかったが，組立てた族器を数個遼搬する主義が作られて

おり，条桑の運搬にも使用されていた。

条桑刈耳究機は所有していないが，目下農協から借用し，その性能を検討したよ

で鱗入を考臆するということであった。第H波止てよってもみられるよう κ，この

経営では採桑労力が最大を占めており，そこを機械化すれば更に飼育規模の拡大

がはかれるからである。

裁桑から上競収額まで至るところで機械化が進められているため，上競王子に

若干の獲用が行われるほかは，ほとんど自家労力でまかなわれ，昭和 5 3 年度に

は上隣 1 kg当たりで 0.989 時間の労力となっている(第10表)。
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第 9 表 所有機器類

機器名 昭和 4 8 年 昭和 5 5 年

ト ラクター 1 台 2 Op s 2 台 11pp s s 
20 

フロントロータ.ー 1 350 kg 

ザターンカルチ l 1 

耕 う ん機 1 6p s 1 6ps 

動力噴霧機 1 2 

フ ツ ク 1 1.5 t 

動力毛羽取機 l l 

動力収繭機 1 2 

条 払 機 1 

暖 房 機 2 5 

第10表養蚕作業別労働時間(昭 5 3 ) 

環 自 総時間 1 kg当たり 1 0 a 当たり 答日 メにE3h 

桑
智正 整 理 4時5間.6 時間 1. 4時7間 96 

0.010 1.0 

作
耕うん施肥 303.6 0.068 9.79 6.9 

桑園管理 382.7 0.086 12.35 8.7 
り

731.9 0.164 23.61 16.6 

採 桑 1,2 1 6$ 0.273 39.25 27.6 

育
飼 育 1,002.4 0.225 32.34 22.8 

上 族 737.0 0.166 23.77 16.7 

収 調 365.4 0.082 11.79 8.3 
設

そ の 他 350.4 0.079 1 1.30 8.0 

言十 3,672.0 0.825 1 1 8.4 5 83.4 

i口斗 計 4,4 0 3.9 0.989 142.06 100.0 
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圏受賞者の技術，経営の分析と今後の発展方向

(1)土地生産性

第 3 表に示したように，結城市における 1 0 a 当たり収繭量は最近ほぽ 9 0 kg 

と見込れる。岡田氏の経営では，それよりも約 6 0 kg も多く，これを桑楽に換算

すると約 1 ，000kg も多収となっている。更K株主当たりの年間収葉量を推定すると

7. 1 kg となる。この数字は並大低の栽培では遂せられないもので，こと Uて全伐方

式が採用された昨今では，驚異的な多収とみてよいであろう。

この多収を裏付けるのが堆きゅう肥の多投であり，これまでの多収穫養蚕家の

警察例(例えば一昨年の倉井寛氏，昨年の黒木正則氏)をみても答産廃棄物を巧み

に利用して土作りに努力されているのが知られる。このことは地域複合経営の一

つの裂ともみられるが，目下のところ畜産側から養蚕側への有機物の移動として

の意義が強くみられ，一方通行的なものといえよう。土作りについてはこのほか，

熔りんの多投が挙げられ，火山灰土における必須の施肥要件であることはいうま

でもなL、。ただ，このような有機物の多投が綴の多収を支えるものであるから，

今後とも安定して継続されることが望まし L 、。

桑品穏について，土が良くなるほど一ノ瀬は倒伏性が増してくる。そのため向

田氏は明年，新品種のみなみさかりを導入することを考慮している。新品種はそ

れなりに検討され優秀な形質を兵備しているものであるから，計画的K改植して

行くことが窪まれる。この経営の場合，桑笛の生産も一つの作呂としているので，

その点はかなり有利なものがあろう。

(2) 労働配分と収益性

この経営は養設を基幹作目としており，そのため野菜作は冬から春のダイコン，

ハクサイへ絞っている。長男の猛氏は簿記を怠らず，労働時間の多少と配分，改

善の余地などを検討しているが，それによると 6 月から 1 0 月までは養蚕に集

中し 1 1 月 Uて桑 E吉 1 2 月から 4 月にかけて野菜という具合 VC，かなり合理的

に労働の配分が行われている(第 4 図)。

経営の指標となる数字を 4 8 年 5 2 年 5 3 年の 3 か年について調べた結果
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10凶

900 

第 4 図 岡田氏の月別，作目別労働時間(昭和 5 3 年〉

~接訴

凡 fllJ 罷3 野菜

皿桑蔀

は第 1 1 表のとおりであり，比較的高い収益性をうかがうことができる。

第 1 1 表作目別収益性

除ぞミ 粗 i民 人 所 得

主審 議 野菜 桑釘 言 i 養蚕 野菜 桑笛 言十

4 8 年 日09， ω 1 ， 0以 751( 305, 0b3 4， 022 ， 7間45 1, 568, 88\l 447,600 円 6454，59司 同1.89甲
5 2 7, 006, 510 1, 045, 500 1, 500, 000 9, 552, 040 3, 679, 004 568,077 639,091 4,886.1 72 

5 3 9, 616, 621 1, 120, 000 1, 400, 000 12, 136, 621 5, 869, 406 636,572 498,672 7,004.650 

出iPド対比 137. 396 107. 1 96 93.396 127. 1 96 159.596 112.196 78.096 143.496 

5 3"ド件 7q. 2 % 9.396 11. 5 96 100. (Jl6 83.8 % 。 196 7.196 1 00.096 
目 jJIJ割合

守ぞ丈 年間家篠労働時間 l 日当たり家族労働報酬

3安 t註 野菜 桑笛 計 養蚕 野菜 桑笛 計

4 8 年 3,304 it与任l] I店店。 61 時お間1 5.60管制 3,41 [fl 1 ， 66 伊 64，936円 147円

5 2 3,816 1,600 832 6,248 6,861 2,288 5,288 14,437 

5 3 3,891 ,5 1,750,5 809 6,4 5 1 1 1,192 2,296 4,048 17,536 

前年)(1比 102.096 109.496 97.296 1 03.296 163.196 100.396 76.696 121.596 

5 3 総年合作
問 ~IJ

60.396 27.196 12.696 100.096 63.896 13.196 23.196 1 00.096 
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5 4 年の養蚕粗収入は 1 1,25 8 千円であり(第 4 表) ，臨生産費を葦ヲ 1\ 、た養

蚕所得は 7， 281千円となり，王手間家族労働時間が 5 3 年とほぼ両様とすれば 1

日当り家族労働報酬は 13，884 円となる。前年比 2 496婚ということで，都市の

勤労者よりも高率の所得増となっている。

(3) 創意工夫と将来性

桑園 Uて「トラックうね関」を設ける着想、や議室の温度管淫等，随所に創窓工夫

の跡がみとめられ，岡田氏の経営は非常κ興味深いものがある。廃物を利用する

ことも人後に落ちず，経営の合理化が常κ国られている。このようなことは，今

日の大規模化を迷成した原動力ともいえよう。

5 6 王手には 4 0 a を改機して「みなみさかり j を導入する計画ということであ

るが，改纏Uて伴う粂棄の不足は近くの休止養蚕家から桑盟約 1 h a を借入れてま

かなうと L 、う。この経営で，もっとも頼もしいのは後継者κ恵まれている点であ

り，猛氏は養蚕への意欲が旺盛で，農業一筋に生きょうとする気慨κ 溢れ，親子

3 代の大養蚕家となることを目ざしている。採桑労力の機械化が果せれば，年間

収繭量 6~8 t を達成できると父子ともども言っていた。粂盟の援備と議室主の改

造がなされれば，年間 1 0 t も夢でないかも知れなL 、。いずれにしても堅実K生

産性を高め，安定したハイレベノレの養蚕が向田氏の経営の特長でもあり，将来性

を約束するものでもあるようである。
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「農業J は「農地」に宝がある

l司

私のを主んでおります結城市は「結域

紛1 J の産地として知られているばかり

でなく，鰯の生産でも県下第 1 位の笑

綴を誇っております。私の近隣Kは，

繍生産量県内 1 0 傑 vr3 名が入ってお

り，また，億人として天皇杯を，組合

として内閣総理大臣賞をいただいた方

などもおり，ますます養蚕Kカが入っ

てくる次第です。

私は青年学校を兵役で中返し，戦後

復員して以来農業K従事しましたが，

昭和 2 5 年K何回家K入籍し，稲作，

義主註，野菜，桑íB生重量等と多岐Kわた

る農業経営K従撃してまいりました。

また，当時ffi父も農協長. )県養蚕農協

連理事として地域のま喜蚕振興Kカを入

れており，ともども養蚕を農業経営の

主体とする環境Kあったとゆせます。

陥利 4 8 よFvr長男が高校を卒業しま喜

怒綬営V亡従察するよう κなり，後継者

と共 Vζ これまで多岐にわたっていた農

業絞営を養設を中心とする経営といた

しました。毒事業養蚕絞営とするため vr.

作業の責任分担を明らかKするととも

vr. 作業能率の1勾ととその支任分野の

篠立が第 1 と，家族と話し合いの場を

持ち，家族の融和と協調に努めました。

田 健 士
口

農業は農地K主主があり， このさ主を如

何 K綴り出すかは「土づくり J VCあり，

これドζは粗大有機物の増投が最もE重要

であると信じ，祭図の「革まかな土づく

り j をモット -vri!iï産農家の牛禁処理

を一手K引き受けて，有機質矯投K努

めて参りました。その結果，異常気象

下Kおいても収量の増加を見ることが

できました。

特 vr. 昭和 5 3 年の異常干ばつは陸

稲の全滅，干ばつK強い桑も溶葉する

ほどの被害ーを受けましたが，私の要員閣

は良く繁茂し，その伸長伎は農業K従

事して以来の経験で本当K喜こばしい

ことでした。

専業養主主K取り組んだ時K絢vr秘め

たことですが，大規模養蚕経営の仲間

入りをして，震露生霊室長 1 0 t をめざし

て， これからも異常気象K負けない→段

かな土づくりから，専業養蚕経営の篠

立へ趨進する覚悟でありますので，今

後Kおいても関係機関の皆さまの従前

vct脅す御指導をいただきたくお願い申

し上げます。
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発刊のことば

農林水産祭i士、金問民の農林水産業に対する認識を深め、農林水産業者の技術

改善及び経営発展の意欲の高揚さと図るための国民的な祭典として、昭和 3 7 年、

農称水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に、従来の新穀感謝祭を発浸的

に拡充して始められたものです。

この農林水産祭は、農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに、各方

函の協力を得て、毎年 11 月 23 日・勤労感謝の日を中心に開催され、農林水産業

者に天皇杯などの授与を行う式典や一般盟民に農林水産業を紹介する農林水産展

などきわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和 55 年度は、その 19 回目に当たりますが、本年度の天皇杯などの選賞審査

の結果は、次のとおりです。

すなわち、従来からの農産等の 6 部門については、第四間農林水産祭に参加し

た各穏表彰行事( 349 件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 553 点の中

から、天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)、内閣総理大臣賞を授

与されるもの 6 点(向)、日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(畜

産部門 2 点、その他の部門 1 点)がそれぞれ選考されました。また、昨年度から

設けられたむらづくりの部門については、 44 都府県から各 1 点推薦のあったむ

らづくり事例の中から、天皇杯、内関総理大臣賞を授与されるもの各 1 点、農林

水産大寝食を授与されるもの 15 点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は、農林水産業の

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として、関係各方面の方

々に大いに袴益することと患います。ここに、これらの業績の概要(むらづくり

部門は別冊)をとりまとめて発行することと致した次第です。

終わりに、本舎の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し、

深甚の謝意を表します。

昭和 5 6 年 3 月

財司法人 日本農林漁業振興会
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二二二二二天皇杯受賞

出品財乾シイタケ

受賞者新田 栄

(愛媛県喜多郡内子町大字立山中 1170)

盤受賞者の略歴

新田氏の居住する愛媛県主喜多郡内子町は，県都松山市より国道 5 6 号線K沿っ

て南々西へ 4 Okmの内陸部に位置し，東西 1 5.5 km，南北 1 4.5 km，総面積

1 20.64 km 2 の町である。地勢は，県内最大の河川である肱)， I 水系の小田)11，中

山川，麓(フモト) ), I の 3 本の支流が流れる比較的に急峻な地形で，土壌は，地

味肥沃な適潤性褐色森林土が多く，気候は，年平均気温 1 5"C，年間降水量

第 l 罰受賞者の所在地

メ

-6ー

1.972皿で，温暖多雨の恵

まれた条件は，林71立の成長

を助長し，肱川流域の林業

として県下で有数の林業地

に数えられている。

農業は，これら河川流域

や高台地，山腹を利用して，

段丘状または帯状に拓かれ

た農地で営まれており，葉

タパコ，果樹，粟等が栽培

されている。



内子町の総面積 12.064h a中で約 7096 l'C相当する 8.276 ha が森林で木材，

*炭，シイタク等な注し，耕地面核は1.761ha ，樹園地 680ha ，その他

2.027 ha となっている。

内子町の産業の純生産 Uておける農林業の位置は，全産業の約 3096 l'C当たる

4，361百万円を占め，内林業は 9 4 0 百万円で，シイタク生産は林業のなかで

約 6696 l'C及ぶ重要な産物となっている(第 2 図)。

梨 33

辺;秋きゅうり 51 

幸在絞 4日

謙一魚 30 

第 2 図 農林業粒生産額(昭和 5 3 耳三度)

桃 8

..s;どう 2.1 

そのイill 37 

緩ま託 41 

また，内子町での産品ごとの対比でも，シイタクはタバコ従次ぐ基幹作自であ

る。

新聞氏は，この内子町で昭和 8 年に生れた。 1 2 才の時 U亡父親のイ中衛氏が亡く

なり 1 8/ずで家業である農業を継いでいる。

昭和 2 7 年より 3 2 年頃までの問は，肉牛及び乳牛の飼育を経営の主幹として，
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自立農家の確立を目ざしたが，地利的な条件等から，子牛の導入，飼育場及び飼

料の確保，労務の不足等の悪条件が重なり，経営期撲の拡大は思うにまかせぜ，

昭和 3 4 年畜産経営を断念し，シイタク生震に切替えている。

当時，この地方K現存するクヌギ林を活用して，農家経営の安定を確立すべく，

真剣に検討を行っていたが，*炭については，すでK斜陽の兆しが見え始めてお

り，シイタクについては近在に生産者も少く，将来の見通しは未知数であった。

その頃，林業改良指導員等のすすめもあって，乾シイタク生産を主幹作目として，

経営基盤を確立しようと決意したものである。

当初は，ほだ木 5，000本で出発し，シイタク栽培を軌道に乗せ 10，000 本から

20，000 本と植菌量を増しながら，地域の農林家にも呼びかけ，シイタクの主産

地化を進めてきた。昭和 3 9 年には内子町推茸生産組合立川支部を結成，押され

て初代の支部長となり，共同出荷体制の整備のために昭和 5 0 年からは内子町生

椎茸出荷組合長，昭和 4 8 年からは愛媛県椎茸同志会委員と，氏は常(i(地域のシ

イタク生産量の最先端にあって重要な指導的役割を果し，産業の接興 Uて大きく貢献

してき 7こ。

また，昭和 4 2 年には一期内子町の福岡区長，昭和 5 4 年からは内子町農業委

員，昭和 5 5 年からは内子町立)1 1小学校PTA役員等も歴任し，現在κ至ってい

る。このように，氏は優れた指導的人物であるととも κ，氏の誠実さと勤勉さは

地域の大きな信頼を得ている。

家族は新田氏夫妻に母と小学生の子供 2人の 5 人家族で，円満で明るい家庭で

ある。

氏の経歴で特筆すべき事項として，氏の技術の探究があげられる。具体的内容

は次項で評述するが，常に研究的態度で技術の向上に努め，望まれて昭和 4 2 年

以来 9 回κわたりシイタク生産技術の講演を行L 、，業界雑誌、κ3 図体験発表を行

うなど，氏の独自の技術を惜みなく地域はもちろん，全国にも公表していること

は，高く評価すべきことである。

氏の優れた技術の現れとして， l:Yó和 4 5 年以降においても，各種シイタク品評

会Kおいて，農林大臣賞 3 回，林野庁長官賞 1 0 回，知事賞 2 回と多くの受賞の
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内子町立山地区 クヌギ林{溺芽 8 年)

栄U亡輝いている。

盛受賞者の経営概況

内子町を含めて肱} 11流域は，シイタク生産の鷹5をは新し L、。この地方は，かつ

て伊予の切炭で全国に名を馳せたところである。

今から 360 年余り前，時の大州城主であった加藤貞泰とその子泰典が，産業

振興のため養蚕，ハゼの植栽，コワゾの増殖と併せ，クヌギの綴栽を奨励した。

特にクヌギは生長も早く薪炭用に毅適であるとして，力を浅いだと伝えられてい

る。現在，シイタク生産の活況を見ることができるのも，加藤父子の産業奨励に

基因するところは大き L 、。

肱J 11流域のシイタク生産は，木炭生産の減退κ伴って，昭和 4 0 年代前半から

代替産業として，急速は進展をみせはじめ，今日では農林家の短期換金作目とし

て欠くことのでまない主要な位霞をおめ，第 1 表U亡示すとおり県下の主要産地と

して年々発展をとげ，現在では県総生産量の 6096余り，生産額U亡して約 3 5 銭

円をこの地域であげているO

愛媛県では，この肱川流域を安定した乾シイタクの主産地とするべく，特用林

産振興恭本計画κ法づいて，乾シイタク振興市町村として内子町ほか 7 市町村を

指定し，体議1]の獲備を囲っている。このような背景をもと κ，地域のシイタク生
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第 l 表乾シイタク生産量の推移

年 次 4 0 4 5 

県内生産量(トン) 174 554 

肱 生産量
60 342 

) 11 
(トン)

流 占有率
35 62 

域 (% ) 

産の取り組みは年々充笑してきている。

次 kて新田氏の経営の概況を示そう。

(1)土地

5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 

1,112 1,101 1,121 1,357 1,199 

703 698 702 885 771 

63 
31
65
1
64
1 

一一-一一一一」叩山一一一一一一

新日氏の経営の基盤である保有土地は，宅地 0.05h a ，閏畑 0.4h a，山林 14.3

h a ，クリ国等1.2h aで，ほだ場の一部として借地している山林 3.0haがある。

田畑は，自家飯米等を生産し，クリ闇等は現在表木であり収穫Uては至っていない。

所有森林の齢級別面積は，第 2表のとおりであり，シイタク原木の生産のため

のクヌギ・ザツ林が最も多く， 1 齢級( 1~5 年生)は1.0h a , m齢級(1 1 

~1 5 年生)は 3.9ha ， IV鈴級(1 6~20 年生)は1.4h a , V滋全級以上 (3 1 

第 2 表森林構成

単位 ha

区分 樹種 E 阻 W V VI!え上 言十

コミ ギ 1.0 2.0 1.5 4.5 

針葉樹 ヒノキ 1.0 0.4 0.6 2.0 

小計 2.0 0.4 2.0 2.1 6.5 

クヌギ 1.0 3.9 1.4 6.3 

広葉樹 雑 1.5 1.5 

小計 1.0 3.9 1.4 1.5 7.8 

メ口与 計 3.0 0.4 3.9 1.4 2.0 3.6 14.3 
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年生以上)が1.5h aで，クヌギは 1 2 年生位で原木として利用できるので 7.8

h a 中で 6.8 haは直ちに利用できる樹齢に達している。

(2Xまだ木

新田氏は，当面原木が購入できる間はできるだけ購入K依存し，自家山林のE草

木を温存する方針でおり，不足分を自家山林より補充することとしている。また，

将来に備えて原木林を土地ぐるみ購入し，自荻原木林の保有に努めており，順調

に進めば自家原木のみ!rCよるシイタク生産の域K達するのも近いと考えられる。

新田氏のほだ;;j三は，シイタク生産主亡利用できる限界の未口 2cmのものまで活用

しており，議近 6 年間の王手王子均伏込設は約 22，000 本である(第 3 表)。

第 3表年次別ほだ木伏込量

ほ
自家山林 'jJ:.木購入 ぷ口'- 計 所有 用役ほ

見積価格 購入 1本当 tま 7ご
本数 本数 本数 金額

だ木数1本当り金額 金額りf活路 木数

千本 円 千円 千円 干河 円 千本 干伺 宗本 千本
49 23.3 400 17 23.3 400 11 5.8 92.5 

50 25.3 520 21 25.3 520 119.9 94.6 

51 18.6 700 38 18.6 700 116.5 97.9 

52 25.3 1,300 51 25.3 1,300 122.5 97.2 

53 16.6 54 896.4 6.6 200 30 23.2 1,096.4 1 1 5.7 92.5 

54 5.3 54 286.2 10.0 900 90 15.3 1,1 86.2 107.7 92.4 

計 21.9 レイレ/ 109.1 ぱ// 131.0 / レ/7ぺi ※上体
(96) 

レイン
σ6) 

レイ/ / / / 16.7 83.3 

法) ※比率は 4 9 年""5 4 年の 6 年間の平均比率である。
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(3蹄働

新田氏のシイタク生産は，自家労働力を中心として行われており，家族構成と

主な作業の分担は第 4 表のとおりである。

第 4 表家族構成

氏 名 続柄 生年月日 主な仕事

新田 柴 さき 主 昭 8. 7. 1 シイタク，水稲，育林

/1 国呑 昭 1 6. 8.22 シイタク，水稲，育林|

/1 モトエ 母 明 4 0 1. 8 シイタク，家事

11 弘恵 長女 flB 4 7. 3.25 (小学生)

/1 栄作 長男 昭 4 8 3. 2 5 /1 

」ーー

新田氏夫妻及び母堂の 3人が生産の担い手であるが，母堂は老齢であるのでシ

イタク乾燥の手伝い等の軽作業に従事している。

経営の記録も労働日記帳，雇用労賃支払控え，簡易現金現物日記帳は新聞氏が

様式を工夫して記帳し，家計簿は夫人が記帳することとしている。

昭和 5 4 年度の作業別の労働配分を自家労働雇用労働汚IjltL掲げたのが第 5 表で

ある。年間の総労働量は 828.5人で労 358.4人，女 470.1人であるが，自家労働

力の割合は男日 5%，女は 76%で，雇用は男 5 2人，女 1 1 2 人に過ぎなL 、。

部門別の労働力の配分は約 80%がシイタク部門であり，新沼氏の経営はシイ

タクに大きな比重が置かれている。

年間の労働力の配分で、は月から 4 月まで 9 月から 1 2 月までを主として

シイタク関係作業ltL， 5 月から 8 月までを脊林，稲作，その他にあてるよう計画

されており，おおむね年間の労働力が良好に配分されているが， 1~日稲作で若干

の重複が生じており 1 部雇用 K より対処している。
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第 5 表 作業別自家庭用労働配分(昭和 5 4 年〉

単位:人

hト之と 自家労働力 庭用労働力 メに出3入 言十

男 女 男 女 言十 男 女

伐 採 7 7 14 3 3 7 10 

』ま 玉 切 8 8 16 8 8 

だ 搬 出 4 5 9 2 2 4 7 

木 接 種 29 20 49 25 25 29 45 

シ
育 伏 込 6 6 12 6 6 6 12 

ノf 成 育成管王室 1 3 4 1 3 

55 49 104 36 36 55 85 

ェタ
ほ だ i海 し 24 24 48 10 10 24 34 

ほだ場管理 3 5 8 3 5 
ク

乾シイタク
生色

収穫，乾燥出荷
160 172.1 332. 1 23 50 73 183 222.1 

ii: 生収しいた装け後，包出荷
18 38.6 56. 6 18 38. 6 

205 239. 7 444. 7 23 60 83 228 299. 7 

260 288. 7 548. 7 23 96 119 283 384. 7 

櫛 栽 4 4 6 6 6 4 
脊

保ー コ同司 3 3 10 16.2 26.2 10 19.2 
林

言十 7 7 16 16.2 32. 2 16 

おE 28 40.3 68. 3 13. 4 。 13 ‘ 4 41. tj 40. 3 

その他 18 21. 9 39.9 18 21. 9 

メ口~ 計 306.0 357.9 663. 9 52.4 112.2 164.6 358.4 470. 1 

(4)生産と販売

新田氏の経営の成果として，部門加の生産額を掲げると第 6表のとおりである。

昭和 5 0 年以降 15，000 千円以上の生産設をあげており，その主力はシイタクで

ある O ミカンは混州で、昭和 5 1 年まで収益があったが 5 2 王手 2 月の寒波で被害

-13-



第 6 表 部門別収入

単位:千円

下ミ 乾シイタク 長差 業

(生シイタク)

ぷ日忌 言十
ミカン 稲

5 0 15,682 1,100 320 17,102 

13,847 2,000 319 5 1 ( 200) 
16,366 

15,691 322 5 2 ( 300) 
16,313 

18,564 
346 5 3 (1 ,000) 

19,910 

13,453 348 
5 4 (2 ,100) 

1 5,901 

(注) ()は生シイタクで外数

を受け枯撰した。このため，代りにクリ，ハッサグに切り替えたが現金収入を得

るには至っていない。

年度別の乾シイタクの生産量及び生産額を第 7表に掲げたが，別途，生シイタ

第 7 表乾シイタク生産実績

h 生 E主 量 販 7τ三13 自家消費

自 家 平均 1 kg当り 生産額
販売量

消費量
計 売上金

手取価格 但績り)
金額

kg kg kg 干円 円/kg 円 干円 干丹

50 3,1 80 20 3,200 15,592 4,903 4,486 90 15,682 

51 2,800 15 2,815 1 3,779 4,921 4,503 68 1 3,847 

52 3,1 0 0 20 3,120 15,599 5,032 4,604 92 15,691 

53 3,890 20 3,910 1 8,4 7 8 4,750 4,346 87 18，日 64

54 2,600 30 2,630 13,312 5,120 4,68 S 140 1 3,4 s 3 

※ 5 3 年度価格はドンコの豊作と円高て安くなった。
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クでも一部出荷している。

欝霊受露財の特色

受賞財は，花冬港(ハナドンコ)である。乾シイタクのうちドンコと称する銘

柄は，肉厚で菌傘が半開以下のものである。(傘が開いたものを呑信(コクシニう

と称している)。ドンコのうち傘の表面に明らかに独特の亀裂があって，表面か

らみると花のような模様となるので花ドンコという。シイタクの銘柄Uてよっては

花ドンコを，さら κ細別して亀裂が白いものを天白ドンコ，茶掲色のものを茶花

ドンコと分けることがある。

品評会の審査基準 Uてよる花ドンコは，傘は半聞き以下厚肉丸型であること。傘

の表面K白色，または茶色の亀裂があり，裏面は淡黄色，乳自生，または淡掲色，

のもので，傘の直径 2 5 翻以上 5 0 個以下のものとされており，新聞氏の製品は

1 絡 2 6.7 kgで，傘は半期き以下で亀裂は白色，鮮明な天白ドンコであり，厚肉

・丸型の摘も良く，重量感も十分かつ特有の香気も高い逸品であった。

全国から出品された 2，000を超す乾シイタクのなかで，当日の入札価格は最高

でかつ空前の 1 箱 53万 4，000 円， kg当たり 2万円と L 、う値がつけられたO

花ドンコは，乾シイタクのなかの最高級品で，古くから中園向け輸出の価格の

王践を占めてきたものである。

新田氏の生産する乾シイタクは，今回偶然の入賞というものでないことは，過

去の多くの品評会入賞歴が物語っているが，また，過去 5 カ平の氏の製品の販売

価格からも矢口ることができる。

昭和 5 0 年から 5 4 年までの平均販売価格を愛媛県及び内子町のそれと比較し

たのが，第 8 表である。

新田氏の乾シイタクは，毎王手の平均価格でも常花 10~2096 も高く，良質の

裂品を生産していることを示している。ちなみκ，乾シイタクは圏内生産の 2 0 

96内外が輸出されているので，主要な輸出先の香港筋の需要や，外国為替板場な

どの変動も園内価格κ影響を及ぼすものである。この表の昭和 5 3 年の価格が前

後の年Uて比べて安くなっているのは，このためであるが，この年でも氏の製品は
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受賞財の花ドンコ

第 8 表販売価格の比較(平均販売手取価格) 内/kg

区P\年度 昭 50 5 1 5 2 5 3 5 1 

新田 営氏 4，903 円 4，921 円 5，032 円 4,7 !i 0 円 5,1 20 円

愛媛経済連 3,520 4,480 4,940 4,330 4,330 

愛媛県森連 2,850 4,050 4,950 4,700 4,!i 00 

内子町農協 3,4 7 0 4,460 4,920 4,340 4,310 

他K比較すると優位にある。

更に新田氏の乾シイタク生産技術の指標の 1 つとして，ほだ木 1 ，000本当たり

の収量が高いことも特色である。愛媛県平均 2 4 kgvc対し，氏は 3 4 kgで 4 割多

いl奴量を上げている。

次 Uて，氏の花ドンコ生産の特色について述べてみよう。

受賞した花ドンコを生産したほだ場は，自宅から 100mの東南に面したクヌ

ギ林K設けられている。花ドンコは，新ほだを用L、，シイタクの茅(原慕)が降

雨を得て次第K膨らみ，小指の先ぐらいの大きさになった頃から，ほだ木U亡雨を

さ当てないで 3 0 日間ぐら L、かけて徐々 U亡きのこを生長させる方法をとっている。

強い雨の略りそうな時κはビニーノレシートをかけ，ほだ木に水分を与えないよ

うにする。弱い雨の時には花トーンコにしようとするきのこだけ K雨がかからぬよ

うにビニーノレの三角の袋をかぶせ，雨上りととも κ取り除く， と L 、う管理をして
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L 、る。

また，シイタクの茅が小さい時期 ltr ， 1 か所 ltr集中して発生したものは「茅つ

ぶしj と称して間引きを行い，充実した花ドンコを生産するきめ縮かな管理をし

ている。

ドンコ系統のシイタクは，伊豆半島のよう κ1 2 月から 1 月にかけて緩かL 、降

雨があり，それ以降 2 月 3 月 Uてかけて乾燥した西風が吹く環境がよいとされて

いるが，愛媛県地方でも臼さきたりの良いクヌギ林で降雨をピエーノレシートで妨ぎ，

立派な花ドンコが出来ることを実証したものであり，氏の見事な研究の成果であ

るといえよう。

国受賞者の経営，技術の分析およびその普及性と今後の発展方向

新自氏の花ドンコが受賞の栄に浴したのは，製品の俊秀さによるが，その裳に

あって，これを支えてきた氏のシイタク生産Uてかける情熱，つまり窓欲的経営と

技術に立すする研究的態度は高く評価される。

(1 陣営について

新自氏の経営は，自家労働力を中心として，シイタク生産κ主力を鑑いたもの

で，原木の安定確保，経営能率の向上，高収益に独自の意欲的取り組みを発揮し

ているところに特色がある。

①原木林の造成

シイタク栽培の王理想は，栽培者自身の手で原木林の造林から始め，良質の原木

を育成し，シイタク生産κ継げた一貫経営を行うことである。これが難しいとし

ても，せめて原木は立木で購入し， J麗季に伐採してシイタク生産を行うことが望

ましし、。

新田氏のシイタク生産は，この埋，想bて近いもので，近郷にクヌギ林が基金富K存

在したため原子供の入手は必ず立木購入であり，一度に数年分を購入し，経営の安

定を図っている。

しかし，原木が豊富であるといっても，クヌギ林の伐採跡地はヒノキ，スギな

ど Uて林務転換されるものが多くなっており，原木は資源、的K先細りの傾向をみせ
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ている。

第 9 表肱川林業地域の広葉樹林の衰退

同
広葉 樹 林

言十
クヌギ 雑

面積蓄積 面積 蓄積 E耳積 蓄 積

ha m3 ha m3 ha m3 

昭 ， 47 430 21.500 520 23.912 950 45.4 1 2 
五十崎町

ßB , 54 310 6.900 379 14.000 689 20.900 

昭， 47 700 21.000 1.200 50.000 1.900 7 1.000 
肱 J11 illT 

昭， 54 641 1 5.399 834 45.695 1.475 6 1.0 94 

ßB , 47 2.936 87.009 2.246 99.538 5.182 186.547 
大洲町

昭， 54 2.252 5 1.5 94 1.823 85.051 4.075 136.645 

昭， 47 1.793 98.000 1.793 98.000 
長浜町

昭， 54 1.1 7 5 37.752 360 2 1.0 7 3 1.535 58.825 

昭， 47 250 12.000 日 50 54.000 1.1 00 66.000 
河辺村

ßB, 54 210 8.092 685 47.542 895 55.634 

昭， 47 1.616 65.750 1.1 84 63.501 2.800 1 29.25 1 

|内子町
昭， 54 1.3 2 2 44.3 1 1 1.075 58.1 2 8 2.397 10 2.4 3 9 

ßB , 47 7.725 305.259 6.000 290.95 1 1 3.7 25 596.212 
計

昭， 54 5.9'10 164.048 5,156 27 1.489 1 1.066 435.537 

良質のほだ木を安定的κ確保するためKは，自給率を高めることが先決である

とする氏の判断は卓抜である。クヌぷ林を白から仕立て，そこから生産されるほ

だ木量の補完に購入ほ約ドをあてる方法をとることにより，良質のほだ木を選別し

て買うことができる。昭和 4 7 年から心がけて購入したクヌギ林は現在では 6. 3 

h a までなっており，生産された良質ほだ木を軸にシイタクを生産するという経

営体制は，資源、と商品を直結し，総合された経営態度というべきである(第 1 0 
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表)。

第 I 0 表山林鱗入実綴

年 次 47 48 H 51 52 

(h a) 1.0 1.2 2.2 1.0 0.2 
|ヌギ0.8

滅入時 クヌギ クヌギ クヌギ ヒoノ，2キ クヌギ

樹極
クヌギ ヒ2 ノ8 年キ現

クヌギ クヌギ クヌギ

3王手 16年 15王手 14年
ι-蜘

一

シイタク生産技術の進歩は，決してほ

と離れては子手伝し得ないことを氏のシイタク

②経営能率の向上

!I 54 H 

0.4 1.5 0.4 

ヒノキ クヌギ 線

ヒノキ クヌギ ヒノキ

30年 12年 2年

つまりクヌ

して L 、る。

55 計

0.2 8.1 

クヌギ

クヌギ
16年

シイタク生産 省力化は大きな課題で、ある。 原水のうちクヌギ

援し伐採場所から伏込地へ，また伏込地からほだユおまで巡搬することは

大変な滋労働となり，労働災答の危i淡性も大き L 、。

新田氏は， 向上~捻るため， [~っており，昭和 4 7 年，

5 1 王手にそノレーノレを 5 2 王手 vc ク口ーラ(キャタビラ付)を 5 1¥ 

をj阪次導入しているが， きことは，県行政がそれらの補助言ど打ちIi\す前

U亡，自費で設置していることである。ここにも氏の

ができる。

の枕況をあげると，先づ伐採地から伏込地 lrc ワイヤーを張り，

みること

ここ

ンジンを付けて巡材し 2 し だ木のほだ場人口までは自家用トラ

ックで巡搬，そこからほだ場まではそノレーノレ(モノレーノレの総延長 5 5 0 rn ) 

で滅入という しているO また，小規模，小刻みの巡搬 Uてはクローラを

駆使して省力化が図られている。
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モノレール

第 1 1 表生産施設

(I) ほだ木造成関係

1霊 目 数量
新調 新調

種 自 数量
新繭 新調

期日 価額 期日 価額

アベック
l 53年月2 1侃 00tf3 チェンソ 何ノ 年月 民 oob3

キャリア ア. 36) 1 54. 1 

9 ，彰
1 54. 2 25, 000 自動車(2t 47.12 850, 000 ワイヤ 100m トラック)

11 
12.% 1 53. 1 136, 000 草刈搬(1.5即J) 1 51. 5 36, 000 
800m 

11 
6 タ話
1500m 

1 53. 1 165, 000 グ (1.5馬力) 1 51. 5 36, 000 

電気ドリノレ 1 5 O. 3 15, 000 グ (1.7馬カ) 1 53. 5 42, 000 

11 2 51. 3 30, 000 自動臨機 l 52. 3 450, 000 

11 2 52. 3 30, 000 クローラ 1 52. 2 360, 000 

11 2 53. 3 30, 000 チリホーノレ 1 53. 1 56, 000 

滑車匂r滑車 2 53. 2 17, 000 
11 1 54. 3 16, 000 2 コ)

発電器 (80Ow) 
11 (5イン

12 11 54, 000 
l 47. 3 110, 000 チ12コ)

(1 kw) 
グ (4イン

10 /1 40, 000 
11 1 5 O. 3 135, 000 チ10 コ)

モノレーノレ(25仇n
1 47. 2 750, 000 集材機 1 54. 1 450, 000 

レーノバt含む)
11 (300m エンジン(カ 1 54. 1 130, 000 

レィ吠叡r)
1 5 1. 1 1, 060, 000 ワサキAG-6 ) 

チエンソ çスチ
l 39.10 100, 000 

ーノレ・コニー)
11 ぐゼノ 1 72, 000 

ア '35)
52. 1 
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③市場動向に郎応した

生産

新田氏の経営の特色と

して市場の動向を考慮、し，

生産銘柄の比重を変動さ

せていることである。か

つては簿棄のコウシンを

主体に生震を続けていた。

しかし，厚手のコワシン

が市場で好まれるように

なり，現在ではコワシン

に比重を移している。コ

ウシンの生産を始めたこ

と Uてより，一時lrC発生す

るシイタク採取のピーク

を平準化することにもな

り，規模拡大が容易にな

(珍茸生産関係

種 目

モノレーノレ

11 

動力一輪車

トラック (2t ) 

スライサー

選別機

パーナー

スプリンクラー

乾燥機

11 

11 

作業場

数量 新調期日

47.年2 月

1 52. 1 

1 43. 6 

1 47.12 

1 5 O. 9 

1 5 O. 8 

1 46. 7 

1 41. 7 

1 4 O. 7 

1 46. 7 

1 51. 7 

I 43. 7 

り現在K至っている(第 1 2 表)。

つまり，コウシンを主

体とすると収穫のピーク

時Uてはシイタクが一時κ

発生するもので，労力， [ヤミ

第 1 2表銘柄別生産比率

新聞氏 愛

ドンコ コクシン ドンコ

新調価額

750,O 70 0 司
1,060,000 

45,000 

850,000 

40,000 

350,000 

95,000 

50,000 

100,000 

360,000 

1,050,000 

200,000 

媛 }泉

コウシン

乾燥機をフノレ回転しても

作業が遊れがちとなり，

黒子，パレ業などの欠陥

シイタクを生ずる。そこ

でドンコ系主体に切換え，

早穫りすることにより収

5 0 60 (%) 40 例) 16傍) 84悌

5 1 55 45 25 75 

5 2 60 40 19 81 

5 3 70 30 22 78 

5 4 50 50 29 71 

平均 59 41 22 78 
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穫期を長くいこれに対処している。この結果，収量，乾燥燃料では若子マイナス

となるが，労力配分，収益の面ではプラスとなり経営の効率を向上させている。

(2肢術について

新田氏のシイタク生産を一言でいえば，創意を重ね，工夫をこらし，もてるエ

ネノレギーのすべてをかけて技術の改善にとりくんできたことが最大の特徴である。

つぎV<:，その技術の主な特色を紹介しよう。

①クヌギの苔の養成

肱川流域のクヌギ造林は，木炭用として仕立てた林が多L 、。このため氏はシイ

タク生産用原木向けの林とするため転換を図っている。シイタケ原木としては，

問符く，知皮の割自の細いもの，生長がよく素直なものがよいので，このよう
な母樹から，なるべく粒の大きい種子を選んでいるO

種子は，水V<: 24 時間浸けて土中埋蔵して越冬するが，春先発芽したものを取

り出し，根切を行い，苗畑 Uて点播している。

氏の播種法は，芽出し播きと称される方法であるが，播種前v<:根切りを行って

いる点は独特のものである。翌春とその翌春κ床替を行L、，根付きのよい苗木の

生産に努めているが，山出しは極力大形の苗木を用い，造林の成績を高めている。

③まだ木の造成

シイタク原木林の偏在は，各地 Uて原木不足現象を生じているが，愛媛県でも若

干不足し，昭和 5 4 年には島根，徳島，栃木県などから必要量の 1%内外 (800

~ 1,0 0 0 m3 )を移入している。

新田氏は，前 Uても述べたように立木買いで適期伐採を行っており，伐採は 1 1 

月 1 日~ 1 0 日，大径木はこれより早く 1 0 月 2 0 日 ~3 0 臼の間に行L 、，校付

のまま翌年の 1 月下勾まで置き， 1. 2 mの長さに玉切り植菌している。遅れても

3 月中には様菌が終るようにしている。

植菌については，植菌孔を深めとし，原木の径級に応じて様菌孔の深さを調節

している。具体的方法は， ドリノレのストッパーの位置を種駒の長さの1. 5 倍 2

倍 3 倍とし 3 種の電気ドリノレを用いている。紛の打込は，駒の表面が樹皮の

表面と平ら Uてなるように行う。この結果，大きな径級の原木は際関が多くなるが，
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i毅鰐があることでシイタク蔚糸が原木の中心部花王手く伸び，ぽだっきがよくなる。

この方法は，設近好成綴をあげている原;;f vr 都れ自をつける方法と王望論的κ撲を

κするもので，余図的Uても広まりつつある。

l 本当たり ，この数年 vrついてみると務 1 3 茨

のとおりである。

第 1 3 表

〉誌で 菌 興 森
購入金額 単価

241 358 1 1 4 121 

千個 千個 千個 千{悶 千個 干円 円
49 300 50 350 565 1,614 

50 280 30 50 360 608 1,690 

51 200 30 50 280 505 1,803 

52 234.5 50 53.5 338 636 1,882 

53 180 50 50 53 333 638 1,91 5 

54 200 30 230 449 1,950 

注) ※ 5 4 年機付減少は松喰虫でほだ木移動のため労力不足

5 5 年春植は 355 千倍

1 本;きちた

り接種数

{問
15.0 

14.2 

15.1 

1 3.4 

14.4 

1 本当たりの植菌数は平均 1 5 倍以下で，クヌギ原木としては少な目のように

思われるが，様菌法の効果がほだ付をよくし，少な自の槌菌をカバーしていると

見られる。

また，氏は植菌の省力化のため自動植菌機を導入し，庭用労働力の軽減を図っ

ている。

③伏込方法

新田氏の伏込みは，裸地伏せと林内伏せが半々である。棟地伏せは，伐採跡、の

裸地vr原木を伏せて，臼夜κ校や粗染を笠木としてかぶせる方法である。伏込盆
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が多くなると伏込地の環境選定に慎重を欠き勝ちとなり，ほだ木の黒腐れ病を生

じ易くなる。新田氏の伏込地は双海町で瀬戸内海に近く，割合乾燥するところで

あるので，黒腐れ病の発生は少ないと窓、われるが，氏は裸地伏せについては特に

朝日，夕日のさすような場所，湿気の高い場所は避け，さらに水はけ，風通しの

よい場所を選ぶように心がけている。

また，伏込地の下刈の励行，笠木の管理などには万全を期しており，林内伏せ

よりむしろ好成績を上げている。

④撒水栽培

従来，ほだ場Uてはアカマツ林が利用されていた。アカマツ林は陽当たりがよく

乾燥しがちであるため，春秋のシイタクの発生シーズンにはスプリンクラーを作

動させ，撒水によって好成績をあげてきた。

乾シイタク生産にスプリンクラーを導入する方式は，施設栽培では一般化して

いるが，これにより収量，品質が天候の影響を受けることを少なくするのに効果が

あった。

氏は，撒水による安定したシイタク栽培について次のように語っているo I今

から 1 0 年前の 8 月に俄か雨が降りはじめたので，ほだ倒しをしたところ，雨が

止んでしまったのでロータリーポンプで噴霧ノズノレを使用して撒水したところ見

事にシイタクが発生した。ホースが届かず撒水出来なかったほだ木からは，発生

をみなかったことからヒントを得たJ 。

氏の考案した撒水の方法は，揚程が 50"-'60m以上 tてなると多額の金がかか

る欠点をもっ。このため， I自然流水落差を利用したスプリンクラー撒水」も併

用し，撒水量，時期についても氏はいくつかの実験をしている。

小雨後の撒水はとくに効果が大き L 、。小雨後撒水する場合は，雨がやんだすぐ

後K撒水するのがよく， /J、雨と同時に撒水することも効果を上げる方法である。

⑤ほだ場の選定

近年，マックイムシが肱J 11流域にも憂延しシイタク栽培地帯のマツはおおね枯

死したとみられる。新田氏のほだ場も松枯れにより伐採しなければならなくなっ

た。これはシイタク生産者 Uてとって大変な出来事で，ほだ木を移動させることも

-24-



第 14表撒水の方法

雨，撒水の状況 発生量
タク

備 考
の重量

台風又は多雨 多 50-----60 醐 5-----6 時間以上降り良く湿った時

降雨少 極少 大 2 Omm前後の小雨の場合樹皮の薄いものより発生

小雨+撒水 ノ$ 小雨の場合 2-----4 時間撒水

無処理 。 。 不時の場合刺激しないもの

新田栄:撒水vc よる安定したシイタク栽培

昭和 4 5 年 1 1 月中より

さることながら，替りのほだ場を探すのが大変であった。

まず尽をつけたのが，ほだ場の近くのマツが上木でヒノキが下木の混交林で，

枯れたマツは伐採し，ヒノキ Uては施肥して生長を促し，庇陰皮を高める工夫をし

ながら，ほだ木を移した。むろん，この場所だけでは足りない，おける場所には

置いた。この結果ほだ場は 1 0 カ所以上にもなった。スギ，ヒノキ，広葉樹林と

色々のところをほだ場とした。このことは氏自身に思わぬ発見をもたらした。

ほだ木を動かす刺激は多量のシイタク発生となり，ほだ場の分散は標高謹 100

m以上，林桔の差，方位の義を主主じ，シイタクの発生の時期をずらすこと kてなり，

労力の集中化が避けられ，スギ林でコウシン，クヌギ林でドンコという生産体系

を主主むこと Uてなった。

⑥乾燥

新田氏は，シイタクの乾燥方法κついても独特の技術を編みだしているO

氏の乾燥施設は，窓式の田転乾燥施設 2 主主と箱裂の乾燥機 2個でいずれも大型

である。熱苦手、は，室裂は石油と薪の併用，箱型は石油で，加熱温度は何れも 4 0 

"C前後から 1 2 時間かけて 5 S"Cvてもっていき，設終的 Uて水分 13% まで乾燥す

るが， ドンコ，コウシン等銘柄企てよって温度管理設計を設けて笑施している。

つぎに，特色のある乾燥方法として，雨子の乾燥を紹介するO

ドンコの乾燥温度図(第 3 盟)に示したよう VC ， ドンコの尚子は 3 S.Cから開
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じノキのなかに設けたほだ場(左)

箱型乾燥機雨子の乾燥にも利用される{右)

第 3 図 ドンコの乾燥温度 始し 4 時聞かけて 45"C

まであげる。これを急、激K

3 S"Cまで下げ，雨子を日

和子と同じ状態 Uてし，再び

加熱を始め 1 2 時間かけて

5 S"Cまで上げ，仕上りま

でこの温度を保つという方

む

60 

ヤ己主40~-- ~ 42 出子

30 

時間
10 12 14 16 18 20 

法である。

この方法も 2 年前の経験

から発見したもので，氏は

この方法により水分の多L、ドンコでも煮えっき現象を生じないので，良質のドン

コに仕上げることができると L 、う。

(3)普及性と今後の発展方向

これまで，新田氏のシイタク生活について，地域の環境から氏の経営，技術の

概要と説明してきたが，新田氏の居住する内子町は決して特別の環境条件の山村

というものではない。むしろ我が国の各地でみられるような山村である。新田氏

の経営，技術は，その意味から山村κ生きる多くの人々の力強い励ましとなるで
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あろうことを痛感するものである。

磁営Uてついては，生産安定のための原木林の経営，ほだ木 1 ，000本当たり 3 4 

kgという高い生産性， ドンコとコウシンの生産 bてよる労務の平準化，機械力の導

入κ よる各力化と適期作業等にみられる氏の積極的な経営態度は，結果とし

い収益性をよげており，技術については，ほだ場環境を活用した生産技術，撒水

による生産性向上技術，様箇孔の深浅によるほだ化の促進技術，雨子の乾燥技術

等は，地域を越えて各地κ広まりつつある。

氏は，このため専門誌に数次に亘り技術を紹介する一方，自からも請われて講

師を努めるなど活躍している。

氏をみていると「徳は孤ならず」という思いが深くする。氏の資質からみて，

今後ますますの発展が期待される。
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「なぜ、の信条、貫く根性」モットーに
新田鎖

私は 1 2 才で父κ死別し，以後母の

手一つで育てられた。 1 9 才fの時，家

業の幾多量K従察した請も さ昼時は， わず

かの米麦が中心で経営内容は決して安

定したものではなかった。

私は総長をの導入Kよって経営の安定

を図るべく，紹和 2 7 年Kホl牛 6 lÏ良か

ら出発した。しかし，道産経営も地理

的な条件から規模拡大が思う Kまかせ

ず数年で中止した。そこで，木炭生産

のため κ古くから槌殺されていたクヌ

ギを椎王手K主主かそうと，地域の有志K

呼びかけ 7 名で縫茸生産組合を結成し，

裁培技術の研究や共同出荷体制の整備

vc努めた。

その頃は市場で4f.~語系が好まれてい

たため，従来の淡水 K よる発生操作に

かえ，撒71< vC よる発生操作をこころみ

たところ，好結果を得た。当時として

は画期的な筏術として評価され，関係

機関の要誌もあって，県内各地で講習

会を開催し普及に努めた。その後，次

第κ厚手系が好まれるよう Vとなり，現

在は泰系 70%，秋系 30%，年間約

2, 6 00 kgの乾しいたけを生産してL 、る。

縫王手栽培は，乾燥技術等も護主主であ

るが， tt~'Kt骨場の渓境が品質の良否を

決定すると言っても過ぎではなL 、。厚

手系を生態包様としている私は，松林

を摘場として利用し好結果を挙げてい

たが，昭和 5 1 年頃から松くい虫K よ

り松が枯損し，中骨場としての機能がま

ったくなくなった。このことは，私が

縫王手栽培を継統する上で大きな障害で

あり， 日夜対策K苦慮したが，経営を

維持するため，雑木林でドンコ系を，

杉，後林でコウシン系を生産すること

とし，栂木の移動を行い現在 K2至って

L 、る。

将来，安定した縫茸栽培を続ける上

で，自家原木i本の修保は不可欠の婆素

である。そのため昭和 4 7 年以後原木

林 8. 1 0 h a を購入し自給率の向上 K

努め， 現在は， おおむね 50%が主主成

できた。宇佐王手栽培は， そのほとんどが

自然相手であるため，何事も苅句 V亡な

ってはならなし、。常K r なぜ，なぜの

信条，貸ぬく根性 J をモット -vc反省

を繰り返し，努力を積み重ねる ζ とが

緩めて重姿である。

今後は，地域の同志と組合活動を通

じ，椎茸産業の発展とよりよい品質の

向上K努め，今回の受賞K幸i"、たいと

堅く心K怒っている。
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翻受覧者の略歴

内麗総理大臣歯受盤

出品財林業経営

受賞者及川昭平

(岩手県東磐井郡大東町中)1 1 字大焔104)

岩手県の南部，東北本線の一関駅から患で約 1 時間で大東町K達する。また，

ァ関駅から大船渡線に乗換えると約 5 0 分で摺沢駅がある。大東町は北上山系の

南端にひらけた町であり，農林業を中心とした第 l 次産業の就業人口は，全就業

人口の約 60%を占めている。

昭王子氏は中) 11地区の名家κ生まれ，数えて 1 5 代になると L、う。先祖は伊達務

の藩医をつとめた。現在もなお，住宅地内 κ診療所の建物が残っている。

昭和 1 8 年，大原補習学校を卒業し，一時期奥田青年学校百11導を努めたが，父

とともに馬，木炭，米等の生産に従事した。この時代から氏は森林育成の重要性

を強く認識し，父との約束によって，約束した以上の生産成果を上げた場合には，

それに応じた苗木代を取得し，白から植林を実施した。父は植林には全く興味を

示さなかったと L、う。氏の性格はきわめて着実で，農林家経営 Uて全精カセ投入し

ているが，すべて記録による資料を判艇の基礎kておいている。とく κ，正月 Uては

必ず年閉経営の見隆しを行い，高度の合理性を追求している。このような詳細な

経営の記録と分析の基盤のよにたって，その後の改善計闘の樹立，及び笑施とい

った絶え間ない努力が続けられている。

氏はこうした着実な歩みの結果により，一代でシイタク栽培を中心とし，タパ

-29-



及川氏の自宅

手前の焔はタノ〈コ耕

作に用いられている

コ耕作，稲作，育林等を組み合わせて，この地方としては，きわめて合理性の高

い農林複合経営を形成した。

新しい技術の導入に対しては非常に積極的であり，ほとんど地域K先がけてと

りいれ実施している。とくW::，シイタクとタパコ Uてついては当地域として技術水

準が最も高く，この結果，生産物の評価も第 1 位に格付けられている。

また，氏はこれらのすぐれた技術や経営を自分だけのものとして限定しないで，

大東町主催の営農大学講師として指導κあたっているほか，タバコ耕作組合，森

林組合等の会合をつうじて地域普:&，w::努めている。このような地域活動κ よって，

大東町はシイタク，タバコについて常K県内の最高位を持続している。氏自身も

産物品評会において数々の表彰を受けている。主な表彰をいくつかあげると次の

とがりである。

昭和 5 0 年 6 月 岩手県乾椎王手品評会 1 等賞

グ 全国乾椎茸品評会 3 等賞

昭和 5 2 年 4 月 日牢専売公社仙台支局長

昭和 5 5 年 6 月 岩手県乾椎茸品評会 1 等賞

H 全国乾椎茸品評会 l 等賞

現在は当地方に重量富K存在しているシイタク原木を利用し，シイタク栽培とそ

の販売に，かなりのウェイトをおいているが，近い将来には高品質の優良材を保

続的w::生産できるよう林分改良に努めている。
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闇経営の概況

かつては，*炭と馬産を中心とした岩手県南部の北上山地にあって，氏は戦後

霞ちに農林家経営κ従事し，今日の経営を作りあげた。その経営憐迭の概況は次

のとおりである。

(1)家族人員

構成人員は 6 名， うち農林業従事者は本人，姿，長男は近年まで県級長であっ

たが，返織し家業に従事しており，後継者Uて対する問題はない。

(2)土地保有状況

水田 8 8 a ，畑 4 6 a ，山林 24.05 ha であり，畑の大半はタパコ耕作である。

なお，自宅た中心とする配置状況

は「経営位置略図J (第 1 悶)に

示すとおりである。

(3憐林構成

第 1 表K示すとおり，スギ 9.96

h a ，アカマツ 3.07 ha ，広葉樹

9.95 h a であり，人工林率は 5 4 

%となっている。スキ人工林は

1 0~2 5 年生 trc ， 広葉樹林は

2 5 年生以上 Uて分布が高く偏って

L 、る。

(4)シイタケ生産施設

ホダ木保有本:数約 6 4 千本，ホ

ダ場は自宅を中心として南北trc7

カ所(うち借地 4 カ所) 2.33 ha 

を配置し， 5"C程度の気温差を巧

みに利用した栽培を行っている。

乾燥棟，乾燥機，チェンソー，穿

第 i 関 及川氏経営位置野各国

造
林
予
定
地

林
鵠
別
m
勿
a
t
t
，
ノ

十
市
議
一
切
似
町
出

…
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a
1
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第 1 表 森林構成の状況

樹種 無立7ト劫 1'-... -1 0年 11~15 1(J--...-20 21へ-e 5

ス ギ 5.52 2.63 1.33 

アカマツ 0.98 1.43 0.57 

広

言十 1.07 6.50 4:06 1.90 

子L機，散水機，運搬機等が整備されている。

なお，ホダ場の配護状況は第 1 閣のとおりである。

{5}年開生産実績

2(J--...-30 

0.25 

6.68 

6.93 

31年比k 計

0.23 9.96 

0.09 3.07 

3.27 9.95 

3.59 24.05 

粗収益 800万円， うちシイタク 52%，タバコ 23%，コメ 1 3 %，和牛 5

%，山林 7%であるO なお，和牛を除く部門別収支は第 2表に示すとおりである。

5 3 年度のしいたけ総収積量は 8 2 4 kg，タパコは 1 ，502kg となっている。

{6肺門別労働報酬(第 2~3表)

いずれも県平均，町平均よりもかなり高L 、。とく K タバコとシイタクについて

生産性比較をみると第 3表に示すとおりである。タバコ Uてついては大東町の平均

値と比較すると 1 0 a 当たり代金で 1 1 2 %, 1 0 a 当たり生産経費で 96% と

なっている。また，シイタク kてついては平均販売単価は県経済連比 1 25%，県

森連比 1 20%，県シイタク農協比 122%を示し，大東町森林組合と対比して

も 1 09% と，いずれも高い笑巌となっている。ほだ木 1 ， 0 0 0 本当たりの収機

も他に比較して 10~20%高L 、。

関経営の特色

(1)きわめて合理的な農林複合経営が組織されている。当初，マユ，コメ，タパ

コ，和牛等が雑多に組み合わさった農家経営で，土地利用度が低く，かつ労働の

競合が激しかったが，シイタク部門の導入と拡大，養蚕，裂炭の廃止，タバコ耕

作の技術改善と省力化，人工造林の推進等によって，シイタク，タバコ，コメを
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ω
印
l
l

部門
粗 収 益 経 ρ員~ 受 シイタクの 家族労働

年度
販売 家計仕向 増殖 言十 物財 支才必労賃 謡鑑 f制費 計

差ヲ i
占める筈蛤 1日当報酬

シイタク 1,210 28 1,238 171 40 98 38 347 891 21.5% 7, 583 
タノζ コ 2,4 87 2,4 8 7 134 48 14 65 261 2,226 7, 134 

at.l 5 0 コ メ 630 120 (385) 750 18 14 17 69 118 632 7, 392 

山 林 422 422 25 3 28 394 α8， 142) 

言十 4.327 148 422 4,897 323 127 129 175 754 4,143 7, 831 
シイタク 2,389 46 2,4 35 237 99 157 50 543 1,892 39.5 13,.760 
タバコ 2,1 33 2,1 3 3 233 44 14 65 356 1,777 6, 357 

昭 5 1 コ メ 757 120 (397 ) 777 22 8 18 69 1 17 660 7, 810 

山 林 460 460 3 3 457 (10, 270) 

言十 5,179 166 460 5,805 492 151 189 187 1,019 4,786 8, 766 

シイタク 3,488 54 3,542 394 82 225 103 804 2,738 46.8 38, 027 
タノミコ 2,257 2,257 225 42 17 76 360 1,897 6, 575 

昭 5 2 コ メ 642 120 (41 3) 762 71 22 20 80 193 569 6, 307 

山 林 200 467 667 1 1 14 25 642 (1 3, 956 ) 

言十 6,587 174 467 7,228 690 157 262 273 1,382 5,846 11 , 668 
シイィ買ク 3,981 50 4,031 346 114 259 176 895 3,136 50.9 13, 430 
タノミコ 2,257 2,257 213 49 19 76 357 1,900 8, 351 

自白 5 3 コ メ 766 120 (41 9 ) 886 37 26 80 143 743 7, 505 

山 林 150 476 626 220 24 244 382 ( 3, 307) 

言十 7,154 170 476 7,800 596 383 304 356 1,639 6,161 9, 120 

シイタク 4,117 47 4,164 414 73 321 176 984 3,180 56.5 12, 066 
タバコ 1,848 1,848 328 129 20 114 591 1,257 5, 315 

時 5 4 コ メ 920 120 (430 ) 1,040 73 31 70 1 10 284 756 8, 947 

山 林 546 546 84 24 108 438 ( 3, 910) 

言十 6,885 16 546 17,598 815 317 411 424 1,967 5,631 8, 084 

第 2 表 部門別収支の推移 (単位 1 ， 0 0 0 円)
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第 3 表 生産性の比較

1. たばこ(柑和 5 3 年度)

品種:白遠州(面積 4 9. 1 a )，東山たばこ耕作組合(東盤事郡一円) , 

組合員数 3， 793人

① @ @ 比 較
区 分

耕作組合 大東町 及川昭平 @/① @/① 

収 1 kg当代金(円〉 1, 368円 1, 347円 1 ， 501円 98 110 

納 1 0 アーノレ当費白色g) 299 306 306 102 102 

実 1 0 ア ノレ当 408, 900 411 , 652 459, 735 101 112 

綴 1 0 アーノレ当経費 46, 690 47, 279 45, 621 101 98 

比 事空
区 分 耕作組合 大東町 及川昭三子

②/① @/① 

l 16.796 1 4.996 30.896 89 184 
等
級 2 36.6 35.7 47.6 98 130 
方Ij
生 3 等 35.8 38.0 12.2 106 34 

産
比 4 等 10.3 10.9 8.8 106 85 

率
等5 0.6 0.5 0.6 83 100 

2. シイタク

滑木単位量当たり生産性の推移

~ 
供用f青木量 供用滑木 1 ，000本当 供用滑フド 1 ，000本当たり収俊量

総収穫量
(推定) たり収機量 県 大東町

昭 50 467.4kg 30，000本 1 5.5 8kg - kg - kg 

51 556.9 32,000 1 7.4 0 

52 684.0 34‘ 000 20.11 

53 824.0 36,000 23.02 18.00 21.80 

54 873.5 37,000 23.60 18.70 21.1 0 
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乾シイタク(昭和 5 4 年)の販売量と綴売額

C主 分 )販売額(生産額) 平均単価 上七 較

kg 干問 (市場平均)円
}桑 448,000 2,106,000 4,500 100.υ 

県経済連 132,000 527,000 3,992 88.7 

県森迷 81 ,000 337,3'65 4,165 92.6 

燥しいたけ農協 47,062 192,562 4 ,092 90.9 

大東町溝榊自合 17,229 78,874 4,578 101.7 

及川 i 昭王子 824 4,117 4,996 11 1.0 

乾シイタク銘柄別生産量

銘 柄 生産量 生産額 平均単価

呑香信 78 6.8kg 3，891 ，036丹 4，945円

番呑茄 16.6 114司208 6,880 

冬 茄 20.1 11 1,756 5,560 

言十 823.5 4,117,000 4,999 

経常収入部門として生計を支え，脊林部門を資本蓄積部門として将来の飛鰻時発

展の基礎kてすえた短期，長期にわたって，きわめて安定性の高い複合経営が形成

されている(第 2 留・第 3 髄・第 4 図参照)。

(2)詳細な経営記録と，その分析が経営改善の基礎となっている。記録は昭和

2 5 年から続けられ，その集計と分析にもとづいて比較考量がなされ，適格な経

営戦絡が採り入れられている。

(ゆきわめて高い計画性をもっている。県指導の「農家林経営改善計画J 事業に

指定され，詳細な現地調査に基づいて，部門編成，土地利用，生活設計までが樹

てられており，言十頭と実行が対比されつ L ある。

(4)採用した技術は地域としては，きわめて高度なものを，先駆的κ とり入れて
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経営部門構成の推移第 2 図いる。生産性や収益性の尺度

ととも κ，労働力利用や土地，
. シイタク ーー-輸ー­

~タ，、コ ー叩一司

領

100 
機械類の利用共同にも配慮、を
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予定される状況K ある。

(6)長男が震をに家業を継ぎ，シイタク部門を担当するなど，後継者問題も解決す

るとともに，近隣との協業体制，森林組合事業への積極的参入によって，労働力

問題，シイタク間伐材等の販売開拓など，いわゆる経営の対境関係も整備されて

いる。
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「育林は育児」と同様怠、の長いもの
及川昭平

昭和 3 7 年，うも代から私K経営が移

りましたが，当時の絞営内容は雑多な

ものが組み合わされ，土地利1flIT.f.が低

くかっ労働の競合が激しく，所14Jの少

ないものでした。しかし. 1 6 代Kわ

たって永住した北上山地で来;長く定住

するためκは，安定的 VC.高い所得が必

姿でした。このような:tJL右足から経営方

針をω段小の絞'l&で五金大の利l聞をあげ

る.@土地の有効利用を図る，としま

した。この方針 Vc;l長づいて，山間部の

立地を訴した脊林・シイタクと安定作

自のタバコ・コメとの農林複合絞営κ

専念しました。

Tof林は昭和 1 8 6:手から学校卒業記念

.絡線記念・子供議室住民己念等の記念総

樹を，また，昭和 3 7!..ド Kは段家林経

営己主義言十闘を樹まして.m後約な拡大

道林宏進めてきました。l'-ì林は背}巴と

1fi]1慾，いきの長いものですが，この間

tて最も大きな苦労としては， Uß和 4 6 

年 l 月 1 5 日夜の主主主撃がありました。

この将はスギ林が大きな被答をうけ，

その三宮起し，主rrt只木の伐採毒事K延 270

人もの労働投入をしました。しかし，

現在では何とか普通の林K間後しまし

Tこ。

シイタクは笠宮な原水の潟IT.f.利用と

干若林の長期伎を補完し，経常収入部門

の大きな位として導入しました。しか

し，シイタクの組閣・収獲がタバコの

潟町・機付と労働が競合するため，こ

のFJJMri解決は地域の大きな採足立でした。

この解決策として提案し災行されたの

が，タパコの共同首班でした。また，

当地方のシイタク収機j羽Kおける気温

は急 t昇するため. 7 - 1 0 日 1甘1 vc然

中的K発生します。この対策として標

高道義K よる混度主主を利潤して， ホダ宅拾

を分散させてl奴後燃を延長し，労働jの

ピークを緩和することができました。

近年の稲作減反政策κ対しては，タ

パコ詩型門の鴻BZ等で対応、してきました

が，これはシイタク . !J パコの作談合

滋化κ ょ担可能となったことてeす。以

上のよう K農林複合の合玉虫化κよって，

適正な月別労働配分，主主主f'Ø材の共用

などのプラス衝がめりました。この合

現化のな磁となったのは 3 0 年間の経

営記録の分析検討・改警策の災行の綴

み議ねVζよるものでした。まずこ，この{筏突

をi町主催の営淡議座等の議官TIíとして起訴!IX.'\

の普及に努めております。今後は 8クタ燦

林複合を目ざして努力してまいります。
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二二二日本農林漁業撮興会長賞受歯二二二

出品財苗ほ

受賞者手自 田 敬

(広島県庄原市川西町556- 2 ) 

冨受賞者の略歴

受賞者和田敬三三氏の居住する庄原市は広島県の東北部に位置し，東西 22km，

南北 1 8 km，総面積 245 km2 の広大な山間盆地帯にある。中国山地の一部を形成

する比婆山連峰K源を発する江ノ ) 11水系花鳥する西城川が東西に流れ，その流域

に耕地がひらけている。年

第 l 図受賞者の所在地 平均気混 1 2.1"C (月平均

最高 1 8.4 .C，最低 7. g'C) 

年降水量1.635mm，積雪臼

数 5 9 日，最深積雪 3 0 佃

程度であるが，終雪は 5 月

上匂頃で，霜害をしばしば

受ける。また，低温多雨で，

援が多く，温度差が大きい

(第 1 図参照、)。

鉄道は広島市と筒山県新

見市を結ぶ国鉄芸備線が，

地域を東ïmvc走っている。
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主要道路は国道 183号線が鉄道に王子行して東西K走り，三三次市で国道 5 4 号線

に逮らなり，広島市へ約 1 0 0 kmである。また，主要地方道福山庄原線は福山ま

で約 8 5 k訟である。さらに，中国従貫道庄原インターチェンジを通じて阪神地方

へは約 4 時間余で遂する。

庄原市の産業は古くから米，林産物，和牛を柱とする 1 次産業が主体である。近

年，社会経済の変動に伴って若干労働者の都市への流出が進み，過疎化の傾向が

見られる。同時に農林業労働力の減少，高齢化による兼業燦家の増大vr.よって，

差是林業は衰退の傾向を示し，その振興対策が強く望まれているo

和田敬三氏は，故和田清一氏の三男として昭和 3 王手に同地で生れ，昭和 2 1 年

κ庄原実業学校を卒業後，家業の農業に従事した。昭和 23 年に家屋敷と水田

3 0 a ，畑 4 a ，山林 1 h a を譲り受けて現在地に分家として独立した。しかし，

小規模経営では生計を営み難いので，現在天神山首畑となっている裏山の増反開

墾を行L、，次第十亡経営規模を拡大した。

一方，戦後荒廃した山林復旧のために全国的に造林の推進が盛んになったが，

庄原地方でも昭和男 5 年頃から次第に造林が行われるようになった。当時苗木は

ほとんど県外から移入されていたボ樹長制鴇心不成績のもの治事かった。昭和27年

春和田氏は燐襲。西拶町の篤林類型よ賞作氏(梯事力労者，然臣等叙勲)~奨めで，問併す

の荒野重人氏(昭和44年金吉連幾材汰臣笈受賞)とともに旦と氏治拡島市の浜田頼蔵氏

(商知腔営功労者，勲五等叙勲)から購入した幼苗の育成委託を受け，約 5 aの苗畑で育æ

を開始した。翌28年か，ら天野氏とともに，甑上氏のあつぜんで浜田氏iJ屯幼苗を購入」

自らËB:木の生産を行うとと U亡した。当初は生建苗木会盟上氏K競売していた科次第κ自己

の販路K切りかえて，苗オ性控者としての地位を留め今日K至っている。 B訴047年Vζは高

取開翻也氏開拓入植していた者九経営P問おっためK脅搬したあとをヲ隊齢、で， ζの関知色

と隣接のUJ;j本1kを購入μ 苗t磁を営の規模を次第K採汰して今日に至っている。

和田氏は戦後，きわめて零細な農家として出発しながら，経営発展の方向を山

林種苗の生産に求め，同じ地区の先輩と協力しながら，氏自身の経営を県内のト

ップクラスまで高めたばかりでなく，庄原地区を県内山林様æ生産の主産j也に育

成するのに大きく貢献し，現者E，庄原市樹首生産j組合の副組合長として活躍して
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している。

和問氏は生来，温厚篤突かつ謙虚な性格の持ち主で，人の上に立つことを好ま

ないが，実直温好な人格κ対する地域住民や作業負の信望はすこぶる厚L 、。また，

勤勉さと研究熱心な点でも人後に落ちない。氏が長年の間苦心して確立した育百，

および経営の秘訣を広く公開し，地域の苗木生産の良き指導者として仰がれ，問

符Uて山林穣苗業会の発展に寄与した功績は，すこぶる大きい。

和田氏は全国山林苗畑品評会において農林水産量大臣賞，林野庁長官賞をはじめ，

全国山林種苗生産功労者として全苗連会長賞，県山林箇畑コンクーノレ陀おいて度

度の知事賞など，数多くの受賞の栄誉lrL輝いていることは，育宙技術の卓越した

優秀性を物語るものといえる。

受賞者の経営概況

(1)家族構成

和田氏の家族は現在氏夫委，および玉男の三三名であるが，長男および次男は就

職して膝下を離れ，三男も地元 Uて就職し，夫妻二人が萄畑作業に従事している

(第 1 表参照、)。

第 l 表 家族構成

氏 名 続柄 年令 備 考

和田敬三 本人 5 3 苗木生産・農業

11 八重子 委 5 3 11 

11 宏 三男 1 9 会社

(21土地利用の現況

上述のように，昭和 2 3 年比僅かな回畑および山林を譲り受けて分家独立した

後，氏は長年の努力によって経営規模を次第に拡大し，現在山林種苗苗畑 3.22

h a を主に，水田 5 0 a ，普通畑 4 a ，緑化用苗畑 2 a ，山林 2 h a ，計 5.78
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h a を経営している。このうち山林種苗芭畑は自宅の裏山の天神山首畑約 O. 8 

h a と， 2kmほど離れた昭和 4 7 年に鱗入した高取苗畑約 2. 5 h a VL分れている。

(3蹄設および機械

主要な高畑の施設および機械は第 2 茨のとおりである。

第 2 表主要な高畑設備および機械

施 設 機 械

作業小農 1 棟 47m2 トラクター 1500cc 1 台

機械倉庫 1 糠 25m2 動力噴霧機 6HP 1 合

スプワンクラー 3 根切機 I 台

水 檎 I 5 x5m トップカー 6HP 1 台

簡易水道 200m 軽自動車 550cc I 会

天神山首畑は台地上に位置し，高取苗畑は起伏の見られる丘i凌地形のため VL ，

水利の使VLÆ言、まれているとはいえない。そのために，いずれも大型の貯水槽と簡

易水道，スプリンクラ…などの貯水配管設備を設けて，潜水，薬剤散布などκ効

果をあげている。その他トラクター，運搬用車禰などの留畑機械を用いて，作業

の名力化と経営の合理化κ成果をあげている。 æ畑の規模，地形などの制約を受

けるために，これ以上の大型機械の導入や，さらに機械化を進めることは難しい

のではないかと思われるが，現在の苗畑に適合した合理的な配慮、が十分になされ

ている。

(5)労務

現在，常備作業員数は男子 1 名，女子 4 名，その他繁忙時 VL臨時雇傭女子 1 名，

6 名を確保している。いずれも 5 0 才以上の老齢であるが，経験年数は臨待雇

傭以外は 1 0 年以上の熟練者ばかりである。

llí3和 5 4 年度の箇畑作業の月 JJIj労働j配分は第 3 表のとおりである。これらの労
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第 3 表 苗畑作業における月別労働配分(人:日) (昭和 5 4 年)

月別 自家労働 震傭労力 計 主な作業

1 20 100 120 堆肥製造

2 20 100 120 掘取，選菌

3 50 125 175 耕転，床替

4 50 125 175 は種，床替

5 50 125 175 は種，除草

6 10 100 110 除草，防除

7 15 80 95 徐主主，追肥

8 15 80 95 除草，時引，堆ij~，草刈j

9 50 125 175 根切り，さし木

10 50 125 175 掘取，出荷，堆肥

11 20 125 145 掘取，出荷，耕転

12 50 100 150 /1 /1 /1 

言十 400 1310 1710 

働力を確保するために濯傭の通年化を心がけ，笛畑作業の休閑時ーには山草刈り，

准肥作り， æ畑の整備などを行L、，年間の作業日数がほぼ平均化するよう κ努め

ている。さらに，常傭労働力の他に氏夫妻が常時一緒陀作業K参加し，いわば家

族的な雇傭関係を確立してL 、る。

(5)苗木生援

最近 2 ク年聞の苗木の生産は第 4 表に示すとおりであるが，最近 5 ク年間の山

行苗は毎年 2 5~3 0万本K達している。

(6)経営収支

援近 2 カ年間の苗畑経営の収支は第 5 表のとおりである。

自家労働分を労務費として計上した後に約 530~560 万円の純利益をあげ
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第 4表年度別苗木の生産状況(部積 a ，苗木1，000 本)

樹
5 2 年度 5 3 年度 5 4 年度

区 分 生産 は斤'J8'í 生産量 は抗菌 生産 はffJ苗
面稜

本数 本数
面J僚

本数 本数
菌稜

本数 本数

は才重 6 300 6 300 6 300 
ヒ

1 床 2 年生 80 240 193 100 300 110 136 400 水 120 
ノ

2 床 3 年生 75 200 160 75 200場 160 80 220* 180 
キ

計 161 740 253 181 800 270 222 920 300 

さし付 4 35 
ス

1 床 2 年生
ギ

言十 4 35 

*他から"Eií*を購入して脊苗した分を含む

第 5表最近 2 カ年間の収支の概要(千円)

旺分 受 回 昭和 5 3 年度 昭和 5 4 年度

収入 (A) 苗木売上金額 13,045 15,582 

直接生産費

労務愛 4,967* 6,785* 

資材費 1,209 1,249 

支出 (B ) その他 931 1,125 

計 7,107 9,159 

地代，公租，公課，資本利子 636 843 

if 計 7,743 10,002 

差引収益( A - B ) 5,302 5,580 

*労務費Uては畠家労働分(内数) 5 3 王手 1 ，500 ， 5 4 年 1 ，700 を含む
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ている。

その他普通畑は自家菜園で，緑化箇畑は現在収益をあげるに至っていないが，

水田で約 5 0万円，その他和牛の母牛 2 頭を飼育し，毎年仔牛 2 頭を販売してい

るが 1 頭約 4 0 万円，計 8 0 万円，総計 130万円の粗収入をあげ，これらの

必要経費 4 0 万円を差号 I \，、て，約 9 0 万円の収益をあげている。

冨受賞財の特色

受賞の対象となった出品財は天神山首畑のヒノキ 2 阻床替 3 年生省， 0.2 h a , 

3 万本で，昭和 5 4 年度全国山林種苗品評会Uておいて中国・四国地区の最優秀苗

畑として，農林水産大臣賞受賞の栄誉に輝いたものである。さらに，同様κ選ば

れた全国 6 地区の最優秀苗畑の中から，同年度の全盟代表として選ばれたもので

ある。

和問氏が昭和 2 7 年に僅か 5 a の零細な首畑から出発して，その後，約 3 0 年

Kわたる努力の結晶として全国的に最高のレベルに到達したことは，氏の熱心な

研究心と，日頃の絶えざる努力の積主主ねの努力の賜物といえる。氏がこのような

すばらしい成果をあげるに至った理由を要約すると，育苗技術の留では基本的な

技術を忠実に取り入れている点 Uてあるといえる。このことは一見平凡なように見

えるが，個々の碁本的な技術を，それぞれの苗畑の実情に合わせて総合的K体系

化し，さら VC ， 経済的な効果を産み出すためには，それぞれの苗畑経営者の創意

工夫によらなければならなL、。したがって，和田氏の育苗技術や経営の特色が，

そのままの形で他の苗畑κ応用出来るものとは考えていないが，他の苔畑経営者

が自己の脊苗技術や経営を検討する場合κ，得る所は決して少くないように忠、わ

れる。和田氏の百畑の技術および経営面の特色は，次のように要約することが出

来る。

(1)土壌管理

和田氏は“苗畑経営の原点は土壌にあるぬという信念のもと VC ， 有機質肥料の

多用による地力の培養と維持VC ， とく κ重点を置いている。有機質肥料の施用に

よる“土造りぬは，戦後から長年にわたる化学肥料の多用による地力の低下が，
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大きな問題になり始めた農業において，今後の大きな課題としてとり上げられて

いるが，林業苗畑でも，この問題は例外ではなL、。有機質肥料の多用による地カ

の維持培慈は，和田氏だけではなく，全国的に高名なæ畑経営者のすべての共通

した育宙技術のもっとも重要な基本となっている。有機物施用といっても具体的

な方法となると，それぞれの経営者ごとに工夫をこらしているが，氏の場合は次

のとおりである。

和田氏は苗畑経営とともに和牛の飼育を行っているが，現在母牛 2 頭，仔牛 2

頭からの糞尿および敷わらを用いて，きゅう胞を製造し，自宅の裏山 Uて当る天神

山首畑 Uて施用している。天神山首畑ではヒノキ床替苗の連作を行っているK もか

かわらず，いや地現象は全く見られず，今自の受焚の対象となった見事な苗木が

全高畑で育成されている秘訣は，この点にあるといえる。

自宅から 2km縦れた高取箇畑では，隣接する自己の山林 1 h a からカヤを主と

する山王手を採取して，石灰霊童素を浪人して堆肥の製造を行L、，これをæ畑に施用

している。問時κ3 年陀 1 阻の割合で，すなわち，高畑面積の 3 分の 1 づっの割

合で休関地を設けて，大立などの主主科植物およひe飼料用牧草の栽培を行って輪作

体系を確立している。和田氏が各æ畑ごとに呉った有機物の施用法を用いている

ことは，おそらく和牛の飼育規僕が全æJ:援を，きゅう胞でまかない得るほどの規

模κ淫していないこと，箇畑の人口の道路事情(氏は改修を考慮中とのこと)の

ためκ遼鍛が菌難なことによるものと息われる。さらに，高取箇焔は附和 4 7 年

Uて縦差益者から鱗入しているが，おそらく，かなり土壌が荒廃した状態から出発し

たためκ，ヒノキの迷作に耐えられるほど地力が恢復していないために，休開地

を含めた輪作体系を採用しているものと思われる。

なお，和田氏は数年おきに天地返しを行って地カの恢復・向上に努力している。

氏のE制Hlì.表土は火山灰性の蒸急土(黒ポク)で，下層土は重粘質な土壌である。

このような土壌では天地返しは，かなりの労力を要するとしても，地力の恢復は

かなり有効に働くものといえる。

(2除薬剤の利用

一般企て菌畑経営陀おいては除幕に多くの労カを婆するために，この対策は重要
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「な問題である。除草剤の使用は今日では常識であるが，それぞれの苗畑ごとに発

l伎ずる雑草の種類や量を考慮に入れて，効果的な施用を行うことは，かなりの経

γ験ム熟練とを要する問題である。

和田氏は早くから除草剤の導入κ着目し，昭和 4 0 年から広島県林業試験場の

指導を受けながら， \，、くつかの除草剤の組合せによる雑草の発芽，生育防止の研

究を重ね，試行錯誤と失敗をくり返しながら改良を続け，ついκニップ，グザミ

，;V， グラムキソンの 3 種類の除草剤の混用による新しい施用法を開発し，従来の

ゐ?手取りによる除草労力の 20~25%で足りるまでに省力効果をあげている。

和田氏の開発した 3 種、混用法は広く一般に公開され，土忠臣K普及され，この地

区の育苗技術の向上と苗畑経営の合理化に大きく貢献した。このことを中心にし

て，氏が娼和 4 7 年に全箇連大会において，全国山林種苗生産功労者として全芭

連会長賞を受賞したことは，その功績と貢献度のきわめて大きいことを物語るも

iのと与、える。

(2)健苗育成

和田氏の育æはヒノキが主体であるが，原則として県の払下種子による幼苗か

ら山行苗までの一貫生産態勢を目標κ している。現主E，広島県では苗木の需要見

透しに基づいて，播種量，幼苗生産量を決定し，県苗組を通じて養苔希望者に売

渡す種子量を調整しているために，和田氏は床替苗の一部を天野氏(前述)など

から購入して養苗している。

和田氏It."健苗は土造りと幼苗で決まるぬとの信念のもとに，幼E百は毎年新しい

苗畑(最近では休耕回など〉を利用を使用して，間引き，根切りを厳正に行うと

ともに，病虫筈の妨除を徹底して，優良な幼苗を生産し，これを床替して健全な

山行苔を育成している。

(4)施肥設計

和田氏の苗畑の施肥設計は第 6 表に示すとおりである。

氏の苗畑は火山灰性の黒色土(黒ボク)で， リン酸吸収系数の高い土壌である。

このような欠点を補うためにワン酸の施肥量は，いちじるしく多L、。チッソは葉

肥といわれ，地上部の発育を促進するのκ対して， リン酸は根肥といわれ，根系
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第 6表施肥設計 (1 0 a 当 kg)

ヒノキ 播種苗 (m2 当 800 

~E 料 施~E時期 施用 チツソ (N) りン CP205 ) カり (K2 0

堆 ~E 基肥 1200 0.84 0.72 1.20 

鶏 /1 200 6.0 6.0 2.6 

化成肥料 /1 25 4.0 4.0 4.0 

熔りン /1 112 21.2 

硫 安 追肥 50 10.5 

言十 21.34 31.92 7.8 

ヒノキ 1 屈床替 2 年生首 (m2 当 4 2 本)

堆 ~E 基肥 1200 0.84 0.72 1.20 

糞 /1 150 4.5 4.5 2.0 

化成肥料 /1 30 4.8 4.8 4.8 

熔リン 11 80 15.2 

侃 安 ~E 46 9.7 

言十 19.84 25.22 8.0 

ヒノキ 2 回床替 3 年生8'î (m2 当 3 6 ;zド)

堆 ~E 法肥 1200 0.84 0.72 1.20 

鶏 糞 /1 235 7.05 7.05 3.06 

化成肥料 11 73 1 1.68 1 1.68 1 1.68 

熔リン 11 104 19.76 

硫 安 基肥 59 12.4 0 

31.97 39.21 15.94 

註) 化成肥料は 16 … 16 16 。鶏糞は 3-3- 1. 3 ，堆肥は 0.7 ー

0.6 …1.0 として計算。
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γ 向。勺ちキ 1

ひのき 3 年

の発達を促進するのに役立つ。チッソ K対してリン酸の配合比がとく K大きいこ

とは，地上部と地下部のパランスの良くとれた，根系の発達の良好な，理想的な

形質をそなえた苗木の生産の原動力になっているといえる。

また，堆肥や鶏糞などの有機質肥料が多用されている点は，苗畑の地力の培養

・維持の阪できわめて効果的であるといえる。

(5)苗木の形質

和問氏の苗畑で生産される首*の形質合代表するものとして，審資対象となっ

た笛木を例κ とると 2 閏床替 3 王手生首では平均値として，苗高 6 3cm，根元直

径 9. 7 四， 1VD6.5 を示し，根系の発達も良好で，地上部と地下部のバランスの

とれた優良な苗木であることを物語っている。

(6陣営分析

和田氏の研究熱心と経営意慾の旺盛なことは，上述の育苗技術の多くの創意工

夫に見られるが，同時十て経営面/t[おいても帳簿の整備活用などに発揮されている。

毎年の作業の年間計画表，作業日誌などが詳細に整備され，それκ基づいて新

しい作業計画の樹立と，その計画的実行κ役立っている。そのために濯傭面でも

経営規模が比較的大きい割合K雇傭作業員の数が少なし雇傭労働力を如何κ有

効に使用しているかがうかがわれる，また，苗畑台帳，笛木受払簿および資材受

払簿などの諸帳簿が詳細に整備されており，常 U亡苗木や資材の動きが確実に把握
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されている。その他金銭出納についても克明に記録がなされ，固定資産台帳によ

って資産償却がなされているなどの諸点は，偲人経営としては珍しいといえる。

以上の棋簿類の整備は苗畑綬営の近代化のための前提条件といえるが，しかも，

これを有効に活用し，経営の合理化に役立てていることは，他の模範として賞賛

さるべきものであろう。

関普及性と今後の発展方向

以上，概観したように，和田氏の苗畑の技術と経営ーとの特色は，平凡な表現で

はあるが，基本的な技術な忠実κ取り入れ，それUて創意工夫を加えて，自己の箇

畑の立地条件や経営規模にうまく適合するように組立てられていること，除草剤

の半期導入や，帳簿類の整備などによる経営分析など，新しい技術K穣極的l1:取

り組んでいる前向の姿勢と，それを支える庶盛な研究心，および不断の努力 Uてあ

るといえる。

和白氏の育苗技術の中で，とくに瞥及したい技術としては，平凡なことかもし

れないが，有機質肥料の多用による土造りであろう。この点は全面的に苗畑経営

者として有名な方々の，すべて κ共通している点であるが，苗畑経営が土地産業

である以上，有機質杷料の多用κ よる地力の培養・維持は， もっとも重要な問題

といえる。和田氏の場合は和牛の鯛育によるきゅう肥，山林の採草地としての利

用による堆肥，休関地の設定Uてよる緑肥栽培をとり入れた輪作などによって対応

しておられる。他の高掘の場合には，それぞれの実情に適合した具体的な対策を

樹立すべきであろうが，このような土壌に対する基本的な姿勢だけは，他の模範

として広く欝及すべき点といえる。

和田氏の開発した 3 種混合の除草剤の施用法も，気候や雑草の種類の異なる他

の地域では，あるいはそのままの方式で適用し得ないかもしれないが，十分な検

討を加えながら，もし，必婆があれば多少の修正を加えるとしても，広く普及す

べきものであろう。この点は苗畑の除草の省力と経営の合連化に対して，もっと

も重要な問題となっているからである。

和田氏の苗畑経営の今後の発展の方向であるが，県の方針として苗木の需給計
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画の調整が行われており，また，今後の造林面積の急激な増大の見透しが少ない

ために，氏の苔畑の経営規模の大幅な拡大は難しいのではなL、かと思われる。ま

た，機械化にしても，氏の苗畑の規模，面積的K主力となっている高取苗畑が起

伏のある丘綾地形であることを考えると，これ以上の機械化を進めることは，画

期的な小型機械の開発を待たなければ，かなり難しいのではな L、かと忠われる。

和田氏の生産する蔚木は，すでκ全国的κ最高水準に達しているので，氏の今

後の発展の方向としては，今後需要の増大の見込まれる緑化用笛木の生産の拡充

κ進むか，あるいは畜産(和牛)の強化と，それに伴うきゅう肥の土壌還元によ

る有機農業，牧草と苗木の輪作などのきめの細かL、複合経営による箇畑経営の合

理化など\，、くつの方向が予想、される。

いずれにもせよ，全国の最高水準を行く苔畑経営を柱κ，氏の旺盛な研究心と

たゆまぬ努力をもってすれば，いずれの方向K発展する κ しても洋々たる前途が

期待される。

和問氏は年齢的にも蒸し後継者の問題は未だ具体化していないよう κ開いて

いるが 3 人の令患の中から，当然後継者が選ぱられるζとに在ると息われる。今

後とも全国の苗畑経営の模範として，さら ltC， 庄原地区は勿論，広島県の苗畑経

営のリーダーとして，今後の輝かしい御活躍と御発展を心から期待したL 、。
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いつも初心に帰って苗木づくり

和田敬

私がE吉木{'f.りを始めたのは.1lB利z7

年の寺まだったのだから， もう 3 0 年近

く κなる。

最初は 5 a ほどの小波模なm木作り

だったが，年々規模を拡大して， EZ木

作りを毒事雪量とするよう Kなった。

初期の頃は，いろいろと失敗もし，

E吉木作りの難かしさを身十亡しみて体験

した。

しかし，その間K燥の翁導主主の方々

や先霊安の諸兄から教えられ， また体験

を通じて，私のE草木作りの信条とでも

いうべきものを持つK至った。それは

次の i通りである。

①笛木作り κ巡した臨場を選ぶ。

②土を{'F る。

③良い幼磁を作る。

④初心十て1怒って箆木作りをする。

前の 3 つは誰からも言われることで，

E百木作りの援本であり，当然行うべき

ことである。

しかし，案外と，その笛木作りの基

本が忠笑K行われていないのでなし、か

と思う。

私は，その当然のことを忠実K行う

ととも ι いま一つ，いつも笛木作り

を初めて行うつもりで行うよう K して
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いる。

すなわち，初心K帰ってm*作りを

することを信条としてL 、る。

良いE古木を作るの十て音寺2誌はないし，

偶然性もない。自然の現象と取り組む

笛木作りの入力Kは限界もある。

なかんずし気象条件は年毎κ新し

いとさえ言える。だから私は毎年新し

く æ*f乍りを始めたつもりで，あくま

でも森本K忠実 v"CÊ吉木作り十て励みたい

と五まえている。
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発刊のことば

重量林水産祭は、全国民の農林水藤業に対する認識を深め、農林水産業者の技術

改蕃及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として、昭和 37 年、

農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に、従来の新殺感謝祭を発展的

に拡充して始められたものです。

この農林水産祭は、農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに、各方

面の協力を得て、毎年 11 月 23 日・勤労感謝の日を中心に開催され、農林水産業

者に天皇杯などの授与を行う式典や一般盟民に農林水産業を紹介する農林水産展

などきわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和 55 年度は、その 19 回目に当たりますが、本年度の天皇杯などの選質審査

の結果は、次のとおりです。

すなわち、従来からの農産等の 6 部門については、第四囲農林水産祭に参加し

た各種表彰行事: ( 349 件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 553 点の中

から、天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点)、内摺総理大臣賞を授

されるもの 6 点(問)、臼本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(畜

産部門 2 点、その他の部門 l 点)がそれぞれ選考されました。また、昨年度から

設けられたむらづくりの部門については、 44 都府県から各 1 点推薦のあったむ

らづくり事例の中から、天皇杯、内閣総理大臣賞を授与されるもの各 1 点、農林

水産大臣賞会授与されるもの 15 点がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は、農林水産業の

近代化や農かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指擦として、関係各方面の方

々に大いに禅益することと思います。ここに、これらの業績の概要(むちづくり

部門は別冊)をとりまとめて発行することと致した次第です。

終わりに、 の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し、

深甚の謝意:を表します。

昭和 5 6 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受繋/焼津漁業協同組合青壮年部 6 

(協階級合経rli~'・研究所参与/野中六良1\)

内閣総理大震歯受繋/高出漁業協同組合商工年部ノリ研究班・……・・……""22

(υj2!EJ 

2 臼本隣蹴桝宇林本漁業振興会長，閣露受鐘/2幻銘;2[ 石川4嬬奇刊?混苅日市附i話樹3針鉾1宇怖:泊店 3沼
(東海[{水産研究所生物化学部長/開閉 稔)



天皇杯受賞

出品財パチ赤貝

受賞者焼津漁業協同組合青壮年部

(代表者青野光久)

(静岡県焼津市中巻 2-8-1)

第 l 図 受賞者の所在地とパチ赤貝の位置
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受賞者の略歴

焼津の漁業は，すでK徳

川時代K相当の規模をもっ

ており 2 7 隻のかつお漁

船Kは，幕府から船鑑札が

あたえられ，世襲の船:7ëを

中心(rC， lÚJ.縁地縁K よる一

般一家族の協同的船組みが

組織されていた。

明治 4 1 年 (1908 年) , 

焼津Kはじめて石油発動機

漁船が建造され，大正 9 年

( 1 9 2 0 年) (rCは，わが

菌漁船界初のディーゼノレ機

関の据え付けが行われた。

その後，昭和 1 4 年Kは，

大型船が 8 5 隻κ達したが，



年郊のメンふー

次世界大戦問主， され，その中， 5 Lj後と 212 

名とが， と 7ょっすこ。

終戦後いち尽く焼津漁業界は復興し協和 2 4 qミ的立大烈船は 6 0 隻 Vζ達した。

近年に奈って，まぐろ漁業tζは国際，燃油，資滋，労働力のprJ]躍があり，また，

kは，国内外の経済情勢K よる魚1íIIî問題があるものの，焼津Kは現主主，

大混船はまぐろ，かつお船 8 3 鐙，火現まきあみ，その他 2 Ü 袋，合計 103 変

している。それらの大lJiIl船の外シラス船曳，一本釣， l/iIJ あみ，カジキ，メ

ジの曳あみ，底曳あみを営む小型船 1 1 1 変が， κ所属している。

昭和 5 2 , 5 3 及び 5 4 年度の焼津漁協の事業状況は，第 l 表の如くであり，

特tて していることが注留される。

第 l 表焼津漁協の築業状況

組 出 役 戦 指 販 日誌 貯 貸 当
i口L 三ふ~

フt土日, よそ主 〆;へs やi 期
年 F司 長 取 取 /混戸と、、 利
度 主主 金 扱 扱 残 残 主主
Jjlj 数 向仰3 数 数 主主 fI勾 f!3時z fl河"::1 向仰 金

名 百万円 百万円
724 制ヰ 8百9万4 円 12ぽ1♂3 15億1 円 "Ef万円

aB 52 1,322 635 17 312 130 441 

53 1,269 704 1 7 310 123 672 887 133 112 461 

54 1,1 82 773 1 7 304 120 694 888 146 146 447 
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焼津市は東京，名古屋のほぼ中間K位して，人口は約 1 0 万 4 千人であり，そ

の 4 分の l は，水産業K関連し，いわゆる全国的K数少ない水産都市の一つであ

る。他の水産都市と比べて，焼津市は f 地元資本Kよる漁業基地であることJ，

f 立地条件がすぐれていること j 及び「自県内消費が圧倒的K多いこと j 等の特

徴をもっている。

上記水揚高の中，治岸漁業tてよるものは，昭和 5 4 年度Kおいて約 4 億 5 千万

円である。焼津漁協は，外洋関係の水揚高の多いこと K よって，全国的K有名で

あるが，治岸漁業発展K対する努力は従来より強化されてきているO 即ち昭和22

年，いち早く焼津漁協内 vcr 焼津治岸漁業者協会 j が設立され，現在は，その会

員は船主 8 1 名，従事者 180 名となっている。

f白岸漁業者協会の機構として，役員会，労務対策委員会，遊漁、対策のための焼

津遊舟会及び青壮年部とがある。青壮年部の設立は，昭和 4 0 年であり，その活

動が活発化し発展したため，その後，多くの実行機関として独立し，専門化して

いった。青壮年部部員数は 4 2 名であるが，重複加入するグループ名は次の如く

である。「負けた漁業研究会J， r えびかご漁業研究会J， r 審養殖研究会 J , 

f わかめ養殖班J， r こんぶ養嫡班 j 等があり員けた漁業研究会 j の会員数

は 1 4 名である。

臨経営概況

貝けた漁業研究会は，昭和 5 0 年 1 0 月， r シラス漁」及び「一本釣漁 JVC従

事する漁業者の裏作として，漁関期の冬季を利用しパチアカガイ j が共同漁

業権内の海底K発見された機会VC，その発足をみたものであり，現在の会員の平

均年齢は 3 2 才であるO

会則の主要なものを，示すと次の如くである。

第三条操業の調整

① 研究会は，共同で操業し，個人K よる操業は認めない。

@操業開始及び終了は，全員協議会Kはかり決定する。

@ 会員は，他種漁業と競合を生じないよう努めなければならない。万一生じ
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た場合Kは， 責任をもって処理するものとする。

第十条 (会

① 研究会の会計は， 操業開始から終了時の収支決算委を， 翌年度の開始時ま

で VC，報告承認をうけるものとする。

@ 共同販売の会計は， 次のとおりとする。

イ 市場口銭………水揚金の 3%

ロ 船 徳………割金の 80%

ノ、 置 歩…・… υ部金の 1 人代

ただし， 最終的の残金は頭部K し， あくまで勘定はプ ノレ計算K よるものとす

る。

第十一条 (共有物)

漁具(けた， あみ)は， 研究会の共有物とする。

漁獲物のプーノレ計算K よる 1 人 1 日当たりの分配は， 次の悲準tてより行ってい

る。

、揚代金一{外
1 日 1人当り分f~己金=τττコァ一一一

総隻日数+全

(注 1 実質の外地口銭は，

業研究会の活動資とする)

一_1一一て、あるので，
1 000 

残りの一一えーーを貝けた漁
1 000 

(注 2 船舶使用料は分配金の 80% とし， 残りの 20%はß.tけた漁業研究会

の活動資とする)

(注 3 活動資は， f 漁場対策愛+祝祭研究費十会議費十通信愛十漁兵消耗費

十雑費十次年度研究:制首金 j とする)

なお， 員けた漁業による水揚数量， 金額及び 1 日平均水湯量を，年度別Kみる

と第 2 表の如くである。

-9-



第 2表貝けた漁業の水揚数量

操業年数 操業日数 長の大小 総水揚盆
1 臼平均 f申E長率 総水揚金額 平均単価
7.1<揚お:

大 10,936 kg 303 kg % fIJ 内

51 年度 36 臼 100 6,165,023 均当たり 36 1.2
6,132 170 

大 1 3.4 96 396 
52 年度 I 34 日 159 7, 334 ,4 50 " 285 

1 2.1 94 358 

53 年度 50 臼 大 47,960 959 202 11 ,087,846 " 231 

54 年度 43 臼 大 20,903 486 103 4,68 1.2 21 " 223.9 

( tt 1 5 4 年度は，台風 2 0 号のため，漁:I;t~の海底面が変化 L，貝が閑散し

て，員の育成土が洗われうすくなった。また， ワカメ槻が前年より1<Þi'C~長り出 L ，

その下側海底κ貝が移動したため，漁獲が激減した)

(波 5 3 年度より資源保畿のために，小さい艮を採取するのをやめ，混穫

した 'J、さい艮は放流している)

(注 3 総水揚金綴は，運搬'/!(， j時造変及び手数料をさしひいたものである)

第 8表過去 4 カ年の収支状況

訟句 昭和1~韮 日間日52年度 昭和53年渡 昭和54年渡

総水揚高 6，1 65ρ2円3 7,334 ,4 5円0 1 1ρ87A 4fì 8l，22円1 
(支出内訳)

分配金 4 ,2 83 ,530 4β44 ，4 83 6,898,662 2 ,3 4 1,220 

船舶使用料 1,1 15,514 1,596 ,788 2,406 ,901 874 ,4 82 

燃泊代 339,2 78 423 ,1 69 408 ,1 67 761 ,546 

外地組合費 48 ,486 53 ,2 07 86 ,4 11 32 ,1 57 

漁業対策費 100,0 00 150,000 310 ,735 200ρ00 

研究視察費 120ρ00 250 ,000 423ρ50 280,000 

会議費 5β00 15β00 346 ,3 10 120ρ00 

通信費 4 ,2 65 12,483 35,0 00 。

備 考

漏水関係費等

反省会及び先組出視察

全員協議会費等

郵送料及び電話料

漁具消耗受 43 ,2 00 83 ,1 20 42β30 0 口 プ代等

雑資 5,750 6,2 00 29 ,780 11.000 時手数料等」
計 6 ,065 ,023 7,234 ,4 50 10,987,846 4 ,5 8 1,221 

次期準備金 100,000 100,000 100ρ00 100.000 
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また，過去 4 カ年間の研究会の収支状況は，第 3 表の如くである。

ßl.けた漁業Kよる収入の会員K対する分配金を年度別K記すると，第 4 表の如

くである。

第 4表会員への分配金

操業年度 操業日数 1 人当たり分配金額
操業期 1 日当 伸張率
たり分配金額

51 年度 36 日 223，618 内 6 ，22 1. 6 円 100% 

52 年度 34 日 310,286 9,126.0 146 

53 年度 50 臼 458,336 9,1 66.7 147 

54 度 43 日 1 84 ,294 4,286,0 69 

し一一一一一一 回目白e・e・.J..同町四凶

(注 5 4 年度は，前記の如く台風 2 0 号 Vてより，大 rþ VC1双獲が減少した)

騎受章財の概要

ßl.けた漁業研究会が，す壮年部の全体的の活動からやや独立して組織された王室

自は，近隣の地区で f パチアカガイ J が発見されたが，採貝を開始して儀かの期

間に乱獲の未資源が全く澗ï~ してしまったこととパチアカガイ j の価格が

極めて低いこと K対処して，流通の改善をはかること κあった。

つまり，資源を長く保持しパチアカガイ」な有利な流通条件にあわぜて飯

ること KあったのであるO 元来「パチアカガイ J の価格はアカガイ j の

1 0 分の l 位であるといわれ， また， r アカガイ j は，単K国内産のみならず，

毅近は外国より輸入されるものも少なくないため， r パチアカガイ j の販売条件

は極めてわるかった。また，研究は進められてはいるがパチアカメj イ j の人

工解化は成功していないので，自然繁殖の「パチアカガイ J な絶やすことなく，

その資源、の維持を徹底的K進める必要があるO

なお，地元における f パチアカガイ J の消費はほとんどないため，イ士向先は東

京都及び山梨県内の貝類取扱荷受機関と定めている。そのため研究会は，操業前

十て市場関係者ー及び仲介業者と，ニ予想価格と出荷 vcl認する検討会をもち，操業期間

中 K も， これら関係者と打合わせを行っている。 5 2 年度までの f パチアカガイ」

-11-



の販売方式は，仲介業者と月始めK浜{底を決めていたがアカガイ j 等の市場

への入荷量K左右されて価格が不安定で，住々 K して浜値を下まわることもあっ

て，円滑な流通を常時保つことができなかった。この惑条件を打開するため 53

年度から販売方式を改め，委託販売方式とし，たえず研究会は東京中央卸売市場

の荷受機関から，輸入赤Jì.の情報をうけ，市況の把握K努め，時Kは研究会は会

員K漁獲制限，操業中止まで実行せしめてきている。

漁獲制限，漁獲禁止の外K有利 vcf パチアカガイ J を売るためKは，大型のも

のを売らねばならない。過去 4 カ年間の採取した f パチアカガイ J の大玉のもの

Kついての統計は，会員の操漁白記から，第 5表の如く集計される。前掲の統計

Kは 5 2 年度までは小玉のものの状況も示されるが. 5 3 年度以降は小型のも

のの採取は行っていない。

第 5 表 パチアカガイの大玉の採取

操業年産 操業日数 貝の大きさ 総水揚 1 日エ抑制く揚量 イ申張率

51 年度 36 日 大 10,936 kg 303.8 kg 1000% 

52 度 34 日 大 1 3,4 9 6 409.0 134.6 

53 度 50 B 大 47,960 959.0 315.7 

54 年度 i 49 日 大 20,903 486.0 159.9 

また，只けた漁業の操業Kついては，研究会としては次の如く，その基本を定

めている。

(1) 操業隻数・…ー 7 隻

(2) 操業期間…・・研究会の全員協議会Vておいて定めて操業を行う。

(3) 操業時間…...8 時より 1 3 時までとする。

(4) 漁獲量の樹限・…ー 1 日 1 隻当たり 200 kgJぷ内とする。

(5) 採取パチアカガイの殻長制限…-・殻長 6.5 cm以下のものは採摘しない。万

一混獲した場所Kは，適所K放流する。

(6) 休漁日及び臨時休漁・…・・随持研究会の金魚協議会にて定めるo
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(7) 船関連絡……操業中は，各船ともワッチ体制 vc より，逮絡な密Vとする。

(8) 操業報告……漁業日記を混毎K とりまとめ提出し，研究会担当者は，その

内容を検討する。

(9) その他………会員!J VC より し，イ患の漁業を妨げるような場合は，

高fぅ K操業を打切るものとする。

出品財の特徴

焼津地症

を迎えて，

200 海築時代の到来と，第二次石油高騰化時代と

ドζ転換する人々 Kより，お岸は過徳化の様相主f

主ましているといわれている。

冬期の関漁期仁?

いため， と後継者確保と VC ，

方， K よって，わかめ及びこん

海域内の未利用

ガイ J が燦忍していることが発見され， 50

艮けた漁業研究会が発足したことは上記したが，

科な条件で「パチアカガイ j るため

たのである。その内容は，次の如くである。

もたな

してきていた。しかし，ー

したこと K刺激されて，

ったところ， r パチアカ

うため，

長く保持し，有

し

(l) 他κ例の少ない漁船漁業K潜水作業をとりいれ，精替な滋水調査Uてよって，

[パチアカガイ j の資源線認を行い， また.けたの海中での作動状況の観察署，海

底の坪刈K よる[パチアカガイ j の算定， 7Jく中映íi!li及び水中写真撮影K よって，

会員が研究を深めることO

(2) 資源保持のため，長期鵠安定的な操業を行えるよう，あらゆる施策を実施

すること。

(3) 経済ベ ス Kのった安定的な価格で，販売が行えるような，あらゆる施策

を実施すること。

(4) 操業K関する記録を正徳K作成し，研究しあうこと。

(5) 漁場管潔，資源管理さら K生産管理及び流通管理までも， 一体化したあら
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ゆる施策を笑施すること。

到すた漁呉の作製作業(左上)

貝けた漁具の全景(右上)

操業に際し畏けたの投入(左中)

殻長の測定記録作業(左下)

また，本研究会は，貝けた漁業を操業経験Kよって，その使用する漁具K関し，

次の如く会員は改良を行ってきている。即ち，海底Kおけるあみの作動状態の研

究から，けたあみのツメのかき具合，二ヒのもり具合等の観察と経験から，次の改

善が生まれた。

(1) 曳けたロープの取りつけ位置を，船型及び機関の馬力数K応じて，移動調

整を行ったこと。
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(2) ツメの先端を結んで，熔接している丸棒を，フラットパ-vcかえたこと。

(3)只けたのツメの上部K縮をはることにより，貝が外Vζ もれるのを紡止するこ

とができるよう Kなったこと。

(4) ふくろ網の百合を 7 節K統一し，小玉の員の浪人全防止したこと。

以上の改良K よって，貝けた全体が，やや前のめりの姿勢Kなり， ソワの後部

K手を入れられるほどの間隔が生じて，かきこみがよくなった。また，海底たか

く状況は，ツメの深さだけ上K入り，常K安定した深さで作動し，すべりがなく

なり，貝自体の損傷が減少した。従って，商品性の高い「パチアカガイ J が増加

し Tこ。

昭和 5 4 年 4 月 1 尽から，昭和 5 5 年 3 刃 3 1 臼までの，貝けた漁業研究会の

活動状況は次の如くである。

(1) (5 4. 5. 2 6 )口静罰県青壮年部連合会通常総会に会員 2 名出席。

(2) (5 4. 1 O. 1 9 ) =研究会会主主協議会開催。

(3) (5 4. 1 1. 9 ) =東京中央卸売市場の関係取引機関を，全会員視察。

(4) (5 4. 1 1. 2 8 )研究会全負協議会開催。

(5) (5 4. 1 1. 3 0 )出瀞同県漁村脊壮年婦人活動実綴発表大会K参加し，代

表者が研究結果を発表し，最俊秀者として県知事表彰をうける。

(6) (5 4. 1 2. 3 )口研究会全員協議会開催。

(7) (5 4. 1 2. 9 )出全会員K より，.&けた漁場の潜水調資を行う。

(8) (5 5. 1. 1 1 )口県水産試験場Kおいて， (アカガイ)の放流及び穏苗生

耳f V1ι関する諮議をうける。

(9) (5 4. 1. 1 1 - 1 2 ) = 3 会員が神奈川県水産試験場を訪問し，向県漁村

青壮年婦人活動実綴発表大会κ出席。

制1) (5 5. 1. 1 9 )部報]県榛南地区青壮年部部長会議に 5 会員出席。

(1 ﾙ (5 5. 2. 1 1 ) =静岡県青壮年部幹部研修会 lに 4 会員出席。

(12) (5 5. 2. 9 )水産試験場の指導の下 vc ， 5 会長久けた漁場の砂泥調査を

行う。

同 ( 5 5.2.1 7 ) =昭和 5 4 年度Kおける þlけ K関する反省会を開催。
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凶 ( 5 5. 2. 1 8 )口貝けた漁場の砂泥粒度組成の調査を，関係機関の協力を

得て，全会員実行。

日 ( 5 5. 2. 1 9 )口昭和 5 5 年度の報告書の作成を，担当会員完成。

邸，) (5 5. 2. 2 7 -2 8 )全国漁村青壮年婦人活動実績発表大会Kおいて，

貝けた漁業K関する研究発表を，研究会の代表者が行い，農林水産大臣賞を

うける。

なお，貝けた漁業研究会の運営は会長，副会長( 1 名) .会計担当者( 3 名)

が選任され，重要案件は全員協議会を開催し，検討されている。

青壮年部長であり，兵けた漁業研究会の会長である菅野光久氏( 3 8 才)は，

焼津市の出身であって，岡市の小)11中学校卒業後以来「シラス J VC従事して

いる極めて研究心の強い指導者である。昭和 4 8 年 1 月，静岡県シラス曳漁業組

合の理事κ選任され，同年 3 月焼津漁業協同組合総代.52 年 4 月，同漁協理署長

K就任し今日 Kヨさっている，信望の高い方である。

只けた漁業研究会の今後の活動目線は，関係機関の指導K よって，次の 5 項目

を推進すること Vてある。

(1) 他地区のけた漁業者及びその組織等との会合をもちパテアカガイ J の

出荷調整を実施しパチアカガイ J の-)奮の価格の安定をはかること。

(2) I パチアカガイ j の販売促進のため，関係の流通業者等と連絡をさら K密

接Kすること。

(3) また，出荷調整を一層強化するために f パチアカガイ j の議養を実施す

ること。

(4) I パチアカガイ j の資源管理を一層強化するため，標識放流を行い，海況

変化K よるf パチアカガイ j の移動状況を，常時把握しうるよう K努めること。

(5) 資源増大をはかるため，天然採苗試験回数をさら Kふやすこと。

なお，焼津漁業協同組合の内部機構としての焼津お岸漁業者協会は，一般治海

漁協Kおいても適正なものと思われ，かつ，すべてのお岸漁業活動の推進母体で

もあるので，第 2 盟 K図示しておく。

なお，焼津治岸漁業者協会K関する規定等の概婆は，次の如くである。
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焼津漁協の内部機構第 2 図
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観光釣舟総合

岸漁業の健全なる発展

必要な事項

本会の事務所を，焼

の共同調交研究並びK

各漁業者間の親!壌と円

j織なる操業を盟ること

を目的とする。

(本会の事務所)

のため VC，

第 3 条

津漁業協間総合生産指

導課Vζ霞く。

(会員の資格)

本会の会員は，焼津第 4 条

自ら漁船を所有し又は傭船して漁業漁業協同組合の組合員であって，

を営む者をもって組織する。

(本会の事業)

本会は，第 2条の目的達成のため次の拳業を行う。第 5 条

会員相互の親陸連絡)
 
l
 
(
 

治岸漁業K関する調達王研究(2) 

漁場の保護立主びK他漁業との調整κ関する事項(3) 

漁業先進地への漁業視察(4) 

研究会の開催

船揚場の清掃，維持管理κ対する協力
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(7) 焼津漁業協同組合の事業に対する積礎的な協力

(8) 前各号の事業K付帯し，法令Kおいて許容される範囲の活動事項

(本会への加入及び加入金)

第 6 条 本会K加入しようとする者は，役員の承認を得なければならない。

(下略)

(会費)

第 7条(省略)

(役員)

第 8 条各地区(注 3 地毘)ごと VL，選出した 3 名の役員をおく。(下略)

第 9 条 (顧問，相談役) (省略)

第10条 (役員の職務) (省略)

第 11条 (役員の任期) (省略)

第12条(会 計) (省略)

(総会)

第13条 本会の定期総会は，毎年 1 月 K開催するものとする。ただし，都合K

よってその時期を変更することができる。また，会長が必要と認めたと

きは臨時K開催できるものとする。

2 総会は，会員の 2 分の l 以上の出席を得て成立し，出席者の過半数を

もって議決される。

3 定時総会では，収支店論み及び事業計画の承認を得るものとする。

(役員会)

第14条役員会は，必要に応じ会長が招集する。

2 会長は，必要K応じ顧問・相談役及び会員のうちの焼津漁業協同組合

の総代の出席を求めることができる。

第15条 (弔慰金又は見舞金) (省略)

(会員の除名)

第16条 本会は，次の各号のいずれかK該当する場合，総会の決議K よってそ

の会員を除名することがある。ただし，その会員K公開の聴閤Kおいて
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弁明する機会を与えるものとするo この場合Uておいて，当該会員が正当

な理由がなく聴聞に応じないときは，この処分をすることができる。

(1) 漁業K関する法令を遵守する精神を，務しく欠くものであった場合

(2) 著しく協会の名殺を傷つけた者

(3) 会畿の納入を長期K怠った場合

(4) 本会が開催する総会又は各種会合に理由なく 1 年間出席しなかった者

(違反行為K対する処置)

第17条 会主主が第 16条κ該当しない違反行為を行った場合は，役員会の協議K

より， この者の処分を決めるものとする。

第18条(旅 費) (省絡)

(焚助金及び助成金)

第19条本会は，次Kより焚助金及び助成金を，役員会Kはかり支出すること

ができる。

(1) 研究機関K対する焚助金

(2) 本会VCm認する研究グノレープへの助成金

(3) その他必要有益と認められる費用

第20条(謝 礼) (省略)

第21 条 (規約の改廃) (省略)

(2) 焼津お岸漁業者協会加入規程

(包的)

第 I 条 この協会は，地~内のお岸漁業の健全なる発展と，円満なる操業を図

るを自的とし従来の慣例K よる加入要領を基礎としてこの規程を設ける。

第 2条 (会員の区分) (各絡)

(加入資;絡，正会員，准会員)

第 3条協会への正会員加入資格は，次のとおりとし，加入しようとするもの

は，次の各号K該当するものでなければならない。

(1) 焼津漁業協同組合の正組合員であること。

(2) 漁船漁業を営む計画をもっ者Kあっては，船舶織員法K よる，小波船舶操
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縦士 4 級資格以上の免許を取得している者であること。

(3) 今後生計の相当部分を治岸漁業K依存し，将来とも漁業Kよって生計を維

持することができる適正な操業計画をもっている者であゐこと。

(4) 漁業者としての適格性を，欠く者でないこと。(過去の漁業K従事した期

間，現在，将来とも)

2 次κ掲げる者は， この協会の准会員となることができる。

(1) 同条第 1 項の各号の資格K該当し，正会員となるための 1 年間の操業実綴

期間中Kある者。

(2) その他役員会が，必要と認めて承認した者。

(加入申込)

第 4 条 協会K加入しようとする者は，前各号の資格を証する書面を添えて，

加入申込書を提出しなければならない。

(承認)

第 5 条 加入者の承認は， この協会の役員会が行うものとする。

2 協会役員会は，前条の加入申込書並びに加入資格を証する書面をうけ

たのち，焼津漁業協同組合の意見，その他参考事項をもと K審査の上，

仮承認し， これが承認の白から引続き 1 年間の操業実績期聞をもって，

その者の適格性を再認定し，本承認をするものとするO

3 協会役員が本承認したときは，速やかK申込者K通知し，協会加入金

と年額協会費の払込みをさぜた後，協会会長名簿K記載するものとする。

4 申込者は，前記の規程Kよる加入金，協会費の払込みをすること K よ

って，協会会員となる。

上記した焼津漁協の内部機構の外VC，漁協婦人部が組織されている。その部員

数は，現在 352 名であり，農協婦人部との間十亡農産物と水産物との交換及び水

産物の直販，・魚料理カードの作成，・石鹸洗剤普及迷動の推進，海の記念日 Kおけ

る傷病船負の慰問等を行っている。
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総合管理方式で新しい漁業を

焼津漁業協同組合膏壮年部

〈代表者 菅野光久〉

2 0 0 存在現時代に入って数年来. 多 ②主主派管理出会員がど待機の滋主規制，

くの i渇係者から「これからの総数は主主 会員Uをもうけ，かつ桁の務総における

吉宗管J:!Il君主のw'ì'J定でなければならないJ 作動状況を務水務交によってf包装差し桁

と説かれてきましたが，その具体化は の改良を行い，然現のない校教で漁獲

必ずしも j駁認な歩みを見せていません 物の中から「活かみJ 害事で販売できな

でした。焼津の沿俸は，震を河湾内でも い』えが出ることを絞低限!ítìC押えた。

符K大慾槻の巾が狭く，漁場面j~凝も狭 ③流通管理=①荷役機関の理解と協

|絞なので，離かしい玉里総より i直面する カにより翰入品ちの動向とゑ価変動を?言

笑際関滋から限られた資源を永続的ìC H年怨怒し出荷言慰霊さを行った。③誠意と

漁獲する方法として，漁場"左翼主，流 渡島幸ある防衛祭器と手を絞ぴ，しかも

通念一体的ìC管王聾する方式合検討し， 委託販売形式を取ることができた。①

関係機関の文主妥協力も得，この新しい 出荷にさ当っては主義自とサイズセ綴号干し

試みを爽務させた。しかも予ìIllJj泊りに て流通関係者とたえず殺し合いをもっ

これまでの俄漁期対2誌を一本行と回る I奴 た。

援をあげることが出きました。今屈の 今後我々の苦心と努力と昔話カの機み

受'災は，従来沿斧潟、数ではl奴主主役のも 設ねによって生み出された新しい漁業

のがないと筋商から忽われていた鰹・ の方式をどこまでも守り育ててゆくと

鈎w'ì~誌の焼津で， 2 0 0 海!í!.時代の t語、 共ìC，今問の天皇杯という栄誉を契機

畿の方向を先取りしたこと K与えられ によりー腐仲間意識を強め，地域内の

たものと恩、考されます。 他滋i草食奨 k亡し， この方式を取り入れて，

①資源管理z先づ， E自主躍の収穫交定 現主主の行諮りを打開してゆく研究と努

と向綴「海底の坪刈り j を始めとし， カを謬う次第であります。

漁給君主君主にも潜水務3まをとり入れ，資

源、滋びK海底の状況を抱援し「海底泳

教関j を作成，これを議Kその年の操

業方策を決定し，絞長官IJ限以下のßl.は

海ìCi5草して保護苦手成に努めた。
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内閣総盟大臣賞受盤

出品財ノ 1) 養殖

受賞者高泊漁業協同組合青年部ノリ研究班

(代表者 ]1 1 空忠男)

鞠受賞者の略歴一一旺盛な研究心

第 l 図受賞者の所在地

支
位

漁

場
，、、、

/湾、\
/杭L\\
/し/
/場/

/臥

/ i!I'" 
/し紡
/場
/韓

、\ 滋届及

、、、I!)司，小野凶駅より，船欽パス

烈桑山行衆車.!t泊ドlI<(約四分)

(幼タクシー小野f凶叡よ b約 7 分
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(山口県小野田市西高治郷)

この研究班は昭和 5 1 年

8 月 K漁協内K設置された。

4 0 年 6 月 K漁協研究部が

発足し活動していたが，こ

の研究部が再編されたもの

である。それより前の 3 4 

年頃から研究グノレープがあ

り， ノ J) ;糸状体培釜Kつい

て研究し，糸状体を組合員

K配付していたので，研究

グループ組織としては古い

歴史がある。小野田市tては

高治，小野悶の 2 漁協があ

る。

高泊漁協は瀬戸内海，周

防灘西部Kあり，ノリ養殖



高泊漁協事務所

高指漁協青年

部ノリ研究班

のメンノ〈一一

Kは比較的蕊まれた海域である。小野田市は工業都市として発展しているが，環

境保全Kついて努力し，海の環境も年々改善されている。

この研究班の現在の班員は 1 8 名で，熱意のある 4 5 才以下の正組合員で構成

している。 2 6 才-42 才で，平均年令は 3 4 才である。班長のほか VC，議IJ班長

2 人を置き，研究，体育，親践の 3 委負会があり，研究ばかりでなく，海辺清浄，

漁協運動会の開催等広範閤K活動しているのである。

この総合の主要生産物はノザなので， ノリ養殖K関する研究が中心であるが，

サノレボウの増殖事業κついても笑践活動K当たっている。

ノ 1) 養槌Kついては， 4 <1年，山口県漁村青壮年婦人活動実績発表大会 Vておい

て， r 無二子出採苗およびベタ流し養殖方法KついてJ， 45年Kは第 8 回浅海増

殖研究発表西日本大会Kおいてノ 1) 義煩安定への道 j の研究Kついて発表し

た。

5 5 年 Kは浅海域嬬研究発表大会(全国海苔貝類漁連主催) 1'<ζおいて， r ノ 1)
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品種改良による生産安定Uてついて J 発表し，技術が優秀なことが認められ，農林

水産大臣賞を受けたのである。この研究は山形武美氏(採苗場主任)を中心K し

て，長年の研究K よって得られた成果て、あるO

班長の)1 1空忠男氏は 3 6 年小野田工高卒業後，約 1 0 年会社K勤務していた

が 4 6 年退職して，家業のノリ養殖業Kついたが 5 5 年 4 月 K班長K就任し，

率先して研究K当たり，毎月 1 回，定例会を開催し，班員間の連けいを密K して，

活発K活動している。

関受賞財の特色 {憂良品種の育成

最近のノリ養殖の技術は進歩したので，自然の気象，海況の変化を菟服し，生

産を安定することができるよう Kなった。したがって， 日本のノリ生産量は年80

億枚(約 1 ， 5 0 0 億円) vc逮し，治岸漁獲金額の 14%を占め，重要な水産物と

なっている。

山口県は有数のノリ生産県で，年 5 億枚(約 9 3 億円)生産し，治岸漁獲金額

の約 1 9%はノリであるO

さて，高泊漁協地先は厚狭J 11，有帆川のこ河川が流入する南西K開けた漁場で

ある。山口県内のノリ生産組合は 4 7 組合あるが， この漁協はノリ生産が主体で，

県内では屈指のノ 1) 生産組合である。

現在の養殖方法は浮流し方式(ベタ流し)が中心であるが， この方式は 3 8 年

K導入され，沖合漁場が開発され，生産量は飛躍的K増加して来たのである。し

かし，種苗は約 50%県外に依存していたので，生産が安定しなかった。

そこで， この研究班は，優良品種を育成し，管理，加工技術の改善K よって，

優良品を増設したのである。その技術の特徴は次の通りである。

(1)優良品種の糸状体培養と人工採苗

この研究班の前身である研究グノレ プは， 36 年頃から糸状体の培養Kついて

研究し，組合員K配付していた。

しかし，県外種の方が良いので，種絹の約半数は九州方面から移入していた。

県外種苗は採苗が安定しないし，経費が高くつくため，ノワの生産は不安定であ
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糸状体の培養 人工採苗場{種付け)

った。ところが，支柱漁場よりかなり上流の厚狭) 11 の )11底K約 1 7 0 cm (写真)

Kのびたノザを発見した。

5 0 年 3 月(rC，たまたま通った時K発見したのであるが， ノリ漁場から離れて

いるので，人!3(rCふれなかったものと思われる。しかしこの場所は菅は天然の

穏場であった。

このノリは， ) 11底のカキ殺K的活していたためK無子出状態、で，低比重Vζなる

ことが多いの(rC，光沢があり色も良く， Z実体は薄い。また，板本から先端まで一

定の I隠で生脊場所は誤られていた。

そこで， このノ J) の果胞子付けをすること K したが，来胞子が出難く苦労した。

しかし， どう tてか果胞子付けをして，黍下培養で管理した。

ところが，糸状体は緑，赤紫，祭 3 色入 P まじって，珍らしい色であったo

研究班のほか(rC，一般組合員からの希望も募り， 50 年 tては 2， 800 枚務付けし

て，養熔試験した。

試験絹 1 0 枚で， 1 柵当たり 2， 900 枚生産し，県外穏網より約 9 0 0 枚の生

産婚であった。

その後， このノリの選抜育種K努力し柵当たり日， 5 0 0 枚生産する人も出

たのである。この種は， ここでは高治 1 号と名付けているが，その特徴は次の通

りである。
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く胞子〉

1 成熟がおそし果胞子の放出が極めて少ない。

2 二次芽の放出が少ない。

3. 設胞子の放出は多い。

く業体〉

1 業体は黒芽で質が薄く柔らかい。

2 収量が多い。

3. 病害K強い。

4 低比重から高比重漁場まで主主育適用範凶が広い。

5. 温度差K強く秋芽網，冷蔵網どちら K も使用できるO

なお 5 4 年度種商特性分類調査報告書( 5 5 年 3 月， 日本水産資源、保護協会)

Kは高治あさくさのり j として次のよう K優良な特性があると舎かれている。

糸状体の色黒紫，幼禁の葉形管1J披針形，成業の葉形倒披針形，倒j長卵形，

葉長九葉色黒紫，葉の厚さ一中，成熟期晩熟，繁殖期幼芽期，幼業期，

二次芽ーや，塩分適正、性 ひろい，混度適正、性，流失抵抗性，耐寒性一強ln，栄

養要求性一中，耐病性一強い，絹当たり収量一 3~5 千枚，網当たり摘採回数一

3~5 。

く製品〉

孔ーふつう，表面ーなめらか，光沢一まさる，色調一黒味強し，焼色，もどり

ーふつう，やわらかさ やわらかい，味一甘味が強い，香り一強い。

このように高泊 1 号は良い特性があるので，現在では，高治漁協では 95%

この種網を使用するよう Kなった。

また，県下全体の普及率は第 1 表の通

り， 40% まで伸びている。

採苗場は， 3 1 年度治岸漁業構造改善

事業Kよって建設し，その後， t魚、協で増

強(建設費計 2， 282 万円)した。しか

し，採百数量Kは限度があるので，県外

年度

51 

52 

53 

54 

55 
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第 i 表県内への普及状況

県培養枚数 高治稜普及枚数 普及率

227 万枚 1 8 万枚 8% 

21 7 37 1 7 

245 49 20 

240 67 28 

210 85 40 



浮流し養殖〈平出中の種網〉

からの希望K対しては，研究グノレーフ句への供給だけに止めている現状である。

(2) 病害の防除

研究班長は毎年 1 0 A 1 日から 1 2 A まで， 予言æ期を中心 vc して， サンプノレを

採取し，病害状況をカードK記入し，病気の早期発見K努めている。

もちろん技術的Kは県内海水試の指導，協力た得ているが，病等Kついては組

合員K速報し，念、ぐ場合は有線放送または電話K よって連絡し早期の防徐対策

K当たっている。

(3) 漁場観測と養殖管理

小野田市水間公筈研究所と協力して，毎年漁場環境課査を突施し，養殖揃障の

改善とあわせて，養殖管理の適正イヒK当たっている。この場合は，漁協執行部と

迷けいを密K していることはもちろんである。

密殖を防ぐため，漁場への張込み枚数を減少するよう K努めているが，枚数を

減少しても，収獲量は増加している。

(4) 品質向上

品種K よる品質向上ばかりでなく，洗浄，加工は綿密K行い，特U亡選別を厳重

K し， これK より品質の向上K努めている。この面は，婦人部の活動Kおうとこ

ろが大きい。

(5) サルボウの増猫

漁場が毎年，アサリ，サノレボウの種首を購入して漁場へ放養し，増殖を臨って

いるが，サノレボウの人工採笛Kついて，研究し，将来は自給できるよう努力している。
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組合冷蔵庫〈穂網の保管〉

者の経営一協同の力

小野田市は市制施行後 4 0 年十てなる西部瀬戸内海の中核的工業都市である。人

口は約 4 5 千人で，切るい愛かな都市作りを目ざしている。局紡灘K面している

ので，水産資源、K恵まれ，特K ノ J) の養殖K適している。

小野田市十ては小野田，高泊の 2 組合あるが，高治漁協は小野田市の北部を地域

としている。

(1)組合の経営

組合員は 301 人(正組合員 4 9 名)でノリ養殖生産を主とした組合である。

5 4 年度，漁協の販売金額は約 5 億円であるが，そのうち約 4 8 千万円はノリで

あって， このことをよく示している。

漁協はノ J) 養殖に対して，養嫡，加工資材器具の共同購入の便宜を図るととも

に袋品を共問販売していることはもちろんである。またノリ採苗場と冷蔵庫は

組合で建設し，利用事業として総合が運営している。

ノ J) 養殖業は当初は支柱養嫡方法で，治岸近くだったので多数実施していたが，

浮流し議殖が取り入れられてから，専業化し，現在の養殖業者は正組合員 4 9 人

中の 4 6 人である。他の准組合員は治岸で釣，或いは採貝等念行っている。した

がって，組合はこの貝類増殖事業κついては毎年努力しているO

5 3 , :5 4 年度ではアサリとサノレボウ(モガイ)友次の通り放養し，サノレボウ

tてついては研究班も人工採首，種苗の中間育成K当たっているのであるO
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第 2表漁協の事業内容

;須 自 52 度 53 度 54 度

出旦 メロ当、 主主 数 3 1 2人 301人 301人

f正組合員 52 52 49 

組合員 260 249 252 

戦 主え 7 6 6 

目議 只出 25 ，948千円 52 ，742千円 33，931千円

販 フ士巳 ミ葬 336,673 334,237 496,047 

(内 ノ リ) ( 3 1 5,053 ) ( 334 ,23 7) ( 4 8 3,2 6 6) 

利 用 芸冷評，蔵業庫)
(ノリ採苗， 1 2,653 1 1,4 2 7 12,047 

出 資 60,082 7 1,898 

貯 金 I 183,397 203 ,4 35 2 5 1,867 

和議剰余金! 7,496 10 1,362 

(2) ノリ養鶏業者の経営

の育成κ よって，滋苗経資が節約されたことが経営安定の第 1 の

愛国であるが，病答の防除， 加工技術の改善κ も努めた。また，研究班の

努力K より，毎年張込み枚数を滅したことは筏摘の紡止 Kなり第 2 図の通り

人当たりの生窓金額は， 4 9 年は 450 万円であったが 5 4 年Kは， 1, 120 

万円 K伸びているO

遣を慰漁家は平均約 O. 8 h a の 71<聞を耕作しているが， ノリ養殖を毒事業としてい

る。最近の養殖κは各穏の機械を使Fちしているが，できるだけ協同作業κより過

剰投資Kならないよう κ努めている。最近の養菊漁家のノリの生産額を例示すれ
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ば次の通り年々増加している。

A B C 

5咋度 8,273 千円 9ユ 10千円 11,1 49 千円

53 10,114 9,261 12,3 22 

54 10,01 4 1,1 03 13 ，768 一」

今後の発展一一水質の保善

この地先は各組合が浮流し養殖により

ノリを養殖しているので，高治漁協とし

て養殖場を拡張することは困難である。

また，小野回市は工業都市として発展し

ているので，農水産業と工業が両立する

ために市当局としても慎重K対処して

いる。現在も， この研究班が中心となっ

第 2 図 一生産者当たり生産金額

万円

1100 

1000 

900 

800 

700 

600 

500r 4i,0 

400 

30 リ

200 

100 

650 

1120 

867 

700 

450 

49 50 51 52 53 54 年度

て，水質調査を実施しているが，漁場環境の惑イヒを防ぐため，常 vc留意しておく

ことが必要である。

新品種の選抜育穏Kよって，良いノリが生産され，所得も矯加したが，まだ個

人差がかなりある。これは，脊苗から冷凍入庫までの管混差 Vてある O もちろん，

その後の養殖管理，加工処理の点も改善すれば，安定した生産ができる。

漁場管王援は漁協の努力では効果が薄いので，関係組合が協力して，管理の

徹底を図ることが必要である。

育種した新種は，県水試と関係機関の指導を受け，新種として確立し，全国の

適地K供給できる体制をつくることが必要である。なお，燃油の値上がり等，生

産量は上がる傾向 Vてあるので，漁協の共同利用を中心V亡して，できるだけ協同作

業，共業方式を取り入れて，経営の合理化K努めることを期待する。
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消費者に喜こばれるノリづくり

高i自 i魚諜f露関組合青年部ノ1)研野妊

(代表者

私主要名作苦ß/') 研究班は，はからず

も昭和 5 5 年度淡林水産祭において内

郎総怒大g1~か受 L ，その喜子びと災

VCj主任の愛犬さを務長率しております。

夜、巡す年部は筑千E，宮ßH 1 8 名で部炎

以下鋭部長 1 名，躍を務 1 名，会計 1 名

で納長設し，ヨ三7よる活動はノリ後7!Ti技術

の改良及び新技術の移入と，そのfE及

にあり， 苦ßtえが校時の主主今絡を?読にして組

合反の括主母及び務総的な活動キピ夜間し

ております。活動資金は会資及び総合

からの助成金で綴澄しています。

現在ノリ研究成でミ絡している訴す出

には①佼昔前誇潟会の鈎 ilVえび新技術苦手

?専のためのうも滋池祝祭，(2)波長XH切i問中

における技術指導，③7.Kìfu'， ð!lJ Æ'及び栄

を妥協得の調ヲ~t，③l'ìJJ間続制， ~i~ i'V, 7.k tな

の設定，⑤情報活動などがあります。

ふりかえって兇ると私淡ノ 1) 研究成は，

それまでー絞総合Hで総織されていた

お泊漁協ノリ研究班から，昭和 5 Hl三

子1(.年泌ノ 1) 研究成として組合の設作!討

で袴編成され，当初はまだ符誌の大学

を以外へ依存して潟千五3寄席iを行ってい

たため，議機管J!R技術も未然で，これ

といった研究活動もありませんでした。

しかし今悶の受にかかわる新品検

川 22 忠男)

の改良十亡耳主総んでから念激に研究熱が

おまり，関係機関の御指導者耳1Tiiちカもあ

って， ここ数匁で技術的K も格段の進

歩をとげ，総合のノザ袋路市安定に主主抱k

tおう長たことな苦ßfl.一向忍びとしてい主

す。今後もこのような研究活塁手j合通じ

て， さらに gßr<の防総と紗点目を劉り，

告書全なグノレープの育成に努めて行きた

いと立っています。また今後の淡皇室と

しては漁場の共同守隠の徹底令官関るこ

と侍Uてο〉湾住T時期， (芦~I夜開時期L ③

f令議記入 ttifllI罪者妙]， (4)主持労発生時のi議切

処絞等合11\:点VCN\j~~す1況な行っていき

た L 、と，i号、います。以 Iこいままで私浅は

色々 liJf究なしてき宣したが，今後もあ

らゆる犯で，言! Irc 努力研究なあiけ， ��'J 

pt濯にこばれる， うまいノリ作りに

努力 L ，務主主義尽なぎ2の合r型化と統党の

安定安筏字詰し研究所ぬを続けたいと考

えています。
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呂本農林漁業振興会長賞受繋

出品財大ちくわ

受賞者合資会社石橋蒲鉾店

(代表者石橋康雄)

(長崎県長崎市新出向 8 8 ) 

受賞者の訓告摩

合資会社石橋蒲鉾店は，大正 1 3 年( 1 9 2 11 年) vc先代石橋道雄氏Kより創

され，以来，長崎市周辺K水揚げされる以西底曳網およびfJ岸漁獲物を原料と

して水産ねり製品の製造，販売を行ってきている。戦時中の企業合同K よって一

時中断ぜざるをえなかった時期があったが，戦後いちはやく再開し，昭和 2 6 

vc合資会社に改組し，現在 tていたっている。創業以米，製品の品質向上K意をそ

そぎ，原料魚の仕入，製造工程の管理，新技術，新製品の開発Kつとめ，その製

品の優秀性κついては長崎県下は勿論，全盟的K定評がある。

昭和 3 1 年K長崎県では，はじめて全国務鉾品評会K出品して農林大臣賞受賞

Kかがやき， これまでにi可品評会Kおいて 4 回の農林水波大臣賞 6 間の

水設庁長官賞 6 自の名誉大賞，栄誉大賞を受賞したことは，同店のJ支術が全国

的Kみても，きわめて高い水準Kあることを示している。しかも，これらの栄誉

で裏付けされている技術は日常製品の製造K十分K活用されているので，前述の

よう K同店の製品が全国的K も名声を↑等す原因となっているO

問J苫の製品は長崎地方伝統の板付かまぼこ，っとまきかまぼこ，大ちくわ，揚

かまぼこなどが主であるが，近代的な製造方法の中 VC，たとえば炭火によるあぶ

り焼きなど伝統的手法を活用して手づくりの味を生かしている。また，種々線々
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石橋浦鉾店の役員

の揚げ務鉾などの新製品の開発，イワ、ン，サパなど新原料魚の利用など，新しい

分野K も積極的K取り級み，最近隣発したイワシ団子は消愛者κきわめて好評女

博している。

現代表社長石橋燦維は，大正 1 1 年 6 }j 2 5 日 K先代道維の長:55として長崎 Vζ

て出生，昭和 1 6 年 3 月長崎市立商業高校を卒業し，父をたすけ家業である水産

ねり製品の製造，販売K従事した。 昭和 2 6 年 1 月合資会社石橋蒲鉾店K改組さ

れたのな機κ有 Il良責任者となり，先代代表社員お婦道維な補佐し， 1I白和 4 6 年 7

月 K代表社長K就任して，今日の社業の安定，縫盛ドζ貢献した。

昭和 4 2 年より長崎務鉾協間組合(任意組合)の理主務κ4 6 年約ま向組合の

κ就任し 4 2 年頃から同組合の燦料共同処理施設の建設など，全国でも

画期的な共問事業活動念行った。さらに この経験を終盤協同組合が長崎市

( 3 3 社) , ( 8 社)と合同し

同総合を結成するの K尽力した。紹利 4 7 年 8 月，向協間組合の設立K伴い1単一挙

Vζ就任，初代総会長， )1 1 ロ虎主主の死去い， 4 8 年 6 }jより組合長としての丞

責ーにあたっている。

同協同組合の中心的翁業である水産加工センター建設の推進Kあたっ

として活動し 4 9 年 4 月 tてその処王努力日工絡設の完成後は， その迷営の

として活躍し，見事な成果を挙げているO 長崎水主主方fl工業協同組合が

団結して健全K運営されていること，また，臨， ~民全盟諸鉾水産加工業協同組

合連合会などからのいろいろな委託事業徳的K参加して多大の成果合挙げて

いるのは，石橋康雄組合長のすぐれた指導力Kよるところが大きい。
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氏は，さら K昭和 5 1 年- 5 3 年の間，全国水産練製品協会の理事として， ま

た昭和 5 4年からは全国務鉾水産加工業協同組合連合会の理事として全国的な活

躍を行っているO

経営の概要

合資会社石橋蒲鉾店は長崎県長崎市新地町 8 番 8 号K所在し，販売店舗の裏側j

が水産ねり製品工場となっている。

現在，同社の社員は 1 5 人で，石橋康雄代表社員，妾京子，弟八郊の役員はじ

め室長族 9 人が，その中心となっている。 5 4 年度の年商は， 1 2 ， 300 万円で，そ

の内訳は板付かまぼこ，っとまきなど蒸し製品 60%，受賞財大ちくわなどちく

わ類 20%，揚げかまぼこ等が 20%である。製品の 60%は店頭で直接販売し，

残りを小売店，デパート等K卸売している。

なお，合資会社石橋蒲鉾店の過去 3 カ年の財務状況は第 1 表のとおりで，経営

は堅実，安定している。

第 1 :表 石橋滞鉾店の過去 3 カ年の年度末財務状況

(単位:千円)

資 1子{ 7令1γJ 製 経 キリ 流 出t 闘 間 給

年 rl.t 5JIJ 本 立 上
λ、dEtZふ 営

主主
長b 立出 ﾆ 戸え川ニ

{号、 手立 tミ 長 11 負

金 金 金 価 主主 金 定E {長 Eザ巨F fl'l 料

i協和52年 300 22,075 113.948 6 1,1 39 11 ,795 9;>92 37,931 2 1,702 17,220 。 13291 

5:)1.1ミ 300 25 ,0 75 121 、701 65 ,0 04 4234 3;> ,16 40ρ76 36,949 19 ,5 49 。 15,773 

1_5時 300 山 123 ，9 22 … 8801 I 5,992 I 48.9 4 7 I 35,,00 I 20 ,1 29 。 17,618 

騒受賞財の概婆

本受賞の大ちくわは，長崎地方 VC，ぢくから作られてきた，黄金色の焼色をもっ

大型のちくわであり，やや塩味の魚の旨味が強く生かされた美味な，郷土色豊か

な製品である。長崎県は治岸漁業，以西底曳網漁業の漁獲物を利用した水産ねり
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製品の製造がきかんな所であり，最近ではちくわ，かまぼこ，揚げかまぼこなど

合計して年開 1 万 I 千 t の生産を行っている。受3愛者を含め長崎燥のほとんど

の水産ねり製品製造企業は，従業員数 2 0 名以下の家内工業的性格が強い小企業

で，生原料魚を使用した手作り風の製品が多く， しかもほとんどが県内で消費さ

れるなど，全国的 tてみてきわめて特長的な性格をもっている。

水主主ねり製品は約 5 0 0 年前の文献に，その製法がすでK記述されているよう

に 日本古来の水建加工会品である。しかも，一般の水産加工品とちがい，原料魚

の種類を問わずK利用でき，消録者のi啓好K応じて形，調味をかえることが可能

である上，他の副長支料を配合すること Kよって新製品の開発の無限の可能性をも

っている，古くて新しい水産製品でもある。水震をねり製品の製法のあらましは次

のとおりである。

原料魚の頭，内臓を取りきり，魚肉採取機Kかける。柔かな肉だけが採肉口

ノレの穴念通過するので，皮や骨から分離することができる。採取した肉片は水K

分散させて，血液，色素成分，異臭成分を水中 K溶出させるとともに混入して

いる脂肪分を浮上分離させる。この水さらし工程Kよって肉色が自くなり，魚臭

がなくなり，同時Kねり製品 V亡した場合の弾力が良くなる。原料魚の鮮度がきわ

めて良い場合十ては水さらしを行う必要はないが，鮮度の低下した原料魚ほど十分

K行わなければならない。普通，数聞くりかえして水さらしをする。水さらしを

行った原料魚処理はスクトワダラのよう K単一の中形魚の場合は機械的K行える

が，肉は庄搾機や，遠心脱水機Kかけて余分な 71<を除く。

以西底曳の雑物のよう Kいろいろな魚種がまざり，魚体が大小さまざまの場合

Kは，頭，内臓を除くのK包丁を使ってそ手作業で行わなければならず，大変K手

間がかかる。また，水さらしを行うと，多量の水溶性成分，脂肪が排液中に移行

するので，水質汚染，悪臭発生などの公害をおこす原国となる。小規模工場ほど

原料魚処理，排水処理の問題は深刻である。

脱水した魚肉はらいかい機中で食塩とすりつぶすと粘り気の強い糊の状態Kな

り，すり身とよばれる。らいかい中K砂糖，化学調味料，でん粉など副原料を加

える。蹴原料の使用方法は製品Kよってちがい，地方色を出すの K大きな役割を
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製品の陳列 大ちくわ製造風景

果たす。調味，混合の終わったすり身は製品K応じて形成する。かまぼこは板の

上十てもりつけ，ちくわは焼串 tてまきつけ，揚げかまぼこは板状K したり，ポ ノレ

状にする。製品の形はまた地方κ よって，それぞれ特色がある。板付かまぼこは

一般K蒸気で加熱をし，揚げかまぼこは高温の泊中で揚げる。焼ぬきかまぼこや，

ちくわはあぶり焼きをするが，以前Iは熱源K炭火を使ったが，最近では，ほとん

どガスや電気 tてきりかわっている。揚げたり，あぶり焼きをすると，製品が褐色

K着色するが，調味料や糖類の穏類，添加量，加熱温度などによって色調がいろ

いろと変り， また香気もちがってくる。

出品財は，地元の長崎魚市場K水揚げされたエソ， シログチ， ヒゴテを原料と

しているO 一般的な製法K準じて，これらの魚から採取した肉を数回冷水で水さ

らしをし，脱水後，エソ 60%. シ口グチ 25%. ヒゴチ 1 5 %の割合で配合す

る O 食塩，少量の調味料とともに十分 Uてらいかい，混合してすり身を調製する。

すり身を金串のまわり K手でもりつけ，加熱中K製品の表面K大きな火ぶくれが

おきないよう K針打ちをして小さな孔をあけておく。木炭を用いた焼炉の上で金

串を回転させ，また11'の上Kセットした送風機て、水分をとはしながら，黄金色の

焼色がつくまであぶり焼きする。ヒゴチを配合するのが焼色を良くするための秘

伝である。

木炭を用いる伝統的焼炉を使うと，最近のガス炉，電気炉K くらべ製品の保存

性が良くなるという。長崎式大ちくわは地方色豊かな製品であるが，ややもする
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と硬くて脆い肉質Kなりやすい。しかし本出品財は原料の選択， すく晴れた

製造技術K より， κ粘りのある f在宅どイ応えており， 魚の E2

味がとi三きた長崎ちくわの逸品である。

出品財の

狭間における水産ねり製品のは，昭和 :3 8 主f頃K実別イとされた冷凍すり身

の開発ととも K急速κ伸び，年間百万 t VC達した。これは鮮度低下しやすく，冷

凍 K よって肉タンパク質が変性しやすいスクトウダラを，冷凍すり身 VC加工する

こと K よって，ねり製品形成力安失うことなし κ長期間冷凍貯蔵できるよう Kな

ったため，莫大な北洋の未利用スクトウダラ資源をねり製品原本?として活用でき

るよう Kなり，原料開題が解決されたのである。

さら K魚肉だけをとり出した冷凍すり身という半製品を使用すれば，個々のね

り製品工場では入手のかかる原料魚処理，負担の大きな排水処理問題が一挙K解

決されるなどの大きな利点がある。このためスクトウグラ冷凍すり身は全国的K

普及し，現在では水産ねり製品の主要原料となっている。

しかしながら，旨味κ乏しいスクトウダラ肉を水でよくさらし，冷凍変性を紡

止するため VC ， 砂糖やソノレビトーノレのような糖分を多最K加えて凍結した冷凍す

り身κ化学調味料を加える現在の製法は，伝統的κそれぞれ風味，食l惑κ特長の

ある地方色の笠かな製品をつくる十ては適していない。冷凍すり身の出現κより形

態だけは，従来通りの地方色はあるが，弾力， J!m.味の全国的K画一的な製品が大

されるよう κなったことは，最近数年時水産ねり製品の生設が減j滅しつつ

ある大きな原因の一つである。

このようなスクトウダラ冷凍すり身K全面的K依存する全倒的傾向の中で，本

出品者石僑孫;鉾店の代表社員，石橋康雄をリーグ とする長崎のかまぼこ業界が，

地元K水揚げされる生原料魚を十分K活用すること K よって，治資者のニ ズK

適合し，風味良好な特色ある製品を作っていることは，きわめて着目すべきもの

といえる。

しかしながら地元K水揚げされる生原料魚を，家内工業的な零細企業が使用す
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る K当たっては，前述のよう K労働の過重，排水処理などの大問題がある。とく

に長崎地区のねり製品業者は，市内の商業地で製造・販売を一賞して行ってきて

いる関係上，生原料魚を使用する Kは，朝 3 時" 4 時から仕事をはじめなければ

販売K間 K合わない。このため長崎のかまぼこ工場の労働は他地区K くらべてか

なり厳しし後継者の育成，労働者の確保Kひじような臨難が発生するようにな

った。また，原料魚の数十倍の水を使用し， くさりやすい水溶性テッソ化合物，

脂肪を多量K含む排水の処浬は，せまい商業地の工場では面積的K も，経費の面

でもまったくと言ってもよいほど不可能である。このため一時は長崎地区のねり

製品業者の多くが，廃業をも考慮するほどであった。しかしながら， これら難問

題は，原料魚処理，水さらし工程の共同化ということで解決された。

石橋蒲鉾店代表社員，石橋康雄は昭和 4 2 年任意組合である長崎務鉾協同組合

( 7 社)当時，原料魚処理，水さらし工程の共同作業のため 1 日 3 t の原料処理

工場をつくった。さらに長崎市内の水産ねり製品企業 4 7 社，以西底曳業者 8

社が協力して設立した長崎水産加工業協同組合が 4 7 年K共同処理路設である

水産加工センター建設する Kあたっては，前組合での経験を基K して実質的責任

者として推進をはかり， 4 9 年 4 月 K処理加工絡設の完成後は運営，拡張事業推

進の最高責任者として活躍してきているO

長崎市京治町 Vてある水産加工センタ は，原料魚処理能力 1 臼 3 0 t , F 級冷

蔵庫l， OOOt ， c 級冷蔵庫 2 0 0 t の他凍結，製氷施設をもち，公害防止の

ための排水処理は 9 0 0 rril/ 臼の能力をもっている。ここで近代的な設備，合理

的K管理された製造技術Kよって，長崎魚市場から直接鰭入した原料魚から品質

優秀な水さらし脱水肉を製造し，組合員K計画的K供給している。組合負の個々

の企業は， これを原料として，らいかい，調味，成形，加熱の製造工程を，それ

ぞれの工場で行い，各企業独自の製品を従来通り製造し，各自の販売ノレート Kの

せているo

この原料魚の共同処理Kよって，各企業は労力を大巾K省くこと K成功，販売

力を強化することができるよう Kなった。またセンターでつくる原料さらし肉の

品質が高いので，製品の質が向上する他，直面していた労働力の確偽公答防止
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という重要問題が一挙K解決できた。

長崎水産加工業協河総合は長崎魚市場の仲卸様をもち，以西底曳漁業のエソ，

グチ，タチウオ，雑魚や小裂まき網漁業のマイワシなど，ねり製品原料を葱接購

入して水産加工センタ で共同処理加工をしている。このため長崎魚市場K水揚

げされるねり製品原料魚の約 20%を経常的K購入して地元消費をしているので，

魚価の安定K も役立っている。とく K以西底曳漁獲物の水揚げの少ない冬期K多

獲されるマイワシのねり製品化試験を昭和 5 3 年よりとり組み 5 4 年Kはマイ

ワシ冷凍すり身を 3 0 0 t も製造するよう Kなった。このため，変動が大きかっ

たマイワシの魚価が安定して，小澄まき絹業者K害事ばれている。このイワシ冷凍

すり身の開発は，金田 V亡先がけて多獲姓赤身魚のねり製品製造の実用化K成功し

たものである。しかもマイワシを原料とする冷凍すり身製造K よって，水草案加工

センターは周年稼動ができるよう Kなり，組合経営K大きく役立っている。

このように地元で水揚げされる原料魚を協同組合Kよる共同処濃加工するこ

と K よって，製造の合理化，公答防止をはかりながら，伝統的なきわめて個性の

ある製品を製造して組合員の共栄をはかっているのが，長崎の水産ねり製品業界

であるO 本協同組合は団結して健全な運営を続けているかたわら，赤身魚の高度

利用，排水中の有価物回収，対島のトビウオなど未利用魚の有効利用など，聞や

県の依託試験K積極的K参加している。これは組合長石橋康雄のすぐれた指導力

κ負う所が多い。その石橋康雄が代表社員である石橋蒲鉾店が，その技術の結晶

としてっくり上げた本出品財は，新しい進絡をすすんでいる長l緑地区の水産ねり

製品のシンボJレと言えよう。

盤普及性および今後の発展

水産ねり製品業界は今日大きな転機を迎えている。北洋のスクトウダラ漁業は

2 0 0 カイワ時代K入って，その漁獲量はいちじるしく低下し，スクトワダラ冷

凍すり身を主原料としてきたねり製品業界は深刻な原料難K直関している。その

上，スクトウダラ冷凍すり身と化学調味料を用いて，大量生産の道を歩んできた

全国的K画一的なねり製品K対する消費者の需要が最近低下してきている。
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一方，大都市を中心V亡して水産加工食品Kたいする「本物の味 j への需要が強

まってきており，こうした新しい需要K対応する方策として，地元原料魚を多用

して，魚の旨味と弾力を生かした手づくりの味をもっ長崎のかまぼこ，ちくわが，

きわめて注目されている。しかし地元原料魚を零細規模の個々の企業で使用する

ことは，労働力の函からも，公筈防止の苗からも不可能K近い。長崎地区ではこ

の難問題を協同組合による原料魚の共同処建加工方式で解決し，最終製品の製造.

販売は組合員の個々の企業が従来どおり行う方式 K よって解決した。

このよう K地元原料を活用し，共同処理加工工場Kよって製造の合理化をはか

るとともに品質の良い原料の安定供給本物の味 J をもっ製品tてよる需要開

発は，今後の水産ねり製品業界の新しい道のーっとして高く評価される。たとえ

ば，福岡市，糸満市のねり製品業界は， この長崎方式K範を求めて共同処理工場

を建設中であり，長崎水産加工センタ Kは全国からの視察者が絶えず，普及効

果はきわめて大きい。

水産加工センターの所在する三重治区 Kは目下長崎新漁港が建設中であり，原

料魚の入手はさら K便利Kなり，長崎地区のねり製品業界は，自ら拓いてきた独

自の路線Kそって，さら K発展してゆくことが期待されるO
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伝統を守り地方色を生かす

石

(代表者

長崎4士以西立主曳若手、殺の水長島地で， 食Y

m:の良い原料fなが 7](携されます。

その水揚されたエソ・グチ符を主主原

料K砂綴・旅客体号事の甘味領令ーガj使用

ぜず，上包!氏主体で焚令色の独特の色@

つやをおすよう焼いたのがIfl受精ちく

わ』です。

;長崎は 116 手01 Hp亡者苦鉾製造ご没者40

数数滋で長iiZI氷更を加工業協同組合を設

立し. 11(3キn 4 9 王子より以官官底曳í.~やイ

ワシのすり身加工を行っており，その

総合のすり $rを使用して長崎独特のち

くわで，日本淡林漁業振興会l'2: 1:t とい

う 5~殺を受けることが由来ましたこと

は，伝統と技術を受け織ぐ私どもにと

り，何ものにもまさる光栄でございま

す。

今岡の受賞対象となりました「大ち

くわ』の主Iぷ料は総会で加工したエソ

・グチK ヒブチ少々と L、う配合で，味

付は海味を主体K し， ごく僅かの化学

調味料. rlf簡を加え焼き上げました。

阪料京Lの鮮度保持と水洗い・ 7]( 縦し

における隊機な作ニ3誌はもちろんですが，

製造上特に気を配った点は次の三つの

点です。

①大ちくわの場合. ~限澱粉で水返し
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;嘗鉾百

石橋康雄〉

宏一切やらないので水絡し後の脱水{I~

3誌の絞り力自滅が一番大切です。

~Jl衣料は冷凍すり身を{受用ぜず，使

すり身だけで行うので，綴言語時の獄f交

の上昇に気を自己りました。

③炭火で焼き上げるので火床の火力目

減と独特の色 e つやを出すの K細心の

tt~守合払い作業念行いました。

もの宅ピ作るのは大変なことで，毎日

の作事さが研究だと怨、って作っておりま

す。

機械ヌ滞在による能楽性と助祭冷凍す

り身;均一f七の昨今ですが，非能省主的で

あっても伝統合守り，地方色合佼かし

た独自の rr1í鉾作り vc Jlt'1Îtl] vc絞り緩んで

左手りたいと，思っております。今後とも

「滋故知新j という設さ露をかみしめ，

組合の設備を汚用し，店主品質のすり身

宅r:'E注し，それを使って墨21弘をさらに

高めることにより，総合及び然界の近

代イヒを滋め，愛される長崎の活者鉾作り

K徹したいと念綴いたしております。



第 19[fi]/藤林水産祭受賞者の議議

I'fJ!M. 発行/昭和56{['- :3 JJ 20 EI 

発行/ll;J-]J]法人日本藤林漁業振興会

東京郊千代 fll 医科1m 多lIlf 2 ーヲー 6 (別小ピル)

ilill 作/社開法人全国遊撃幾改良普及協会

京五〔者1m\'区新tíf， 2-10-5 (*'i'f どル)

〈水産部門〉



第 19固(昭和55年度)農林水産祭
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発刊のことば

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技
術改善及び経営発爆の意欲の高揚を踊るための国民的な祭典として，昭和37年，

農林水産業者に天長杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展
的に拡充して始められたものです。

この農林水産祭は9 農林水産省と白木農林漁業振興会との共催のもとに，各
方面の協力を得て9 毎年11月 23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産
業者に天皇林などの授与宏行う式典や一散国民に農林水産業をと紹介する農林水
産展などきわめて多彩な行事を行ってきております。
昭和55年度は，その 19回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査

の結果は，次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第四囲農林水産祭に参加
した各種表彰行事( 3 4 9 件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財 553
点の中から，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大
臣賞を授与されるもの 6 点(同) ，日本農林漁業振興会会長賞を授与されるも
の 7 点(斎藤部門 2 点，その他の部門 1 点)がそれぞれ選脅されました。また，
昨年度から設けられたむらづくり部門については， 44都府県から各 1 点推薦の
あったむらづくり事例の中から，天皇杯，内閣総磁大臣賞を授与されるもの各

1 点，農林水産大臣賞を授与-されるもの 15点がそれぞれ選考されました。
農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の密れた業績は，農林水産業
の近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指襟として，関係各方面
の方々に大いに稗議することと思います。ここに，これらの業績の概姿(農産

等の 6 部門は7.lIJ冊)をとりまとめて発行することと致した次第です。
また，本年度の農林水産祭の王怯えの場において，むらづくりをはじめ蚕糸，

林産の 3 つの部門における天皇杯受賞者の業績発表が行われましたので，あわ

せて，ここにその内容を紹介し，関係各方閣の方々の御参考に供することとし

た次第です。

終わりに，本舎の緬集に御協力をいただいた執筆者，発表者その他の関係各

位に対し深甚の誠意を表します。

昭和56年 3fl
財団法人 日本農林漁業振興会
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天皇杯受賞

(鹿児島県熊毛郡箆夕、ffi}麦生〕

露覇地区の概況

屋久町変生集落は，屋久島め南部，海岸沿いK位置している。入り総み

の少ない海岸線K屋久島出系が;急迫している，その狭間に総戸数73戸，人口

280 人の集落と農地が分布している。海岸沿いの水田，普通畑地帝は 7 -30 

度存度の緩傾斜であるが，標高 200 m附近 vc まで至る山手の樹園地は， 30-

50度の急傾斜地である。

第 1 図 受賞者の所在地
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年間平均気

協は 20.C の亜熱

帝性の気候で，

雨量は年間4.脚

?聞を超え， 7K利

K は恵、まれてい

る。また，屋久

島は台風常霊長地

帯であるととも

VC ， 冬期Kは北

西の強い季節風

K見舞われるた

め，集落や樹園

地の周辺Kは防



むらづくり審議

委員会のメンバー

風林が縦横κめぐらされている。

また，屋久島は，鹿児島市の南 140 kmVC位置し，海路 4 時間半，~路405予を

要する離島である。生活物資はもとより，農業生君主資材，農畜産物の輸送に

ないて，時間的ロス，長的制限，輸送経費の負担増等の大きな制約があり，

麦生集落の生活も産業もその中で営まれている。

麦生集落は，農家戸数が56戸，林家 I 戸，商家 2 戸，経営を後継者十て移壌

した世帯14戸の純農村である(第 1 表)。近年，屋久島を訪れる観光年平 Vて観

第 1 表戸数及び人口
(単位:戸，人，く〉内及び(開は係)

戸 数 人 口
年

農家戸数 農業人口
次 総戸数 非農家総人口

専業 I 兼立兼 戸数 男 女

77 55 4 27 24 22 269 226 110 116 

45 く 100) (71) <29 ) く 84)

(100 ) (7) (49) (100) (49) (51) 

74 53 14 23 16 21 263 214 101 113 

50 (100) く 72) (28) く 100) (81) 

(100) (27) (43) 。 0) (100) (47) (53) 

73 56 21 10 25 17 280 231 111 120 

55 く 100) く 77) (23) く 100) く83)

(l 0 0) (37) (18) (45) (100) (48) (52) 

8-



光農協!の開放などを行い，なかには民宿をÊ1;んでいるものもある。集洛の中

央部を県道屋久島循環線がとなり，農免食道をはじめ農道綿は念、勾配を克服

し整備が進んできた。また，八幡神社鮒近K集会施設，照明施設付広場，グ

ートボー しい公共施設が整然と配置されていゐのが注目される。

樹問地Vては，怒、熱帝性気候と急、傾斜地等の条件K適合したポンカン，タン

カンが栽培され，巣根と早出しのばれいしょ，笑えんどうなどの輸送野菜を

組み合せた燦業が当集務の議幹産業となっている。

集務の総土地面積 282 laのうち山林原野は 197 見α(70% )，耕地は85la

( 30 %)と比絞的耕地Kは窓まれているが，その背後lζは山へ向つての断え

ざる君主]懇の歴史がある(第 2 友)。それは向時十て愛生集落のからづくりを支

第 2 表農用地，森林面積
(単位 :μ)

耕地面積 山 林 (原野を合前.r)
年次

億人有音階有部分林 共公fF.淋社
総団十負

言十 水田 普通畑 欄間地 言十

4 5 67 1 6 15 36 110 44 3 2 6 1 1 7 7 

5 0 81 1 5 14 52 190 33 73 2 82 27 1 

5 4 85 15 1 6 54 197 40 73 2 82 282 

える源泉でもあった。

関むらづくりの内容

(1)むらづくりの背景とその過程

三長生集務は，今新しいすf らづくりの熱気K満らている。燥が提唱した差益村

娠興運動K呼応して，従来から集落活動の中心となっていた公民館組織

落の各穏出体の代表が参加するすf らづくり 十て:再縦成したのをきっ

かけ Vて，住突のFJjVC胎動していた多岐Kわたるからづくりが一気K開花して

ν、る。

40年代後半から普及したポンカンプラス早出し野菜の複合経や;は，農業振

9 ー



変生集溶の全景 ポンカン関の誘引等共同作業

終{ど役なった。しかし，一面で過iJ(労働合住み，農業者の縫

対話ゃ住民の交流の希薄化を芯起していた。ずJ‘らづくり

殺子の

には，そのような事態があったのである。

持部Jの 81結力と徹底し った。 l スポーツをするゆとりも

てどい J ， I 食多も簡単.(rC済まして一家出らんのときかない J ， r 比

べjぶまれてはいるが， いか{ぞすゐか j などの諜訴か

次々と提起され，夜を i(立した話合いが漆日続けられた。 モーの結*，①人づく

り， (;;)家づくり，③ずJ'らづくり(ど対する燃ゆる希裂と熱意及び④計i煽実施を

すr らづくりの心情え VC ， ir らの幾業付アJ;謎境絵fffijV'とわたる共同活動が訂以Ij

á0VCji主められるとととなった。

差益作業の改善をめぐつ ぐるみで研究し

:併合しないタンカンの翁利性が活目された。

ポンカンと収穫期が

で作成した60作展裂なもと

ドζ，作業の共同化とタンカンの導入を凶り，逃 1]'(労働からの解放と規模拡大

を進めている(~ 2 凶， ~ 3 災)。

また，住民会員 を作目父し， 点検と環境経

{蒲ドζ ついての住民の燃し、を{泣かめ合った。その給与L，住民の心の拠でどある八幡

神社を中心に集会施役，照明施設付広場， ゲートボーノレ場，子ども遊i斜地今季

を納助卒業を活用しながら計 ù民自主JVC るとととした。同時 (rC ，

-10 ー
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第 2 図輪作体系の確立

11 1 2 月 JJ 2 JJ 3 

'"ンカン
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※ポンカンの収穫とタンカンの収穫は競合しない。

※ポンカンとばれいししそらまめは競合しない。

!l 4 jj 

路や共向墓地の務備など自力

でできゐものは，住民の共同

作業で整備を図るとととした。

第 3 表 主要作自の生産自襟
(単位 :μ)

婦人グループを中心K家庭

野菜の共同脊箇やポンカン，

タンカンジュースの自家用作

製，また集落ぐるみの縫康管

理が進んでいる。老人会，子

ども会は「集落花いっばい運

区 分

ポンカン

タンカン

レ イ γ 

笑えんどう

早塀ばれいしょ

そらまめ

現在( 54年) 目標( 60年)

Z 7 Z 5 

Z 3 3 0 

1 2 

2 2 

7 1 0 

2 5 

動 J を展開するなど各種のグノレープが，それぞれの役割を分担しつつ，生活

の充実K取り組んでいる。完成したばかりの照明施設のある運動広場では，

I 臼の農作業を終えた青年逮がスポーツ K歓声をあげ，要~(rL，近隣の集務の

住民や観光霊長閣の開設をきっかけK愛生集務を訪れるよう Vてなった都市住民

との交流の場ともなって，愛生集落はかつてない宕者逮の活気κ満ちている

のである。

しかし，現在の麦生集落(rL~るまでVては，離島という不利な条件K もかか

わらず，集落「総親和」を合言葉(rL，農業K活路を求め幾多の苦難を乗り越

-11-
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えて者 fζ永い歴史があった。

定t.~識は，綿泌時代以来， 林業とかつな漁業を:tな産業として生討を立て

ていた。しかし，明治中期K行われた山林の国海林，民手当林区分の明確化や

大正初WJの漁船の動力鉛化K対応、できず，いずれも衰退の一途をたどった。

ζ うした窮状のなかで，住民が命体となって関田K取り組み，農業K よっ

て生計を }L:てるとと K活路を見出していった。当初は，米と討しょ，さとう

きび主体の自給自足K近い農業であったが，開和初Jî}J，篤農家の努力でポン

カン栽培が島内K努及する K奈り，さ当集落でも連日の話合いの末，経営改善

を ITZI るため一致団結してポンカン栽猪K取り組むととを決定した。その結楽，

昭和 1 1 年，き芝生集落 5 4 戸中 4 1 戸からなる11l!1芸組合が発足し，集落内の

山林原野を共I15J で1#1懇して，ポンカンを櫛栽したのを手始め vc ， 戦争中の食

しい待代K もポンカンを守りぬき，その拡大K取り組んできた。昭

和 3 0 "'F.頃からは f 来物で日本一のむらづくり J を白標(rC，各様補助事業を

活用してしLiへ舟つての開墾を統けていった。

その間，一特は島内K大手の製糖工場が進出し， さとうきび栽培

面積が 4 O .taVC及ぶ時期もあった。しかし，昭和 4 5 年Kは，そのさとうさび

工場やi=tしょでんぷん工場の閉鎖κ より，さとうさびと甘しょが集落から全

く姿を消すKヨさった。

折から，開発ブームドζ乗って風光明捕な自然、K着目した企業Kよる土地賀

市めの動きが島内を震揺させた。麦主主集落では，徹底した話合い活動を積み

重ね，持前の団結カで集落の財産である農地を守りぬいた。当集落κ令いて

は，土地開発会社K農地を売る者は 1 人もいなかった。島氏全体が浮足立っ

ていた中で，当集落の対応は特筆すべき ζ とである。農地を守りぬいた ζ と

が，現在の住民K よる自発的なむらづくりを可能Kするととも K活発なもの

としているのである。

また，製糖工場とでんぷん工湯の閉鎖は，農業自体tても転機をもたらした。

単年度作自の総送野菜の導入を促進し，果樹と露地早出し野菜の後会経営K

踏みきったととである。 4 6 年Kは笑えんどう K取り組む野菜部会が結成さ

-12-



れた。

今までのひたむきな努力が徐々 K突を結び，一般的K離島の過疎化が進む

中で，当集落では農家戸数，農家人口が増えるととも K青年照の人口割合も

矯加している。そして，生産を中心としたむらづくりにもようやく，うる;J:;、

5 2 年Vζ県が農村振興運動を提唱いと利便性を求める土壌が培われてきた。

した時期は，ちょうどそのよう念ときであった。

むらづくりの推進体制(2) 

さ急集務では，明治年間から「総親和 J と f むらK一人のbちこぼれも出さ

5 2';ドKは，従来ない j という築港楚のもとにむらづくりを進めてきたが，

の集落規良りを成文化し集落組織の再編強化を図った。まず，婦人部，老人部，

，少年部の各年齢層別の総織を再編成した(第 3 図)。壮年部，

笈生集落のむらづくり体制j

金
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住民自治の体制ができている。一方では，果樹部会，野菜部会，各種年齢層

男Ij集団等の何らかのグノレープK就学児童から老人までの全員が属し，活発K

活動している。 ζれらのグノレープの活動をむらづくり活動として有機的K関

連づけ，農家，非農家を含む合意形成を障り，新しいむらづくり K取り組む

ためK結成されたのが，むらづくり審議委員会である。

むらづくり審議委員会は，むらの進むべき目標と年度男Ijの実施要綱を集落

の合意事項として定める。審議委員会のもと K設置された団体長会は， ζれ

らの合意事項K基づき毎月各組織の計画を持ち寄り，相談して各月の実施計

画を決定している。こうして各組織の月々の活動が，同時Kむらづくりとい

う住民全体の白標(tL IlP した活動と在っているのである。

また，住民全員のむらづくりへの計画的参加を促すため，むらづくり審議

委員会で決定された年間計画を集会場K掲げるととも(tL，団体長会で決定した

各月の実施計画は毎月各戸K配布されている。

ζのよう(tL，住民全員が何らかの組織K参加してなり，大部分が役員又は

役員経験者であるととから，むらづくりへの参加は積極的であり，各種行事，

共同作業等への出席率はほぼ 100 %と左っている。

当集落では，集落共有林の植林 (70ka) ， 部分林 (82h) への出

Vとより，むらづくりの推進のための財政的基礎が確立している。集落財産は，

樹園用地としての個人への払下げ，自営消防聞の経費等幅広く活用されてい

る。また，集落の通常経費は 5 5 年度が 366 万円で，収入源は各戸負担，

水道収入，電気収入等である。各戸負担Vてついては，所得Vてより負担能力K

応じて徴収するとともに，水道料金は各戸一率とする念ど集落水道の利点を

生かした運営を行っている。

(3) むらづくりの内容と特徴

麦生集落のむらづくりの特徴は，離島と山岳地形という厳しい自然条件の

もとで， I 果物で日本ーのむらづくり J を目標として，山林原野の開墾K よ

る樹園地の造成や製糖工場，でんぷん工場の閉鎖K よるさとうきび，甘しょの

衰退等の苦難を「一人のなち ζほれも出さ左い J という信念で乗り越え，若
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い後継者一の活気K あふれた今日のポンカン，タンカン産地をつくり上げたに

とどまらず，県が農村振興遂動を提唱するととれK呼応し，生産と生活の調

和を目指す新しいむらづくりを積極的K推進していることである。

その具体的内容を挙げると，次のとなりである。

① 農業の振興と担い手の育成

ア 果樹プラス野菜の複合化K よる農業経営の改善

まず，農業生産関では，台風K よる災害や価格変動K よる影響を最少限K

とどめ，また，農作業労働力2一時期K集中し過重労働十てなるととを避けると

いう観点、から，ポンカン懐!の一部をタンカン盟K切り換えるととも VC ，輸送

野菜Kは笑えんどう K加え，ポンカンと農作業が競合しない卒掘りばれいし

ょ，そらをめを導入し， í 果樹プラス野菜 J の複合経営を基礎とする計画的

Ji農業振興K取り組んでいる。

特K注目されるのは，とのような農業の援輿を進めるK当たって， í 地域

の農業振興目標 J をつくり， ζれをもとK必要K応じて共同活動を積極的K

行い，計画的Kかつ地域ぐるみで取り組んでいるととである。果樹について

は，防風林整備，有機物搬入，病害虫防除と肥培管理，共販体制の向上， 7.1< 

EEVCついては農道，用排水路の修還を春，秋年 2 [8J共同で行い，野菜Kつい

ては水沼裏作の利用と荒廃尽の利用でばれいししそらまめの新規拡大K取

り組んでいる。突に，地力培養組合が組織され，緑~E作物の導入等を笑施し

ている。

また，麦主役集落は屋久町巣樹生産のや心であるととから，町長協のポンカ

ン選果場がさ話集落K設置されてなり，品質の向上，省力化K賞献している。

イ 山林原野の開墾と基盤整備

集落ぐるみのポンカン産地づくりは，山十て向つての開墾の歴史でもあった。

開墾造成の過程は 4 段階K区分される。第 1 期が昭和11年の手労働，共同作

業の開墾，第 2 尉は25年の公民館運動期の自力関霊長，第 3 期が34年の補助事

業導入Kよる樹遡地造成，第 4 期は開拓パイロット，農業構造改善主義菜K よ

る大型機械化K よる造成である(第 4 表，第 5 表)。
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第 4 表 ポンカン聞の造成状況 (単位 :kα)

年次 造成部積 うち有臓部積 有職面積累計 備 2考

昭和 11 1 ﾚ 4 4 自 力

17 3 1 5 自 力

25 2 0 8 1 3 自 力

33~34 2 5 1 0 2 3 新農山漁村建設挙業

42~43 2 3 1 6 3 9 第 1 次農業構造改善事業

43 1 7 1 0 4 9 開拓パイロット事業

52 4 2 5 1 自然休養村整備事業

言十 102 5 1 

--------
第 5 表麦生集落K導入した主な

34年の新農山漁村建設事

業の実施K捺しては，機械 事 業 名 実施年度

力より手労働にたよる集落 新農山漁村建設事業 昭和 3 3 ~ 3 4 

全員の共同作業が主体で‘あ 団体営農道整備さ品業 3 5 

り，重労働にもかかわらず 企業合理化試験研究事業 3 9 

25kα( 植栽10ka) (rC及ぶ造 第 1 次農業構造改善事業 4 2 ~ 4 3 

成を終了した。 開拓パイロット 4 3 

43年の開拓パイロット事 団体営農道整備事業 4 5 , 4 7 

業Kないては，集落の総会 農免農道整備事業 5 2~ 5 4 

K より集落の共有林 7 kaの
第 2 次農業構造改善事業

5 2 , 5 4 

払下げを決定するととも(rC， 県営樹園地農道網整備事業 5 3~ 5 7 

構造改善事業Kないても薪 地域農政援備事業 5 3 

炭林として利用していた国 間体営農道整備事業 5 5 

有林20üを譲り受け造成を 県単村づくりモデル事業 5 4 , 5 5 

実施した。

その結架，果樹屈は植栽面積で昭和11年の 4 おから 53年Kは51ka と 13倍K

伸び戸当たり平均面積も 10ι から 103 a と 10倍の規模拡大が達成された。
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農道Vてついては，昭和35年団体営農道整備事業K より 4， 700m を共同作業

で新設したのを皮切り VC ， 545手まで VC12kmの農道を新設し 1 Æa当たり援備

率が 110m となり，集落の永年の談題であった人力運搬から解放されるとと

となった。また， 54年度から逐次農道の舗装整備が進んでいる。

ウ 観光農調の開設

52年度から自然、休遣を村整備事業を笑施し，ポンカン，タンカン閣と併ぜて

レイシ，セミノ ノレ等の果樹を組み合せたもぎとり闘を設賀している。とれ

らの差是劉を屋久島GW立公閣の景観を求めて来島する観光客に開放するととκ

より，自らの経営の安定，所得の向J::VC役立てているほか，都市住民との交

流も割られている。

とのよう K築港が一致団結して幾多の困難を克服していった結果， ζζ10

年間農家戸数が増加し，毒事業農家は 4 戸から 21戸と 5 倍K増加している。ま

た 1 戸当たり経営規模も 45年の1.2おから 54年のI'.5A-aへと増大し，販売額は4.6

倍K伸びた(第 6 表，第 7 表)。農業振興を核とした愛かな村づくりが着々

第 6 表 愛生集落{吃なける主婆作物の作付額績，飼養頭数

呼L 締J 生守 喜芝 ガゼツ li'ヨ当たり 1
年次 * Eれ手綴い iり (f 爽えんどう そらまめ

肉用'4ニ
(義革) 緋1也 I荷積iまんかん たんかん

la 点α lα la dα la 8 日5高 la la 
4 5 3 5 I 1 6 6 1.22 

5 4 2 7 2 3 1 5 7 2 2 2 0 3 1.5 2 

第 7 表愛生集落の主婆作物別生活E民生産額

dまんか/ν たんかん 実えんどう そらまめ
竿掘りば

米 その他 計
れいしょ

金三 67 t o t t t t 
4t 7 / ---・E・E・g・~4 5 年 38 

産

/ ---つ長ま 5 4 293 1 4 3 2 1 4 1 4 4 44 
万円 万円 万円 万斗 万司 万円 万円 万円

弓三 4 5 年 696 。 8 ~ 0 618 593 2,797 
�� 
在直 5 4 7,291 3,0 1 5 1, 343 153 1, 248 1,249 1,50 1 15,799 

ゥ
，
，

t
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と笑を結んでいる結果，若者逮のむらへの定着率は非常K高くなっている。

②豊かて住みよい農山漁村の建設

ア集落環境整備

麦生委~客では，とれまで農業振興を重点K基盤整備等が行われてきた結果，

生活環境面の改善は相対的K立遅れていた。そ ζで52年K集溶の生活環境改

善調査を笑旅し. r 集落診断地図」を作成した(第 4 図)。

その結果，街灯，集落道路，住宅，防風林，下水道，集会所等とあらゆる

面で住民が不便を感じているととがわかり，解決できるものから順次改善を

図ることとなった。

今まで実施した内容としては，雨で排水が悪〈在る集落道路を共同作業で

舗装整備したことのほか，明夫で敷地難を解消するための共同墓地の整備，農作業

が終わった後，夜でも利用できる照明施設付運動広場の設震，老人の健康対

策とも在るゲートボーノレ場の設置，話合いを活発tてするための集会施設の設

置念どである。

また，今後実施を予定しているものとしては，子ども遊闘地，緑地公闘の

整備，後継者や分家の住宅難を解消するための集洛宅地の造成などがある。

始動した当集落の環境整備の特色は，その言十両性及び全体との調和を考え

たその空間利用にある。「集落の広場 J (八幡神社周辺)の整備や集落道路

の整備は進んできた。麦生集落の人々の団結心は，個々の住家よりも公共物

の整備を優先させると ζ ろ K も現われている。今後の大き左課題は住宅難の

解消といえよう。

イ 健康対策と

果樹と野菜の導入K より農作業は無理を重ね，充分な睡眠がとれなかった

り，食事を簡単K済ませる農繁期が増加した。このため，主婦の関では健康

管理の意識が徐々に高まっていった。昭和42年K結成された緑グノレープは，

まず，健康調まをを実施して，食生活が向上し，農作業も機械化が進んだのK

貧血が多い原国は何かを調査した。その結果，それが労働と食事のアンバラ

ンスであること K気がついた。
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婦人グループ，生活改善グループ

による家庭菜園品評会

自力て設置したゲートボー)1-­

場て競技する老人クラブ員

緑グノレーブは， f 共同脊苗QlD J で栽培した凶季の野菜苗を各戸 κ配布し聖子

菜自給を進めるとととした。とれをきっかけとして婦人会K も運動が広まり，

緑グループと婦人会を中心とする生活改善活動が展開されていった。

活動の主念内容は次のとなりである。

切手づくり加工食品

共同めかみそ床づくり，共同みそづ〈りを行うととも(tC，集落の全73戸が，

班別K共向で 1 戸当たり， ビーノレビンで 60~80本の自家用ポンカン，タンカ

ンジュースを作っている。

(イ) 野菜の自給体制の確立

春はトマト・ナス・レタス・ネギ，秋はキャベツ・タマネギ@しゅんぎく

を共同で脊苗し各戸，各種 50~lOO 本を配布してかり，春と夏Kは各家庭の

菜園の成果をもちより品評会を行うなど，相互K啓発し合って積極的K取り

組んでいる。

(ウ)健康対策

8 時間の睡眠 8 種類の野菜と 1 本の牛乳を毎日摂る f8 ・ 8 ・ 1運動」を推

進するとともに，ぶらさがり棒，背のばしタイヤ，作業台の改善等の創意を

とらした健康対策を推進している。

とのほか，季節どとの郷土菓子作り K取り組むなど，皆の知恵がグノレープ
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活動を活発κ し，今では四季を通じて野菜や郷土菓子が食騰を賑わし，明る

い家庭づくり K大いK寄与している。

ウ コミュニティ活動の強化

では， r 公共美化の日 J (第 1 臼総臼)と|家庭美化の臼 J (第 3

日 際日)を設定し，当日 あげて環境美化κ努めているほか，社寺や街

絡の清掃，下水草寺の清帰宅qi(ζ集洛ぐるみで定期的，計画的Vζ取り組んでいる。

との簡では，老人クラブである寿会が社寺等の、清掃や花域作りなどκ活綴し

ている。

ζのほか，幾山漁村 Vζ かける伝統的行事が段々と消えていくなか(ζ あって，

当集落は，約 350 年前から伝わるナギナタ蹄りを将来店とわたり確実κ継承す

るため，民主主保存会を発足さぜ，その按い手育成κ も努めている。

とれらの活動 Vては，集落の中心部K整備された集落の広場(集会施設， J援

動場，子供の広場，グートボーノレ場〕が改婆な役割を:果たしている。集会所

では20(rC及ぶ各種グループの活動が， r 集会所K灯のつかない夜はない J ほ

ど活発K行われ，また，老人のグートボーノレ，婦人のバレーボー Jレ，

子供のソフトボーノレなど，スポーツを通じての集洛俊民の体力鴻強と連帯感

づくりが進んでいる。

臨むらづくりの成果と今後の悪望

愛生集落のすr らづくりは， 52年κ集落内の各穏団体をむらづくり審議委員会

(rC 再編強化し，持前の団結力で徹底した話合い活動を推進して，永年の苦

難を集落ぐるみで粂り越えて築いてきた差益業の振興のよに，営農改善対策，

生活環境の改善や縫!楽対策 ふるさと文化の見直しなどの新しいからづくり

を，総合的，一体的K進めてきているものである。

とうした運動の成果として，農業経営'の安定，向上と差是作業の合.flIl化が図

られた行か，主婦労働の経減，住民の栄養の向上，健渓管理の徹底，伝統芸

能の保存などが国られ，家庭と地域社会に活力を与え，愛かで住みよいむら

づくりを実現さぜている。特κ，農家戸数，農家人口の増加κ加え，年齢構
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成が青壮年から高齢層まで均整がとれているとと，また45年 VC l1才-30才で

あった66 人が 55年Kそのまま 21才-40才K移行するなど，若者の定着率が

非常K高いととなど，活気Vてあふれたからづくりが現在進行しているととは，

その成果として特筆される(第 8 表)。

第 8 表麦生集溶の人口の年齢男IJ構成
(単位:人( )内は係〉

年 齢 '�1j 人 ロ

年次
総 数

。 11 21 31 41 51 61 71 才

-10 -20 -30 -40 -50 -60 -70 らし上

269 50 36 30 38 40 29 29 17 
4 5 
(100 ) ( 11) ( 14) ( 19) (13 ) ( 15) (11 ) (11 ) ( 6) 

263 56 37 23 33 39 28 28 19 
5 0 
(l 00 ) ( 21) (14 ) ( 9) (12) (15) ( 11) (11 ) ( 7) 

280 60 34 36 30 34 39 18 29 
5 5 

(11) I (100 ) (21) (12 ) (13 ) (11 ) (12 ) (14) ( 6) 

今後は，農業基盤を一層強力にするため VC ， 山林活用 Vてよる樹園地の拡大

を更に進めるととも κ，観光農園や民宿の顎設を推進するととなどのほか，

生活環境の面でIr:t， r 集落診断地図 Jvc示された要望を今後ともいかK笑現

していくかなどの課題もある。

しかし，農業生産面では，現在若齢なポンカン，タンカンの今後の収穫増

が見込まれ，また，集落有林や部分林の伐採期も迫つてなり，とれまでの永

年の投資がようやく実を結びつつあるととろであしまた，生活環境，生活

改善面での課題も当集落が町の農村援興運動拠点集落，農業改良普及所のモ

デノレ集落K指定され強力な関係機関の協力を得ながら，新しいからづくりの

推進体制を生かしつつ，取り組まれていることから，近い将来課題を解決し

大きな成果を収めるものと期待される。

とれらの実践活動は，離島 Vてなける農村振興の生きたむらづくり事例とし

てのみならず周辺地域への波及効果も高< ，我が闇 Vてなける農村振興のそデ

ノレとして果たす役割は，核めて大きい。
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額鱒鱒鱒機鱒襲騒

「総親和」おちこ lまれのない村づくり
麦生集落

(郷純)

私たちの愛生集務l土，樹齢 1 千年

以上の路久杉で有名な屋久おの南部

海岸に佼潰する戸数73戸のうち農家

戸数56戸の差是村集落です。

かつては，米，かんしょ，さとう

きびを主とした自給自足の農業でし

たが昭和11年にポンカンを導入して

以来，タンカン， レイシ等年間を通

じて収益性の尚子綴熱舷性-*将t á:取

り入れ， r 来樹っくりで日本ーのむ

らづくり J á:目標に生践と生活が一

体となったむらづくりに集務全員が

努力しています。

現住51μの樹閑地が造成されてい

ますが，当初l土手間懇から始め，近

年は各穏の補助楽業を積極的に導入

し，急傾斜の山地á:耕し規模拡大を

図りながら樹閑地を縦横に給ぶ差是遂

を整備し，その延長も 12，000mに迷

しました。これによって募金主整備は

ほぼ終了し，現在は振興作自在中心

とした生産性の向上を最重点課題と

考え，これに取り組んでいます。

さらに昭和52年からは燥が提唱す

る農村振興運動を契機に新しいむら

づくり組織として整備した「村づく

り審議委員会 j ゃ f 団体長会 J の下

に201こ及ぶ部会を再編成し，これら

部会を中心に話し合い活動も活発でs

集会所に灯のつかない干支はないとい

われる稜になりました。特に集滋環

境の整備は皆んなで作成した f集務

診断地図 j に基づいて街灯， ロード

ミラー，集落道路 (72加)を始め，

集会施設，ナイター施説付運動広場，

ゲートボール場，子供遊|潟地等住民

のコミュニティ施設とスポーツ胞設

が「築港の広場 j として l カ所に完

成したことは私ども集溶住民の大き

な誇りであります。

私どもは村づくりの中で常に古き

伝統を大切にして守九新しきを求

めて総親和で一人の落ちこぼれもな

いむ人づくりをi苦手口に耳Z り i温んでま

いりました。今後は昭和60年を目標

とする生産計画の達成，苦!îiII振興と

土づくり，観光農業，後継者の分家

用宅地造成などのむらの諜題解決に

更に努力安続けてまいります。
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内閣総理大臣賞受賞

(悶出i采真庭郡落合町古見)

隣地区の概況

(1)地区の自然的，経済的，社会的な一般状況

落合田]古見地区は，岡山陰中央部 (IC位置し，旭川上流沿岸の三方山K閉ま

れた盆地の平坦な水団地帯である。

第 1 図受賞者の所在地

気候は，内陸的気象(平均気温 13.5.C) で，年間降水量は1，469棚，

も少なく農業の

生産条件K は恵、

¥ 
¥ 

¥ 
¥ 、

、
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目
，
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まれている。

交通は，国鉄

姫新線市見駅が

地区の中央K あ

り，また県道が

地区内を走るな

ど至便である。

地区内Kはい

くつかの中小企

業，隣町の久世

自]κは工業団地

があって多くの

企業が立地し，



会のメンバー

古見をよくする

第 2 図大学古見地区の概要

打
。
線

山 .-----一-ー

E司
滋

他産業就業が容易な環境K ある。

(2) 地区の構成員の状況

古見地毘は絵、戸数 142 戸で橋成され， うち農家戸数は 110 戸( 78 0), ) ，総
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古見地区は旭川沿岸の三

方山に屈まれた盆地の平

壊な水田地帯てある

第 1 表戸数及び人口

F勾 数 人 口
'1' 農業戸建3 非益基きま 総人口 差益家人口次除、戸数

専業主一翼 弟諌二機君主 戸数 労 言と 男 女
127f司 110p 2 4f寸 37jコ 49F 17p 546人 278人 286人 490人 240人 250人

45 (100%) (B 6.6唖〉 ( 13.4普〉 (100唖〉 (86.9冊〉

( 1 00唖) ( 218) (33.6 ) (44.6 ) 

142 110 18 .3 79 32 618 305 313 490 244 246 

54 (100需〉 (77.5%) く 22.5%) (100%) (793帯〉

(100冊) ( 16.4) ( 11.8) (718 ) 

4〆 +15 。 /', 6 /',24 +30 +15 +54 +27 +27 。 + 4 /', 4 

第 2 表農用地の利用状況
(単位: la) 

年次 水干m :y. 飼料作物
野菜

」、どう III林樹箇 い草 その他 言十 I~戸当た綴り(杭売用)

58.4 7B 29.5 7.9 03 08 1.8 15.2 121.7 1.11la 
45 
(48) ( 6) (24 ) ( 7) (0.2 ) (0.7 ) ( 2) (1 2.l) (100) 

324 54 5 tL7 6.9 1.6 1.8 0.5 241 131.<1 1.19 
54 
(25) ( 4) (45) ( 5) ( 1) ( 2) (04 ) (17.6 ) ( 100) 

5~〆5 (55.5%) (692唖) ( 199β帯) (尽 73%) (5333骨) (225.0骨) (27B唖) ( 158.5唖) (107.9骨) (1072冊)

第 3 表主要作白の生産量

年次 水 務 言長
!野菜 巣樹 飴 差是

[勾!fl牛
養 5ま

(飯r充用) (ぶどう) (牛乳) 仔 話ま 内 豚

t t t t 
906E5員t 4 5 233.6 29.6 483.5 3.9 
293 

6 6~翼 990顕 100頭

54 136.0 21.6 4692 9.9 1.838200 言0百 39 1,770 150 

5~5 (5d  (72a (9131 (253A ( 200.8)昏 (59h (17J) ( 150あ

c
り

つ
f
u



人口は 618 人， うち農家人口は 490 人( 79係)で農業的色彩の淡い地域であ

るが，近年非農家が増加している(第 1 表)。

( 3) 地区の農林業の状況

当地区の農林業生波状況は， 71<稲が中心であったが，近l'f 7.K FB転作を契機

K酪放の躍進がめざましい(第 2 表，第 3 表)。

鴎むらづくりの内容

(1) むらづくりを推進するに歪った背景，動機

古見地区の農業の歴史は古く，昭和初期には手委設が盛んで昭和 9

災害後は被害索開を転換して米麦が増産された。食税増産j鈎Kないては， 71< 

回の排水工事を行い，水稲陛立栽培という新しい技術開発が行われたが，そ

の推進力は昭和25年K結成された 4Hクラブ「古見新没会 J であった。

その後，昭和30年代K入り野菜の産地化を進めるととも κ漬物加工工場を

導入し，また，水沼地帯Kないて71< æ裏作飼料作物の導入とサイロの建設K

よる貯蔵飼料の確保で，飼料自給率の見通しがでてきたととから酪農経営が

始まった。

昭和40年代K入ると 4H クラブのメンバーも殆どが経営主となってなり，

昭和43~45年の第…次構造改善事業及びほ場整備事業K より会水田の74%(((

わたり区画殺理が行われ，酪農家は71< mの高度利用K よる多堅実化，野菜作農

家はイチゴの半促成栽培やきゅうりの抑制栽培など施設化を進める一方，

地野菜の規模拡大を進めた。

しかし左がら，昭和40年代後半から50年代Kかけて自立経営をめざして急

速K規模拡大が進む一方，震用機会の増大は兼業イヒを加速し，昭和35年当時

は農家世帯率的%，専業農家来66% と比較的均質i.J:農村であったのが，昭和

50年十ては農家世帯率79係，専業農家率16% ，第二穏兼業農家率70% と混住化

が進み多様な農村社会へと変貌していった。

とうした多様化した社会K沿いては，住民は各々の立場で合理性を追求し

ていったので，隣人関係も疎遠となっていった。なかんずく酪農家は多強化
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を進めたが，糞尿処理が充分で左〈野積みで放寵された ζ ともあり，降雨十て

より流出し，悪臭，ヵ，ハエの発生が起 ζ る一方，水稲の農安売撒布が飼料生田

と競合する念ど生活面，営差是聞での住民感情の食い違いが発生した。

その結果，兼業農家は酪農家K土地を借さ左くなり，酪農家で構成する集

団借地が昭和47年Kは23lα あったものが， 51年Kは 13おまで減少した。

町では50年(rC i 古見の農業を考える会」を設け，とりあえず農業面K限っ

た対策を講ずるべく簡易糞尿処理施設の導入( 3 ケ所) ，貸手農家K対する

借地条件の改善，農用地利用増進事業tてよる利用権設定念ど努力が払われた

が，根本的を解決までには至らでEかった。

妻京芸nを尿の処理時K しても 40頭規模K念ると簡易処理ではでき左い，耕種農

家の農地K還元するのが一番いいととは解っていても，意志の疎通がない状

況では，とても話が出せるものでは念かったという。

とうした事態、を優慮、した旧 4Hクラブのメンバーを中心とした住民は，

「蔭でいつまでもぐずぐずいうな，他人対他人ではけんかKなるので区全体

で，まず話し合いをやろう j という提案をしたが，とれは重接的左利害関係

者では問題の解決Vζは限界があるととから，旧村という地域ぐるみのむらづ

くりを進めるなかで，問題解決の新しい展開を図ろうという意味があった。

とうしてできたのが後述する大字古見地区全体の組織である「古見をよく

する会」である。

(2) むらづくりについての合慾形成の過程

大字古見地区が前述のよう左地域社会の危機K際し，新しい展開を陸るべ

く運動を起としたが，そのスタートは f 古見をよくする会」の結成である。

とれは，従来の古見の運営が世帯主のみK よる大字区委員の手K よるものと

は異左り，地区内各種グノレープ，階層の参加Kよる，いわゆる地区全体の機

能の結集である。

むらづくりを直接担う「古見をよくする会 J は，むらづくりの共通のス口

一ガンを①健康で働きやすい生産と生活条件の獲備，②快適友生活環境と心

のふれ会うむらづくりと決める一方，農業的な課題として①畜産農家の糞尿
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土地主量元利用体系の確立，②経営相互聞の土地，機械施設の利用体系の確立

をあげた。

当地区Kなけるむらづくりについての合意形成の過程は，概ね第 4 表Vて掲

げてあるプロセスのなかでも培われてきたが，特筆されるのは f 古見をよくす

る会 j と「古見地区計爾転作推進協議会 J が常K連携をとって，むらづくり

を進めるとともK大字単位の地域ぐるみの農業の確立を図ってきたととであ

る。

第 4 表 古見地症Kなけるむらづくりについて合意形成の過程

年度 む らづ く り (。 フ 口 セ ス

ょくする会の結成，むらのビジョンづくり，地区内住民のコン
5 1 

センサスの癒fjx

5 2 
身近でできる生活環境の整備，健康対策の笑施(生活環境懇備の日設

定，どみ焼却炉の設置，みその塩分濃度改善，家庭菜園の充実)

手づくり運動公関投備，運動会各種スポーツ活動の実施，多頭農家の乳

牛ふん尿処理施設設置

5 3 rò見計幽転作推進協議会」の結成 6 つの小委長搭で集間化を中心K

調設し，大字単位で計断転ff'の実施(借地，交換耕作等K よる転作の

集盟イヒ)

健康対策，生活環境の撃備，文化伝京，コミュニティ等の自主的活動，

5 4 「計繭転作捻進協議会 JVC作自生産組織の代表を加えて組織再編を行

い，大字単位のいわゆる池域ぐるみ転作と地域差是業の複合イヒの志向

(3) むらづくりの推進体制

「古見をよくする会 J は店長が会長となり，自治組織としての区と管、接念

関連をもちつつ，多種多様な との連携のもと VC. むらっくり機能を

より一層盛り上げるよう配慮されている。す念わち，大字浅見地区住民から

選出された部落代表の役員，各種婦人組織，サークノレ組織，ポランテア組織，

作恩別生態組織，及び言十蘭転作推進協議会の代表えきから構成されている。会
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古見をよくするため活発

な意見交換がなされた

は年間lO~12回開催され，活動計画，予算等Kついて審議決定するが，区K

かかわる問題は何でも討議するとと十てなっている。

計画転作推進協議会は中核農家をリータ・ーとして，各種生産組合 6 集落

の農家組合及び「古見をよくする会 J で構成され，水回転作を通じて地区内

農家及び組織聞での経営補完，地域資源、の活用方策を討議，実践するととと

なっている。

以上の通り両組織は相互に役員を兼ね，一体的左活動が図られるよう配慮、

されているが，いずれも共通していえる ζ とは， r むらづくりはいか左る機

能集団も区住民の総意を離れて独り歩きをするととはできない J という涼員Ij

k立つてなり， ζれがそのまま組織の運営K現われているという点である。

(第 3 図)

(4) むらづくりの内容と特徴

当地区は，昭和25年から始まった古見新農会の活動をはじめ，伝統的K他

地区K比し先進的K活動を展開してきたと ζろである。「古見をよくする会 J

の活動もこうした進取の気性から，新しい農村地域社会の確立を求める姿勢

の左かで進められた。構成員の共通の認識は「その時代K生を受けたものは，

時代K却した住みよいむらづくりを笑現し，次代の者Vて胸を張って受継がぜ

る債務がある」として試行錯誤をくりかえしながらも段階を踏んでむら

づくりを進めた。その特徴は，生活条件の改善を中心とした連帯ムード作り

から始まり，ハード事業導入K よるコミュニティ活動，地域ぐるみK よる農
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1 :1', 

Hち

1 名

M'II豆長
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6 1', 

集l客長 6 1', 

n ?委

業生産の複合化への組織活動へと発展させたとと，その取り組みKあたって

は「多くの人が必要とするととから J r やれることから J をうまく組み合せ，

全戸が参加できるよう配慮されているとと，実(tC 6 ノト集落での話し合いの成

果を大字単位でまとめているという点Kある。むらづくりの内容は以下のと

なりである。

生活環境の改善

州W

①
 

環境整備

尿処理とは裏はらの問題として f 自分のゴミは自分酪農家Kなける

の手で」を合い言葉K各戸の玄関K環境整備の標語のステッカーを貼るとと

もκ，従来放寵されていた家庭ゴミを自家処理すべく簡易ゴミ焼却炉の設置

トタンのヱントツをとれはブロックを積みかさね，を95戸Kないて行った。

つけたもので，材料は共向鱗入K ょったものである。また，道路，排水路は

汚れたままで放置されていたが，地症内の要所K環境整備の立て札を設置す

るととも(tC r 生活環境整備の日 j を設け，毎月第一日曜日Kは地区民総出で

τ
i
 

つ
U

清掃活動を笑施した。



また，防火対策を強力K進めるため，集落単位で婦人老人を対象K した消

火講習会を行うととも K消火器の共同購入を行った。

(イ) 健康管理

当地区は酪農と野菜作で労働過重であり，受診率も低かったため健康障害

が多かった。 ζれK対処すべく健康診断を笑施し，その結果を踏まえ高血圧

対策として味噌の塩分濃度測定，滅塩運動を実施した。また，飴農家，兼業

農家での野菜消交を進めるための野菜 3 a ，大豆 5 a 作りの家庭菜調運動を

行うとともに，最近では，農村の良さを見直し，自給食品の利用を図るため

甘味噌作り K とりくんでいる。

(ウ) コミュニティ活動

コミュニティ活動は住民が集まる場の整備からというととで金崎，上野，

藤原の 3 集落K沿いて農業改良資金等を利用して多白的共同利用施設を新設

するととも VC ，残りの 3 集落Kついても補修を行った。とれらの施設は婦人

会，老人クラブ，子供会，部落常会，農業生産組織等K より多目的K利用さ

れ，各種活動が活発K行われている。

また，地区内Kないてスポーツ広場がなかったととから旭川沿いの町有地

K住民総参加で手づくり遥動公闘を設置した。 ζれは町有地1. 5lα の上K整

地を行い，パレーコート，フェンス，鉄棒，ブランコ，藤棚，東屋を設けた

もので，春は地区遂動会，夏秋は婦人会のパレーボーノレ大会，学生K よるキ

ャンプ地として広〈利用されている。特K運動会は 6 集落どとの対抗戦方

式をとっているため，むらづくりの気運づくり K大きく役立っている。

とのような諸活動のなかで，世代を ζえた集落活動として盆などりの復活

がある。昭和52年K古見音頭を作るととも VC ，各戸の燈箆K思い思いの願い

を書いて，とれを参道K祭り，寺の境内で主主などりが行われ，心のふれあい

の機会と念っている(第 5 表)。

-32-



第 5 表生活環境改善健康対策笑施状況

里担 Z員 毛主加者づき数 5Æ施状況 fiill ニ:'iij

環境経徽〉尽の参加

(下の訓鐙1悩官接 3'; 年間 1 2 [g] 各戸 lてI率3克己立ミ警機手吾ステッカーを捻り窓欲.'2;笈

総参加者 (銭円第 i 行総臼昔、決めて務総慾{絡をしている)

簡易ゴミ燐郎防乃 9 5 F 52年7 月-15 3年6 月 LI主 3 5 枚のブロック在各戸 l亡命繋をまとめ紋 jj室長l

皇室 倣 実施議 i守会IJfJ世主 が共同購入して院ばり設設ました

消火滋の設i絞と 8 0 í関 52年llfl-53年z Jj 消火言語の共同日詩人により，各線洛単位で総人恋人を

実淡参加 1 Z 0 戸 (各古G洛F内t で) 対象{て家路消防電話のよ持出m を;日いて奨l告よ持湾問 ílti

環境炎イヒと 地主主の'仁r;5f.壊滅を総合的;モ聖堂織すゐため答の'<1:1ずf

交通安全立礼 {て.1'[，fLを後てて意滋のf評発

多Eló''))~怜]坪目的 念一…日。'11奇f1 多目的)~{ìiJ?"tii\世 続落のコミニティーの鳥島として各所の総へ会，愛人

施設の投{院と手Ij
会 円

クラブ，子供会，差益滋定政組織，苦G，寄?話会の絞りの

問状況 協として多目的淀川附行なうために改良的|

イ由吉1\{!ÍI:tP裕介終俄 を活用して設し利可j効 ljl 品げている

盆などりの 52 :rド 7 月 17 日 tll!:廷 f院執行割合後初して各戸の灯ろう lて巴、い，~U、いの

実施状r兄 金 F' 
53茸 7Jj 17 議長いを没いて参i陸{と祭り地!主民事郊の総仕どりが1r
54"f' 71~ 17 日
55企1主8 月 21] 在われふれあい在 J認めている

手づくり iill動公 スポーツ広場 俊民絵、移加のもと 10事業を導入して1ポーツ広場と

協の利III状況 • iillliJf話?を{箱 一子供の i遊び携をつ〈り，体力づくりに i自伝 j壁掛j会在
1 4 1 -バレーコート

-フェンス ど爽絡して巡僚協をおめてい。

. <ずかど他殺俄 (チづくり村慾備事業)
子供の遊び場
-ブランコ・，5 3'イヤ

-砂場 滋){
-鉄棒

ミソ塩分濃度の 51年1亙から年 2:，，1 目立人若者となるお泊l任容が多い員並区であるととから各

測定と改号害状況 141 P みそ尉分i~徒主た施 みそ汁のt誌分利Æを実施し滅t話j控動を展tm してい

る

家庭菜密iの充災 1F三平均関<:J( 3 .l a 生活攻撃グループ，長量約締人音ß治、家庭菜i裁の絞培Iて

状況 1 1 0 Iコ 車議 f字体 ;r;1iIi'iL(3';戸) カを入れ， f草子の共衿;J~詩人などによって各戸 1'1:葉樹

っくりを呼びかけている。

自給食品吠 t兄 甘みそづくり 産量村のよさをみな私、し，自給食品の生産と利用をす

1 10F 米大豆牛乳野菜の手づ すめ乎づ〈り帥てよって甘州づくり山< I 
くり食品の実施 んでいる
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③ 農業振興及び地域農業の複合化

(7) 計画転作

「自分のゴ εは自分の手てJ を合い言

葉に家庭ゴξ を自家処理するための

鱒易ゴ芝焼却炉を設置した(上左)

住民総参加て手づくり運動公関づく

りを行った。ここでの地区運動会は

むらづくり気運の向上に大いに役立

っている(上布)
各戸の燈ろうに思い思いの願いを惑

いて参道にまつり，寺の境内て盆踊

りが行われる(下左)

部農多頭経営農家K対する乳牛糞尿処理施設の導入，生活環境の改善Kつ

いての各種集落活動の左かで，昭和53生存K古見地区計画転作推進協議会が発

足し， 7J:自転作を目標面積の消化という ζ とだけではなく，地域の農業の発

展を個別経営の発展との有機的な関連のもと K達成した。昭和55年度の転作

状況は達成準 149.4% ，転作率 27.1 係まで上ったが，これは酪農家の所有す

る水田を優先的K転作し， ζれが地区の信頼感を醸成したとともあり， ζ と

までK到達したものである。

計画転作のとりまとめは 6 集溶での話し合い調整(第 I 段階) ，生産組織

での調整(第 2 段階) ，第 1 ，第 2 段階での調整を協議会に持ち寄り調整

(第 3 段階)と，段階を踏むζ と Kなっている。計画車\iir午K より作恩月iJの集

団化が可能K左札機械化体系の確立，家畜糞尿の土地還元が進行した。
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第 6 表幾業振興活動の成果

l.ì'í; ÞR終十世現j先 5 4 "1 

終日寄名 綴終'家数 手L't二日註数 総わら|
綴Ifj+l~泌総 交 j誌類

L日ノ 1 90 1.541 t 14ita 280 t 

令亡"1 7 0 500 fL7 30 

政 bh 9 e 642 10.4 1 4 1 7 

言 f 1 6 35 0 2 ,683 :l7.1 60 23ftα 327 

60 23.0 

約，f"~~ 1 1 0 総i主ititS 0.4 

5 45~品 2 8.7 ~品

2. 11:!月JjlilflJllJ状況 5 4 内 Y土利用絞殺定

語名産霊祭 (借り手) 1M重差益家(j;をし手)

fif地内数 自作:地ÍÍIÎ程t 111 わた痕ííJt I~ 主主 i出 fli 

会ii百 1 淡}十q;虫干IJft]が泣íf~について
日jの日

霊長作 (:t 3 カ (Ir とする7 4.9 1 2.6 1 9 7 , 7 

f長;吉i 2 剥tH出f:t
i12崎

畿作 j流出 1 0 月 201J-6 3.6 1 0.6 24 7 , 0 

会在百
殺4' 5 )ヲ 3 1 EI 

政 D;t
主製作

条約焚bJ<紛れ IOa4t)
3 2.0 6.0 11 4.0 

全I宣1
のト:!J持品しi@ll!

河本 イナワ芳正後の持会1<1総長をうま
基H下 I 0.4 1.2 2 0 , 8 

かf王将ψPZO!!c機w ずる
金百百 3 水E日平野甘待機資励金ば~IJ途p 坂
議作 I 0.6 1.5 3 0.9 磁器する

全前l 1 o( 10) 13 1 1 5, 5 15(15 ) 2.4 (2 ,4) 
き十

畿{中 18 1 1.5 31.9 59 20.4 

3. 7.1<図利用内総対策 5 5 年 HB 手詰 5 5 i-手 8 月 11ヨ

(ィ) 幾用地の利用増進

計i盗転作Vてよる農地利用，農用地利用増進事業，農協の機械銀行K よる農

作業受委託K より，中核農家(主として酪農農家)(rC土地の利用集積が図ら

れるととも(rC，農地の有効利用が逮成されている(耕地利用率 153，0% )。

に
d

η
J
 



酪農家 18戸を借り手とし耕種農家59戸を貸し手とした農地は，通年借地 2.4

Ica ， 期間借地 20. 4IcaVL まで達している。念な酪農家が借りた農地は，通年，

期間借地を関わず家高糞E立による堆8E環元をする ζ と tてなっている。

第 7 表農林業 VL 関する事業の笑施状況

事業名
事業主体

事業費 補助率 実 S自主手段 事業内容
(管.l!Jl主体)

第一次農業構造 4 均三 集乳所 1 カ月行

改善事業 7,046 50 
野菜ハウス 2 6棟 6 ，287m'--4 5年度

団体営土地改良 43 t王将劉蒲 4 1.6ilα

事業 84.497 65 
-45 年度

飼料作物f乍付捻 務長量級合 46 サイロ 1 嘩トラク }<-5 会

i長特月IJ事業 19.300 50 
~何年度 附雇詩作議搬

稲転特別対策事 落合町農協
4 5 年度

管F且主体古晃援滋統旦令

業 (胡酪蹴合う 3.000 50 サイロ 50m3

市乳供給モデノレ I甘見償問F佐包室 50 4 8 年度
気密サイ口 160t J.i1去

回地育成事業 組合 24.120 
-70 トラクタ -6台附属イ全業機 | 

緊急粗飼料増産
" 5 3 年度

気密サイロ 3基

総合対策事業 6 ,000 65 

単県転作促進特 酪農組合 フロックサイロ 5基

別対策事室長 3.600 50 N 

E喜産経営環境保 溶合町
53 

3筆跡i処理施設
全集落群育成事 (調節離陸) 32.000 50 

~何年度
3震

差益用地利用増進 港会町 5 1. 4設立

事業 5 1. 9認可

手づくり村整備 吉見をよくす
5 3 年度

運動公園整備

事業 る会 1,960 50 
子供遊具，スポーツ施設

複合的生産組織 古見地区言十商 54 複合的生産組織活動

育成対策事業 転憎量進協議会 296 -55年度

生活環境改善対 主主庭幾業改良 51 生活潔境改巻推進協議会の設鐙

策事業 普及所 (指導事掲 -53年度 生活環境糟懇談会『瑛施

(3 ク年総紛 信吉環境点検図の作成

生活環境保全講習司会の謝白

生活環境整備楠叫粒
生活環境整備事業の促進
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(ウ) 家畜糞尿と稲わらの交換利用

地域農業の複合化は家畜糞尿処滋K よる土佐肥と稲わらの交換K も見受けら

れる。 54年度現在16戸の務農家と耕種閤芸農家60戸との附 VC ， 堆日巴の土地還

元23.tα，稲わら提供 327 tの経営補完が友された f 堆肥は10 a 当たり 4 t 施

朋)とれは，協力耕種農家数で地症の 54.5%，耕地防績で 28.7%I(C相当する。

55年度κないては，更K発展する模様である。

(功農家後継者の育成

当地IZは農業後継者の街皮が高(，しかも県青年農業士が数名いるなど，

質ももともと高いが，その特色は個別経営の差是業後継者K こだわらず地区の

後継者の脊成を主考えている点Kある。それは後継者自身の自覚と窓欲K加え

て，その活動を恕解し助長しようとする「古見をよくする会 J の支援K よる

影響が大きい。現在，農業後継者は農業後継者クラブを組織しているが，地

誌内の青年と若者会， 20才(ハタチ)会を結成し，地域農業のあり方Vてつい

て i綴広い研究交流活動を実施している。

閤 むらづくりの成果と課題及び今後の展望

(1)むらづくりの成果

① 農業生産の分イヒと専門化，兼業化の遂行Vてよる住民感情の対立，迷子管

l惑の喪失は，地区の総意をふまえない地域の発展はあり得ないとして「浅見

をよくする会 J という地縁集団の中K大向間結し，集落どとの話し合いの活

発化，環境美化活動.健康対策，手っくり巡動公凶の授備，金などりの復活

自らの手K よるむらづくり活動の展開の念かで見ミドK払拭され，地域

の合意づくり K成功した ζ とは大きな成果であった。現在では，住民すべて

が古見ほど住みよいととろはないとの自信K あふれている。とうした地域社

会の連帯意織は，部落有林 6 .taの権利を新規参入の非農家K も分割して，校

落し下刈り等共間作業K参加させているなど，非農家を積極的K取り込んだ

ことも効を善きした 1 つの婆関であった。

ゆ とうして醸成された農村住民の連帯感は，生活環境の改義Kとどまら
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ず，農業生産国Kないても大きな成果を収めた。す;1:わち，畜産農家が家喜

糞尿処理施設を設置する一方， 71<回転作を卒先して行ったととを契機として，

f 計画転作推進協議会 J が発足し，計画転作を中心Kほ場の集部化を進める

一方，農地の流動化，復合化を図り，名実とも Vて地域農業の再編を笑行した

ととである。

酪農家は言十頑転作を契機 vr ，農地集団化を進め機械化体系を確立するとと

も K農用地利用増進事業，家畜糞尿の土地還元をテコ vr ，耕種農家の所有す

る農地の借地を進め飼料碁撲を拡大した。野菜農家Kあっては集団化が進み，

輪作経営が可能K念った。耕穏農家Vとあっては，稲わらとの交換で家畜糞尿

の土地還元K よる地力づくりが念されるととも vr ，作業委託K よる安定兼業

が可能Kなった。とれらは従来個別K思い思いの営農活動を行っていたが，

これでは利害が対立したものを，住民総意の結集する「古克をよくする会」

と連動した諸活動の念かで解決をはかり，偲入念いし個別機能集団が，それ

ぞれ相互K補完協力する ζ と K よって，それぞれの経営上のメリットを図り，

ひいては地域差是業全体の発展K結びつけたものであること Kほかなら念い。

③ 更vr ，古見地区のむらづくりが他地区K波及しているととも成果の 1

つであろう。旭川対岸の「たまがわ地域」は，ほ場整備を現在笑施中で，や

はり多頭酪農家K対する家畜糞尿処理施設を整備したが，古見地区同様連帯

感、の低下がみられるととから「たまがわ地域っくり推進会」を組織し，むら

づくり活動へと発展さぜつつある。お見地区の南隣の集落田原地区でも，古

見地庄のむらづくり活動K刺激を受け，米麦高能率機械利用の集団が中心と

念って，むらづくりの組織的な活動を始めている。

(2) 残されてレる課題，今後の展護

疲されている課題と今後の展望としては，当地区がむらづくり Kついて相

当の成果を収めてはいるものの，その取り組みは臼左な浅いととから，とれ

まで芽生えた連帯意識や組織活動をテコK一層の発援を図る必要がある。具

体的Kは，

① 非農家を含む住民のむらづくりへの参加が，今後とも積極的K図られ
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るよう創意工夫を関る必要がある。例えば，手づくりの:illi動公凶だけでなく，

野球等ができるスポーツ広場の絵備も ー検討課題である。集落内 Vてなける土

地利用Kついても現在「古見をよくする会」の了解κ もとづいて行われてい

るが， ζれを更K徹底し，住民主導の土地利用言!泌を一廓推進する必姿があ

る。

。〉 水剖転作の推進とともに地症の基幹作目である総農，野菜等の続模拡

大，産地化を進めるための れる。松11= #1，進協議会での部門ど

との共同利用機械施設の導入は，転作作物経営の線立K不可欠である。

③ 現在，定着しつつある地域農業の複合化は，更K役進ーする必要がある。

個別経営問，組織聞の連携，ヰ1核農家の育成，土地利用体系の縫rLl(Cは今後

とも努力が必裂である。農用地利用増進学業Kよる農用地の流動化対策，兼

業農家拘けの機肥供給施設の狭備はさ当閣の課題である。

以上のとなり古見地i亙 Vとなけるむらづくりの経緯と実績は混住化社会と;1<.

m符編下Kシいて，深刻左課題をかかえている日本の農村I(C:;J:，'ける先進学例

として高く評価されつつも，今後の諜題は決して容易ではない。しかし，

「省見新食会 J 以来進取の気性κ箆む長いむらづくりの伝統をもっき当地区が，

ー}惑の住民の創意と工夫，強固な簡結力K よって，これらの課題も近い将来

K解決し，農業を碁盤とする長をか7ま緑の地域社会の形成の;場として確立され

ることが期待されているところである。
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態饗署盤調窃髄臨調信欄

コミュニティ形成から集落農業の再編
古見をよくする会

(松岡保)

私たち古見地区は，長し、間一貫し

て町内でも先進的農業集落としての

地位を保ってきましたが，昭和47年

頃から急速に混住化と兼業が進み，

農家世帯主幹77%，専業農家率16% と

多様な集溶へと変貌し，今まで高か

った住民間の連帯意識，相互扶助の

慣習も崩れてきました。

高い生産と生活水準を築き，守っ

てきた先輩たちの努力に申し訳なく

思いつつ，多くの人と話し合い，そ

の時代に即応した住みよい地域社会

をつくる事は，地域に住むみんなの

責務であり，そして立派な地域を次

の後継者に胸を張って引継がせよう」

をと理念として，そのために子供から

年寄りに至る地域住民の総参加のも

とに取り組もうということになり，

昭和51年に「古見をよくする会J を

結成しました。総戸数 142 戸，集落

の自治は 6 つの集落と，これが集ま

った大字古即也区がありますが，農

業生産を高め住みよい地域づくりと

いうことになると，住民の総意を離

れて独り歩きは出来ません。限られ

た地域資源、を活用し住民が等しく利

益を上げるようにするためには，地

域ぐるみでの徹底した話し合いを基

調に同一目標に向って意識統一をは

かりつつ進めるよう留意しました。

しかし，地域づくりということは

一朝一夕に出来るものではありませ

ん。 優れた担い手がおり，その時代に

即応して澱みなく地域づくりが進め

られなければなりません。私たち地

域でも戦後 4Hクラブ員が今日いう

「地域っくり」への活動を展開して

お札そして昭和43-45年の農構改

事業の一環としてのほ場整備と基幹

作目の規模拡大，毘地化生活環境改

善等コミュニティづくりにより，そ

の時代に即して自他共に認める先進

的に差是かな地域づくりに取り組んで

います。私たちの住む「むら」は，

私達みんなのものです。皆んなが知

恵、を出し合い，より住みやすく，よ

り豊かにする努力を今後とも続ける

ことを確認し合いました。
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林水産大臣賞受

第
1

図

(岩手県久慈市侍浜町字麦生)

の
所
在
地

露覇地亘の概要

麦主主祭洛は，岩手県北

東部にある人口 4 万人の

久慈市κ位置し，太エド洋

Vて面したリアス式海岸の

切り立った健の上の標高

第2図麦生集落の概要

1
1
1

ノ

m

a

 

k

K

 

0

6

 

1
 

N(? 

国制小'1'学校

・胡地

~Ji!搭

-41-



のメンバー

愛生部落会

80-180 mの台地K展開する小集落である。国鉄八戸線の韓中夏井駅及び国

道45号線からは約 6 Icm， 久慈市の中心部からは約10 初離れてなり，集落を通

る公共交通機関はない。

気象は海洋的気象でるん春から初夏にかけては冷涼多湿の偏東風(ヤマ

セ〉が流れ込むため低混寡照、となるが，秋から冬は比較的温暖で日照、も多い。

総戸数は55戸で.その内農家は47戸，漁業権所有50戸，山林保有42戸であ

り，ほとんどが磯漁業を主体K 自給的農業と出稼ぎ等で生計を立てている

(第 1 表〕。

第 1 表戸数及び人口

4 5 年 5 0 年 5 4 年

総: 戸 数 5 8 5 5 5 5 

戸 農家戸数 5 0 4 8 4 7 

専業 。 。 。

数 第 1 種兼業 5 2 4 

/ー、\ 第 2 種兼業 4 5 4 6 4 3 
J 戸コ
非農家戸数 8 7 8 

、、Jノ

漁業権所有戸数 5 0 

人
総、 人 口 2 8 3 

口
農家人口 314 292 252 

〆'、、 男 150 146 1 3 4 

人
女 164 146 118 

'--ノ

つ
U

A
μ
1
 



農業は，集落内K ある 36

Aιの畑と 6 km離れた夏井地

底K ある 15仰の水田で営ま

れている(第 2 表〉。以前

は，飯米程度の稲作と表大

第 2 表土地の利用状況

立の 2 年 3 イ乍が主体であったが，近年水田では 12仰の大豆の集団転作が行わ

れるととも K畑でも野菜の作付が増加してきている。

山林は備荒林的性格が強いが，明治時代から集落ぐるみで造林を進めて:Jo'

り，現在人工林主義 42.9% (久慈m282 %，岩手県 38.4係)となっている(第

3 表，第 q受)。

第 3 表 農地及び山林面積 (単位 :μ)

4 5 年 5 0 年 5 4 年

総 面 積 1 4.5 15.0 1 5.0 

水 回
一戸平均 0.29 0.31 0.32 

総、 萄 積 25.2 2 1.8 22.3 

生田
一戸平均 0.63 0.54 0.60 

総、 間 容i 27 1 260 260 

山 林
林家一戸平均 5.9 6.2 6.2 

一

漁業は，ウニ，アワビ，

昆布等の般漁業が集落全

体の共同作業で行われて

なれその他K北洋のサ

ケ，マス，近海のイカ漁

船 vc乗り組む者も多い

第 4 表農産物の販売額 (単位:千円)

4 5 年 5 0 年 5 4 年

米 1,071 1,908 2,000 

畑作物 2,669 6,242 

(内野菜) ~ ~ 1 0,6 9 0 

言十 3,740 8.1 50 1 6,73 2 

(第 5 表)。
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転作大豆の

共同刈取り作業

第 5 表水産物の漁獲数量及び販売高

4 5 年 5 0 年 5 4 年

漁 ウ
一

658  461 1, 1 8 4 

獲 アワビ 3, 6 7 3 1, 6 1 6 3, 2 2 1 

数 昆 布 438  9, 0 4 3 1 2, 7 5 8 

量 ワカメ 6 4, 7 9 5 3 2, 3 9 7 

(J，ω 言十 6 9. 5 6 4 4 3, 5 1 7 1 7, 1 6 3 

販 ウ 一一 1, 1 0 5 1, 6 5 7 5, 5 1 1 

7士E アワビ 3, 4 1 3 4. 4 2 7 1 2 , 9 0 1 

昆 布 445 7, 2 3 5 1 4, 2 2 9 
額

ワカメ 6, 3.0 0 1, 7 0 4 
(千円

言十 1 1, 2 6 3 1 5, 0 2 3 3 2, 6 4 1 

圏むらづくりの内容

(1)むらづくりの背景と過程

麦生集落Kは，戦前は自治的な組織は無<，旧侍浜村から委嘱された区長

が世話役となっていた。集落の人々は，磯漁業の共同作業や農作業の「ユイ」

等を通じて自然と培われた共同体意識のもとで，互いVて助け合って暮してい

た。ととろが，戦後，農地改革が行われた時K旧地主( 2 戸)の一族と他の

人々との関係が悪化し，また，新しく設立された漁協と農協との間でも経済

的な面での不協和音が生じ，それまで強箇であった集落の連帯感がほとんど

崩壊するまで歪った。
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ζ うした状態が数年続いたが 昭和29年間日 7 ケ町村が合併して久慈市と

なった時，市長が「市民一体感 j を提唱したとと等もきっかけとなって集洛

の人々の間で何とかしようという気運が起ζ り，昭和30年 2 月，当時の区長

の呼びかけのもとで集落全戸が加入する「愛生部落会 J が設立された。

部落会は，発足と同時κ 「集落住民会員の生活水準の向上」を打ち出し，

まず最初K長年の願いであった集落と国道を結ぶ道路の整備を手がけ，生活

と生産の両頭V亡ないて非常な成果をよげた。更に共同精米所の建設，農林漁

業の労働力配分の調整，冠婚葬祭の簡素化，環境美化運動等Vてついて着実K

実行していった。

また，昭和32年 Vては県の「典型部港 JVC指定され，農家簿記tてよる経営の

近代化を図り， 35年K典製部務のモデル事例として表彰を受けている。

とのよう K して，部落会結成後25年の長期 VC:ê.って「共存共栄 J をスロー

ガン K集溶の住民全員の合意と参加のもとで，自主的なすr らづくりが推進さ

れてきた(第 6 表)。

第 8 表 表生集落で実施した主な事業

年度 事 業 名 内 容

41 林道開設麦生線

42 児童館建設事業(県単) 1 棟 198m' 

42 , 43 ,50 漁港関速道整備事業

44 麦生漁港局部改良事業 防波堤等の整備

47 へき地診療所建設事業 1 棟 83m' 

54 やまぜ地帯等営差益試験率業(県単) 気象観測施設他

54 農村集落振興緊急対策率業 農村センター棟 270m' 

54 麦・大豆等生産娠輿毒事業 トラクター 他 | 

(2) むらづくりの推進体制と運営

部港会は，当初，部落行政，神社宗教，生産の 3 部門で発足したが，その

後各種の施設警備K伴って組織を強化し，現在は第 3 留のよう Vてなっている。

専門委員会は特別な事業を行う時K随時編成されるものであり，顧問は前役

員の中から任命され，経験K裏づけられた助言が集落運営'κ生かされている。
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議論を深めた上で，

再度話し合うとい

った民主的な方法

を採っている。とれは，多数決で強行すると小さな集落の中では分派が形成

集落での各種事

業の実施や日常活

動 Vてついては，年

I 回の総会を始め

必要な都度集会を

聞いて決めている

が，その際は決し

て多数決は採らず，

全戸が納得するま

で話し合い，ある

いはグループ男iJ(!L I 協

第 3 図 麦生部落会組織図

査 | 顧問

総務部、
¥ 

設業部、、\\、
一、、

漁業部\\、\
、、、一、、、

、、、、:ト

道路生活部ーー…ー一一主主
〆"\，〆，
〆'〆

精米所部，ノノ〆ノ

一〆ノ

神社部〆 ノ
/ 

藤村セ J タ部/

生

部 I ~j"一副会長--~，務局長

会
-
霊草

部
会

*~主仮興促進会 (30-50才の全員)

カ
(漁協)婦人部

問 | 老人クラフ
休

道路震議会{全戸加入)

されて共同体が嬢れる恐れがあるためであり， どうしても合意の得られそう

もない問題は始めから出さないといったととも含めて， コミュニティ運営の

知恵とも言えそうである。

とのような運営方法の結果，各種の会合，大掃除，運動会等の活動 Vてはほ

ぼ 1009るの出席率が得られてなにまた会合開始5)子前Kは全員が揃ってい

るといったとと Vても表われているよう(!L，住民全員の中K部落会の活動に自

ら参加し，みんなでやろうという意識が形成されている。

集落の財政的基礎は，磁漁業収入の10係の拠出が主体となってなり，特Vて

会費は徴収していない。とれは，漁業権が集落全体の共有財産として認識さ

れているためと忠われるが， ζれ十てよって集落の生産及び生活の共再活動の

費用を跨ってきた。また，毎年の繰越金を積み立ててなさ，それを大きな事

業(道路，漁港，農村センター，水道等の整備)の地元負担金K充てている

ため，その都度各戸から徴収しないでも済んでいる。
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ヤマセ地帯等営差益試験

iまの食用菊と短根にん

じん

集落のリーダ-vてついて見ると，部落会を始めPTA等の各種組織毎(ζ順

次後継者と交替してきてなり，組織の中で後議を育てていくというととが行

われているととがうかがえる。

(3) むらづくりの内容と成果

①農林漁業の振興

従来， ζの地域は「ヤマセ」気象のため，農業生産 tては非常K不利とされ

てきてなり，とれを克服する努力が続けられてきたが，その結果はあまりは

かばかしくなかった。とうした中で，麦生集落では52， 53年の 2 ク年K県が

設置した「ヤマセ地帝現地実証展示ほ」を積徳的K誘致し，それK より

冷涼な条件を逆K主主かした夏秋野菜類の若手:入気道が高まった。更 VC ， 54年度か

らは「ヤマセ地帯等営農試験地」が設置され，さやえんどう，レタス， VCん

じん等の定着化のための試験と実証K集落ぐるみで取り組んでいる。とのよ

うな商品作物の導入Vてより農業所得も次第K増加し，従来多かった日濯や出

稼も減ってきている。 55年の冷警は野菜Uても大きな被害を与えているが，

落の人々は「とんな天候はそうあるものではない j と野菜作りにかける意欲

と展望を語り，更 VC，秋から冬の日照、を生かした無力日混ノ、ウスK よるミツバ

等の栽培を始めようとしている(第 7 表)。

強漁業Vてついては，苦から集落全体の共同作業として行われてきたが，漁

港関連道，護岸，防波堤等の整備を逐次，実施するととも VC，稚魚の放流を

集落の費用で行い，資源の保護と生産の向上K努めてきた。とのような漁業

ヴtA

性



を通じての集落の

強い結びつきが，

今日のむらづくり

の基礎となってい

るものと忠われる。

また， 56年度から

は沿岸漁業構造改

善率業Vてより漁礁

等の整備を行い，

Eを K振興を図ると

と Vてなっている。

② 住み良い

地域社会づくりと

子弟教育

生産活動以外K

ついても愛生集落

第 7 表畑作物の作付面績

4 5 年 5 0 年 5 3 年

麦 3.7 3.9 3.0 

t方1いしょ 5.5 3.9 2.6 

大小豆 1 0.9 8.7 8.3 

野菜類 5.1 5.3 5.8 

大根 1.0 

枝豆 1.7 

に川てく 0.3 

食用菊 0.27 

さやえんどう

レタス

Vてんじん

ほうれパyそう

みつば

その他 2.5 

緑gE作物

3十 25.2 2 1.8 19.7 

(単位 :μ)

5 4 企1三 5坪信協)

3.0 2.5 

2.0 1.5 

8.0 7.0 

6.3 10.7 

1.0 1.0 

1.7 3.0 

0.5 0.2 

0.32 0.6 

0.22 0.9 

0.30 0.8 

0.24 1.0 

0.04 0.9 

0.8 

2.0 1.5 

3.0 3 守 O

22.3 24.7 

では活発な活動と多くの成巣が見られるが，その主なものは次のとなりであ

ゐ。

麦生小中学校では，海岸の一頭を「学校浜」として独得の「浜学習 j を行

っている。とれはワカメやウニ採り，浜掃除等を通じて労働の厳しさ，喜び，

共同の意味を知り，忍耐力を身κつけていくというものである。また，毎日

曜 B の清掃奉仕，久慈市唯一の森林愛護少年団等，地域と一体となった子弟

教育が実践されてなり 55年度K岩手 g幸民社の「へき地教育賞 J を受賞して

いる。

環境美化十てついては，春秋の大掃除，道路側溝掃除，海浜掃除，小中学生

の白隠清掃等集落ぐるみの運動K より「きれい左むら J として他地域から賞

賛されている。

毎年11 月 23 日十ては集落独自の収穫感謝祭を実施し，非農家も含めて喜びを
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共同作業て行われる

磯漁業

分ち合うととも VL，農林漁業の大切さを子弟に教えている。

冠婚葬祭VL ついては，以前は非常K派手κ行われていたが，部落会結成後

簡素化の申し合ぜてと行い，現在でも婦人グループをゆ心(rC その捻進を図って

ν3 る。

もとで共同装地が非常'κ混雑し，との整践が長年の懸案であ

ったが，火葬K反対する老人j習とのねばり rJtfi い話し合いの結果，築地の整迎

がようやく実現するとと κ?なった。

従米，集会等は漁協の 21浴を借りて行っていたが， 54/ij三~Viζ幾村集落振興

より農村センターを建設し，とれの利用により従来Vても場し

てコミュティ活動が活発 Vてなっている。なな，本センターの建設κ際しては

用地の提供，地元負担金，労力奉仕等Vてついて集落をゐげて協力を行った。

集落の婦人逮は，出稼，通勤などで外へ出ている努性(ぞ代って，ずr らづく

りを実質的K支える役割を燃してなり， I 努が理加だけとねていてはずr らづ

くり Kならない J (会長の発言〉とさえ言われている。

むらづくりの評価と今後の展望

2長生集落のすr らづくりは， 25年の長期間，地道?て積み重ねられてきたもの

であり，①集落住民のすF らづくりへの参加意識の高さ，②全戸の合意のもと

に何事も進めるという民主的手法p ③築港内の各務間体の活動の活発ざと 'Jtlt

聞な協力体翁1]，④優秀なリーダーの存在と，それ lど対する住民の信頼等が大
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きな特色となっている。

そして，その活動の内容と成果は広範凶κ及び，その密度も高<，自主的

な創意工夫がとらされている。 ζの結果，住民の一人一人が愛生K生まれた

ととを誇りとするような住み良い地域社会を築き上げているととは高く評価

すべきととである。

今後の展望としては，特に農業所得の向上のための野菜の導入定着化が期

待され，そのためKは畑地の基懲整備，堆既日巴投入tてよる土づくり等が必要

となってくる。しかし，麦生集溶の人々の高い意欲と地域のまとまりの良さ

Vてよって， とれらの課題も着実K解決され，更K豊かな地域社会が築かれる

ととと期待される。
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麦生集落の村づくりの発端は，戦

後の農地改革までさかのぼります。

沼地主と小作農とのr.lJの感情的対立

が厳しく，集落機能は全くマヒ状態

となり P 集落は崩嬢寸前に追い込ま

れました。こうした状況の中で，集

務の将来を危倶した人遠のf討に集落

内対立解消のための部落会結成の機

運が凝りよがり，昭和30年に全戸加

入の麦生部落会の結成をみたところ

であります。

当地域は，この地方特有の偏東風

(ヤマセ)により，しばしば凶作に

見舞われ，農業にとっては不利な条

件にあるため，この自然的怒条件を

いかにして克服し，生産性を高めて

ゆくかが我々に課せられた問題であ

りました。部務会結成当時からさき地

域に適していると忠われる作物を集

団約に栽壊してきましたが，結持さは

思わしくありませんでした。しかし，

昭和52年に燥が創設した「ヤマセ地

帯現地実証展示庖設鐙事業 J を導入

したことを契機として，徐々にでは

ありますが，生産性の向上に展望が

生まれてきたところであ 9 ます。

一方，苦ß務会の運営にあたっては，

平凡なことながら，結論を念、がず，

あせらず，多数決にたよることなく，

徹底した話し合いによる共通瑚卒を

得て全員の合意のもとに進めること

を旨としております。

また，集落活動の一つに，学校と

地域とが一体となった「浜学習 j が

あります。これは，少年時代から生

産の厳しさとそれに耐えぬく忍耐カ

を tff うために宮古めたものでありま寸

が，このことは， r 生きること J . 

f 労働」・「親子 j といった人間の

基本的な問題を，実際の労働a:通じ

て考える機会在作ることに役立つて

いると自負しております。

今後は，これまでの歩みに対する

評価の上に止まることなく，決して

急がずに，ある時は一歩退くことを

恐れずに，より一層の易概念重ね真

の村づくりに努力したいと思います。
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農林水産大臣賞受

第 1 図 受賞者の所在地

/予

ノ
1:;>0 ,000 

...tr:ml(Mj 
Il割~iJV， l

万王

室八王子

(山梨隊北巨摩郡白チliB行自須)

陣地域の概況

白州農林業振興会のある白チli向は，

山梨県の凶北部，山間を LLJ (rL閉まれ

た襟;蕊 600 ~ 700 悦の中山間地K位

置する 111'村である。

① 自然、条件は，平均気温は 12
0

C ，

雨量は年間 1 20 Omm程度で，歩約，

乾燥，寒暑の差の大きい内陸性気候

で 4うる。

赤石山系十て源流をもっ神宮JI \，尾

白川等の大小の河JII が中央部を流れ，

町境の空会無J11 (rL注いでなり，地形は

段丘状の傾斜地で，土壌は砂質土壌

である。

② との地域は，古くからの宿場

町で，その歴史は古い。!日国道20号

線沿いK集落が迷担している。地域

の薬幹産業は現在もなな差益業である。

音からうiE;+養蚕経営'が伝統的に受け

継がれてきたが，最近では， 7.K図利
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自~'I'I農林業援

興会の役員等

用再編対策の笑施K伴vミ，米K代わる作目として，肉用牛，夏秋トマト， 1幻

菜等を取り入れた複合総括'が育ちつつある。一方，観光面では，爾アルプス

，尾白)11渓谷，民宿，酒造工場等を拠点K観光客が増加しつつある。また，

白州町 Kは東洋一を誇る洋酒工場，県下ーの和酒工場や地元で生産されるぶ

どうを利用したぶどう酒工場があれいずれも良質な南アルプス花樹岩7.1<を

利用したもので，いわば県酒づくりの星"となっているc 就業人口の構成は，

第 l 次産業46% ，第 2 次産業28%，第 3 次主主業26% である。

③ 白州向は，酬調i吊都立村，邸側寸の 3 カ村と阿部武村の一部時mして昭

和30年に生まれた。合併当時の人口出川人であったが，その後i新滅傾向をた

どれ昭和45年 VL5，000人を割り，過疎市町村 K指定された。世帯数は，昭和

30年Kは 1364戸であったが， 45Vては1，280戸と人口減少K並行して減ってきた

が，その後は下げ止まり気味となり 55年 7 月現在では1，256戸である(第 1

表)。 ζのよう K近年線村するものは少なくなれ人口の減少は，主として

学校卒業と同時に都会へ就職し転出するとと K よるものとなっている。しか

第 1 室長 人口及び悦帯数の推移

主手 30 35 40 45 50 55 

人口 6,780 6,107 5,370 4,903 4,715 4,4 39 

投手管数 1,364 1,349 1,306 1,280 1,301 1 ， 25 母

、
〈JRU
 



し，最近ではp むらづくり活動の成果や工場誘地等K よって青年層が地域内

K定着する傾向がみられ，過疎現象もようやく止まりつつある。

④ 交通事情は級国道20号線が霊長無)1 1 (iL並行して走つてなし甲府へ

は車で約50分，諏訪市へもほぼ同時間の距離Kある。国鉄中央線を利用する

場合Kは，鳳来地区は小沸l沢駅，菅原地区は長坂駅，駒城地区は自の春駅へ，

それぞれ車で15分程度の距離にある。中央高速道西宮線が昭和57年K会線開

通される予定であり， ζの開通K より，近接各都市との時間距離は一層短縮

され，一段と利便性が向上するものと地元では期待している。

⑤ 白州町の総面積は 1 万3，400Æα であるが，その86% は森林で占められて

いる。森林地域の殆どは南アノレプス国定公開のなかUてるん念、傾斜地形であ

る ζ とから，山林以外の利用は期待できない状況κ ある。耕地面積は 687 ね

で，回が 391 且α，畑 296おとなっている。(第 2 表)

第 2 表土地利用状況( 5 4 年)

農用地 山林 宅地 その他 合計

日 止罰 計 原野

間程 3 91 296 687 11 ,870 208 991 1 3,75 6 

初)
七時成比 2.2 5.0 86.3 1.5 7.2 1 0 0.0 

町の遊休農地は，白州農林業振興会の発足首Iである 50 年当時Kは70Æa ( 耕

地面積の約 I 割)であり，その内訳は，桑徐j 60% ，普通焔30仇水田 109るで

あった。遊休農地が，とのように大量κ生まれたのは，青年騒が都会κ流出

したととや兼業化が進んだこと K より，労働力不足が生じたためである。後

に述べるように，振興会の設立K伴い土地銀行が設置され，農用地利用のあ

つぜん等が精力的に進められた結果，現在までK遊休農地のうち30Æaが再利

用されるとととなり，現在の遊休農地は40むとなっている。

⑥ 住民の構成は，農家 832 戸，非農家 426 戸であり，農家がなか 3 分の

2 を占めている。農家の専兼業月IJ構成比は，専業農家17 係 第 1 種兼業農家

25% ，第 2 種兼業農家58% であり，近年第 2 穏兼業農家が著しく増加してい

AA 

に
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る(第 3 表，第 4 表)。

第 3 表 農家，非差益家男IJ戸数，人口の推移

戸 数(戸〉 人 口(人)

計 長義 家 非農家 男 女

45年 1,274 981 293 4,97 1 2.4 0 2 2,569 

55 1.258 832 426 4ι77 2,159 2,318 

第 4表専兼別差是家戸数の推移

戸 数 (戸〉 持与 成 比 (係)

専業 第1稜兼業 ~2種兼業 言十 毒事業 第LI'蚤兼業 第2宇最長業 言十

35年 294 577 241 1.112 25.4 51.9 21.7 100,0 

45 232 358 386 976 23.8 36,7 395 100.0 

55 176 J 50 506 832 21.2 18.0 60.8 100.0 

資料: r 農林業センサス j

騒むらづくりを推進するに至った動機、背景及び合意形成の過程

(1)むらづくりを推進するに至った動機

白州町は，農家 1 戸当たり耕地面積が72 a と狭少で，水稲作を中心とした

農業経営であったため農業所得は少なし青年の流出が続き過疎化が進んだ。

特VC40年代Kは兼業化が自立つよう Vてなった。人々は生活をするため VC ， あ

らゆる仕事K取り組んだ。生活は一見重量かUてみえるよう Kなったが，精神的

には自さきの ζ とを考えるのが精一杯で，ゆとりがなくなり，人々の間Vては

いらだちが見えはじめた。住民の関の連帯!惑がうすれた。

とうしたなかで，農業を再興し，連平管意識を取り戻そうという気速が，急

速に盛り上ってきた。とれらの気遂とあいまって，各集落の青年層が，積極

的な動きをみせるよう Vてなった。新しい"むらづくり"が動きはじめた。
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白 ~IIII農林業振興会の会議

風景(婦人の家にて)

むらづくりについての当該地域の合意形成の過程と内容(2) 

地域住民の 1 人 1 人が「すf らづくりの主役である j という考え方κ立って，

S:かをからをζの結果，かいて幾たびと念〈話し合いが行われた。

築くためには，基幹産業である農業の振興が第ーであるとの観点から 52年

白州農林業振興会の組織図

4日談役

町議会議員
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κは向の全集落{ζf 農林業銀興会 j が結成される ζ ととなり，次いで，とれ

らを統括する組織として，町全域Vてまたがる住民の自主組織である「白州町

長義林業振興会 J (以下「振興会 j という)が結成されるK奈った。

振興会の発足時点での費用κついては，町当局の効成をあないだが，振興

会活動がはじまってからは，各集落どとの振興会の士見定K より会費を徴収し

て所要経費を賄っている。

関むらづくりの推進体制

(1)むらづくりの体制

従来からある差益事実行組合は町や農協の連絡機関であったが，住民の総意

K基づいて結成された振興会κは，地域の特性を活かした部会が設けられ，

農協傘下の既存の部会はそのまま包摂し，集落内の縦，横の連携と集落問の

横の連携を図る役割を担当し，からづくり活動の総合推進母体として位置付

けられて活動している。振興会の組織の概要は第 2 国のとなりである。

との組織体制のなかで，特V亡ユニークな点は，土地銀行，機械銀行，堆肥

銀行の 3 銀行がなかれているととでるる。

① 土地銀行ー在rr，農業委員会が推進する農用地利用増進事業κ基づき

農用地等の貸借の流動化と合理的な利用ができるよう，農家院の橋渡

しを行う役割をもち，農業経営の規模拡大を志向する農家と，経営規模を縮

小したい農家等κ対する農地利用調整対策を実施するととをねらいとしてい

る。

② 機械銀行一各農家及び共同体で所有している を銀行κ登録

してなさ，希望する農業者等κ機械等の貸し借りの調繋あつぜんを行い，地

域農業者全体の機械過剰投資を防止し，合ぜて農作業の受委託も本銀行が受

けて本地域の幾家の労力調整と機械調整を図るととをねらいとしている。

③ 堆自己銀行一地域から生産される稲ワラ，麦ワラ，落葉，オガクズ，

その他の有機物等を有効利用するため，畜種差是家群と耕穏農家群との提

携による組織化を図り，かつ，とれを計画的K需給，供給の安定が図れるよ
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う有機物等のあっせんを行い，各農家の土づくりのためのパイプ的役割を果

す ζ とをねらいとしている。

(2) 当該集団等の構成員のむらづくりへの参加状況

振興会は年 1 回の総会を実施しているが，出席惑は95% と非常K高い。ま

た，秋K振興会の開催する農業祭Vては，青年層から老人まで，それぞれの生

産物や作品を持ち寄って参加し，他町村の人も含めて毎年 2， 000人もの入場

者があるなど盛大である。一方，各部会は月 1 - 2 回の定例会をもって活動

し，必要K応じ臨時の定例会を開催している。

(3) むらづくり推進のための体制の運営状況

振興会は，各集落Vてある 14の振興会を下部組織とし，同振興会が中心と在

って農林業の振興等の研究を行うととも VC，専業農家と兼業農家等との連携

のるり方等vcついても検討している。会の運営については，規約を定め，民

主的K活動している。役員は構成員の互選とし，会長のほカ総務企画， 3 銀行

会計庶務の係を担当する役員及び各部の部会長各 1 名を置いている。振興会

の会議は，総会及び役員会とし，各部会は，年間活動計磁を樹てて運営して

ν、る。

なな，援興会の活動Vて対しては，町，農協は積械的 Vて支援を行つてなり，

振興会，町，農協がいわば 3 つの輪κ なって，一体となってすy らづくりを進

めている。

臨むらづくりの内容と特徴

(1)地域農業の振興とその担い手の育成への寄与状況

① 地域の特色を活かした特産物の定策化

近年の農産物価格の低迷や稲作転換による農家経営の不安定を取り除くた

め，農業後継者部会50名が検討を重ねた結果，従来からある肉用牛，ぶどう，

桃，夏秋トマト，春レタス， しいたけのほかK専業的農家の規模拡大も兼ね

て，遊休農地を利用した山菜(タラの芽)を導入するとととした。タラの芽

栽培tてついては，後継者部会が山形県まで研修 Vていき， ζれを地元農家 Vて紹

O
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ふるさと産地

直売所の風景

介した結染，地域の特産物として取り上げられるようになった。

@ ふるさと産地直売所の設置

ζの地域は，銑κ述べたよう K甲府から長聖子方問への通過交通が多く，早

くから観光農業の導入が話題Vてのぼっていたが，振興会の発足を契機κ地元

商1百の参加も得て地域ぐるみで直売所を設けるとととなり 55年 4 月国道端

VLI ふるさと渡地直究所 J を開設した。との直究所の特徴は，地元で穫れた

新鮮な農産物を安く提供するととを主眼としてなり，農家も作り過ぎの自家

野菜が現金収入Kつながるというととで喜んでかり，また，商店 Vてとっても，

清涼飲料水等の売れ行きが良< ，好評である。とのよう VL，農家だけでなく

商店主でも包含して逮営している ζ とが特徴で，また，地域の人々の話し合

いの場 11[もなっている。

③ ミニ室長場の設置

ミニ農場の設置のきっかけは，集落内 Vてある畜舎から出る惑臭等の公害を

解消する方法Uてついての農林業振興会を中心とした地域の話し合いであった。

50年頃から内用牛が急速{ζふえ，ふん尿等の処理K頭を悩ましていたが，

落から離れた場所Vて畜窪田地を作るととが最もよい，そのためKは遊休農地

の利活用を図ろうという結論Kなり，大規模飼養農家を対象Kモデル的K畜

舎を移転さぜ，畜産団地のミニ重量場を建設した。その結果が良好で，現存畜

産だけで 3 つのミェ農場が設置されている。畜産ミニ農場の設置をきっかけ

κ，夏秋トマト，山菜のミニ農場の設寵も進められ，現在合計 6 つのミニ幾
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場が完成し，地域農業の新しい中心となっている(第 5 表)。

第 5 表 ミニ農場の設置状況

農場名
畜産

野 菜
特産

差〈 t長
(肉用牛) (タラ♂穿)

現 況 設置数 3 2 1 6 ケ所

55 年4 月 菌横(頭数)
4.0ka 

4.2ka 0.5fLa 8.37fLa (600) 

自 様 設置数 2 1 2 1 

58 年4 月 面 積 4.0fcα 2.0ka 40fLa 2.0fLa 1 2.0 

ゆ土地銀行

遊休農地の有効利用と担山手農家の規模拡大の方策Kついて振興会で検討

を重ねた結果，農用地利用増進事業K取り組むとととなったが，との事業を

誰K でもわかる言葉で潔解してもらうため， r 土地銀行 j とするとと K した。

土地銀行の活動は，長差闘地全体の利用計磁の樹立やミニ農場の設置K伴う用

地交渉等，農用地K関するすべての函Kわたって円る。現在，問では新農業

振興地域整備計画を策定中であるが，土地銀行が中心となって地域の土地利

用十てついてのビジョンづくり K積極的K取り組んでいる。

⑤ 機械銀行

兼業化が進むなかで，農業機械の自己保有傾向が高まり，農業所得より機

械へ投資する金額の方が大きくなってきた。農家は無駄だと承知しているも

のの方途がなく，菌惑していた折，農業機械銀行の話がもち上り 51年度K

農協が中心となって農業機械銀行が設置された。現在，振興会のなかに支店

を置き，振興会が中心となって受託作業の推進，機械貸借のあっせん等の活

動を進めている。とく Vて農作業の受託Kついては，後継者や専業的農家と連

携を鴎久町全体で500fcaをヲ i き受ける実績をあげている〈、

@ j:制巴銀行

との銀行の特徴は， r オガ屑製造工場」をもっている ζ とでるる。家畜の

ふん尿を吸収するため十てはオガ屑が効率的であるが，オガ屑が近年不足して

いるため，振興会が中心となって耕穏，畜産，林業を営すf農家の間で話し合
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いを進め， 日産25m3のオガj肖製造工場を建設した。との工場では，現在山林

Vてるる捨てたも同然、の広葉樹を活用している。原木は，その所有者との話し

合い Vてより ， I 原木は無料で提供してもらい，伐採跡地は櫛林して返す」 ζ

とを笑行している。

⑦ しいたけ生産の振興

との地域の林業は，労働力不足等から次第K衰退してきたが，材木として

の価値の低いなら， くめぎを使ってしいたけ栽培をしようという気還が盛り

上り，現在は振興会の中 κ特産部会を設けて研修を続け，県下最大の生産量ー

を誇るに至っている。なな，シイタケの廃ァ!ては オガ照製造工場のオガ屑原

料として活用している。

(2) 愛かて住みよい村の建設への寄付状況

① 後継者部会の活動

振興会の後継者部会は，農林業宿では，稲作の主要作業について受委託を

進めたり，水稲をはじめ，野菜の共向育æ等十ても積極的?て取り組んでいる。

また，前述のしいたけ，山業生産の定着Kついても地域のリーダー的役割を

果たしている。商業関では，税務箸の講師を招いて研修を行うなど，地域の産

業としての商業の地位向上を目ざしている。一方，道路の補修，草刈りなど

もヲ l き受けている。そのほか，神社の清掃，山林の下刈り，排水路のゴミあ

げ，花いっばい巡動の実施等の奉仕活動K も幅広く取り組んでいる。

@ 生活改善部会の活動

地域のほ Y中央K設置されている「婦人の家」を拠点 VC ， 生活改善部会の

活動が行われている。夏秋トマトの出荷規格K合わないものを使ったピック

ルス，玉割れぶどうを使ったジャム，桃のびん詰加工， ~去作大豆を使つての

味噌作り， ミョウガの粕、漬けなど，との地域でとれた農産物を燦々な方法で

加工し，農繁期の保存食Vてしたり，非常時κ備えての加工食品の研究を進め

ている。また，最近のよう K農業が多様化し，兼業化が進行と農家の主婦も

労働荷重となり，健康が損われるよう κ なってきた。そ ζ で，農村住民の健

康を守るため，町の保健婦や生活改善普及主主の助言指導をるなぎ，健康相談

τ
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生活改善部会による

食品加工研修

や血圧測定，体力測定などを定期的K行うとともに食生活の改善や農作業

の合理化，労働1時間の適正化κ取り組んでいる。

⑤都市との交流

近年，道路網の充実とモータリゼーションの発達によれ京浜方面からの

観光客が増加しつつある。そとで民宿部会では，部会の人達K山や川K親し

み，農村の良さを現解してもらうため，援興会 tてある各種の部会との連携を

取りながら，新鮮な山菜，巣物を味わってもらったり，ヤマメ釣りを楽しん

でもらうなどの趣向をとらし， P RVCつとめている。とうしたなかで昨

年の夏tては，東京の一高校生の「是非夏休み中，農業の経験をしてみたい」

との要望を引き受け，約 1 カ月間農家の生活を体験さぜた例や， 54年代は

「太陽と緑 JVC殺しみ，農村の良さを知ってもらなうと，甲府市を中心とし

た消費者を招き，一日農業κ殺しんでもらう機会を設けるなど，都市との交

流も次第K生まれている。

④文化活動

との地域の文化活動は，振興会が設立されて以降，年々活発になってきた。

例えば，老人は月 1 白濁碁，将棋定例会を実施するほか，婦人層が主催する

文化祭K積極的K参加し，また，青年層は，ダンス愛好会9 スイングバンド

等を結成し，振興会活動の一環として文化祭への出演，盆踊りへの参加等を

行うなど，巾広い活動が行われ各階層が有機的連携を図りつつ活動を進め

ている。また，振興会のメ yパーが中心となって，古くから伝わる神楽を継
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承している。更(iC，秋V亡は，収穫祭ゃ一陶工会の大売出しなかねた農業祭が開

催され，地域住渓はもとより，近隣市町村からも多数参加者がみられる。

関むらづくりの成果と課題及び今後の展望等

以上の諸活動κみられるよう κ，白州農林業振興会の進めているからづく

り活動は，多彩であり，かつ創意工夫κ充らたものとなっている。

まずーっは，問娠興会のもとで各集落のすべてが，地域ぐゐみで生産や生

活対策K取り組んでいるととである。ニつは，土地，機械， J設1Jl': 3 銀行の活

動Vてよし遊休農地の利用，耕種・苦言窪・林業各農家グノレーフーの連携Vてよる

資源、利用と土づくり，過剰投資の防止ーと作業受委託の拡大等κ取り組んでい

るととである。なかでも，遊休農地を含む周辺土地の交換分合K よりミニ農

場を設け，土地の有効利用と専業的農家の所得増加K努めていることは，特

K注包される点であろう。三つは，後継者，婦人の活綴Vてより生活改善や環

境改善K積極的K取り組んでいるととである。そのほか都市住民との交流十て

も取り組んでなん以上の結果，地域K活気が戻りつつあり，青年のU ター

ンが出てきているととも特徴である。

むらづくり活動を町村の会域(iC，むらなく進める ζ とは，各集落のもつ歴

史や立地条件の差等から相当の盟難があると思われるが，白州農林業振興会

のからづくり活動は，各種の困難牲を克服し留]全域Kわたり，住民の自主的

な取り紐みを装K進められてなん高く評価しうるものであろう。

残された問題としては，今なな残存している約40仰の遊休農地の利用，ほ

場条件の整備，特産物の販売体制の確立，生活環境の整備等が今後重点的Vζ

取り組行べき課題であると思われる。

とれらの諸課題K対処するため，白州農林業振興会は，町が現在取り組ん

でいる新農業振興地域整備計阪の策定作業K積極的κ参画し，その方向付け

や計画的整備Vてついて検討を進めている。とのような取組みが結実するとと

K より，本地域は一段と飛躍するものと期待できょう。
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襲撃鱗騨輔

活力のある地域づくりへ
白州農林漁振興会

(細田元)

自然に恵まれた農山村の「警さ J

を住民の皆で脅え探しだし活力ある

地域づくりを実行しようと，昭和51

年から新しい村っくりがスタートし，

ネくも 5 年の歩みとなりました。

村づくりの出発は，まず住民の合

意による紋織づくりからと言うこと

で， 52年に農林漁業振興会を結成し

ました。この組織の話し合いによっ

て，住民の英知を結集し，新しい地

域づくりを展開しようとするのがね

らいです。今までに生まれてきた村

づくり活動は次のとおりです。

。土地銀行=留の施策である農用地

利用増進事業(農地の貸し借り)在

促進し，専業農家，兼業農家，老齢

農家等の土地帯IJ用調整，あっせんを

行い安心して農地を銀行に預けたり，

イ昔りたりする仕組みで，すでに40，ta

の農耕地を銀行で管理運営していま

す。

。機械銀行=この銀行は，農家の機

械貧乏を防止するために，農機兵の

機械リースや，農作業の受委託作業

を受けて，労働力不足を助長してや

ることが目的で約400 ，taの実績をあ

げています。

。堆肥銀行=味のよい農作物をつく

りあげるには土っくりが慕本です。

本町はたまたま肉用牛の振興の盛ん

なところであり多現在日0頒真もの肉

牛が飼育されています。ここから生

産される牛糞をオガクズ等と混合し

て堆肥として農地に還元する発想、で

この堆肥銀行が各農家から堆肥や稲

ワラ等の申し込みを受け，総合的な

土っくりと畜産振興との調整を図つ

ています。

o ミニ祭場の設緩=この農場はすで

に 5 つの畜産，里子菜等の10，taの農場

が土地銀行システムによってつくら

れ，中級専業農家や，後継者が中心

となって経営が行われています。今

年は山菜農場，麦作農場が計画され

ています。

。村づくり活動無線の設置

。婦人の家を核とした「手づくり農

産加工の自給自足並話動 J
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林水産大臣賞受鐙

(愛知県安城市高槻町郷 248 1) 

地E涯の概況

高槻地区は，名古屋市の東南約40km (rC ある安城市の商部に位壁した都市近

郊農村である。かつては明治潟水の流れにはぐくまれ，稲作主体の純農村地

帯であったが，昭和30年代後半以降の，農業労働力の農外流出K伴う農家戸

数の減少や他地域からの非農家の新規流入，さら κは農家の分家等により，

現在では総戸数 780 戸のうち，農家は 330 戸で半数以下という混住!JiIJ.農村に

変っている(第 1 表)。

地裂は大部分が洪積台地で，機高は 5 ~lOm の起伏の少ない平担地である。

第 1 図受賞者の所在地

ク|
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高槻町内会

のメンバー

第 1 表戸数及び人口

戸 数 人 口

農家数 総 人 口 農家人口
総戸数

第一務第種
非農家

専ι 業…兼業兼業 戸数 男 女 男 女

50 年 708戸 368F.l 20戸 52戸 296F' 340F' 3211人 1 ，5 89人 1.622人 1 ，797人 887人 910人

54 年 780 330 25 36 269 450 3,3 78 1,672 1,706 1,6 32 792 840 

54-50 72 638 5 ぷ込16 .627 110 167 83 84 .6.165 .0.95 ""70 

気象(生年平均気温 14.9'C ，最高気温 3 1.3'C ，最低気源 1.5 'C で，降水量は

年間 1 ，4 74 mmで愛知県内では少ない地域である。水田港甑用の水利は，明治

用水港甑区がすべてををし，水のかけ引きは容易である。

農業の中心作自は，米及び肉牛，ブロイラー，採卵鶏などの畜震であるが，

近年，水田利用再編対策の推進Uてより，麦，大豆，イチチク，きゅうり左ど

の生産が増加している(第 2 表， ~ 3 表)。

第 2 表農用地の利用状況

第 3 表 作呂男IJ生産量ま・生産額

米 変 大'CÏ. いちじ〈 きゅうり その他 農耕百十

生 50年 1,291 t 2t 41 t 15 t 1,349 t 

意義 54年 1,2 8 6 57 119 20 1.482 

F111 1 54/50 (100唖) (2、850) (290) (133) (110) 

性三 50{下 33 1.390子同 15 肝何 900手向 33 ，000手m 6250子丹 18 ，180平内 389 ，870千阿

耳E 54 "1二 366,580 9.4 3 0 5,000 46.1 0 0 18.1 76 18.180 463,466 

額 54/50 (111 冊) (6287) (555) (140) (291 ) (100) (119 ) 
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(高産〉

向作 内総 フロイラ 採 l!fj 11 f 1Iま 街 1'1'，11 全体計 l2p1lコ8 羽ジたf り訟

:J o{j 740自 4:301Itl 350下院 37St 70~[j I J 09tl 

54 1,1'. 600 860 380 ,180 77 10 

54/50 (81%) (200) (109) ( 128) (! 1 0) (9) 

501ド 29 ,1.490H'1 14 ,a20 fF! 16 1. 700干円 67.500f円 7,1 ,1 Of判 3270手間 5 ，18，，120(，円 938，290r円 2 ，5 50干併ヨ

持 54{t:: 360,500 21 ‘ 670 2:37.500 3<1.400 8.766 310 763.1 <1 6 1226.612 3 ，717干ザ二E

Z国 54/50 ( 122%) (151 ) (1.J7) ( 199) し日付 (Q) ( 1:19) (131 ) (1 46土

れれ ば資料のをいもの

むらづくりの内容

(1 ) むらっくりを推進するに至った背景・動機

当地区は，水凶の高度利用を限るため昭和28年K水稲の 4 段階栽培(水稲

作期を早期，早稲，普通綴，晩綴の 4 段階κ分けて労働配分を悶り，早期栽

培の後作K秋そさい，平穏，普通植の後作K麦，晩植の前作十て夏果裁を栽培

する)を実施し，また，水稲の生産安定のため昭和31年rcは全国K先がけて

集団栽培(品種の統一，作期の協定，肥料の共同配合，病答虫の共同防除等

を集団的K行う) rc取り組んだという輝やかしい笑績を持っている。

しかし，その後の経済の急速な進展K伴って，農家の主要労働力の農外流

出が進み，その結巣，兼業化の遂行，主婦の労働過重，小塑機械の普及と過

剰投資，農家の農業離れと放任農地の発生念ど，さまざまな問題が地区内K

みられるよう κ念った。をた，他地域からの非農家の新規流入などの増加が

進み，純農村が一変して混住化社会となったとと K より，地区のまとまり Vて

も影響が現れ，農家の生産と生産活動K も支障をきたすよう κなった。

とのため，地区内のすべての専業農家，兼業農家及び非農家が共存共栄で

きる農業と農村生活の体制を確立する ζ とが必要不可欠という共通認識のも

と VC ， 務極的K話し合いを主主ね，住民合意Uてよる f 農工衛が講和のとれた生

きがいのある町づくり j を目標として，農業の振興と安定した域内就業機会

の確保，生活環境のまを備，改善，さら Kは文化・スポーツ活動など幅広いむ

らづくりの展開を図っているが，との運動を般進した中軸が「高棚田了内会 J

である。
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(2) むらづくりの推進体制と合意形成

高概町内会は，他地区からの新規流入者を含め，農家，非農家が分けへだ

て念〈積極的(iC，むらづくり K参加できるととを基本としてなり，現在，町

内住民の全員が町内会K加入している。

町内会の所掌事項は，高槻町Kかかわる問題全般(iC/;えんでな1) ，町内会の

組織は，町内会住民の直接選挙十てよって町内会長，協議員(決定機関) ，組

長(執行機関)が選出され，住民の要望は，住民→班長→総長(組長会議)

→会長の提案→協議員会の同意決定という流れをとり，逆K町内会の機能は，

①会長の提案→②協議員会の同意決定→組長会議を経て→班長→住民という

ノレートで執行されるという流れがとられている。

高槻地区の村づくり推進体制(~ 2 凶参照)は，大別して①農業関係，②

自治会関係(土木，教育・保有，消防・警備，衛生・清掃など) ，③公民館

活動関係(公民館自体の運営，子供会運営，体育活動，文化活動，老人クラ

ブ・婦人会・青年間活動など)から構成されている。農業関係は，直接十ては

農事実行組合の流れで挺進されるが，高槻町全体で取り組む臨場整備事業，

第二次農業構造改善事業，農民センターの設置，水田利用再編対策協議会の

運営Kは，町内会が深〈関与し，町内会長が事務局長，管王宅者，或いは幹墜

として参加したり，また組長会K実行組合長が出席し，実行組合長会K組合

長が参加するなど，表裏一体的K推進し，営農組合，肉牛組合，ブロイラ一

組合左どの機能集団の育成を積極的K進めている。自治会関係では，先K述

べた組長会の流れによって，住民の発意K よって小さ左 ζ とでも必要左もの

は改善されるよう K左り，また公民館活動関係では，公畏館運営協議会(協

議員のうち 4 名及び青年国，婦人会，老人グルーブ，子供育成協議会，体育

クラブ等の代表で構成)が事業計画を立て，町内会の予算K反映する等，各

種地域集団の組織化を進め，地区内の各層の人々が，幅広くむらづくり K参

加できる体制を整備している。

協議員会，組長会議，実行組合長会議は，いずれも月(iC 1 回程度開催され

てなり，公民館運営協議会は年 6 屈程度開催され，住民参加十てよる合意形成
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第 2 図 高機器7むらづ〈り推進体制臨

がi罰られている。

念為、，町内会は市役所行政の;jミ線機関ではない。市役所行政の米端は，1]'

敬遠絡員(市の嘱託で高概æyvc 1 人配訟)及び農務連絡員(r!1の嘱託で安城

農協高槻支所長が兼務)vc よって担われている。

(3) むらづくりの概要

当地区が進めてきたむらづくりの概姿は次のとなりであゐ。

① 農業の振興と域内就業機会の確保

まず，昭和43停に安城市で，はじめてほ場経俄κ?長手しほ;場30 a を蒸

準とした院i扇整深追び vc ， 片j排7対抗及び農道の整似j を行うことなどκ よって，

稲作の機械化，集開化を稲磁的K推進した。一方，住民の経済の安定合間る

ととも K安心して近くで働ける職場を作るため，ぽi場終備とあわせて地震内

農地の 1 割に相当する 40μの工場用地を共同減歩Kよって造成し，企業誘致

(昭和49年K 日本電装 k k 高槻製作所を誘致)vc よって兼業農家をはじめ，

地区住民の安定的廃別の場の縫保にも馨しい成来をあげ，現在， 1出産住民約

250 名が肉食業K磁的されている。
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営農組合の田植の機械化 営農組合の大規模な収穫

また， ζれらの兼業農家が保有する農地の有効利用，過剰投資や主婦の主主

労働を農作業から解放する ζ とや，稲作自立経営農家の育成を殴るため， 44, 

45年に地区の和を基礎に三つの営農組合(借地理!大規模稲作組織)が生まれ

た。都市近郊で農地の資産保有意識が強い中K あって，農地利用の集積は容

易で左かったが， ζの組合(三つの営農組合は，その後合併して 1 組合と念

り構成員は 11戸)は，受託農業経営事業や農用地利用増進事業をたくみK活

用して，現在，地区内の水回のほぼ 3 分の 1 (tL及ぶ92μの農地Kついて利用

権を設定し，営農組合員農家平均 9 la(tL及ぶ稲作経営の規模を実現するとと

もにたくましい農業後継者が育成確保されている(第 4 表)。

とのほか，第二次農業構造改善事業Kよる肉牛，食鶏などの苔意団地の造

成K よって畜主主の生産拡大を図り，昭和54年現在，畜重量の生産額は農業総生

産額の 62% (tL逮している。また，水図利用再編対策についても，転作田の集

団化を推進し(集団化率85% ) ，農作業は前述の営農組合が担当して，麦，

大5f，イチヂク，きゅうり等への転作K精力的K取り組み，目標を上回る転

作実績を挙げるなど，地域農業の複合化K も成果を収めつつある。

② 生活の改善と地域社会の建設

とのよう(tL，農業の構造改善を進める一方，生活面の改善Vても意を用い，

多面的在地域活動を展開している。す左わち，人間的K豊か左農村生活を求

めて，地区ぐるみの川ざらえ，幹線農道の植樹(ポプラ，侠竹桃など)の推
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第 4 表高槻町の~2 滋穀業農家の委託(燥地貸付)区分

区 分

所有農地Kついて，全部自分で耕作している農家

(防除のみを委託している農家を含む。)

している農家

所有農地Kついて，全部委託(又は貸付)してい

農家数

1 2 0 戸

7 0 

7 9 

269 

進，ゴミゼロ iiE動や廃品問i収巡動の実施，さら VC(rJ子供会K よる花;夜づくり，

婦人会や老人グノレープK よゐ神社や:lô、寺，遊間地の消tTIi ;:'(ど κ よって農村環

境の美化を進めている。

また，地C在住民のコミュニティ活動の拠点として昭和52年(rL f 農民センタ

-J を設置し，とれを核VC ， 世代をとえた各種の文化活動(生花，書道， :;笑，

詩・歌など) ，農家の生活改善，農業者と地域住民の相互E理解，交流が一情

活発K展開されるとと(rL j士り，当センターの科用 tt ， 54 年Kは利用屈数は経

403 回，利用人員は延 15，237名にも達している。さら(rL，誘致合:業の体育施

設を利用して，ソフトボーノレ，バドミントン，バレーボーノレ等の体育クラブ

の活動が活努(rL)j妥協され，特に誘致企業の運動場を利用して 1 自の大巡

動会Kは，町民 1 ，500 人が参加して町民の交流K大きく寄与するととも(rL，

健康の増進や管玉虫意識の舟上K も資している。

とのほか，健康管潔κついても，献血グノレ…プの結成Kよる献lÚJ. J謹動の推

進，生活改善グループK よる農作業の改善(農作業中置の考案，作成，被傷風

の予紡注射の徹底，農作業時の休憩時間の確保運動)あるいはI告が行う健康

診断への積極的参加念どを図っている。

翻むらづくりの評価と今後の展望

(1 ) むらづくりの評価

高槻地区のむらづくりのすぐれている点として次の事項があげられる。
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農民センター 農民センタ「での生花・書道展

料理講習会 盆踊り

①都市近郊で，かつ，農家数が半分以下の混住化状況という農業K とって

むつかしい地域的背景のもとで，地区内農家の総意のもと(tC，言十極的~ほ場

整備の推進，借地型大規模稲作経営の育成，畜主主団地の造成等K計画的K取

り組む ζ と十てよって，農用地の有効利用と担い手農家の凝保を関るとともに，

稲作，肉牛及び会鶏を基幹作目とした地域全体の農業の振興を実現させてい

る。

②また，兼業志向農家の雇用の安定を図るため，共同減歩Vζ よる工場用地

を造成して企業誘致を成功させるととも(rC，兼業農家の保有農地の流動化を

闘って専業農家の経営規模の拡大を実現させている。

左な，当該企業は，地区住民のスポーツ活動のため\tL，その遥動場を定期
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自'j(riζ公開し，さら十ζは，そわ消防車，救急、主主を地区の救助活動のためK利用

させるなど，地思住民と当該企業との関係はきわめて良好である。

③流入する非農家も多いなかtとあって，地区ぐるみの参加を碁本として，

集落自治組織をはじめ，婦人会， 子供会等の組織を活用しつつ，各

種の文化活動，スポーツ活動，環境美化運動，盆踊りなど多彩なコミュニテ

ィ活動を展開し，各j替の交流の促進と地区住民の連待感の酪成を伺っている。

(2) 今後の展望

今後は， 1首長主面では，水田利用再編対策の推進K対処する VOi ， i\!í:.; f乍作物

の安定生産と定着fとを鴎るため，整備されたほ場1rC，さら K排水対策を実施

するととや，地区外からの入作地の集悶栽培化を促進するととが課題となっ

ている。また，生活面では，新規流入者の増加，混住化の進展が見込まれる

ととから，住民コミュニティの活動を割る場として運動公閣の整備が要請さ

れているが，地区ぐるみの話し合いK より着実K問題を解決し，むらづくり

を進めてきたこれまでの実績と住民の強い連帯感によって，とれらの課題

も着実K達成し，高槻町のゆとりある村づくりが展開されるととが期待され

る。
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離議離麟轄麟

村ぐるみで幸せの輪を求めて
高欄町内会

(石川義男)

古来，高棚田Tは数十の溜池と数百

の井戸を水源に農耕が営まれ，米の

石高が 1 千石( 2，500 俵)に満たな

い貧しい集落でした。

茅の生い繁るこの地に，明治12年

に開制された「明治用水 j によって，

矢作)11の水が注ぎ，祖先の苦心惨た

んたる努力により，開墾され，戦前，

戦後には「日本のデンマーク」と呼ば

れる一角を点め，農地340 ，(aをょうす

る農業地帯が生まれました。

純農村地帯で庇った当町も，昭和

3昨代から経済の高度成長の影響を

強く受け，都市化，混住化，兼業化

等が急速に進み，集予喜の運営，農業

生産の両面に豆り大きな変革を迫ら

れました。

これらに対処するため，村ぐるみ

で審議に審議を重ね，新時代に適応

した町内会組織の確立を図るととも

に，農業面では， 1県営ほ場整備事業，

第 2 次農業構造改善事業に取組み，

又，兼業農家等の所得の安定確保の

ため，工場用地の創設・造成，企業

誘致を図ってまいりました。

この結巣，町内会の旗の下に，文

化，体育，生活改善等数多くの組織

が誕生し，これらの活動を通じて，

地域住民間の相互理解と親睦が深ま

りました。一方，農業面では，水稲

を主とした土地利用型農業経営，肉

牛，ブロイラ一等の施設型農業経営

が育ち，地域農業生産の中核的担い

手として活醸しています。

当町では，村ぐるみで新しい農村

社会を形成するため，次の 5項目を

目標に掲げ，鋭意推進しています。

1. 子供会の健全育成と親子の対

話促進

2. スポーツの普及と体力づくり

3 農村文化の振興とグループ活

動の促進

4 ごみゼ口選動と環境美化の推進

5 健康管理と献血グループの拡

大強化

今後の町内会運営に当りましては，

今回の栄誉を糧に，全員手を携さえ

て“霊長せの輪"を大きく広げ，一人

の落ちこぼれもない村づくりをモッ

トーに滋進する所存であります。
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林水産大患賞受賞

(和歌山県白

関地区の概要

(1 ) 自然的，経済的，社会的条件

田辺市は，和歌山県の中央部K位置し，総面積 13 ，733句人口 67 ，000人の

紀南地方の商業，工業の中心都市である。

同市内を紀伊山地から会津)11 ，芳去を)11が南流し田辺湾Vζそそいでいるが，

平地は少なく大半が紀伊山地の念、傾斜な地形をなしている。

気象は年平均気混16"Cで比較的混駁であり平均降雨量も 1 ，800 rnmでみかん栽

培K適している。また交通条件は海岸線を国鉄紀伊本線，国道42号線が走っ

ているが，海岸線から山地K入ると未整備友道路が多い。

第 1 [gJ受賞者の所在地 上芳養地区は
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オレンジクラブ

のメンパ

かん， うめが栽培されている。

また当地症は農家系76% の純農村であり，みかん， うめを蒸幹とした農業

で 1 戸当たりの経営規模1.3kと安定した農業経営が行われている。

(2) 地区の繕成員の状況

本地区の総戸数は454 戸で，とのうち農家戸数 344 戸( 76% ) ，非農家

104 戸( 24% )と在っている。地区の人口十てついてみると，総人口 2，037人で

うち農家人口1，571人(農業従事者 767 人〈男子 324 人，女子 443 人> )と念

っている。

また農家の専兼業男iJ状況は，専業農家 104 戸 (30%) ， 1 穏兼業農家 110

戸( 32% ), 2 種兼業農家 130 戸( 38% )であり，専業農家の割合が非常K

高い地症である。(第 1 表)

第 1 表地区の戸数，人口及び専兼業別農家数

X 
戸数 人 口 専兼業別農家戸数

農家非農家計 農家 非農家 計 専業 1 種 2 種 言十

356 F 
戸 戸 1 ，67人1 人 人 戸 戸 戸 戸

45 87 443 470 2,1 41 64 145 134 356 

50 356 129 485 1,578 431 2,005 91 134 131 356 

55 年 344 110 454 1,549 488 2,037 104 344 
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(3) 農林業の状況

ζ の地区の農業はみかん， うめを蒸幹fr:物としてなり，耕地面積 450μの

うち，かんきつ類 220 ，{ a ， うめ 174 ね，計 394 ，{aで，全体の耕地問積の 88%

を占めている(~ 2 表)。

第 2 表農用地面積の推移

年度 回 普通畑 かんきつ う め 言十

35年 65 瓦α 5'{α 80 正a 1 3 0 ，{α 280 且a

40年 60 5 1 20 1 40 325 

4 56 5 1 80 1 60 405 

50年 5 6 2 200 160 4 18 

55年 54 2 220 1 74 450 

また 1 戸当たり平均果樹経営規模は1. 15ね，農業総生産額では，みかん，

うめで92手るを占めてあ‘り，みかん， うめを基幹とし 々増力日し，

昭和40年と比較すると，現在，専業農家が約 2 倍の 104 戸となっている。

闘むらづくりの内容

( 1) むらっくりを推進するに至った背景，動機

ヱド地区の農業は昭和初年領までは， うめの栽培と飯米を生主主ずる程伎の農

業経営で，炭焼きや林業労務等K従事する人が多くいたが，当時の村長，農

協長や農家の有志の話し合い十てよって r 1 戸 1 ，{aのみかん栽培 J が提唱され，

地区ぐるみで関こんが始まり，自己関 ζん，水凶転換，開拓パイロット

よって，みかん及びうめの矯嫡がされ，経1号~'規模が拡大されるととも K

専業農家も年々機加してきている。

しかし，昭和4Mfの生建設の過剰及び昭和47~48年の大祭作K より価格が

暴落し，農家経済Vζ も影響が似た ζ とから，との苦境を地区くるみで克íJ良し

ようとする動きの中で，当時のみかん出{iif組合 (!-1 出荷中心の活動であったの
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むらづくりについて

の話し合い

で，複合経営農家の多い地区の実態を踏まえてうめ部門，水稲部門，野菜部

門を含めるととも K生活部門，社会教育部門をも含め，幅広い活動を行うと

ととなり，昭和49年K上うす養オレンジクラブを結成し，むらづくりを推進す

るととと左った。

(2) むらっくりの合意形成の過程

との地区では，昭和46年Kみかん部門の所得増大を図るため，収益性の低

い重みかん園の改植と圏内道路の整備をみかん出荷組合が中心となり，~み

かん園等再開発事業を笑施するとともに，上芳養みかんが他の産地との競争

κ打ち勝つKは， うまいみかん作りが必要であるとの農家の声が高まり「う

まいみかん作り運動 j の一環として，みかん園の土壌調査を実施し，その結

果K基づき土擦の改良，施m::試験闘を設霞するととも VL，みかん，うめと水

稲との労働競合の問題の解決を図るため，収益性，労働力の配分，選果施設

の有効利用等Vζ配慮した品種構成を実現するため「果樹品種構成計画 j を定

め品種の更新，改植を計画的Vζ進めるととも vc ， 需要の強い小うめの増殖K

積極的K取り組んでいる。

また，みかん品種試作置の設置，極早主主母樹園を設け，品種更新する農家

K穏木を供給するととも VL，選果の省力を図るため選来場を設置する等，い

づれも自己資金十てより自主的な努力が行われている。

さら VL ，みかん，うめの収穫期にかける過労の問題への対応から発展し，

地域農業の安定と優秀な経営者，後継者を育成する十ては生産菌だけではなく
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健康管理，環境整備及び社会教育を含めた地亙ぐるみの幅広い活動が必要と

なり，上労苦言オレンジクラブを中心Vζ各部会と協調して総合的?j:むらづくり

を推進している。

むらづくりの推進体制(3) 

レンジクラブは推進委員会と役員会で構成され，その下部組織と

また;f)i:員でもあして 5 つの部会がある。各部会の部会長は推進委員であり，

当クラフ'の円滑念 i箆tぎの号室となっている(第 2 図)。り，

レンジクラブの組織図

町内会長

区長

公民館長

婦人会長

4Hクラブ会長

幾多量委鈴

i後i治理事

等

第 2 図

推進委i全会 19 1't

会 9 名員f生

フ

め

水
稲
野
菜
部
会

社
会
数
官
阿
部
会

生
活
地
内
境
部
会

部
会

むらづくりの推進Kついては，各部会からの意見，構想、を役員会で聴取し

て言十函案を作成し，推進委員会で審議，調整を行い決定され，兵{本的 71拳業

の実施は各部会の活動として行われるが，農業部門は各部会の機能集団，生
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活音[5門は婦人会，生活改善グノレ プ，社会教育部門は公民館を中心とした活

動K よって進められている。

各部会では部会活動の言t-u回，実施宅専の協議調整を行い，具体的な実践活動

は農業援輿箇については，小集務を単位として設けている 201'，の生産委員が

中心と左り，各農家へ活動のE理解，徹底を翻るととも K農家の意見を部会K

反映させる役割をはたしている。生活及び社会教育面は，婦人会の支部役主主

10名と公民館選党協力委員 5 名が部会活動の中核と在っている。

また，本地置は以前経済的 Vて恵まれ右:かったこともあり，行動力と協調性

が高<，各穏の会合への出席準もよく，自分遠の力でむらづくりをしようと

いう意識の芽生えと，当クラブVζは人裂の厚い数人のリーダーと多くの青年

農業者がかり，その人達の積極的在活動がむらづくりの推進力と友っている。

(4) 農業の振興と担い手の育成

みかん， うめを蒸幹作物として地区ぐるみで積機的K開掘を進め，農業経

営規模の拡大と品種更新，改植及び品質の向上K努めた結果，専業農家が昭

和40年と比較すると，昭和55年Kは 2 倍K増加し，みかん，うめを基幹作目

とした農業経営の基盤が確立し，農業所得の向上が図られるとともに，地区

の農業の担い手も昭和50年の結成時 6 名であった 4 狂クラブ負が，現在ーでは

20名( u ターン 5 名を含む)(iC増え，白から農業技術を修得するためK積極

的K研修会等K参加し，また，地区K沿いては堆肥製造施設で樹皮堆肥会製

造し，果樹農家K供給し，土壌改良を推進する一方，地区の農産物品評会の

審査，みかんの接木希望農家K対する接木作業の請負実施を行う念ど，地区

の農業の振興K大きな役割をはたしている。

(5) 豊かて住みよいむらづくり

みかん， うめの収穫期の労働過重，過労問題の対応、から年 1 回の住民の健

康診断日 2 回(午前と午後)のみかん体操の実施及び月 2 囲の農休日を

設ける等，健康管涯に積極的な対策を取るととも K町村合併以来，住民のふ

れあう場が少〈在っていたととから町民体育祭，ソフトボ ノレ大会及び農産

物品評会を開催している。また 中学校の運動場K夜間照明施設を設置し，
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みかん栽培現対検討 築落対抗ソフトボー Jl--大会

さらに農村総合数俄モデノレ事業K より， );&村環:f:Jí改善センターを建設したと

とを契機κ，集落対抗ソフトポーノレ大会，若者のバレーポーノレ大会，

のクザクット大会が盛んK行われるよう K なり，住民の交流の場が広がり，

連帯t~の鱗成κ役立っている。

生活環境の3華僑Kついては， ftl・の協力を得て飲料水の検後をした結果，大

筋菌が多く検出され，大半の家庭の飲料水が不適当なととが判明したととか

ら，上労養オレンジクラフ'VC水道設置委員会を設け，水源地の調交を行い，

計阿的K県単卒業等で 8 カ所の簡易水道を設霞した。

立た，食生活の改善のため づくりの総辞会，家庭菜闘の鴇

放を行うととも K衛生害虫の駆除，ゴミ焼却炉及びゴミ袋二紋場の設置を進め

る一方，地区の償資の冠婚葬祭の筒楽イヒ tてついても住民の合意のもと(rn 守

り立す 5 つの惑い j をスローガンK定め，成果を上げている。

さらκ ， うめの1三産増大κ伴い，地区内 4 カ所のうめの加工施設(rC 2 緩兼

業農家の婦人を中心κ約向。人が就労してなり，また， うめの加工が増大する

K伴い，水田利用再編のー環として[シソ」の栽培を行う農家が多くなる等，

農家所得の向上ととも K地場建業として今後の発燥が期待されている。

むらづくりの成果と課題及び今後の展望

(1 ) むらづくりの成果と課題
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本地区のむらづくりは 1 戸 lkのみかん栽培を合言葉VC ，みかん園， うめ

園の関闘及び増殖を図ってきたが，昭和47~48年のみかん危機の苦境を地域

ぐるみで克服しようと，上芳養オレンジクラブを結成し，農業部門，生活部

門及び社会教育部門を含めた幅広い活動と自主的左努力Vてより，みかん， う

めを基幹とした地域農業の振興と農業経営の確立を図るととも VC，果樹の収

穫期Kなける労働過重問題の対応、から果樹の品種構成計額を樹て，言十商的K

品種更新をする一方，住民の健康管理，生活環境の整備及び地区住民の交流

スポーツ大会等，積極的を活動を行い，地区ぐるみでむらづくりを推進して

いる。

また，上芳養オレンジクラブは下部組織である各部会と十分を話し合いを

行い，創意と工夫した事業を自己資金で実施しているとと，及び地区内の数

人のリーダーと青年農業者の活発な活動が，むらづくりを推進するうえで重

要な役割を果たしているととが特筆される。

なおC，今後さらK需要の動向と労働配分を考慮したみかん，うめの品種更

新，改植を進め農業経営の安定を図るととも K 住民の要望が強い広場の建

設と共同墓地の造成等，生活環境の整備を図るととが必要である。

(2) 今後の展望

上芳養オレンジクラブと，その下部組織が緊密な連けいと人望の厚い数人

の 1) ーダー及び青年農業者が推進力となり，地域ぐるみで果樹農業の安定を

関るととも VC，生活環境及び社会教育関係を含めて，豊かなむらづくりが総

合的K推進されているととから，今後，長期Kわたり持続されるととが期待

される。
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騒騒騒騒機欄議選

オレンジの怨F をめざして
上芳聾オレンジクラブ

(古野荘ニ)

私達のむらは，古くから梅の殺熔

を中心に自家保有米の水凶経営と製

炭による収入で生計在11てておりま

した。

昭和30年頃から 3 みかんブームが

到来し私達の地域も l 戸 1la栓営を

目標に学生温州みかんの植裁が始ま

りました。

しかし，昭和44-45年頃からは，

生産過剰の兆しが見えはじめ，つか

の間にj刷、1'1みかんの価格大義務等，

みかん経営の先行きに大きな不安が

出はじめました。

この動揺と苦境を乗り越えるため

には，地域ぐるみの間結カが設も重

要であるとの指導のもとに，皆んな

と話し合いを王室ね，昭和46年出荷組

合が中心となって，地域ぐるみの生

産，販売活動が始まったのでありま

す。

その間，みかん，悔，水稲倉やさ

い部会等生産苦1\門を中心lこ，婦人会

や公民館治動による生活改善，社会

教育活動，加えて農業後継者グルー

プ，町内会等各種関係団体を構成員

とした組織づくりに取り組み，昭和

4~潟三上芳養オレンジケラブを結成し

たのであワます。

地域社会との迷携なおめるため，

地域くるみや，各種団体活動さ:通じ

て，村づ〈り活動を話し合ったり，

f低年 I 治 2 Flの先進地研修や公報に

よる地域住民への理解の高揚á::はか

ワました。

仇組織づくりについての主E79

目的の理解や会合等への出席者対策

についてみんなの苦労は大変であ 9

ました。

反省点、として，若者逮との連携が

鼓初は不十分であったため，調主主活

動など機動性に欠けた点，高 11給者の

生きがb、対策活動にも配慮する必喜さが

あったと忠、います。

今聞の栄誉ある受負'を契機に，尚

一層地域住民一丸となって，明るく，

差是かな村づくりにはげみたいと話し

合っております。
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天皇杯受賞者の歩みを語る
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むらづくり部門

人・家・村づくり

麦生集落 郷純

私どもの愛生集落は，鹿児島市から南に 140 kmの海上に浮かぶ，九イ、1'1-を誇

る標高 1 ，935 mの宮之滞岳を中心に， 1，∞o m級の山が30も連なる慶久島東南

部に位置する，戸数73戸の集落でございます。

気滋は年平均20度 C，間最は 4，000 酬 1 カ月 35 日雨が降ると言われるぐら

い雨の多い亜熱帯性の気候のやで，毎年，夏は台風に見舞われ，冬は北商の季

節風が強く，青巣物資等の輸送にも大きな帝IJ約を受けています。また土地条件

も，山が海岸まで迫る急傾斜地にあり，立地的にも恵まれない条件にある集落

でございます。

集落住民がこういった困難にもめげず，ポンカンの栽培を柱として系物

づくりでお本ーの村づくり" tt総親和" n 1 入の落ちこぼれも出さない"とい

う 3 つを合言葉に，みんなが一丸となって村づくりを進めてきました。おかげ

で，現在では農業後継者も数多く定着し、活気あふれる，和気あいあいとした

村に発展してまいっております。

最初に，私どもの村がいままで歩いてまいりました農村振興の足どりを申し

上げてみたいと患います。

かつて，江戸，明治の時代は，林業とカツオ漁業を主体に生計を立てていま

したが，明治中期の山林の器有化， 70年の歴史を持つ帆船漁業はまがの船の普及に対

応できず，住民は林業，漁業から農業振興に自在向け始め，明治44年の17 Æaの開

聞を皮切りに，農業に活路を見出してまいりました。当初は，米，甘しょ，さ

とうさびを取り入れた自給自足的な農業で，生活は大変貧弱でした。そこで，

からいも百斤とポンカンー斤とどちらがよいかをみんなで話し合い，昭和11年，
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初めてポンカンを導入いたしました。

当時，集落54戸中41戸で園芸組合を発足し，ポンカン簡を集落全員の共同手

開懇で植栽したのを皮切りに，背後に迫る念、傾斜の山林原野を切り開き，集落

全員が山に向かつて共同開懇を続ける一方，昭和30年代以降は各種祷助事業を

導入し，ポンカン闘の拡大をしてまいりました。途中，戦争により，食湯難で

みかんどころではないと言われながらも，だれ一人としてポンカンの木を切る

者はなく，ようやく経営の中にポンカンが定着するようになりました。

しかしながら，昭和45年には製糖工場，さらにでん粉工場の相次ぐ閉鎖によ

り，農家経済を支えてきたさとうきび，かんしょが私どもの集落から全く姿を

消し，生活の基盤が再び根底から崩れることになりました。こういった幾多の

困難に遭いながらも，二つの工場閉鎖を転機として，ポンカンを基幹作物に，

早出しの輸送野菜を導入することとし， 46年には野菜部会を発足させ，間芸の

振興による所得の向上を留り，今日に至っております。

次に，村づくりの推進体制ですが，集落では，従来，公民館活動の校区づく

り委員会が活動を中心に村づくりに当たってきましたが，昭和52年から，鹿児

島県が提唱しました農村振興運動を契機に，従来の集落組織を土台に，区長が

村づくり推進委員となる一方，集落内の各種機能集団やグループを村づくり組

織として編成し，これらのおのおのの組織代表指名による村づくり審議委員会

を新しく設置いたしました。

集落における村づくりの実蹴舌動の中核となっているのは，何と申しまして

も果樹部会，野菜部会，それから20の機能集団， ク守ループ等でありまして，集

落内の就学児震から老人までの集落全員が何らかの形でグループに属し，各グ

ループの活動も非常に活発であります。

また各ク守ループの活動を村づくり活動として方向づけ，関連づけるため，毎

年，年度末に村づくり審議委員会を開催し，年間の村づくり計画を討議します

とともに，毎月末には各団体，グループの代表からなる団体長会を開催し，翌

月の村づくり実践計画について話し合っております。そして，各団体， ク守ルー

プの会合計画，また農作業計画を事細部に至るまで検討して，毎月初めには，
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月々の行事計闘を各家庭 1 戸 1 戸に配布しております。このように集落全員が

何らかの組織に加入し，役員の任期も l 年で，大部分が役員の経験者であるこ

とから，村づくりの参加，協力も大変よろしゅうございます。

では，ここで村づくりの内容と成果について述べさせていただきます。村づ

くりにつきましては，昭和25年以降の校区づくり運動における人づくり，家づ

くり，村づくりの実施計画並びに， 53年度には新しい村づくり総織体制で，話

し合い活動の中で生まれた， 60年を目標とする村づくり方策を作成しました。

そして，これに従って村づくりの実践活動を進めてまいりました。

初めに農業振興につきましては，零細で温暖という自然条件のもとでは，振

興作目としてのポンカンの規模拡大の外にないということから，果物づくりで

日本一のむらづくりを図擦に定め，昭和11年のポンカンの導入以来，共同作業

による手開懇を経て，開拓ノfイロット事業や農業構造改善事業など，大型機械

による造成を通じ，規模拡大を進めてまいりました。その結果，栽培面積も昭

和11年の 4μから現在では50ねに伸び 1 戸当たり 10 a から 103 a に， 10倍に

規模拡大が達成されました。その間，集予客共宥林，国有林の払い下げなど，土

地磯保の面でいろいろな苦労がありました。特に昭和40年代の企業による土地

買い占めの攻勢に当たっても，農ー業告とするものが最後に勝つという信念のもと

に，みんなが一丸となって土地の寅い占めを防止してきました。

また，昭和40年代末から，台風災害や価格変動に対する危険分散，さらには

労力の適正配分の観点から，ポンカン閣の一部をタンカンに改植してまいりま

した。今日ではポンカン27 k， タンカン23kになり，タンカンの随穣も計画ど

おり拡大してきました。

次にポンカンとの複合経営を確保するために，昭和46年から，暖地性を生か

した実えんどう，ばれいしょ，そらまめ等をと取り入れた露地早出し野菜告と導入

し，いまでl摂12k， 170 t の生産量となり，東京，大阪などの大消費市場に出

荷するようになっております。なお，これらの産地形成を進めるには，生産基

盤整備が大きな課題でありましたことから，農道の整備に取り組み，昭和35年

の間体営農道整備事業を皮切りに，各穏の事業を取り入れてまいりました結果，
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54年度までに 1 万 1 ，000 m の農道を新設し，整備率も 1IUL当たり nOm となり，

集溶の長年の課題でありました人力運搬から解放されました。

さらに，最近では霧島屋久国立公閣という有利な条件を生かし，ポンカン，

タンカン，セミノール等を組み入れた観光農業のもぎとり園も設置し，観光客

に開放して，都市住民との交流を図りつつあります。しかしながら，私どもの

麦生集落では，経営規模の拡大，新規作物の導入など，農業を重点的に推進し

てきた結果，農作業が忙しく，スポーツをする暇がない，あるいは食生活も簡

単に済ませてしまう，親子の対話が薄くなったなど，いろいろな問題が出てき

まし fこ。

そこで，まず婦人，青年を中心に昭和52年に集落全戸のアンケート調査を行

い，その結果をみんなで話し合い，集落診断地図としてまとめてみました。

調査の結果，生活道路，集会所，運動広場，道路ミラー等，あらゆる爾で非

常におくれていることがわかりました。そこで，この診断地図をどもとに， 自分

たちでできる仕事は集落の共同作業で行い，自分たちでできない仕事は各種の

補助事業を活用して，計画的に逐次実施し，集落道路はほぼ90%が整備される

に至っております。中でもナイター付運動広場，子供遊間地，老人広場等，諸

施設を集落のや央に 1 カ所にまとめて，いわゆる集落の広場を建設し得ました

ことは，私どもの大きな誇りであります。

次に，健康対策や生活改善についても，主婦の間で健康管理の意識が大変高

まり，生活改善グループや婦人会を中心に，健康調査を実施し，貧血追放の対

策として家庭菜園づくりを進め， 10種類に及ぶ野菜の共同育笛闘を設置して，

集落内はもちろん，集落外にもこれをと供給するまでに至っております。また共

同みそづくりやポンカンジュースなどの手づくり加工食品 6種類に及ぶ郷土

菓子，すなわち，ふるさと菓子づくり，そのほか老人会による下水路の清掃，

老人花墳の設置など，それぞれグループで集落の部活動を自主的に実施いたし

ております。

集簿の連帯感づくりにつきましては，約 300 年前から伝承されているナギナ

タ踊りの保存，えびす祭り，磯遊び等，年聞を通して 3 種類に及ぶ伝統的集落

-88-



行事を継承しております。またスポーツ， レクリエーション活動におきまして

も，農作業が終わって夜でも運動のできるナイター施設が整備されたことによ

って，老人ゲートボール，婦人バレーボール，青年，子供ソフトボールなどが

活発となり，集落の住民はもちろん，町内の表者たちの交流の場として大いに

活用されている現状でございます。

以上のような連帯感づくりが基磯となって，集落の20に及ぶ各種組織グルー

プの活動も非常に活発になり，研修会，料理教室，あるいは学習会など，穣極

的に行われており， 400 rdの集会施設は，集会所に灯のつかない夜はないと言

われるまでに至っております。

私どもの麦生集落の村づくりの中核的実践母体の 3 本の柱は，婦人部と青年

部，それに今日までの農業振興を担ってきた巣樹部会，里子莱部会の活動であり，

これらの活動に負うところはまことに大きいものがあります。

さて当集落が取り組まなければならない当閣の課題といたしましては，第

l に60年を目標とする生漆計画の達成を困ること。具体的には，果樹部門では9

1昆暖な気候を主主かして， 12月から 1 月にかけてのポンカン 2 月から 3 月にか

けてのタンカン 4 ・ 5 月どりのどワ 7 月のレイシと，年間を通しての果物

づくりの確立を図り，真に生活の安定と農家経済の向上を期することです。

第 2 に今後ますます議蔑を振興し，土づくりに努めること。第 3 に， レイシ，

ポンカン，タンカン等のもぎとり|認と氏宿など，創光農業にさらに推進するこ

と。第 4 に，後継者，分家のための住宅地の造成を駈ることであります。

最後に，離島，急傾斜地という厳しい自然環境の中で，私ども愛生集落は，

村づくりの信条であります人づくり，家づくり，村づくりの原点に立ちかえり，

今後とも着実に村づくりを進めていく所存です。そして，この私たちの小さな

村づくりの輪が，集落だけにとどまらず，町内や地域へと大きな輪となって，

さらに大きく広がっていくことを信じますと同時に，このたびの天皇杯、受賞な

契機として，麦生集落全員が燃える希望と情熱を持って，先議から受け継いだ

この集落色農業で生きる，明るい，活力ある村として，若者たちの散代へと

引き継いでまいりたいと患っておる次第です。
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蚕糸部門

養蚕を柱に農業所得拡大

南沢養蚕組合石塚喜久夫

私たち南沢養蚕組合のある天栄村は，東北本線須賀川駅より商に20kmのとこ

ろに位置しています。福島県の真ん中，会津磐梯山の鏡とうたわれた猪苗代棋

と東北の玄関，白河関を直線で結んだ中間点にあります。地形的には，那須火

山禄の北端と接するところもあり，平坦部から山岳地帯の入りぎわというとこ

ろで，山ひとつ越えた役場付近を除けば，耕地は谷川に沿って，水田の両側傾

斜地に熔が耕されて，区画は小さく複雑なところが多く，気候は積雪寒冷地に

属しているわりには温和で，意外と積雪量は少なく， 12月の初雪から 3 月ごろ

まで最高に積もっても 20， 30clII程度で，根雪になることはほとんどありません。

しかし，気象変動は大きく 4 月下旬から 5 月上旬にかけて，晩霜による被害

が多くあります。

村の産業は農業が主体ですが，最近は工業の影響も出始めています。農業は

米を中心に養蚕，畜産，シイタケなどが主で，およそ23億円の農業総生産額を

上げております。

さて，私たちの南沢集落は，天7l<を利用した水田と豊富な山林をもとにした

木炭生産が主で，戦後まで続いていました。私も青年期に経験しましたが，山

から集落へ，集落から村へ，搬出せねばなりません。アスフアルト道路やトラ

ックのなかった時代で，テレビで見る日本音ぱなしのように，炭俵を背負って

運搬するぐあいで，大変重労働でありました。当時の木炭は，重労働のわりに

収入は多くありませんでした。

そんなこともあり，戦後まもなく，集落の集まりで，それまで一部の人しか

やっていなかった養蜜が，現金収入がよくて，近くに貿ってくれる製糸工場が
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あり，さらに組織的につながれば有利に販売できるということもあったので，

いままでの木炭から，集務全体で養蚕に取り組み，一層有利な販売体制組織に

するような方向が打ち出されました。

そして昭和23年，当時40歳の石塚健氏を組合長とした南沢養蚕組合が結成さ

れました。組織はりっぱにできましたが，当時の技術はりっぱなものとは言え

ず，違作も続出していました。そこで，蚕桑技術在高めるため，蚕業技術展示

場を古川 l義次氏宅に設置しました。また石塚健組合長の「あとつぎのない産業

は将来性がない」を信条のもとに，当時22歳の私を初め集落内の若者を県主催

の養蚕技術研修の場，つまり蚕業中堅青年研究会に入会させました。

その結果 3年後の昭和27年に，修了者13名で大量蚕業中堅青年研究会を発

足することができました。研究会発足により，毎月 1 囲，展示場を借りて養蚕

講習会を開催し，欠かさず出席し，蚕主主や桑留の共同消毒を実践しp 部落の信

頼と好評を受けました。そんなこともあり， 30年代に入ってからは飼育盤も増

大し，蚕作を安定してきました。しかし，蚕を飼うことはむずかしし特に夏

秋期には常習的に違作する人もあり，日夜頭を悩ましていましたが，指導機関

の適切な助言で，違作常習者は，稚蚕期の個人飼育の取り扱い不良が原因と判

明しました。そこで，蚕作安定には稚蚕共同飼育所をぜひとも設置する必婆を

感じ，私ほか 4 名は，集務の養蚕農家全員と協議を重ね，設置の同意を得てか

ら，先進地を視察し，検討を繰り返して，昨年， y県補助事業で手jg蚕共同飼育

所と稚蚕共同桑闘を集落内に設置することができました。

稚蚕共同飼育所ができると，蚕作が安定し，百十罰的に生産拡大が図られたほ

か，飼育人夫の出役は夫婦でいることもあり，意見交換，技術研鎖の場として

一層総合の輪が強まって，いつでも総会が開催される状況となり，現在に引き

継がれております。

さて，現在私の髪もごらんのように自くなり，かつて私とともに養蚕意欲に

燃えていた仲間もほとんど似たようになってきました。体力では，養蚕作業を

はじめ農ー作業はまだまだ息子たちには負けませんが，私が若かったころ，石塚

健組合長の信条の「あとつぎ、のない産業は将来性がない」を痛感するようにな
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りました。そこで，数年前より，集落内の青年と親とが話し合える親子対話会

や蚕業中堅青年研究会の活動を援助し，次に，複雑な作業になれてもらうよう

努力しました。同時に，私たち経営主も，より安定した経営の基盤症と築くため，

山林を切り開いて桑闘をとつくったり蚕室を建てたりしてきました。また，夜遅

くまで電灯をつけて作業することが多かった，そんな作業をやめようとみんな

で申し合わせを行い，このような活動実践が後継者にはだ‘で伝わり，集落内にい

た青年が，それぞれあとつぎとして自然に定着してまいりました。

それまで，南沢ような養蚕規模が大きいところに娘を嫁にやると，朝から運

くまで働かされ，かわいそうだから駄目だと言われていたのが，最近の南沢は

作業時間がしっかりしていて親子対話の場もあり，娘を嫁にやっても心配ない

というところまでになりました。ここ 2 ， 3 年の関に，独身だった者がみんな

嫁さんをもらい，孫の顔を見るまでになりました。そして，小さな子供がいる

家では，よちよち歩きの子供が母親のそばで桑をやるほほえましい光景も見ら

れます。わが家でも，孫が 3 人いますが，学校から帰っていろいろと手伝って

くれます。

育蚕に関しては，かつて室内で蚕と同居した時代もあり，このころは蚕が桑

を食べる音が雨音のようでした。また粂の葉も l 枚ずつ取っていたので大変苦

労が多く，そんなこともあり，住居と飼育する場所の分離に努めました。当然，

経費がかかるので，集落共同で国や県の補助事業も取り入れ， 自己資金などで

62様の蚕室が建ち並び，昨年は壮蜜飼育自動装置を 6 セット導入，近代的な養

蚕団地との感がします。また冬期間は蚕舎に菌茸類を導入し，有効に活動してお

ります。

紙織面では，明治16年に集落全戸火災に遭い，後の再建復興に向けた集搭の

かたい結束があり，さらに稚蚕共同飼育所建設で一層強まり，集落すべてが兄

弟のようになっております。また，毎年 4 月の総会のほか 7 ・ 8 囲の集まり

を持ち，より深い意思の疎通と決断を強力にしています。

一方，青年たちのグループ活動も活発で，桑園や蚕室など，定期的活動をや

っております。独身者が多かったときには，製糸工場の女子職員と交際会告と開
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催するなど，多くの活動を展開してきました。

婦人については，婦人部をや心に，上競保護管理，巡回督励など，質の向上

に努め，婦人たちが縁の下の力となっております。一方，最近の若妻をや心に，

指導機関の協力を得て，養蚕婦人学校を開設して，蚕粂技術の基盤研修の習得

に努めております。

このようにして，梅沢集落は農業経営の柱に養蚕わ置き，集港全員で生産拡

大に取り組んできました。その結果 1 戸当たり桑関 150 a，繭 2 tにまでな

りました。私たちが進めてきた農業所得拡大のための養蚕で天皇杯受賞という

最高の栄誉を賜り，私をはじめ，組合員一同，喜びでいっぱいで‘す。審査され

ました先生方，またご指導をくだ主りました関係機関の方々に浮く御礼申し上

げます。そして，今後ともこの栄誉に恥じない養蚕を発展させ，集落の和と，

農業所得増大をしていきたいと存じます。

-93-



林産部門

「なぜの信条、貫く根性」

新田栄

私が住んでおります内子町は，松山市から国道56号線を南西に下ること約40

1ω，周囲を山に固まれた東西16km，南北15km，総面積120km'の中に零細な農林

業経営a::主体とした山村であります。人口は約 1 万4，000 人で，総戸数は3，600

戸余り，そのうち農家戸数は約 1 ，900 戸，農業就業人口は 3，800 人であります。

町内には県内最大の河川である肱川水系の小田川1，中山)11，麓川 i等 3 本の支流

が流れており，地形は比較的念、i峻であります。

農用地は，これら河川の周辺や高台の山腹を利用して，河岸段丘状または帯

状に開かれ，葉タバコ，果樹，シイタケ，畜産物の経営が営まれていまー付ら経

営規模は概して小さく，合理的な経営内容とは申せません。そのため，多くの

農家は，温暖多雨な気象条件と肥沃な土壌条件に恵まれているところから，数

多くの作物を導入し，現金収入の道を求め，懸命に努力いたしておるところで

あります。現在，町内においては，経営総合農地開発事業を導入し ， 275Mの

新しい農用地を造成しており，完成の暁には，葉タバコ，落葉果樹症と主幹作物

とした一大産地を形成すべく事業を推進しているところであります。

次に，私が乾シイタケの生産をわが家の経営の主幹作物として導入したいき

さつについて申し上げてみたいと存じます。私は12歳のとき父と死別し，その

とき末の弟は生後初日でございました。農家の長男として生まれた私でありま

したが，勉学のため高校へ入学したものの，その後，家業の農業経営に入手不

足を生じ，やむなく高校を 1 年で中退し，家業に専念することにしました。し

かし，当時の経営内容は，わずかな米麦が中心で，決して充実したものではあ

りませんでした。そこで，私は酪農の導入によって経営の安定を閤ろうと考え，
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昭干昭7年に和牛 6 頭を導入しs 経営に着手いたしました。さらに，畜産経営に

ついての技術習得のため 2 昭和28年に愛媛県立野村種畜場に畜産講習生として

入所し，酪農経営についての勉強をとすることにしました。昭和29年卒業後，在

学中に習得した家道人工授精師として地域の酪農家を巡回し 9 家遂の増殖や改

良を積極的に指導を行い，農家から非常に喜多ばれたものでございます。

しかし，わが家の酪農経営も，地理的な条件から，規模拡大も思うにまかせ

ず，ひとり悩む日々が続くようになりました。そのころ，シイタケ栽培につい

て，愛媛の草分け的存在で閉じ町内に住む上岡岩雄さんの持場を通りかかわ

シイタケの話を開く機会がありました。上関さんから，シイタケのっくり方や

将来の見通し等についていろいろと話在開き，何とも言えない深い感銘を受け

ました。

従来3 私はクヌギl土木炭の原木か薪にしかならないものと考えておりました。

現に，私の地方においては，かつて全国的に名をはせた伊予の切り炭として3

最盛期には年間94万俵もの生産がありましたが，このころにはすでに斜陽の兆

しが見え始めたので，これを利用してシイタケを始めてみようという意欲がわ

いてまいりました。そこで，酪農経営にかわってシイタケ生産を始めるため，

昭和34年，自家所有のクヌギ林を切り， 5，000 本の植菌からスタートしr その

後，毎年 7，000本から 1 万本の椅木を造成し，さらに昭和38年からは規模拡大

のため，毎年 1 万本以上にふやしてまいりました。

また近在にもシイタケ生産を始めようという者もふえ始めていたので，地域

内のクヌギ林をより一層活用しようと地区の有志に呼びかけ， 7 名の生産者に

よるシイタケ生産組合を設立いたしました。行きがかり上，私が初代の組合長

を務めることになりました。組合では，シイタケ栽培技術の研究はもとより，

共同出荷体制の整備，適正な経営規模の確立等について，真剣に話し合いを続

けました。この組合も，おかげをもちまして，現夜では，町内全域を一体とす

る組合員138名の組合に成長し，日夜充実した活動を続け，乾シイタケの産地

形成に大きな役割在来たしています。

私は昭和38年に，従来の浸水による発生操作に多くの労力を婆するために，
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撒水による発生操作はできないものかと考え，酪農用に使用しておりましたロ

ータリーポンプを利用して9 小雨の夜，椅木を倒し，その上から水をかけたと

ころ，多量のシイタケ在発生させることに成功いたしました。そこで，日本キ

ノコセンターの勧めもあって，昭和40年にスプリンクラー10基を設置し，研究

を重ねた結果，きわめてよい結果が得られました。当時，県内各地から多数の

見学者もあり，各地で撒水によるシイタケ栽培が徐々に普及するようになりま

した。そのため，適切な技術指導を行うため，県及び関係団体からの要請に基

づき，昭和42年から43年にかけて，県内 7 カ所において，撒水による安定した

シイタケ栽培についてと題して，講演会等を開催してまいりました。

当時は，薄葉系のシイタケが市場で好まれており，画期的な技術として関係

者の好評を得たものであります。しかし，次第に厚手のドンコ系が好まれるよ

うになれ市場の要請とも相まって低温菌に切りかえ，春系7勝，秋系30%の

生産計画とし，現在に吏っております。

シイタケ栽培では乾燥技術等も重要でありますが，特に持場の環境が品質の

良否を決定するとまで言われております。昭和46年から松林の中に作業道を白

カで開設し，栂場の集中化による規模拡大を図るため，毎年 2 万本以上の横顔

を続けました。伏せ込み地も林内80%，裸地20% とし，椅っき率の向上に努め

てまいりました。樗場をと松林に移してからは，発生環境を人為的に操作するこ

とが可能になり，発生するシイタケの品質仏従来のものに比べてきわめてよ

くなり，県内における品評会はもとより，全農主催の全国品評会においても上

位に入賞させていただき，大変喜んでおります。

ところが，昭和50年ごろから西日本一帯に猛威をふるった松喰虫によれ椅

場の松がほとんど枯れ，袴場としての機能が全くなくなってしまいました。こ

のことは私にとって，シイタケ生産を続ける上で大きな打撃であれわが家の

経営基盤がいまにも崩れようとしており，日夜苦慮しているところであります。

こうなった以上， くよくよしでも仕方がない，何とか対策を立てなければ‘なら

ないと考え，スギ，ヒノキでコウシンを，雑木内でドンコを生産する体系をつ

くろうと，昭和51年から54年にかけて，多くの労力と苦難を乗り超え，椅場の
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大移動を行いました。 このことは，将来，シイタケ生産な主体としたわが家

の経営を持続するためには，閤緩性はあるが，どうしてもしなければならない

ことと肝に銘じ，家族ともども努力してまいりました。

以上申し上げました事柄は，日本きのこセンタ一発行の月刊誌「菌室主 J に

「撒水による安定したシイタケ栽培J と題して昭和4昨羽号に， r袴場壊滅を

切り抜ける J と題して昭和5<< 9 月号に，また「持場に合った品柄生産 J と題

して昭和田年 8 月号に，それぞれ拙文を発表いたしておりますので，ご一読願

えれば幸いです。

つぎに，技術的な内主主について少々申し上げてみたいと存じます。まず楠麹

については，，*木を大中小に区分し，植歯周のドリルを 3穏類っくり，植萄孔

の深さを調節し，歯のまわりを速くするように心がけ，栂っきE終の向上に努め

ていますが，現夜，愛媛県内においてもこの方法が広まわ符っき率の向上に

役立っているように思われます。植菌後の伏せ込みですが，伏せ込み地が不足

をしていることもあり，害菌のi坊除対策との絡みもあって，約50%の裸地伏せ

在実施しております。今後において，この比率はますます大きくなるものと思

われます。

なお2 わが家の経営規模は2 水田 0.4W，山林17.3μ，粟|羽その他1.2μで，シイ

タケ生産が主要な部門を占めております。所有椅木は約10万本で，うち 9 万本

の用役栂木があり，年間約 3 t の乾シイタケを生産し，約1，4 00 万円の粗収入

を上げております。労力は，私と委，母の 3 入による自家労力が主体でありま

すが，様菌時やシイタケの採取時期在中心に，年間160人から170人稜度の庭

用労力によって賄っております。生産目標は， ドンコ系に主体を置き，現在，

総生産訟の60%がドンコ系によって占められています。

以上 私のシイタケ生産について簡単に申し上げましたが，私は常に「なぜ，

なぜの信条p 貫く様性 J をモットーに，失敗も成功も，なぜ失敗したのかの反

省に立って，常に前進を続けてまいりました。安定したシイタケ生産を持続す

るためには，自家原*林の確保は不可欠の要素でありますが，原木確保対策に

ついては，シイタケ生産者みずからが原木造成，確保に当たるとともに，地域
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全体として，生産計闘に見合った確保対策を講じなければならないと考えてお

ります。私自身も，昭和40年以降，原木林を土地のまま購入し，原木自給率の

向上に努めています。

またシイタケ生産は，主要部分について自然が相手であるだけに，何事につ

いても天狗になってはならないと自戒し，絶えず研究と努力を重ねております。

今後，農山村を取り巻く社会経済環境はますます厳しくなるものと予想されま

す。農山村において，農林業を基盤とした経営を維持しているわれわれが，こ

れに対処するためには，いかにして安定した経営基換を確立するかにかかって

いると患います。そのため，地域の特性を生かした作自在導入し，安定した複

合経営を確立する必要があります。個々の農家は，それぞれの経営内容が具っ

ておりますが，地域全体としての地域複合を確立し，おのおのの作自の主産地

化を促進し，農林家経済の安定に努力していくことが大切なことと考えます。

特にシイタケ栽培については，将来においても，地域における複合経営の主

幹作目として主婆な地位を占めるために，シイタケを栽倍する同志が，組合活

動を通じ，何事についても話し合える場所と機会告とっくり，原木高，燃料高，

資材の高勝，経営の安定，品質の|向上等について情報を交換し，近年のシイタ

ケ価格の低迷に対処していかなければならないと脅えます。

私は若輩の身ながら，このたびの受賞のご恩に報いるため，引き続き，地域

はもとより，県内のシイタケ生産者のお役に立ちたく，かたく心に惑っている

次第です。
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